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序

　富岡清水遺跡および富岡城跡は、わが国最初の官営富岡製糸場のある富岡市内にあ

ります。また、富岡市内を流れる鏑川一帯は、戦国時代の城館が多いことでも知られ

ている地域でもあります。この地に西毛広域幹線道路として主要地方道前橋安中富岡

線が整備されるにあたり、この事業地内に所在する埋蔵文化財について関係各機関の

調整を受け、発掘調査を行いその記録を残すこととなり、当事業団がその実施にあた

るところとなりました。

　発掘調査は平成19年度から平成23年度にかけて断続的に実施し、富岡清水遺跡では

縄文時代後期の住居や土坑、奈良時代から平安時代にかけての集落、用水路や水田・畠、

近世の大型建物といった各時代の多くの遺構や遺物が発見されました。富岡城跡では

弥生時代後期の住居、古墳時代の古墳、そして戦国時代の城の各郭や堀といった遺構

や遺物が発見されました。この発掘調査によって、高田川右岸に広がる縄文時代集落

の一端や古代用水路の発見からこの地域の土地利用の変遷、高田川左岸丘陵上の弥生

時代集落や古墳、さらに富岡城跡について明らかにすることができました。

  発掘調査を実施するにあたり、多大なご理解とご協力をいただいた群馬県富岡土木

事務所、群馬県教育委員会、富岡市教育委員会、ならびに地元の方々に心より感謝を

申し上げるとともに、本報告書が地域の歴史解明のため多くの人々に活用されますこ

とを願い、序といたします。

　平成24年12月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　須 田 榮 一





例　　　言
１．本書は、主要地方道前橋安中富岡線地方道路交付金事業に伴い、平成19年度から平成23年度にかけて断続的に発掘
調査された富岡清水遺跡および富岡城跡の調査成果を、平成24年度社会資本整備総合交付金事業（活力創出基盤整備）

（主）前橋安中富岡線に伴う富岡清水遺跡、富岡城跡の埋蔵文化財発掘調査報告書として刊行したものである。
２．富岡清水遺跡は富岡市富岡字北畠1895－４、1896－１、1897－３、富岡市富岡字清水2291－１、2291－３、2292－１、
2293－１、2297－１、246－１、2246－２、2249－１、2253－１、2254－１、2256－１、2257－１、2258－１、2258－
４番地に所在する。
　富岡城跡は富岡市上高尾字城山1280－２、1412－５、1895－４、1896－１、1897－３番地に所在する。
３．事業主体　群馬県西部県民局富岡土木事務所
４．調査主体　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団（平成24年４月に公益財団法人に組織改定）
５．整理主体　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団（平成24年４月に公益財団法人に組織改定）
６. 富岡清水遺跡及び富岡城跡の発掘調査期間と体制は次の通りである。
　平成19年度　富岡清水遺跡Ｂ・Ｃ・Ｄ区　（平成19年度　主要地方道前橋安中富岡線地方道路交付金事業）
　　履行期間　平成19年５月29日～平成19年10月31日　　調査期間　平成19年６月１日～平成19年８月31日
　　調査面積　3,591.83㎡　　調査担当　唐澤至朗（主席専門員）　坂口　一（主任専門員　総括）
　　遺跡掘削請負工事　（有）毛野考古学研究所
　　委託　 地上測量・航空測量　技研測量設計株式会社　　自然科学分析　株式会社火山灰考古学研究所
　平成21年度　富岡清水遺跡E区　（平成21年度　主要地方道前橋安中富岡線地域活力基盤創造交付金事業）
　　履行期間　平成22年１月12日から平成22年３月31日　　調査期間　平成22年２月 １日から平成22年３月31日
　　調査面積　2,198㎡　　調査担当　飯田陽一（上席専門員）須田正久（主任調査研究員）
　　遺跡掘削請負工事　株式会社飯塚組　　委託　 地上測量　アコン測量設計株式会社
　　自然科学分析　株式会社火山灰考古学研究所
　平成22年度　富岡清水遺跡Ａ・Ｆ区　富岡城跡（平成22年度　社会資本整備総合交付金事業（活力創出基盤整備）（主）
　　前橋安中線富岡線）
　　履行期間　平成22年６月21日から平成22年11月30日　　調査期間　平成22年７月１日から平成22年９月30日
　　調査面積　富岡清水遺跡1,141㎡　富岡城跡2,091㎡　　調査担当　谷藤保彦（上席専門員）　古口晃敬（調査研究員）
　　遺跡掘削請負工事　山下工業株式会社　　委託　地上測量　技研測量設計株式会社　
　平成23年度　富岡城跡　（平成23年度　社会資本整備総合交付金事業（活力創出基盤整備）（主）前橋安中富岡線）
　　履行期間　平成23年６月１日から平成23年11月30日　　調査期間　平成23年７月１日から平成23年 ９月30日
　　調査面積　700㎡　　調査担当　関　晴彦（上席専門員）友廣哲也（上席専門員）
　　遺跡掘削請負工事　株式会社シン技術コンサル　　委託　 地上測量　株式会社シン技術コンサル
７．富岡清水遺跡　富岡城跡の整理事業の期間と体制は次の通りである。
　平成23年度
　　履行期間　平成23年12月1日から平成24年３月31日　　整理期間　平成23年12月1日から平成24年３月31日
　　整理担当　麻生敏隆（上席専門員）　宮下　寛（主任調査研究員）
　平成24年度
　　履行期間　平成24年８月1日から平成24年12月31日　　整理期間　平成24年８月1日から平成24年10月31日
　　整理担当　大西雅広（上席専門員）
８．本書作成の担当者は次の通りである。
　編集　大西雅広　（上席専門員） 　谷藤保彦（上席専門員）
　本文執筆　唐澤至朗（事業局長　第１章１節）　坂口一（調査２課長総括　第３章３節７・８、第５章第２節）
　　　　　　神谷佳明（資料２課長　第５章１節）　飯田陽一（上席専門員　第２章、第３章３節１－Ｅ区以外）
　　　　　　飯森康広（専門員総括　第５章第３節）　須田正久（主任調査研究員　第１章３節、第３章３節１－Ｅ区）
　　　　　　それ以外を谷藤保彦（上席専門員）
　デジタル編集　齊田智彦（主任調査研究員）
　遺物写真撮影　佐藤元彦（補佐総括）
　遺物観察　石器・石製品　岩崎泰一（上席専門員）、縄文・弥生土器　谷藤保彦（上席専門員）橋本淳（主任調査研究員）、
　　　　　　土師器・須恵器・埴輪　神谷佳明（資料２課長）桜岡正信（資料統括）、陶磁器・鉄製品　大西雅広（上席専門員）
９．発掘調査及び報告書作成に際しては、群馬県西部県民局富岡土木事務所、群馬県教育委員会文化財保護課、富岡市
教育委員会をはじめ、関係機関ならびに多くの方々からご協力・ご指導をいただいた。感謝いたします。
10．発掘調査諸資料及び出土品は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管されている。



凡　　　例

１．本書の遺構図中にある＋印は、国家座標値（世界測地系）を表す。また、グリッド名称は、国家座標値の下３桁のみ

を用いて

　　表記した。

２．遺構図中で使用した北方位は座標北を示す。（真北方向角偏差０°33′01.51″）

３．遺構の方位は、座標北を基準とし、住居の場合はカマド主軸を基軸とし角度等の傾きを計測した。カマドを持たな

いものについては長辺を基軸とした。

４．遺構図については、各挿図中にスケールを添付したが、原則下記の縮尺で掲載した。

　時代別遺構配置図1/400・1/800　竪穴住居1/60　掘立柱建物1/60　炉1/20　竃1/30　土坑1/20・1/40　溝 1/80

　水田・畠1/100　1/400　　城郭1/200

５．遺構計測値において全容が計測できない遺構については残存値（　）で表記してある。

６．遺物図及び遺物写真の縮尺以下の通りである。

　石器・石製品　1:2　1:3.　縄文土器　1:2　1:3　土師器　1:3　1:4　陶磁器　1:3　鉄製品　1:2

７．遺物の計測値は、欠損品の数値には残存値に（　）を付して完形品と区別した。

８．本書で使用したテフラの名称は以下の通りである。

　As-A・浅間A 軽石　　As-B・浅間B 軽石　 　As-C・浅間C軽石　　As-YP・浅間板鼻黄色軽石　　As-OK・浅間大窪沢

９．本文中に使用した「As-B混土」、「As-C混土」はそれぞれの軽石を混入した土層を表している。

９．遺物観察表（土器）の色調は、農林水産省農林水産技術会議　監修、財団法人日本色彩研究所　色票監修『新版標準

土色帖』1996版の色名を使用した。

10．本書に掲載した土器の図版上や観察表での表現は以下の通りである。

　・弥生土器と土師器についての明確な区分はしていない。

　・胎土の砂細粒と粗細粒は直径２㎜ほどで区別した。

　・成・整形の特徴の項目にあるハケ目本数は１cmあたりの本数を数えている。

　・土器計測位置の表現は口径：口、 底径：底、 器高：高、 高台径：台、 稜径：稜、 甕・壺などの最大径：胴、内湾する

　杯などの最大径：最、蓋の摘み最大径：摘で略記した。

11. 本書で使用した地形図は下記の通りである。

　国土地理院地勢図　1:200,000「宇都宮」（平成18年４月１日発行）

　国土地理院地勢図　1:200,000「長野」（平成1０年４月１日発行）

　国土地理院地形図　1:５０,000「富岡」（平成７年２月１日発行）

　富岡市現況図　1:2,500　No.27,28,37,38（平成21年３月測量　経年変化修正）
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ＰＬ．28　Ｃ区１～３・６号住居出土遺物
ＰＬ．29　Ｃ区６・７号、Ｄ区１～３号、Ｅ区１号住居出土遺物
ＰＬ．30　Ｅ区１～４号住居出土遺物
ＰＬ．31　Ｅ区５・６・９・11号、Ｆ区１号住居、Ｃ区５号土坑出土遺物
ＰＬ．32　富岡城全景　空中写真　南から

富岡城全景　空中写真　北から
ＰＬ．33　平成22年度調査　城郭南西部　弥生・古墳時代面全景　空中写

真上から
平成22年度調査　城郭南西部　弥生・古墳時代面全景　空中写
真西から

ＰＬ．34　城郭南西部　１号住居　全景　南から
城郭南西部　１号住居　遺物出土状況　
城郭南西部　１号住居　遺物出土状況
城郭南西部　１号住居　遺物出土状況
城郭南西部　２号住居　全景　南から
城郭南西部　２号住居　炉　南から
城郭南西部　３号住居　全景　南から
城郭南西部　３号住居　炉　南から

ＰＬ．35　城郭南西部　１号古墳周堀　全景　北西から
城郭南西部　１号古墳周堀　全景　北から
城郭南西部　１号古墳周堀　全景　南西から
城郭南西部　１号古墳周堀　遺物出土状況　南から
城郭南西部　１号古墳周堀　遺物出土状況　西から

ＰＬ．36　城郭北東部　３区１号住居　北半床面　北から
城郭北東部　３区１号住居　南半ピット検出状況　北東から
城郭北東部　３区２号住居　南半床面　南から
城郭北東部　３区２号住居　北半床面　北から
城郭北東部　４区１号住居　床面全景　北から
城郭北東部　４区２号住居　全景　南から
城郭北東部　３区１号土坑　全景　南から



城郭北東部　10号トレンチ古墳周堀　遺物出土状況　南から
ＰＬ．37　富岡城　城郭全景　北東から（富岡市街地・一ノ宮方面を望む）

富岡城　城郭全景　北西から（甘楽町・旧吉井町方面を望む）
ＰＬ．38　富岡城　城郭全景　南東から（高田川と城郭の西側を望む）

富岡城　城郭全景　南から（富岡清水遺跡から城郭を望む）
ＰＬ．39　城郭西側（２・４郭）　全景　空中写真

城郭西側（２・４郭）　全景　空中写真　南西から
ＰＬ．40　城郭西側（２・４郭）　空中写真　西から

城郭西側（２・４郭）　全景　西から
ＰＬ．41　２郭　全景　空中写真

２郭　南半　東から
２郭　北半　東から
２郭　土塁痕跡南側　北から
２郭　土塁痕跡北側　西から

ＰＬ．42　１号堀と２郭西側面　全景　南から
１号堀　南から
１号堀　北から
１号堀　盛り上がる中央部底面　南から
１号堀　土層断面　南から

ＰＬ．43　２号堀と２郭北側面　全景　西から
２号堀　改修後の底面　西から
１号堀と２号堀の交点　南から
２号堀　西半と端部　東から
２号堀　土層断面　東から

ＰＬ．44　２郭　北側面にみる盛り土の状況　北西から
２郭北縁　築城時の盛り土状況（Ａライン）　東から
２郭南半　築城時の盛り土状況（Ｅライン）　北東から
２郭北半　築城時の盛り土状況（Ｅライン）　南東から
２郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｄライン）　南西から

ＰＬ．45　２郭南縁　築城時の盛り土状況（Ｅライン）　東から
２郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｅライン）　東から
２号堀北壁上端　築城時の盛り土（Ａライン）　東から
２号堀北壁上端　築城時の盛り土（Ａライン）　南東から
２号堀北壁上端　築城時の盛り土（Ｄライン）　北西から

ＰＬ．46　４郭　南側に残る高まり　東から
４郭　南側に残る高まり　西から
４郭北縁　西から
３号堀　全景　北東から

４郭南縁　築城時の盛り土状況（Ｋライン）　南から
４郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｋライン）　南東から
４郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｊライン）　南東から
４郭　築城時の盛り土状況（Ｆライン西側）　南東から

ＰＬ．47　４郭　築城時の盛り土状況（Ｆライン西端）　東から
４郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｃライン）　南東から
城郭外平坦面　全景　東（４郭）から
城郭外平坦面　土塁の残存部　東から
城郭外平坦面　土塁の土層断面　北西から

ＰＬ．48　城郭北東部　１区南側　全景　北から
城郭北東部　１区北側　全景　北から
城郭北東部　２区　全景　南から
城郭北東部　２区　区画　東から
城郭北東部　２区　区画溝断面（南壁）　北から
城郭北東部　２区　３郭南西角盛り土上面　西から
城郭北東部　２区　３郭南西角盛り土断面　西から
城郭北東部　２区　盛り土下面（築城前表土面）　南西から

ＰＬ．49　城郭北東部　３区　全景　南から
城郭北東部　３区　全景　北から
城郭北東部　３区　盛り土下面（築城前表土面）　北から
城郭北東部　３区　盛り土土層断面（東壁）　南西から
城郭北東部　３区　盛り土土層断面（３号ﾄﾚﾝﾁ）　北西から
城郭北東部　３区　盛り土土層断面（確認ﾄﾚﾝﾁ１）　北から
城郭北東部　４区　全景　南から
城郭北東部　４区　全景　北から

ＰＬ．50　城郭北東部　５区　全景　南から
城郭北東部　５区　全景　北から
城郭北東部　５区　３郭北西角　南から
城郭北東部　５区　段差部分　北西から
城郭北東部　５区　６号トレンチ付近　西から
城郭北東部　５区　１・２号土坑　北から
城郭北東部　７号トレンチ　全景　南西から
城郭北東部　９号トレンチ　全景　南西から

ＰＬ．51　１号住居出土遺物
ＰＬ．52　２・３号住居、１号古墳出土遺物
ＰＬ．53　１号古墳出土遺物
ＰＬ．54　１号古墳、３区１・２号住居、４区１号住居出土遺物



群馬県

富岡清水遺跡
富岡城

　西毛広域幹線道路は、中毛と西毛を直結する新たな動

脈として期待され、先に着工・供用が進められている東

毛広域幹線道路とともに、「はばたけ群馬・県土整備プ

ラン」の中の主要な事業として推進がはかられてきた。

　この西毛広域幹線道路は、前橋市の国道17号千代田町

三丁目交差点を起点とし、高崎市の旧群馬町・旧榛名町、

安中市を経由して、富岡市の国道254号バイパスしのの

め跨線橋北交差点に至る総延長27.9kmの広規格道路とし

て設計され、県道127号の連結も含めつつ、主要地方道

前橋安中富岡線のバイパスとの位置づけにより、部分的

に工事施工と供用がはかられてきた。

　西端部にあたる富岡市の富岡工区においては、富岡市

上高尾から国道254号バイパスまでの間が、平成14年度

から平成24年度に施工されることが計画された。この区

間における着工に先立ち、平成18年11月９日付けで工事

を監理する群馬県富岡土木事務所から、当該区間におけ

る埋蔵文化財の有無と取扱について、群馬県教育委員会

に協議がなされた。

　これを受けた群馬県教育委員会文化財保護課では、当

該区間における試掘調査を行い、富岡清水遺跡の存在を

平成19年３月９日に通知し、協議の結果工事の変更が不

可能なことから、発掘調査による記録保存の措置が講じ

られることとなった。また、高田川左岸の山上には富岡

城跡があり、この遺構の一部が工事範囲となり、さらに

工事によって遮断される機能保証道路にかかることか

ら、当該範囲についても、別途調査を実施することとなっ

た。

　発掘調査は、群馬県教育委員会の指導のもと、群馬県

富岡土木事務所を委託者、財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団を受託者として委託契約を締結し、発掘調査事

業と整理事業をおこなうところなった。

第１章　調査の経緯・経過と方法

第１節　調査に至る経緯
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第１図　遺跡位置図



富岡清水遺跡

富岡城

富岡清水遺跡
（富岡市教育委員会調査）

０ ２km１: 50,000
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第２図　調査範囲位置図



第２節　調査の方法と経過

　１　調査の方法

〈富岡清水遺跡〉

　富岡清水遺跡における今回の調査地は、南端が国道

254 号と接し、北端が高田川手前までの延長約260ｍに

およぶ間である。調査地内は現道で分割されているため、

調査地内をＡ区からＦ区に分けて調査を行うこととし、

南端をＡ区、その北側へＢ・Ｃ区と設定し、Ｄ区はＣ区

の北東側で現道拡幅部分、Ｅ区はＣ区の北側、Ｆ区はＣ

区の西側と設定した。

　調査に用いたグリッドは、５ｍ×５ｍを基本とした。

グリッドの呼称は、本遺跡特有の名称を設定せずに、国

家座標Ⅸ系（世界測地系）を用い、Ｘ・Ｙ座標の下３桁

をそれに当てて表記することとし（Ｘ＝29,250、Ｙ＝－

83,620の場合、250－620）、その南東隅のポイント座標

をグリッド名とした。さらに、地点を細かく表示する場

合は、この下３桁の数字をそのまま用いた（例：５ｍな

いし10ｍにこだわらず、１ｍ単位で、251－621と表して

いる）。

　予想される遺構が、住居や土坑・水田等であったため、

調査方法に特殊なものはなく、時代による面的な調査と

し、ごく標準的な方法を用いた。その概略は以下の通り

である。

　表土除去は、基本的に重機を用いた。表土除去終了後

は、ジョレンを用いて遺構確認作業を行い、確認できた

遺構について調査を行った。各調査区での状況は異なる

が、基本的に第１面として近世、第２面として古代、第

３面として縄文時代を対象として各面ごとに遺構確認作

業を行った。遺構の種類には、住居、掘立柱建物のほか、

土坑、溝、ピットであり、住居は土層観察のための十字

のベルトを設定し、土坑は半裁して土層観察を、水田お

よび畠についても必要に応じてベルトを設定して土層観

察を行う等、それぞれに適した方法を用いた。数の多い

ピットについては、先ず半裁し、遺構と判断されたもの

に限って記録することとし、土層も類別して注記した。

遺構名は、Ａ～Ｆ区の各調査区ごとに、遺構の種類毎に

通し番号で表した。遺構の測量は、土層断面図を作業員

による手実測とし、平面図を測量業者に委託して調査期

間の短縮を図った。縮尺は、1/10、1/20、1/40を基

本とし、それぞれの遺構の性格に合わせて適宜使用した。

写真撮影は、６×７白黒、35㎜デジタル写真の２種類を

基本とした。調査区の全景写真は、調査の進展にあわせ

て各調査区ごとに行い、高所作業車ないしラジコンヘリ

による空中写真撮影を必要に応じて行った。

　また、調査地はローム台地上であることから、旧石器

時代の遺構・遺物の有無を確認するべく試掘調査を行っ

た。調査は、２×２ｍの試掘坑を各調査区に応じて設定

した。その結果、遺構・遺物は検出されなかった。

〈富岡城跡〉

　富岡城跡の調査地は、西毛広域幹線道路の路線となる

城郭南西部と、工事によって遮断される機能保証道路に

関わる城郭北東部の２箇所が対象となった。両調査箇所

の間には、城郭の主郭が位置し、主郭は調査には含まれ

ていない。

　城郭南西部の調査に当たっては、『群馬県古城塁址の

研究』（山崎一　1972）に掲載された富岡城の縄張り図を

参考に、調査地の東端となる平坦部（主郭の西隣に位置

する）を１区、堀を挟んだ西側の斜面部を２区、１区の

北側に一段低い帯状のテラス部分を３区、さらに調査区

の西端となる平坦面を４区として設定した。

　調査に用いたグリッドは、５ｍ×５ｍを基本とした。

グリッドの呼称は、国家座標Ⅸ系（世界測地系）を用い、

Ｘ・Ｙ座標の下３桁をそれに当てて表記することとし（Ｘ

＝29,850、Ｙ＝－83,500の場合、850－500）、その南東隅

のポイント座標をグリッド名とした。さらに、地点を細

かく表示する場合は、この下３桁の数字をそのまま用い

た（例：５ｍないし10ｍにこだわらず、１ｍ単位で851－

501と表している）。

　中世城郭の調査であることから、城郭面の調査および

築城状況の調査を主眼に、城郭以前の表土が残存してい

る場合はそれ以前の遺構調査をも想定した調査に努め

た。その概略は以下の通りである。

　表土除去は基本的に重機を用い、表土除去終了後は

ジョレンを用いて遺構確認作業を行った。調査は廃土処

理の関係から１区から開始し、続いて３区、２区、４区

へと進行させていった。各区（郭）および堀については、

第２節　調査の方法と経過
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必要に応じてベルトを設定し、土層の観察を行った。城

郭面の調査終了後、築城時の盛り土状況をトレンチによ

り確認し、併せて築城前の旧表土の残存状況を確認した。

その結果、古墳と弥生時代の住居の存在が明らかとなっ

たため、築城時の盛り土調査の後にローム漸移層を遺構

確認面として遺構確認作業を行った。古墳および住居は

ベルトを設定し、土坑は半裁して土層観察を行う等、そ

れぞれに適した方法を用いた。遺構名は、城郭南西部を

通じて遺構の種類毎に通し番号で表した。遺構の測量は、

全て測量業者に委託して調査期間の短縮を図った。縮尺

は、1/20、1/40を基本とし、それぞれの遺構の性格に

合わせて適宜使用した。写真撮影は、６×７白黒、35㎜

デジタル写真の２種類を基本とした。調査区の全景写真

は、調査の進展にあわせて各調査区ごとに行い、城郭お

よび古墳・弥生時代面についてはラジコンヘリによる空

中写真撮影を業者に委託して行った。

　城郭北東部の調査に当たっては、調査地の幅が狭く、

城郭の斜面部に位置することから、調査地全体に10箇所

のトレンチを設定し、南側から１・２・３・・・号トレ

ンチと呼称した。調査は１号トレンチから開始し、全て

人力で掘削を行った。各トレンチでの土層確認の結果、

城郭に関わる遺構の確認と城郭築城以前の弥生時代の遺

構が予測されたため、各トレンチ間を拡張する形で１区

から５区までを設定した。

　調査地が狭いことから調査ではグリッドを用いず、国

家座標Ⅸ系（世界測地系）のＸ・Ｙ座標の下３桁をそれに

当てて表記することとした（Ｘ＝29,930、Ｙ＝－83,400の

場合、930－400）。

　調査は２区から開始し、表土除去を含め全て人力での

遺構確認作業を行った。城郭面の調査終了後、築城時の

盛り土下面を検出し、その後ローム漸移層を遺構確認面

として弥生時代の住居の遺構確認作業を行った。住居等

の土層確認は、ベルトを設定せずに調査区の壁面を利用

した。遺構名は、各区ごとで遺構の種類毎に通し番号で

表した。遺構の測量は、全て測量業者に委託して調査期

間の短縮を図った。縮尺は、1/20、1/40を基本とし、

それぞれの遺構の性格に合わせて適宜使用した。写真撮

影は、６×７白黒、35㎜デジタル写真の２種類を基本と

した。調査区の全景写真は、調査の進展にあわせて各調

査区ごとに行った。

　２　調査の経過

〈富岡清水遺跡〉

　平成19年度調査は、Ｂ・Ｃ・Ｄ区の３区画を対象地と

し、平成19年6月1日から8月31日までの３ヶ月間を発

掘調査期間とし、調査を実施した。このうち、Ｂ区につ

いては①平安時代、②平安～縄文時代、③旧石器時代の

３面を、Ｃ・Ｄ区については①と②の２面の調査を行っ

た。６月４日より調査区周辺の環境整備や機材運搬、駐

車場整備、事務所を設置等の発掘調査準備を行い、11日

よりＢ区から重機による表土掘削を開始した。Ａｓ－Ｂ混

土下面を1面とし鋤簾、移植ゴテで精査を行い、水田面、

用水路１条を検出した。21日に全景写真撮影、航空測量

を実施し、１面調査を終了した。25日より２面ローム上

面の遺構確認及び検出作業を開始した。調査区南側で竪

穴住居４軒（縄文１、平安３）、北側で用水路１条を検出

した。1号住居から調査を開始し29日に２面全景写真撮

影を実施し、２面調査を終了した。７月３日から３面旧

石器面の調査を開始し、８日に３面調査を終了した。

18日からＣ区の表土掘削を開始した。並行して1面遺構

確認作業を行い、竪穴住居６軒、土坑13基、用水路７条、

取水堰2箇所を検出した。23日より個々の遺構精査を開

始した。8月1日よりＤ区の表土掘削を開始した。２日

よりＤ区の1面遺構検出作業を開始し、竪穴住居３軒、

土坑１基、用水路５条を検出した。６日にＣ区1面全景

写真撮影を実施し、Ｃ区1面調査を終了した。７日から

Ｃ区２面調査を開始し、竪穴住居１軒、土坑２基を検出

した。16日にＤ区1面全景写真撮影を実施し、Ｄ区1面

調査を終了した。17日よりＤ区２面調査を開始し、竪穴

住居1軒、土坑２基を検出した。22日にＣ区、Ｄ区２面

全景写真撮影を実施し、２面調査を終了した。23日より

３面トレンチ調査を行った。24日より埋め戻しを開始し

た。30日に調査区周辺の環境整備、清掃を行い、現場撤

収作業を終了した。31日に最終現場安全点検を行い、平

成19年度富岡清水遺跡発掘調査を終了した。　

　平成21年度調査は、平成19年度調査区北側Ｅ区を調査

対象地とし、平成22年２月１日から３月31日までの２ヶ

月間を発掘調査期間とし、調査を実施した。調査区南側

半分は建物基礎やコンクリ－トなどが残存する状態で

あったため、一段低い南側から調査を開始することと
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なった。２月３日より、調査区環境整備及び発掘調査準

備を開始し、重機による西側壁際にトレンチを入れ遺構

面の確認を行った。その結果、表土下にAs-A混土層や

As-A純層が残存していたためAs-A混土層下面を遺構確

認面とした。調査区北側壁から南へ15mの範囲は上面か

らの攪乱の影響を受けており、また、下面部は河川氾濫

による礫層が堆積しているため遺構が存在する可能性は

ないと判断し、その範囲を廃土置き場とすることとした。

４日から重機による表土掘削を開始した。並行して遺

構確認作業を行った。結果、北西部でAs-A下の水田、

As-B下の畠（２区画）とAs-A混土、As-A純層、As-B混

土で埋没した溝５条を検出した。また、南側上段部と

北側下段部の西側境付近でAs-Aを掻き出したと考えら

れる堆積層とその下からAs-Aで埋もれた畑を検出した。

12日に全景写真撮影を実施し、下段部の調査を終了した。

北東部隅にトレンチを入れ、段面調査を行った。段面か

ら１面下は泥炭層や礫層が主体であり、遺構は存在しな

いと考えられたため、下段の調査は1面だけとなった。

　15日より南側上段部の表土掘削を開始いた。廃土場所

を調査終了の下段部に設定し、南側から調査を開始した。

1面からは竪穴住居11軒、土坑４基、溝12条を検出した。

３月５日に全景写真撮影を実施した。南側では住居精査

中に縄文土器が出土しており、下面に縄文遺構の存在が

想定された。また、西側に隣接する富岡市調査範囲から

も縄文遺構が検出されており、２面を縄文面とし調査を

開始した。遺構は竪穴住居４軒、土坑７基などを検出し

た。3月29日に縄文遺構写真撮影、測量を実施した。30

日に機材等の撤収や環境整備を行い、平成21年度富岡清

水遺跡調査を終了した。

　平成22年度の調査は、富岡城跡の調査を含め平成22年

７月１日から平成22年９月30日までの３ヶ月間を発掘調

査期間とし、調査を実施した。対象地はA区、F区であ

る。A区、F区とも調査区内にアスファルトなどが残存

する現状であったため、８月24日よりA区、F区の、周

辺環境整備及び調査区内のアスファルト除去作業から実

施した。30日より重機による表土掘削を開始し、９月１

日より遺構確認作業を始め、A区から建物跡や溝を検出

し、F区からは竪穴住居や溝を検出した。９日に写真撮

影、測量を実施し、A区、F区の１面調査を終了した。

A区では1面調査時に平安時代の竪穴住居が確認された

ため、２面は近世遺構下面の調査を行い、竪穴住居と土

坑を検出した。住居調査と並行しながら、縄文面の調査

を行った。しかし、A区、F区とも縄文土器・石器など

の出土は見られたが、縄文時代の遺構は確認できなかっ

た。29日に遺構全景写真撮影を実施し、30日に機材等の

撤収や環境整備を行い、平成22年度富岡清水遺跡調査を

終了した。

〈富岡城跡〉

　平成22年度調査は、城郭南西部を調査地として平成22

年７月１日から９月30日までの３ヶ月間を発掘調査期間

とし、調査場所の現地確認や調査事務所の設置、調査計

画の策定、現地までの中継地および通路確保等といった

調査準備の後、現地における発掘調査を開始したのは７

月９日からである。

　調査地内を１区から４区に分け、廃土処理の関係から

調査地の最奥となる東端の１区から調査を開始し、続い

て３区、１区と２区の間の堀切、そして２区へと調査を

進める計画を立て、調査を始めた。４区については、当

初、調査対象とするか不確定要素をもっていたため、ト

レンチにより遺構の有無を確認することが要とされてい

た。１～３区までの城郭面調査終了後、４区のトレンチ

確認の結果、城郭に伴う城郭外の整地面であることや、

弥生時代の住居の存在を確認したことから、４区につい

ても調査対象とした。

　以下、調査の進行状況を順を追って、各区ごとに記述

する。

　調査を開始したのは１区からで、７月９日から開始し

た。１区は城郭の主郭西隣に位置する郭で、今回の調査

地の最奥となる東端に位置する。表土掘削後の遺構確認

作業は、As－A混土層下面を遺構確認面とした。遺物の

出土は極めて少なく、検出された遺構は掘立柱建物１棟

とピットのみで、城郭に伴う建物等の遺構は検出されな

かった。しかし、郭の整地面の状況は、西縁中央の一部

が壊されているものの、全体に郭の周縁部が僅かに高く

あり、しかも礫・粘質土混じりの土であることから、土

塁の痕跡の様相を呈していた。７月16 ～ 21日にかけて、

１・３区の横断トレンチの掘削を行い、１区の北斜面お

よび３区の土層確認を行った。

　続いて、３区の調査へと進行させた。３区は１区の北
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側に位置し、一段低い幅狭な平坦面である。『群馬県古

城塁址の研究』（山崎一　1972）に掲載された縄張り図に

は示されておらず、この平坦面が東側の調査地外へと延

びている状況等から、城郭の一部となる腰郭の可能性を

想定していた。しかし、トレンチによる確認の結果、断

面が薬研状となる堀であることが明らかとなった。７月

22日より、重機による表土および堀の掘削を開始した。

併せて、１区の北斜面の検出作業も同時に行った。この

３区の堀は、２号堀とした。

　続いて、１区と２区の間の堀切の調査へと進め、８月

２日より重機による掘削を開始した。この堀切は、『群

馬県古城塁址の研究』での縄張り図にも示されている堀

で、主郭の西隣の郭（１区）とその西側の郭とを区画する

堀であり、調査では１号堀とした。掘削は、堀の中央に

通路兼土層確認用のベルトを境に、北側からはじめ、南

側、中央ベルトの順で行った。併せて、１区西斜面およ

び２区東斜面の検出作業を行った。

　１号堀の調査に併行して、２区の調査を開始したのは

８月４日からである。２区は１区の西側に位置し、やや

幅狭な、南側が馬の背状に高く西へ傾斜し、北側へは緩

斜面となっている。このため、トレンチによる土層確認

を先行させ、８月11日から人力による表土掘削を堆積土

の薄い箇所へ行い、堆積土の厚い箇所へは８月24日から

重機による掘削を行った。

　そして、８月31日に１～３区までの城郭面の調査を終

了させ、翌９月１日に城郭南西部（１～３区）の空中写真

撮影を行った。

　９月２日からは、不確定要素をもっていた４区へのト

レンチによる遺構確認を開始し、その結果を受けて９月

６日から重機による表土掘削を開始し、遺構確認作業を

行った。

　また、４区と併行しながら、９月９日から築城状況の

調査として、１区の盛り土状況を確認するためのトレン

チ掘削を始めた。その結果、築城に関わる盛り土がかな

り大規模に行われたことと、築城前の旧表土の残存およ

び古墳・弥生時代の遺構が予測されたため、盛り土の除

去を行う必要が生じた。このため、９月13日からは重機

による盛り土除去を行った。同様に、２・３区において

も、築城に関わる盛り土調査を行った。

　さらに、９月15日よりは、遺構確認の終了した古墳お

よび住居・土坑の調査を開始し、９月29日に現地調査を

終了させ、翌30日に全体の空中写真撮影を行い、同日午

後に富岡土木への現地引き渡しを済ませて、全ての調査

を終了した。

　なお、調査途中において、作業休日中にバイクの進入

痕跡があったため、危険防止策として進入防止用バリ

ケードの設置等、安全対策を講じて調査を進めた。

　９月５日には、地元向け現地説明会を開催したところ、

県外研究者も含め、46人の見学参加者があった。

　平成23年度調査は、城郭北東部を調査地として平成23

年７月１日から９月30日までの３ヶ月間を発掘調査期間

とし、調査場所の現地確認や調査事務所の設置、調査計

画の策定、現地までの通路確保等といった調査準備の後、

現地における発掘調査を開始したのは７月11日からであ

る。

　城郭の状況を確認するため、細長い調査地全体に10箇

所のトレンチを設定し、１号トレンチから調査を開始し

た。３号トレンチまでの確認を終えた段階で、城郭に関

わる遺構（整地盛り土）の確認と、城郭築城以前の弥生時

代の遺構が予測されたため、各トレンチ間を拡張する形

で１区から５区までを設定し、調査を進めた。

　以下、調査の進行状況を順を追って記述する。

　調査を開始したのは１トレンチからで、７月11日から

開始した。１・２トレンチは城郭の主郭と主郭東隣の郭

を画する堀の北縁に位置し、３～５トレンチは主郭東隣

郭の北縁に位置することから、城郭の一部を検出できる

ものと予測されていた。翌12日には２トレンチ、同月22

日には３トレンチの掘削を開始した。７月25日の段階で、

１～３トレンチの確認を受けて、１トレンチと２トレン

チの間を１区、２トレンチと３トレンチの間を２区、３

トレンチと４トレンチの間を３区、４トレンチと５トレ

ンチの間を４区、５トレンチと６トレンチの間を５区と

各調査区を再設定し、２区の掘削から開始した。

　８月３日からは３区の掘削を開始し、併せて、４～６

トレンチの掘削をも併行して行った。同月24日には、再

度の廃土置き場を確保し、29日に５区の掘削を開始した。

　９月６日から１区および４区の掘削を開始し、同月12

日には２区の築城時盛り土の除去へと作業を移行した。

併せて、７・８トレンチの掘削を開始した。翌13日には
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第３図　富岡清水遺跡　調査区・グリッド設定図
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第４図　富岡城跡　調査区・グリッド設定図
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３区の築城時盛り土の除去へと作業を移行し、併せて、

９・10トレンチの掘削を開始した。

　９月15日に５区および７～９トレンチへの埋め戻しま

でを終え、併せて１区の築城時盛り土の除去を開始し、

２・３区での弥生時代の遺構確認の作業を行った。

翌16日には10トレンチの埋め戻しを終え、４区の住居調

査を始めた。同月22日に２・３区での住居調査を開始し、

30日までに５・６トレンチおよび１～４区の埋め戻しを

順次行い、現地調査を終了した。

第３節　基本土層

〈富岡清水遺跡〉

　本遺跡は高田川の右岸の微高地上に立地し、高田川に

向かい緩やかに傾斜し、E区北側から一段低くなる。こ

のため基本層序は調査区によって多少の相違が見られ

る。なお、分層については、株式会社火山灰考古研究所

の分析結果を参考に分層を行った。　

Ⅰ層　黒褐色土　表土。現代耕作土

Ⅱ層　褐色土　現代耕作土下に堆積する土でAs-Aを多く含むやや締まり

ある粘質土。
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第５図　富岡清水遺跡　基本土層図
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〈富岡城跡〉

　富岡城跡は高田川の左岸の丘陵頂部に立地し、頂部は

馬の背状に狭く、丘陵の南側となる高田川側は勾配の

きつい急斜面となり、北側は谷に向かって急斜面とな

る。城郭の主郭は丘陵の最も高い位置にあり、主郭を頂

点に南西方向および北東方向のへと傾斜をもちつつ低く

なる。また、頂部付近の一部には、丘陵の基盤となる凝

Ⅲ層　暗褐色土　白色軽石（As-AとAs-B）を少量含む。

Ⅳ層　黒褐色土　As-B混土。水田耕作土。

Ⅴ層　黒褐色土　細粒白色軽石を僅かに含む粘質性の強い。水田耕作土。

　　　As-B混土下の水田基盤層。

Ⅵ層　灰黄褐色土　白色軽石を少量含む洪水起源の水田耕作土。粘質土。

Ⅶ層　褐灰色土　白色軽石、黄褐色軽石を少量含む粘質性の強い水田耕

　　　作土。

Ⅷ層　黒褐色土　白色軽石（As-C）、黄褐色軽石を少量含む。

Ⅸ層　黒褐色土　白色軽石、黄褐色軽石を含む。

Ⅹ層　暗褐色土　白色軽石、黄褐色軽石を少量含む。

Ⅺ層　黒褐色土褐色軽石を少量含む。

Ⅻ層　黄褐色土　鈍いローム土。As-YPを多量に含む。粘質性やや強い。

ⅩⅢ層　黄褐色土にぶい黄褐色ローム。小礫を少量含む。白色軽石（As-Oｋ）

　　　を僅かに含む。粘質土。

ⅩⅣ層　黄褐色土　小礫を少量含む。粘質土。

ⅩⅤ層　黄褐色土　にぶい黄褐色ローム。小礫を上層より多く含む。粘質土。

ⅩⅥ層　礫層。鉄分が付着する河床礫主体。

ⅩⅦ層　砂質層。川砂主体の層。

城郭南西部

Ⅰ層　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む現代耕作土。

Ⅱ層　鈍い黄褐色土　As-A軽石を多く含む。傾斜部付近は2次堆積の

　　　As-Aが多量に堆積する。

Ⅲ層　鈍い黄褐色土　凝灰岩礫をまばらに含む。

Ⅳ層　黒褐色土　凝灰岩礫を混在させる城郭の盛り土。

Ⅴ層　黒色土　やや砂質で、As-Bが混じる城郭築城以前の旧地表土。

Ⅵ層　黒褐色土　ややロームが混じる。

Ⅶ層　黄色ローム土

Ⅷ層　凝灰岩岩盤層

城郭北東部

Ⅰ層　灰黄褐色土　表土。

Ⅱ層　灰黄褐色土　As-Aを含む。

Ⅲ層　浅黄橙色土　凝灰岩礫と鈍い黄褐色粘質土が混在する城郭の盛り

　　　土。

Ⅳ層　黒褐色土　白色軽石、黄橙色軽石を含む城郭築城以前の旧地表土。

Ⅴ層　明黄褐色ローム土

灰岩の岩盤層が露出している箇所も見受けられる状況で

あった。

　調査した２地点の基本土層は、以下の通りである。

第１章　調査の経緯・経過と方法
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第６図　富岡城跡　基本土層図
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と呼ばれる泥岩層を主体とする面にある。

北側にある東西に繋がる平坦な丘陵地は安中市では横

野台地・岩野谷丘陵と呼ばれる碓氷川右岸の上位段丘面

で、西側の高崎周辺では観音山丘陵と呼ばれ親しまれて

いる。この丘陵上南隅に安中・富岡市の境界がある。丘

陵地南縁辺は複雑に発達し樹皮状を呈した狭い谷地形が

入り組み、富岡城はこの谷に囲まれた丘陵南隅に位置し

ている。標高は210ｍ前後で南側に広がる下位段丘面か

ら約55ｍの比高である。調査前は畑地および山林であっ

た。

富岡市街地周辺では南側には鏑川上位段丘および丘陵

地形が広がり、さらに南側は関東山地北隅、多野山地へ

繋がっている。鏑川は南北の丘陵地形に挟まれた沖積地

にあり、富岡市街地は北側に形成された広い下位段丘（富

岡段丘）上にあり、富岡清水遺跡はこの段丘面の北隅に

位置している。高田川は富岡市街地周辺では丘陵地形直

下の下位段丘面との境界付近を東流しているが、富岡清

水遺跡は高田川右岸の標高157 ～ 158ｍの微高地上にあ

る。調査区北隅では高田川へ向かって北側へ傾斜してい

るが、中央から南側は細かく波打つような起伏があり、

現在の平坦な地形と異なっている。調査前の遺跡地は畑

地および商業地・住宅地が入り組んでいるが、数十年前

までは桑園を中心とする畑地であった。

富岡清水遺跡のある群馬県富岡市は、関東平野の北西

隅・群馬県西部に位置する。北側を安中市、東南側を甘

楽町、西側を下仁田町と接している。市のほぼ中央部に

下仁田町と長野県佐久市の境界付近にある物見山を源と

する延長58.8km、流域面積632㎢の利根川水系一級河川

の鏑川が西から東へと流れ、高崎市内で利根川一次支流

の烏川に合流している。遺跡の北側を東へ向かって流れ

る高田川は妙義山中腹を源とする延長21.6kmの一級河川

で遺跡付近から約1.7km下流の富岡市内で利根川支流の

鏑川と合流している。

鏑川流域は古くから「甘楽の谷」「鏑の谷」と称されて

きた地域である。流域を西側に進めば内山峠を経て長野

県佐久市に至る中部地方と関東地方を結ぶ重要な交通路

であった。現在は鏑川に沿って上信電鉄が高崎－下仁田

間を結び、東京文京区と長野県松本市を結ぶ国道254号

線も甘楽の谷では鏑川に沿っている。上信越自動車道は

鏑川南の丘陵北隅に作られている。明治期に入って官営

富岡製糸場がこの地に造られるのは、信州・横浜両方面

への交通の便の良さによる。

富岡清水遺跡付近は富岡層群と呼ばれる第三紀中新世

の海成層を基盤としている。遺跡のある富岡市街地とそ

の周辺は北側にある丘陵地から続く富岡層群中の福島層

第１節　遺跡の立地（第７図）

第２章　遺跡の立地と周辺の遺跡

第１節　遺跡の立地
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第７図　富岡市域の地形区分

富岡市教育委員会「富岡清水遺跡」2008
第６図より転載・一部加筆



第２節　周辺の遺跡（第８図、第１表）
からの帰化人の多い地域と古くから指摘されている。周

辺の郡を割譲し多胡郡建郡を記した日本三古碑の一つ多

胡碑は本遺跡東約８kmの鏑川右岸にある。なお、富岡清

水遺跡周辺は富岡市街地中心にある瀬下の地名から瑞下

郷に比定する考えもある（文献５）。

上野国一宮である貫前神社（４）が置かれていることよ

り、古代のこの地域の特徴が窺える。

甘楽町南部では古代仁井屋牧の比定地があるが、近年

横野台地上で牧と伝路と推定される両側溝を持つ道跡

（46他）が大規模に調査されている。富岡方面へ続くと想

定されている。

水田は甘楽条里遺跡（23 ～ 36）は古くから知られる西

毛地域を代表する条里跡でAs-B下の畦畔が広範に調査さ

れている。As-B下では本遺跡の他、七日市六反田遺跡（10）

などで水田が、下高瀬寺山遺跡（43）などで畑を調査して

いる。

集落は下位段丘面での調査例が近年増加している。高

田川右岸では七日市観音前遺跡（９）・七日市小沢西遺跡

（12）などが調査され集落が多いことが知られていた。富

岡小舟遺跡（３）は本遺跡南東側に広がる奈良・平安時代

の大集落で、本遺跡もこの集落の平安時代北西隅部分と

考えられる。従来発見例の少ない11世紀台の住居跡が富

岡清水遺跡で多数見られるが、集落が平安時代に台地縁

辺や川縁などに移動する傾向がこの地区で確かめられ

る。本宿・郷土遺跡（８）は一宮神社南側に近接する古墳

時代以降の伝統的な集落である。

【中世の城館】戦国時代の西上州は北条氏・上杉氏・武田

氏の勢力が拮抗する地であった。甘楽の谷は長く小幡氏

の支配下にあり、その居城の国峰城（71）は北側に広がる

鏑川流域を見下ろし、富岡城は鏑川対岸にあたる。国峰

城は鏑川流域を代表する城址であり、鏑川を挟んだ南北

の丘陵を中心に周辺に広がる城址群の多くは小幡氏に繋

がる城館である。

【江戸時代】信州との国境へ向かう中山道は横野台地北側

の安中市周辺を横断しているが、鏑川沿いには中山道の

脇往還が通っていた。信州街道・富岡街道・下仁田街道

または比較的起伏が少ないことから姫街道と呼ばれ、富

岡市街は宿場町であった。天明３年の浅間山噴火の際の

降下軽石を畑の一隅に集めた痕跡がＥ区で見られるが、

同様の復旧痕が天引向原遺跡（32）で調査されている。

ここでは富岡清水遺跡・富岡城遺跡で調査された縄文

時代から平安時代にかけての集落および中世城館を理解

するために、この時代を中心とした周辺の歴史的環境に

ついて辿ってみたい。表中遺跡番号の１～ 31は鏑川下

位段丘上の遺跡、31 ～ 45は鏑川上位段丘上や丘陵上の

遺跡、46 ～ 53は安中市側横野台地上である。また61以

降は中世以降の城館他の遺跡、アルファベットで示した

のは古墳群の範囲である。引用・参考文献は16頁に記し

た。

【縄文時代】富岡清水遺跡では縄文時代後期の集落を調査

しているが、周辺で該期の集落は多くない。前期から中

期にかけては南北両側の丘陵地で多数の集落が分布す

る。後期には鏑側右岸の丘陵上の白倉下原遺跡（33）・内

匠上之宿遺跡（39）などで柄鏡形の住居が見られる。

【弥生時代】弥生時代になると遺跡の分布はより濃密であ

る。横野台地上の注連引原遺跡（47）は、前期末から始ま

り中期中心に広がる西毛地区を代表する該期集落であ

る。

後期集落は鏑川流域では右岸の上位段丘上にある中高

瀬観音山遺跡（43）が著名であるが、上信越自動車道の調

査で鏑川南側の上位段丘・丘陵上には白倉下原遺跡（33）・

内匠上之宿遺跡（39）をはじめとする集落が連綿と確認さ

れた。また田篠塚原遺跡（17）など下位段丘面でも調査例

は多い。

【古墳時代】墳墓は前期古墳から鏑川右岸丘陵上で見ら

れ、三角縁神獣鏡を出土したことで知られる北山茶臼山

古墳に近接する北山茶臼山西古墳（38）からは仿製方格規

矩鏡等を出土している。前方後円墳の多くは下位段丘上

にあり、笹森稲荷山古墳は周辺の鏑川流域最大の規模を

持つ。後期古墳群は鏑川に接した下位段丘の広範囲に分

布し、芝宮古墳群（Ｄ）のような100基を超える流域最大

の古墳群が見られる他、清水入り古墳群（Ｋ）のような丘

陵部の山寄せ古墳も見られる。

集落も古墳時代を通して広く分布しているが、拠点的

な集落である阿曽岡・権現堂遺跡（５）、本宿・郷土遺跡

（８）は下位段丘上に見られる。

【奈良・平安時代】律令期の町域は倭名類聚抄記載の甘楽

郡にあたる地域である。甘楽は「から」を語源とする半島

第２章　遺跡の立地と周辺の遺跡

12



ＡＡ
ＢＢ

ＣＣ

ＤＤ

ＥＥ

ＦＦ
ＧＧ

ＨＨ

ＩＩ

ＪＪ

ＫＫ

ＬＬ

11

33

44

66

1010

55

77

99

88

②②

1212

1111

1313

1414

1515

1616

1717 1818 1919
2020

2222

2121

2323
2424

2525

2626
27272828

2929 3030

3232

3131

3333
34343535

363637373838

3939
40404242

4141

43434444
4545

6161

6363

6464
6565

6666

6767

6868

6969

7070

7171

7272

7676

4646

4747

4848

4949

5050

5252

5151

5353

7777

7575

7474

7373

①①

6262

第２節　周辺の遺跡
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第８図　周辺遺跡位置図



第２章　遺跡の立地と周辺の遺跡
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No.
項目　

縄文 弥生 古墳 奈・平
そ
の
他

中
世

遺跡の概要 
その他の遺構・遺物

参考文献
集落 集落 墓

生
産

集
落

生
産　遺跡名 早 前 中 後 晩 中 後 前 中 後 周 墳

① 富岡清水遺跡 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 本報告の遺跡

1 富岡清水遺跡（富岡市調査） ○ ○
本報告富岡清水遺跡西側に隣接する同一の遺
跡。

24

② 富岡城 ○ 本報告の遺跡
3 富岡小舟遺跡 ○ ◎ ● 本遺跡に最も近接した平安時代の大集落。 23
4 貫前神社 ※ 上野国一ノ宮。

5 阿曽岡・権現堂遺跡 ● ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
高田川流域の弥生時代後期～古墳時代前期お
よび古墳時代後期拠点集落。

12

6 黒川小塚遺跡 ○ ○ ○ 前方後方墳ほか。 16・21
7 東八木遺跡 ● ○ ○ ○ 12

8 一ノ宮本宿・郷土遺跡Ⅱ ○ ◎ ○ ※ ◎
古墳時代居館。古墳時代から平安時代にかけ
ての鏑川流域一宮地区の拠点的集落※玉造り
工房跡。

6・17・18

9 七日市観音前遺跡 ○ ● ○ ◎ 弥生時代中期前半の土器群。 10
10 七日市六反田遺跡 ▲ ※ As-B下水田。 22
11 黒川伽藍堂遺跡 ○ ○ 14
12 七日市小沢西遺跡 ● ● ○ 20
13 曽木森裏遺跡 ○ ● ○ ○ ● 11
14 久保遺跡 ※ 古墳時代祭祀遺跡。滑石模造品ほか遺物多量。5
15 原田篠遺跡 ○ ○ 滑石工房址。 ８・13
16 内匠遺跡 ○ 7
17 田篠塚原遺跡 ○ ○ ○ 塚原古墳群内。しの塚古墳は葺石の円墳。 47
18 福島駒形遺跡 ○ ○ ○ ○ 47
19 福島鹿島下遺跡 ● ○ ○ ○ ※ 縄文後期は敷石住居の可能性。滑石工房址。 47
20 福島椿森遺跡 ▲ ▲ 47・48
21 大山鬼塚古墳 ○ 舟形石棺。馬具・鏡等が出土。 3
22 後賀土橋遺跡 ○ 小町塚古墳。
23 甘楽条里遺跡（庭谷深町地区） ※ As-B下水田。 49
24 甘楽条里遺跡（大山前地区） ▲ ※ As-B下水田。 48
25 甘楽条里遺跡（第19地点） ※ As-B下水田。 25
26 甘楽条里遺跡（第6～ 18地点） ※ As-B下水田。 25
27 天王塚古墳 ○ 竪穴系主体部を有すと考えられる前方後円墳。3
28 稲荷北遺跡 ○ 笹森稲荷塚古墳北に広がる集落。
29 笹森稲荷塚古墳 ○ 地域最大の前方後円墳。巨石横穴式石室。 3
30 笹遺跡 ○ ○ ※ 周辺集落の嚆矢的調査遺跡。滑石工房址。 4・50
31 白倉遺跡 ○ ● 26
32 天引向原遺跡 ○ ○ 42
33 白倉下原遺跡 ○ ◎ ○ ○ 42
34 天神Ⅰ・Ⅱ遺跡 ○ ○ ○ 古墳時代の鍛冶址２軒。 27
35 松葉慈学寺遺跡 ○ ○ 27
36 西原遺跡 ○ ○ ○ 隣接する長畝砦に関連すると思われる堀調査。27
37 田篠中原遺跡 ○ 縄文中期の敷石住居・配石遺構多数。 39
38 善慶寺早道場遺跡 ● ○ ○ ○ 43
39 内匠上之宿遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中世城郭内匠の堀・土塁等を調査。 41
40 内匠日影周地遺跡 ○ ○ ○ ○ 40
41 内匠日向周地遺跡 ○ ○ ○ ※ ● As-B下水田と畑。 46
42 下高瀬上之原遺跡 ● ● ○ ○ ○ ※ ○ ※埴輪窯。 44
43 下高瀬寺山遺跡 ○ ○ ○ ※ As-B下畑。 46
44 中高瀬観音山遺跡 ○ ◎ ○ ○ ○ 弥生時代後期の拠点的集落。 45

45 北山茶臼山西古墳 ※ ○
※前方後方墳。仿製方格規矩鏡、仿製四獣鏡
出土。

３・38

46 中原遺跡 ○ ● ○ ※ 古代牧に伴う溝と土橋。

47 注連引原・Ⅱ遺跡 ○ ○
弥生時代前期末から続く代表的な弥生中期集
落。

28

48 上ノ久保遺跡 ○ ○ ○ ○ 31
49 荒神平・吹上遺跡 ○ ○ ○ 横野台地北側の集落。 30
50 道前久保遺跡 ○ ○ 32・37
51 蔵畑遺跡 ○ ○ ○ ○ 33・36
52 諏訪ノ木遺跡 ○ ○ ○ ○ 35
53 下原・賽神遺跡 ○ ○ 34

第１表　周辺遺跡一覧表
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No. 遺跡名・城館名 概要　その他 参考文献
61 蕨城 新屋城・麻場城と同型で裾に根小屋の地名をもつ。 1
62 小幡城 陣屋造り。織田信雄による庭園楽山園が残る。 1
63 庭谷城 鏑川下位段丘で同川が屈曲して作る右岸崖線上に占地。 1

64 新屋城（仁井屋城）
中世白倉氏の城郭と伝えられる。新屋城と別城一郭の城で両者を併せて白倉城と呼ぶ。下位段丘を北側に
眺める丘陵上にあり、本丸の南北に曲輪を持つ。

1

65 麻場城 新屋城から低地を隔てた西500ｍにある。本丸南の濠に土橋があり二の丸へ続く。 1
66 大類屋敷 尾根を下った小河川小野瀬川と庭谷川に挟まれた平坦地の屋敷跡。 2
67 上野城 一辺70ｍの方形城址で周囲に濠と土塁を持ち、土橋がある。江戸時代も代官・旗本知行所として残る。 1
68 下城（長畝の砦） 方60ｍの小堡。小幡城の外堡。 1
69 上城（八幡山の砦） 下城の北700ｍにある。小幡城の外堡。 1
70 内匠城 国峰城の外堡。崖端城。 1・41

71 国峰城
中世小幡氏の居城と伝えられる広大な規模を持つ鏑川流域の代表的城址。平城部・丘城部・山城部からな
る特異な構造の大城郭。天正18年武田氏の侵攻により落城。

1

72 浅香入城 峰上に築かれた簡素な山城。 1
73 岩染城 尾根上に３条の堀切で画した山城。 1
74 十王山の砦 富岡城の西700ｍにある同城の物見台。 1
75 高林城 丘陵頂部に築かれた戦国末期の単峰式山城。 1
76 黒川城 小尾根先端に築かれた小城だが全面に濠を廻らせ物見台状の高台をもつ。 1
77 天王山の砦 丘陵縁部にあり。北西250ｍに別の濠・土居あり。 1

No. 古墳群名 概要　その他　 参考文献
Ａ 横瀬古墳群 鏑川右岸の７世紀22基の古墳。削平されたものが多く、当初は30基前後の古墳群か。 5

Ｂ 桐渕古墳群
鏑川右岸で双子塚・行人塚・粘土山の前方後円墳３基を含む。６世紀前半から７世紀末までに形成。桐渕
10・16号墳など調査例が多い。

5・15

Ｃ 善慶寺古墳群 雄川と鏑川に挟まれた台地上の50基以上の古墳群。 3

Ｄ 芝宮古墳群
鏑川左岸の105基の古墳。削平されたものが多く不明瞭だが６世紀から７世紀に形成。鏑川流域で最大規模。
富岡68・98号墳など調査例が多い。

5・9・19

Ｅ 七日市古墳群
鏑川左岸の26基の古墳で前方後円墳御三社古墳を含む。富岡５号墳は墳丘径30ｍの円墳で形象埴輪のほか
豊富な遺物出土。６世紀後半から７世紀に形成。当初は30基以上か。

5

Ｆ 上田篠古墳群
鏑川右岸の上田篠・原田篠・布和田の３支群からなる。６世紀後半から７世紀に形成。上田篠１・２・４
号墳などが調査される。

5

Ｇ 二日市古墳群 鏑川から南に離れた雄川右岸の古墳群。 3
Ｈ 塚原古墳群 高田川が鏑川に合流する付近の右岸にある33基の密集した７世紀中心の古墳群。 5・47
Ｉ 下田篠古墳群 上田篠古墳群と塚原古墳群の間にある。 3
Ｊ 大山古墳群 鏑川右岸。舟形石棺を持つ大山古墳他。 3
Ｋ 清水入古墳群 山寄せ式小円墳からなる。８期が散在。 5
Ｌ 諏訪谷古墳群 清水入古墳群の東側丘陵上の３基の古墳。 5

遺跡の項で●は竪穴住居の確認はないが、土坑等の確認や多量の遺物出土のあるものを表わす。◎は大規模な遺構な確認のあったことを示し、集落
であれば竪穴住居では大よそ30軒以上の調査である。※は備考欄に説明を加えている。▲はその他若干の痕跡が見られたことを表わす。参考文献は
16頁に記した。
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市史等
１ 山崎一『群馬県古城塁址の研究　下巻』1978
２ 山崎一『群馬県古城塁址の研究 補遺篇上巻』1979
３ 甘楽町史編さん委員会『甘楽町史』1979
４ 群馬県史編さん委員会『群馬県史』資料編２　1986
５ 富岡市編さん委員会『富岡市史　自然編、原始・古代・中世編』1988

群馬県内発掘調査報告書
６ 富岡市教育委員会『本宿・郷土遺跡』1981
７ 富岡市教育委員会『内匠遺跡発掘調査報告書』1982
８ 富岡市教育委員会『上田篠古墳群・原田篠遺跡発掘調査報告書』1984
９ 富岡市教育委員会『芝宮古墳群』1990・1991・1998他
10 富岡市教育委員会『七日市観音前遺跡』1994
11 富岡市教育委員会『曽木森裏遺跡』1996
12 富岡市教育委員会『東八木遺跡、阿曽岡・権現堂遺跡』1997
13 富岡市教育委員会『原田篠遺跡Ⅲ』1998
14 富岡市教育委員会『黒川伽藍堂遺跡』1999
15 富岡市教育委員会『高瀬24号墳（桐渕古墳群）』2000
16 富岡市教育委員会『黒川小塚遺跡Ⅲ』2001
17 富岡市教育委員会『一ノ宮本宿・郷土遺跡Ⅱ、一ノ宮古墳群』2001
18 富岡市教育委員会『一ノ宮本宿・郷土遺跡Ⅲ』2003
19 富岡市教育委員会『芝宮古墳群（富岡68号墳）』2006
20 富岡市教育委員会『七日市小沢西遺跡Ⅱ』2007
21 富岡市教育委員会『黒川小塚遺跡Ⅳ』2008
22 富岡市教育委員会『七日市六反田遺跡Ⅱ』2008
23 富岡市教育委員会『富岡小舟遺跡』2008
24 富岡市教育委員会『富岡清水遺跡』2010
25 甘楽町教育委員会『甘楽条里遺跡』1984 ～ 1987・1989・1998
26 甘楽町教育委員会『白倉遺跡』2003
27 甘楽町教育委員会『天神Ⅰ遺跡、天神Ⅱ遺跡、西原遺跡、松葉慈学寺遺跡』1994
28 安中市教育委員会『注連引原遺跡』1987
29 安中市教育委員会『注連引原（Ⅱ）遺跡』1988
30 安中市教育委員会『荒神平・吹上遺跡』1995
31 安中市教育委員会『上ノ久保・桜林・五ケ遺跡』1998
32 安中市教育委員会『道前久保遺跡』2001
33 安中市教育委員会『蔵畑遺跡』2005
34 安中市教育委員会『下原・賽神遺跡』2005
35 安中市教育委員会『諏訪ノ木遺跡』2005
36 安中市教育委員会『蔵畑Ⅱ遺跡』2006
37 安中市教育委員会『道前久保Ⅱ遺跡』2009
38 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『大島上城遺跡・北山茶臼山西古墳』1988
39 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『田篠中原遺跡』1988
40 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『内匠諏訪前・内匠日影周地遺跡』1992
41 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『内匠上之宿遺跡』1993
42 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『白倉下原・天引向原遺跡Ⅱ～Ⅴ』1994 ～
43 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『善慶寺早道場遺跡』1994
44 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『下高瀬上之原遺跡』1994
45 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『中高瀬観音山遺跡』1995
46 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『内匠日向周地・下高瀬寺山遺跡』1995
47 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『田篠塚原遺跡・福島駒形遺跡・福島鹿島下遺跡・福島椿森遺跡』1998
48 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『甘楽条里遺跡（大山前地区）・福島椿森遺跡』2000
49 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団『甘楽条里遺跡（庭谷深町地区）・甘楽条里遺跡（造石大町地区）・塚田遺跡・田島遺跡』2009
50 群馬県立博物館『笹遺跡』1964

引用・参考文献一覧



第３章　富岡清水遺跡の調査

第１節　遺跡の概要

　本調査で検出された遺構には、縄文・弥生時代のもの

として、縄文時代後期前葉の竪穴住居および敷石住居が

３棟、縄文ないし弥生時代の竪穴住居１棟、土坑７基、

ピット28基がある。また、奈良・平安時代の遺構として、

竪穴住居が29棟、掘立柱建物１棟、土坑20基、溝（用水

路含む）40条、As-B下水田、As-B下畠、高田川の氾濫に

よると考えられる洪水層、中世以降の掘立柱建物２棟、

道路状遺構、溝１条、畠といった各時代の様々な遺構が

ある。出土した遺物は、遺構および遺物包含層から縄文

時代後期および弥生時代中期の土器・石器を多く出土し、

さらに奈良・平安時代の住居からも多くの土器が出土し

ている。

　一方、本調査地の西側隣接地において、同じ富岡清水

遺跡として平成６年に店舗拡張工事に伴う発掘調査が、

平成21年に（主）前橋安中富岡線地域活力基盤創造交付金

事業に伴う発掘調査が富岡市教育委員会によって行われ

ており、その際に縄文時代後期の竪穴住居および土坑、

平安時代の竪穴住居、土坑、溝等の遺構が検出され、自

然科学分析からAs-B直下層での稲作の可能性が指摘され

ていた。

　こうした各調査の状況を踏まえると、本遺跡における

縄文時代の遺構は、大きく蛇行する高田川右岸の台地端

部に営まれた後期初頭から前葉にかけての集落であるこ

とが推測できる。また、弥生時代中期の土器の存在から、

近接地に同時期の遺構が点在する可能性が極めて高い。

古墳時代については不明であるが、奈良・平安時代にな

ると集落が営まれると共に、水田や畠といった生産遺構

の存在が明確となる。さらに、用水路と考えられる大溝

や用水堰跡が検出されていることから、この地域では古

代段階で用水路を含めた水利が進んでいたことを窺い知

る良例といえよう。

第２節　縄文・弥生時代の遺構と遺物

　本調査で検出された縄文時代の遺構は、その多くがＥ

区に集中し、遺物包含層ならびに散布範囲は全体に広が

るものの、その出土量はＥ区に多くが偏る。弥生時代の

遺構は検出されていないが、遺物の散布は広く、Ｄ区に

最も出土量が多い。

　平成21年に富岡市教育委員会が発掘調査した地点は、

本調査地Ｅ区の西側隣接地であり、縄文時代後期初頭の

住居が検出されたのは、最もＥ区に寄った位置からであ

る。この調査での弥生時代の遺構・遺物の報告はない。

　周辺の遺跡をみると、本遺跡が位置する高田川右岸の

七日市から曽木に至る地域では、七日市観音前遺跡で縄

文時代中期中葉から後半にかけての竪穴住居や土坑、弥

生時代中期の再送墓が調査されている。七日市六反田遺

跡では、弥生時代中期の包含層と弥生時代後期の土坑。

七日市小沢西遺跡では、縄文時代中期後半から後期初頭

にかけての竪穴住居と土坑。曽木森裏遺跡では、縄文時

代前・中・晩期の竪穴住居と土坑、埋め甕が調査されて

いる。さらに、高田川左岸の黒川伽藍堂遺跡で弥生時代

後期の竪穴住居が調査されている。

１　竪穴および敷石住居

　本調査で検出された縄文・弥生時代の住居は計５軒で、

縄文時代後期前葉期の竪穴住居２軒と敷石住居２軒、時

期不明な竪穴住居１軒がある。これらの住居が検出され

た調査区は、Ｅ区に４軒、Ｂ区に１軒である。

　以下、各遺構ごとに記載する。

Ｂ区４号住居　（第10図、PL.７）

　位置：Ｂ区南側の西壁際に位置する。

（座標）Ｘ軸=29,275 ～ 29,278Ｙ軸=-83,627 ～ 83,631

　重複：Ｂ区２・３号土坑と重複するが、本住居はＢ区

２面調査時に検出されたことから、本住居の方が旧い。

第１節　遺跡の概要
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第９図　縄文・弥生時代遺構配置図
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　形状：住居の西側は調査区外となり、北側は不明。不

整円形ないし隅丸方形と考えられる。

　規模：径４ｍ前後　壁高17cm

　床面：床面はほぼ平坦。東側から南側にかけて幅

15cm、深さ７cmの壁溝が巡る。

　炉：住居中央の南寄りに被熱した焼土を確認した。径

50cmほどの円形。

　所見：出土遺物がなく根拠に欠けるが、検出状況や炉

の存在等から縄文時代の住居である可能性が高い。

Ｅ区12号住居　（第11図、第２表、PL.17・18・21）

　位置：Ｅ区南側の西寄りに位置し、南東５ｍにＥ区13

号住居、南13ｍに14号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,439 ～ 29,443Ｙ軸=-83,629 ～ 83,633

　重複：本住居の南西部をＥ区２号河道と重複する。新

旧は不明な点もあるが、Ｅ区２号河道からは弥生時代の

土器が出土していることから、本住居の方が古いと考え

られる。

　形状：住居形状は不明であるが、柱穴の配置から円形

を呈すると考えられる。

　規模：径5.0ｍ前後と推定

　炉：調査時にはＥ区６号土坑として調査を行った。無

文の胴下半を用いた土器埋設炉で、径55cm、深さ25cmの

掘り方をもち、壁の上部は焼土化している。その埋土に

は、暗褐色土とロームや焼土塊を多く含む鈍い黄褐色土

が主体となっている。

　柱穴：Ｐ１～５までを検出したが、６本柱であること

が想定される。柱穴内の埋没土は、暗褐色土ないし鈍い

黄褐色土である。

　遺物：炉内の埋設土器１点と剥片１点のみである。

所見：埋設土器から縄文時代後期前葉期の住居と考えら

れる。

Ｅ区13号住居　（第12 ～ 14図、第３表、PL.17・21）

　位置：Ｅ区南側に位置し、北西５ｍにＥ区12号住居、

南西２ｍに14号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,430 ～ 29,435Ｙ軸=-83,624 ～ 83,629

　重複：本住居の南側をＥ区１号河道と重複する。新旧

は不明な点もあるが、Ｅ区２号河道からは弥生時代の土

器が出土していることから、本住居の方が古いと考えら

れる。また、土器埋設炉と考えられるＥ区10号土坑の存

在から、本住居は複数軒の重複である可能性をもつ。

　形状：住居形状は不明であるが、円形を呈するものと

考えられる。

　規模：径6.0ｍ前後と推定

　炉：調査時にはＥ区５号土坑として調査を行った。２

個体の胴下半を用いた土器埋設炉で、径85cm、深さ36cm

の掘り方をもち、壁の上部は焼土化している。その埋土

には、焼土粒を多く含む暗赤褐色土や暗褐色土が主体と

なっている。なお、北隣にはＥ区10号土坑があり、壁が

焼土化し、完形土器を埋設していることから重複する住

居の炉である可能性をもつ。

第２節　縄文・弥生時代の遺構と遺物

19

第10図　Ｂ区４号住居平面図・炉

Ｂ区４号住居
Ⅰ　黒褐色土　As-A含む。（現畑耕作土）
Ⅱ　褐色土　As-Aを多量に含む。
Ⅲ　暗褐色土　As-AとAs-Aを微量含む。
Ⅴa　黄灰色土　As-B一次堆積。
Ⅴb　灰色土　As-B一次堆積。灰色細粒火山灰。
Ⅸ　黒褐色土　As-Ｃと思われる白色軽石を少量、黄褐色軽石を微量含む。
Ⅹ　黒褐色土　白色軽石・黄褐色軽石を中量含む。
１　黒褐色土　ロームブロック、白色軽石を少量含む。
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第11図
PL.21 １ 深鉢 胴中位～

底部１/２
炉

（６号土坑）
粗砂、細礫、黒色粒/橙/
良好 胴中位で内湾する。無文。底径7.3cm。 後期前葉

挿図番号
図版番号 No. 器種 

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 製作･使用状況 石材

第11図
PL.- ２ 使用痕ある剥

片幅広剥片 埋土 6.5 8.3 1.7 61.6 左辺側エッジが使用され、これにより生じた小剥離痕があ
る。 珪質頁岩

第11図　Ｅ区12号住居・炉、出土遺物

第２表　E区12号住居出土遺物観察表

炉（Ｅ区６号土坑）

土器類

石器

Ｅ区12号住居　炉（Ｅ区６号土坑）
１　暗褐色土　焼土・炭化物粒を少量含む。締り強い粘質土。
２　鈍い黄褐色土　ローム・焼土塊を多く含む。締り強い。
２′鈍い黄褐色土　２層よりロームの混入少なく、焼土粒を多く含む。
３　赤褐色土焼土　焼土塊が主体。
３′赤褐色土　被熱したロームが主体。

Ｅ区12号住居　Ｐ１～５
１　暗褐色土　炭化物粒を含む。やや締りの強い粘質土。
１′暗褐色土　１層よりローム塊・粒を多く含む。
２　鈍い黄褐色土　ローム塊を多量に含む。
２′鈍い黄褐色土　ローム塊が主体。

1

2



Ｂ
Ｂ′

Ｉ

Ｉ
′

Ｃ

Ｃ
′

Ｅ

Ｅ
′

Ｊ

Ｊ
′

Ｄ

Ｄ
′

Ａ

Ａ
′

Ｋ
Ｋ′

Ｈ

Ｈ
′

Ｆ
Ｆ
′

Ｇ

Ｇ′
P17

P55

炉

P18

P19

P20

P30

P56

P26 P27

P28

P38

P58

P29

435
-625

431
-629

Ａ Ａ′

10 9

L=158.60mＡ Ａ′

1
2

3

3

2′2′′

L=158.60mＢ Ｂ′
P17 P20

1
2
3

3′
5′

4

5

5

s

L=158.60mＩ Ｉ′
P38 P58 P18

1 1

1′
1′

2′2′ 2
3

3

L=158.40mＣ Ｃ′
P19

1

1′
2

L=158.50mＤ Ｄ′
P26

1

23
2

L=158.50mＥ Ｅ′
P27

1

2
3 s

L=158.60mＦ Ｆ′
P28

1

1′

2

L=158.60mＧ Ｇ′
P29

1

1′2
2

L=158.60mＨ Ｈ′
P30

1
2

2

L=158.50mＪ Ｊ′
P55

1

3
2

2′

L=158.60mＫ Ｋ′
P56

4

2
3

０ ２ｍ１: 60

０ １:20 50㎝

０ １ｍ１:40

第２節　縄文・弥生時代の遺構と遺物

21

第12図　Ｅ区13号住居・炉

炉（Ｅ区５号土坑）

Ｅ区13号住居　炉（Ｅ区５号土坑）
１　暗褐色土　焼土粒を不均等に含む。粘質土で締りあり。
２　暗赤褐色土　焼土粒を多く含む。１層に比べて締りが弱い。
２′暗赤褐色土　焼土や灰の混入が多く、最も赤く締り強い。
２″暗赤褐色土　焼土粒を多量に含む。締り弱い。
３　暗褐色土　1層に類似するが、焼土がやや多い。粘質土。
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第13図
PL.21 １ 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂/橙/良好 帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第13図
PL.21 ２ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/橙/良好 縦位帯状沈線を施す。 称名寺式

第13図
PL.21 ３ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫/橙/良好 口縁下に押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第13図
PL.21 ４ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂/灰黄褐/ふつう 口縁下に押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第13図
PL.21 ５ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、チャート/橙/良好 集合沈線による渦巻状モチーフを描く。 堀之内１式

第13図
PL.21 ６ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂/橙/ふつう ３条沈線による弧状懸垂文を施す。 堀之内１式

第13図
PL.21 ７ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、チャート/橙/良好 屈曲部に横位２条の沈線をめぐらす。 堀之内１式

第13図
PL.21 ８ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/黒褐/ふつ

う 斜位の条線を施す。 後期前葉

第13図
PL.21 ９ 深鉢 胴下位～

底部1/3
炉

（５号土坑）粗砂、チャート/橙/良好 無文。縦位の調整痕が見られる。底径10.0cm。 後期前葉

第13図
PL.21 10 深鉢 胴中位～

底部1/2
炉

（５号土坑）粗砂、チャート/橙/良好 無文。底面に網代痕。底径9.5cm。 後期前葉

第13図
PL.21 11 深鉢 胴部破片 炉

（５号土坑）粗砂、チャート/橙/良好 縦位、斜位の沈線を施す。 堀之内１式

第13図
PL.21 12 深鉢 胴部破片 29号ピット 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 縦位沈線を施す。 称名寺式

第13図
PL.21 13 深鉢 底部破片 29号ピット 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 残存部は無文。 後期前葉

第13図
PL.21 14 深鉢 胴部破片 17号ピット 粗砂、チャート細礫/に

ぶい橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第13図
PL.21 15 深鉢 胴部破片 17号ピット 粗砂、細礫、黒色粒/明

赤褐/ふつう 縦位沈線を施す。 称名寺式

第13図
PL.21 16 深鉢 胴部破片 17号ピット 粗砂、チャート/橙/良好 帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第13図
PL.21 17 深鉢 胴部破片 17号ピット 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第13図
PL.21 18 深鉢 胴部破片 17号ピット 粗砂、黒色粒/黒褐/ふつ

う 刺突を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第13図
PL.21 19 深鉢 胴部破片 17号ピット 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

良好 縦位条線を施す。 称名寺式

第13図
PL.21 20 深鉢 胴部破片 19号ピット 粗砂、細礫、チャート/

にぶい橙/良好 縦位、斜位の沈線を施す。 堀之内１式

第３表　E区13号住居出土遺物観察表
土器類

Ｅ区13号住居　Ｐ17・20 　Ｂ－Ｂ′
１　暗褐色土　焼土粒、白色軽石を含む。締りの強い粘質土。
２　暗褐色土　黒色土、ローム塊を多量に含む。
３　黄褐色土　ローム塊を多量に含む。締り強い。
３′黄褐色土　黒色土を主に、ローム小塊を混入。
４　暗褐色土　１層に類似し、焼土粒、白色軽石を多量に含む。
５　鈍い黄褐色土　ローム小塊を少量含む。　
５′鈍い黄褐色土　ローム塊を多量に含む。

Ｅ区13号住居　Ｐ18 　Ｉ－Ｉ′
１　にぶい黄褐色土　ローム塊を主体に、黒色土を混入。
２　暗褐色土　白色軽石、焼土、炭化物粒を含む。締り強い。
２′暗褐色土　ローム塊を多量に含む。
３　黄褐色土　ローム主体で、黒色土を少量含む。締り強い。

Ｅ区13号住居　Ｐ19 　Ｃ－Ｃ′
１　暗褐色土　白色軽石を多量に含む。締り強い。
１′暗褐色土　１層よりローム塊を多く含む。
２　黄褐色土　ローム塊を含む。締り強い粘質土。

Ｅ区13号住居　Ｐ26 　Ｄ－Ｄ′
１　暗褐色土　白色軽石、ローム塊、焼土・炭化粒を含む。締り強い。
２　褐色土　ローム塊を多量、炭化物粒を少量含む。　　
３　暗褐色土　１層と類似するが、ローム塊を少量含むのみ。

Ｅ区13号住居　Ｐ27 　Ｅ－Ｅ′
１　暗褐色土　白色軽石、焼土粒を少量含む。締り強い。
２　鈍い黄褐色土　白色軽石、焼土粒を少量、ローム塊を多量含む。
３　暗褐色土　炭化物粒、焼土粒を少量含む。粘質土。 

Ｅ区13号住居　Ｐ28 　Ｆ－Ｆ′
１　暗褐色土　白色軽石、炭化粒を含み、小礫が混在。
１′暗褐色土　やや大粒の炭化粒を含む。
２　鈍い黄褐色土　多量のローム塊を含む。

Ｅ区13号住居　Ｐ29 　Ｇ－Ｇ′
１　暗褐色土　ローム・炭化粒を含む。締り強い。拳大の礫が混入。
１′暗褐色土　１層より混入物が少ない。
２　鈍い黄褐色土　ロームと暗褐色粘質土の混合土。

Ｅ区13号住居　Ｐ30 　Ｈ－Ｈ′
１　暗褐色土　白色軽石、焼土・炭化粒を含む。締りある粘質土。
２　鈍い黄褐色土　ローム主体。

Ｅ区13号住居　Ｐ38 　Ｉ－Ｉ′
１　鈍い黄褐色土　ローム塊をやや多く含む。粘質土。
１′鈍い黄褐色土　白色軽石、焼土粒を少量、ローム塊を多量含む。
１″暗褐色土　ローム少なく、焼土・炭化粒を含む。硬く締まる。
２　暗褐色土　ローム小塊を少量混入する。

Ｅ区13号住居　Ｐ55 　Ｊ－Ｊ′
１　暗褐色土　白色軽石、ローム塊を多量に含む。粘質土。
２　暗褐色土　1層に類似するが、ローム塊を少量含む。
２′暗褐色土　白色軽石を少量含む。
３　暗褐色土　焼土粒、灰が僅か混入する。締り弱い。

Ｅ区13号住居　Ｐ56 　Ｋ－Ｋ′
１　暗褐色土　焼土とロームの混合土。粘質土。
２　暗褐色土　白色軽石、ローム粒を含む。締り強い。
３　暗褐色土　２層より黒味、粘質が強い。白色軽石を少量含む。
４　鈍い黄褐色土　ローム塊を多く含む。粘質土。
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第13図　Ｅ区13号住居出土遺物（１）　９～ 11Ｅ区5号土坑
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第13図
PL.21 21 深鉢 口縁部破片 26号ピット 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 無文。 後期前葉

第13図
PL.21 22 深鉢 口縁部破片 26号ピット 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 口縁下に隆線をめぐらす。 称名寺式

第13図
PL.21 23 深鉢 胴部破片 26号ピット 粗砂、細礫、黒色粒/橙/

ふつう 斜位の沈線を施す。 称名寺式

第13図
PL.21 24 深鉢 胴部破片 26号ピット 粗砂/橙/ふつう 列点を密に施文する。 堀之内１式

第13図
PL.21 25 深鉢 胴部破片 27号ピット 粗砂、黒色粒、チャート

/黒褐/ふつう 無文。 後期前葉

第13図
PL.21 26 深鉢 口縁部破片 28号ピット 粗砂、黒色粒/橙/良好 口縁内面肥厚。縦位帯状沈線を施す。 称名寺式

第13図
PL.21 27 深鉢 胴部破片 38号ピット 粗砂/にぶい橙/良好 斜行する帯状沈線を施す。 称名寺式

第13図
PL.21 28 深鉢 胴部破片 38号ピット 粗砂、黒色粒/橙/良好 撚糸文Ｌを縦位施文する。 晩期後半

第13図
PL.21 29 深鉢 口縁部破片 56号ピット 粗砂、チャート細礫/橙/

ふつう 口縁内面肥厚。横位沈線をめぐらす。 称名寺式

第13図
PL.21 30 深鉢 胴部破片 56号ピット 粗砂、チャート細礫/橙/

ふつう 29と同一個体。帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第13図
PL.21 31 土製品 1/2 56号ピット 粗砂、黒色粒/橙/良好

楕円形を呈し、表面には刺突をもつボタン状貼付が配され、縦位の
太い沈線と弧線を描く。裏面は無文。側面の上下方向に孔が貫通。
長さ6.1cm、幅（2.3）cm、厚さ1.1cm。

後期前葉

挿図番号
図版番号 No. 器種 

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 製作･使用状況 石材

第14図
PL.21 32 石鏃

凹基無茎鏃 埋土 1.3 1.3 0.2 0.3 完成状態。先端部左辺側を破損する。衝撃剥離か。 チャート

第14図
PL.21 33 打製石斧

分銅型 埋土 15.9 8.1 2.3 326.3 完成状態。エッジ・剥離面の稜はシャープで、摩耗痕等は
見られない。未使用。 珪質頁岩

第14図
PL.21 34 打製石斧

石鍬 埋土 （13.2） 9.8 3.2 430.6 未製品？両側縁のエッジはシャープ、稜の摩耗等は見られ
ない。上端側頭部・下端側刃部を欠損する。

粗粒輝石安山
岩

第14図
PL.21 35 加工痕ある剥片

幅広剥片 埋土 6 4.7 1.9 51.3 加工意図：削器 硬質泥岩

第14図
PL.21 36 敲石

楕円礫 埋土 10.2 5.1 3.5 226.3 上下両端の小口部に近い側縁に打痕が残る。裏面側には線
条痕が残り、砥石として再利用されたものだろう。 デイサイト

第14図　Ｅ区13号住居出土遺物（２）

石器
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第15図　Ｅ区14号住居平面図、出土遺物（１）

Ｅ区14号住居（Ｅ区1・２号配石）
１　暗褐色土　白色軽石を全体に含む。締まり強い。
２　暗褐色土　１層と類似するが、褐色土塊を少量含む。
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第16図　Ｅ区14号住居出土遺物（２）
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第15図
PL.22 １ 深鉢 口縁部破片（２配石） 粗砂、黒色粒/明赤褐/ふ

つう 波状口縁。帯状沈線によるモチーフを描き、列点を充填施文する。 称名寺式

第15図
PL.22 ２ 深鉢 口縁部破片（２配石） 粗砂、細礫、黒色粒/橙/

良好 横位帯状沈線を施し、列点を充填施文する。 称名寺式

第15図
PL.22 ３ 深鉢 口縁部破片（１配石） 粗砂、細礫/明褐/ふつう 横位帯状沈線を施す。 称名寺式

第15図
PL.22 ４ 深鉢 胴部破片 （１配石） 粗砂/明赤褐/ふつう 弧状の帯状沈線を施し、斜位の短沈線を充填施文する。 称名寺式

第15図
PL.22 ５ 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂、黒色粒、石英/橙/

ふつう 帯状沈線による弧状モチーフを描く。 称名寺式

第15図
PL.22 ６ 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂、黒色粒/黒褐/良好 帯状沈線による三角形状モチーフを描く。 称名寺式

第15図
PL.22 ７ 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂、細礫/橙/ふつう 斜位の帯状沈線を施し、列点を充填施文する。 称名寺式

第15図
PL.22 ８ 深鉢 胴部破片 （１配石） 粗砂、チャート/にぶい

褐/良好 縦位沈線を施し、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第15図
PL.22 ９ 深鉢 胴部破片 （１配石） 粗砂、黒色粒/明赤褐/良

好 斜位の刻みを付した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第15図
PL.22 10 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂、チャート/にぶい

赤褐/ふつう 押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第15図
PL.22 11 深鉢 口縁部破片（１配石） 粗砂、黒色粒/橙/良好 口縁が短く内折。内折部、屈曲部下に沈線をめぐらす。 堀之内１式

第15図
PL.22 12 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂、細礫/にぶい赤褐/

ふつう 斜行する沈線を施す。 堀之内１式

第15図
PL.22 13 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂、黒色粒/にぶい赤

褐/良好 沈線による横位、曲線モチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 堀之内１式

第15図
PL.22 14 深鉢 胴部破片 （１配石） 粗砂、黒色粒/橙/良好 斜行する沈線を施す。 堀之内１式

第15図
PL.22 15 深鉢 胴部破片 （１配石） 粗砂、チャート細礫/橙/

ふつう 条線を縦位帯状施文する。 後期前葉

第15図
PL.22 16 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂、黒色粒/橙/良好 縦位、斜位の条線を施す。 後期前葉

第15図
PL.22 17 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂/橙/ふつう 条線を縦位帯状施文する。 後期前葉

第15図
PL.22 18 深鉢 胴部破片 （２配石） 粗砂、黒色粒、チャート

/明赤褐/良好 集合沈線を斜位に帯状施文する。 後期前葉

第16図
PL.22 19 深鉢 口縁部破片（１配石） 粗砂、チャート細礫/浅

黄橙/ふつう 無文。 後期前葉

第16図
PL.22 20 深鉢 口縁部破片（１配石） 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう 無文。横位の器面調整による凹凸目立つ。 後期前葉

第16図
PL.22 21 深鉢 口縁部破片（１配石） 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 無文。横位の器面調整による凹凸目立つ。 後期前葉

第16図
PL.22 22 深鉢 胴部破片 （１配石） 粗砂、チャート、片岩/

橙/良好
３条沈線をめぐらして区画、区画内に帯状沈線によるワラビ手文を
描く。上位の区画帯に区切り縦線、下位の区画帯にのの字文を施す。堀之内２式

第16図
PL.22 23 深鉢 口縁部破片（１配石） 粗砂/橙/良好 横位沈線をめぐらし。器面磨滅。 堀之内２式

第16図
PL.22 24 深鉢 底部破片 （１配石） 粗砂、黒色粒、細・中礫

/橙/ふつう
ＬＲを横位施文する。底面はナゾリ状の調整による凹凸顕著。底径
8.5cm。 晩期後半か

第16図
PL.22 25 土製品 破片 （１配石） 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 正面に長方形、左側面に長楕円形のモチーフを描き、正面のみＬＲ

を充填施文する。刺突を周回させるが、右側面のみ施文されない。 後期前葉

挿図番号
図版番号 No. 器種 

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 製作･使用状況 石材

第16図
PL.22 26 石鏃

凹基無茎鏃 （1配石） （2.0） 1.4 0.3 0.5 完成状態。左辺側の返し部を欠損する。 黒曜石

第16図
PL.22 27 打製石斧

短冊型 （1配石） （7.3） 4.7 2.0 78.1 完成状態。刃部摩耗が部分的に残る。上半部を欠損。 硬質泥岩

第16図
PL.22 28 打製石斧

分銅型？ （1配石） （10.9） 10.1 （2.6） 262.2 未製品？右辺側側縁の加工は裏面側加工に切られ、石斧が
製作途上に破損したことを示している。 硬質泥岩

第16図
PL.22 29 削器

幅広剥片 （1配石） 6.5 9.1 3.4 207.7 裏面側・剥片端部を加工して直線的刃部を作出する。 硬質泥岩

第16図
PL.22 30 石核

扁平礫 （2配石） 9.9 7.4 4.0 339.5 表裏面で幅広剥片を剥離する。 硬質泥岩

第16図
PL.22 31 磨石

楕円礫 （2配石） （11.4） 9.2 4.9 621.0 被熱してヒビ割れ、下端部を欠く。背面側のみ部分的に摩
耗痕が残る。

粗粒輝石安山
岩

第16図
PL.22 32 磨石

楕円礫 （2配石） 13.2 9.1 5.5 947.5 
表裏面とも摩耗が著しい。左側縁に敲打痕。上端側欠損後
も磨石として使用されているが、裏面側には摩耗面を切る
被熱剥離痕がある。

粗粒輝石安山
岩

第16図
PL.22 33 石製品

棒状礫 （2配石） 13.1 4.3 2.7 259.9 
表裏面とも皿状を呈する孔を連結する。孔内面は平滑に整
形されているが、回転穿孔によるものではない。小口部の
上端に敲打痕が残る。

緑色片岩

第16図
PL.22 34 多孔石

亜角礫？ （2配石） 15.8 13.3 7.1 1587.7 背面側・左辺側に孔を穿つ。裏面側は被熱破損。 凝灰質砂岩

第４表　E区14号住居出土遺物観察表
土器類

石器
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第17図　Ｅ区15号住居平面図、出土遺物

P1 P2

Ｅ区15号住居（Ｅ区３号配石）
１　暗褐色土　白色軽石を多量に含む。締まり強い。
２　褐色土　黄褐色土粒を含む。やや粘質。

Ｅ区15号住居　Ｐ２　Ｃ－Ｃ′
１　暗褐色土　黄褐色土粒を少量含む。粘性強く、締まりあり。
２　黄褐色土　黄褐色土塊を多量に含む。
３　暗褐色土　黄褐色土粒を含む。粘性強い。

1
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　柱穴：本住居を推定した範囲内からは、13基のピット

が検出されているが、本住居に伴う柱穴は確定し難い。

　遺物：炉内の埋設土器２点と炉周辺から土器片および

土製品が出土し、石器には石鏃や打製石斧、敲石および

剥片等がある。

　所見：埋設土器から縄文時代後期前葉期の住居と考え

られる。

Ｅ区14号住居　（第15図、第４表、PL.18・22）

　調査時はＥ区１・２号配石として調査を行ったが、整

理作業の段階で敷石住居とした。

　位置：Ｅ区南端付近に位置し、北東２ｍにＥ区13号住

居、南７ｍにＥ区15号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,421 ～ 29,427Ｙ軸=-83,625 ～ 83,630

　重複：本住居の南西部をＥ区９号土坑と重複する。本

住居の敷石の一部がＥ区９号土坑の上に検出されている

ことから、本住居の方が新しいと考えられる。

　形状：住居形状は柄鏡形敷石住居であり、入り口とな

る柄部は南西側につく。しかし、敷石の大半は失われ、

残存する敷石は南西部から西側に欠けての一部で、住居

の東半は不明。

　規模：径５.0ｍ前後と推定

　床面（敷石）：調査時にＥ区２号配石とした西側に残存す

る敷石には板状の石が多く用いられ、Ｅ区１号配石とした

南西側の柄部では大型の扁平楕円礫が用いられている。

　遺物：敷石の周辺から縄文時代後期の土器片および土

製品が出土し、石器には石鏃や打製石斧、磨り石、凹石、

多孔石および剥片等がある。

　所見：出土した土器から縄文時代後期前葉期の住居と

考えられる。

Ｅ区15号住居　（第17・20図、第５表、PL.22）

　調査時はＥ区３号配石として調査を行ったが、整理作

業の段階で敷石住居とした。

　位置：Ｅ区南端の壁際に位置し、北７ｍにＥ区14号住

居がある。

（座標）Ｘ軸=29,412 ～ 29,416Ｙ軸=-83,627 ～ 83,632

　形状：住居の大半は調査区外となり、調査できたのは

住居北西部の一部のみである。住居形状は敷石住居で、

柄鏡形となるかは不明。敷石の大半は失われ、残存する

敷石は僅かである。

　規模：径４.0ｍ前後と推定　壁高16cm

　埋没土：暗褐色土と黄褐色土粒を含む褐色土であるこ

とから、人為的堆積の可能性がある。

　床面（敷石）・壁：残存する敷石には大振りな扁平楕円

礫が用いられ、他に小振りな扁平楕円礫や小礫が散乱す

る。壁は傾斜をもって立ち上がる。

　柱穴：壁に沿うように２基のピットを検出した。

　遺物：埋土中から縄文時代後期の土器片が出土し、石

器には打製石斧、磨り石および剥片等がある。

　所見：出土した土器から縄文時代後期前葉期の住居と

考えられる。
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第17図
PL.22 １ 深鉢 口縁部破片（３配石） 粗砂/にぶい赤褐/良好 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第17図
PL.22 ２ 深鉢 胴部破片 （３配石） 細砂、黒色粒/橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第17図
PL.22 ３ 深鉢 胴部破片 （３配石） 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲ、列点を充填施文する。 称名寺式

第17図
PL.22 ４ 深鉢 胴部破片 （３配石） ３と同一個体。 称名寺式

第17図
PL.22 ５ 深鉢 胴部破片 （３配石） 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

良好 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 堀之内２式

挿図番号
図版番号 No. 器種 

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 製作･使用状況 石材

第17図
PL.23 ６ 打製石斧

短冊型 （3配石） （7.9） 4.9 1.6 91.5 完成状態。両側縁とも敲打・摩耗痕あり。上下両端を欠損。変玄武岩

第17図
PL.23 ７ 削器

横長剥片 （3配石） （5.3） 5.3 1.9 46.6 左辺側側縁に浅い剥離を施し、直線的刃部を作出する。 硬質泥岩

第17図
PL.23 ８ 石核

板状剥片 （3配石） 7.1 10.6 3.4 305.7 小口部で幅広剥片を剥離する。 細粒輝石安山
岩

第17図
PL.23 ９ 磨石

球形礫 （3配石） 10.3 8.2 7.3 738.9 背面側は激しく使い込まれ、平坦面が形成されている。礫
面は風化が著しい。

粗粒輝石安山
岩

第17図
PL.23 10 磨石

楕円礫 （3配石） 10.7 （8.8） 4.5 527.3 表裏面とも弱く摩耗する。被熱して破損。 粗粒輝石安山
岩

第５表　E区15号住居出土遺物観察表
土器類

石器
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4

Ｃ区15号土坑

Ｅ区4号土坑

０ ２ｍ１: 60

　２　土坑

　検出された縄文時代の土坑は、Ｃ区で１基、Ｅ区で８

基ある。分布の傾向は住居と同様に、台地の北端部とな

るＥ区に点在する。なお、Ｅ区の調査の際、住居の炉を

も土坑として扱ったため、４～ 11号までの番号を付し

た。

　以下、各土坑ごとに記載する。

Ｃ区15号土坑　（第18・20図、第６表、PL.11）

　位置（座標）：Ｘ軸=29,419、Ｙ軸=-83,616

　Ｃ区唯一の縄文時代の遺構であり、２面調査時に検出

された。Ｅ区と接するＣ区北端に位置し、径1.6ｍ、深

さ52cmを測り、円形を呈する。埋土には黒褐色土と鈍い

黄褐色土が主となり、ロームブロックを多量に含むこと

から、人為的堆積と考えられる。底面は平坦で、埋土中

からは遺物を多く出土させている。出土した主な遺物に

は、１の口縁部を欠く頸部下の個体や、８の楕円形の土

製品があり、１～８の８点を図示した。出土土器から縄

文時代後期前葉期の土坑と考えられる。

Ｅ区４号土坑　（第18・20図、第７表、PL.18）

　位置（座標）：Ｘ軸=29,428、Ｙ軸=-83,633

　Ｅ区３面調査時に検出された。Ｅ区南側の西寄りに位

置し、径1.05ｍ、深さ35cmを測り、円形を呈する。埋土

には焼土を主体とする赤褐色土と黒褐色土とが主となっ

ていることから、人為的堆積と考えられる。底面は比較

的に平坦である。出土した遺物は、土器片が数点あるの

みで、９を図示した。出土土器から縄文時代後期の土坑

と考えられる。

Ｅ区５号土坑　（第12・13図）

　E区13号住居の炉として扱った。

Ｅ区６号土坑　（第11図）

　E区12号住居の炉として扱った。

Ｅ区７号土坑　（第19・20図、第８表、PL.18）

　位置（座標）：Ｘ軸=29,419、Ｙ軸=-83,636

　Ｅ区３面調査時に検出された。Ｅ区南端付近の西壁寄

りに位置し、長軸0.85ｍ、短軸0.68ｍ、深さ22cmを測り、

楕円形を呈する。埋土は暗褐色土が主となり、埋土中に

大型礫を出土させていることから、人為的堆積と考えら

れる。底面は比較的に平坦である。出土した遺物はあま

第３章　富岡清水遺跡の調査
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第18図　Ｃ区15号土坑、Ｅ区4号土坑

Ｅ区４号土坑
１　暗褐色土　焼土塊、焼土粒を多く、白色軽石を少量含む。締りなし。
２　赤褐色土　焼土が主体。壁際は柔らかい焼土。炭化物の混入少。
３　暗褐色土　やや大粒の焼土、炭化物粒を少量含む。粘質で締り強い。
４　黒褐色土　炭化物粒を多量に含む。シルト塊をブロック状に含む。

Ｃ区15号土坑
１　黒褐色土　白色軽石、炭化粒少量、焼土小ブロック微量含む。
２　黒褐色土　白色軽石、化粒少量含む。
３　黒褐色土　ロームブロック多量、炭化粒少量含む。
４　鈍い黄褐色土　黒褐色土小ブロック中量含む。しまり強い。
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第19図　Ｅ区７～ 11号土坑

Ｅ区９号土坑 Ｅ区10号土坑

Ｅ区11号土坑Ｅ区7号土坑 Ｅ区8号土坑

Ｅ区７号土坑
１　暗褐色土　白色軽石を含む。粘質土。
２　暗褐色土　１層にローム塊を混入。締り

あり。

Ｅ区８号土坑
１　暗褐色土　ローム粒、白色軽石、炭化物を

含む。締り強い粘質土。
２　暗褐色土　１層よりローム粒を多く含む。

Ｅ区11号土坑
１　黄褐色土　焼土やや多く、ローム粒を含む。

締り強い。
２　暗褐色土　ローム小塊、焼土塊をやや多く含

む。締り強い。
３　暗褐色土　黒色土塊が混入する。
４　暗褐色土　ローム塊・ローム粒を多く含む。

Ｅ区９号土坑
１　暗褐色土　焼土、ローム小塊を含む。黄色味を帯びた粘質土。焼土粒、

炭化物粒を少量含む。
２　黄褐色土　ローム塊を多量に含む。
３　暗褐色土　１層よりやや暗い。粘質土。
４　黒褐色土　やや締りない粘質土。
５　暗褐色土　ローム塊を少量混入する。粘質土。

Ｅ区10号土坑
１　暗褐色土　細粒軽石を少量含む。粘質土。
２　暗褐色土　ローム粒・焼土粒を多く含む。
３　黒色土　ローム粒を多量に含む。
４　黒褐色土　１層に類似する。締りあり。
５　黒色土　下半に焼土塊、炭化物を多量に含む。
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第20図　土坑出土遺物（１）１～８Ｃ区15号土坑、９Ｅ区４号土坑、10 ～ 13Ｅ区７号土坑14Ｅ区８号土坑、15 ～ 22Ｅ区９号土坑

1（1/4）

2

3

4

5 6

7

9 10

11

12
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14（1/4）

15 16 17 18
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20 21

22

8（1/2）
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第21図　土坑出土遺物（２）23～ 30Ｅ区10号土坑、31・32Ｅ区11号土坑

23

25 26

24（1/4）

27

28
29

31

32

30



第３章　富岡清水遺跡の調査

34

34

挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第20図
PL.23 １ 深鉢 頸部～底部

3/4 埋土 粗砂、黒色粒、チャート
細礫/橙/ふつう

頸部に窩文連繋文を伴う逆Ｊ字状隆帯を貼付、さらにその下にＯ字状隆帯を連結さ
せ、隆帯に沿わせながら沈線による懸垂文を施す。この単位文は２単位らしく、も
う一方の単位文は頸部の８の字貼付文から伸びる逆Ｊ字状隆帯となる。単位文間に
は逆Ｖ字状に３条沈線を施し、中央に逆Ｊ字文を配す。逆Ｊ字文の端部には隆帯を
貼付する。頸部にも３条沈線をめぐらす。底径7.4cm。

堀之内１式

第20図
PL.- ２ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/明赤褐/ふ

つう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第20図
PL.- ３ 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂/橙/ふつう 口縁に接するように逆Ｕ字状の隆帯を垂下させる。 称名寺式

第20図
PL.- ４ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒、チャート

/にぶい橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第20図
PL.- ５ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、チャート細礫/に

ぶい橙/ふつう 弧状の沈線を施す。 称名寺式

第20図
PL.- ６ 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂、黒色粒/橙/良好 口縁下に隆帯をめぐらし、隆帯下に縦位条線を充填施文する。 称名寺式

第20図
PL.- ７ 深鉢 底部破片 埋土 粗砂、黒色粒、チャート

細礫/橙/ふつう 残存部は無文。器面調整による縦位の擦痕目立つ。底径9.0cm。 後期前葉

第20図
PL.- ８ 土製品 完形 埋土 粗砂、黒色粒/橙/良好

楕円形を呈し、表面には、中央と縦横に刺突をもつボタン状貼付が
配され、貼付をつなぐ太い沈線、さらに二重の弧線が描く。裏面は
無文。側面の上下方向に径５mmほどの孔が貫通。長さ6.6cm、幅4.4cm、
厚さ1.5cm、重さ47.1ｇ。

後期前葉

挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第20図
PL.23 ９ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒、チャート

/明赤褐/良好 ＲＬを横位施文する。 後期前葉

挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第20図
PL.23 10 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂/橙/良好 胴中位で内湾する。無文。底径7.3cm。 後期前葉

第20図
PL.23 11 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう 沈線で曲線的な文様を施す。 称名寺式

第20図
PL.23 12 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/橙/良好 横位帯状沈線を施し、列点を充填施文する。 称名寺式

第20図
PL.23 13 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫、黒色粒/浅

黄橙/ふつう ＲＬを縦位施文する。 後期前葉

挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第20図
PL.23 14 深鉢 胴下半 底面 粗砂、細礫、黒色粒/浅

黄橙/ふつう 胴部下半が無文の底部。底径12.0cm。 後期前葉

挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第20図
PL.- 15 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂/にぶい赤褐/良好 口縁内湾。帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第20図
PL.- 16 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう 縦位の沈線と、雨垂れ様の刺突を施す。 称名寺式

第20図
PL.- 17 浅鉢 口縁部破片 埋土 粗砂、チャート細礫/橙/

良好 無文。 後期前葉

第20図
PL.- 18 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫、黒色粒/に

ぶい橙/ふつう
口縁下に細い隆帯を巡らせ、沈線で横位帯を区画し、区画内にＬＲ
の縄文を充填する。 堀之内２式

第20図
PL.- 19 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/明赤褐/ふ

つう 沈線で幾何学的な文様を区画し、区画内にＬＲの縄文を充填する。 堀之内２式

第20図
PL.- 20 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂/橙/良好 横位、弧状の帯状沈線を施し、ＬＲを充填施文する。 堀之内２式

第20図
PL.- 21 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/明赤褐/ふ

つう 沈線で幾何学的な文様を区画し、区画内にＬＲの縄文を充填する。 堀之内２式

第20図
PL.- 22 注口土

器 注口部破片 埋土 粗砂、細礫/橙/ふつう 根本に粘土帯を貼付して段帯部を作出、下部に８の字貼付文を付す。堀之内２式

挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第21図
PL.23 23 深鉢 ほぼ完形 埋甕 粗砂/橙/ふつう

口縁部に幅５cm程の無文帯を空け、条線を縦位帯状施文する。胴下
位は無文で縦ケズリ様の器面調整を施す。口径33.6cm、底径8.5cm、
器高48.1cm。

称名寺式

第21図
PL.23 24 深鉢 胴下半 埋土 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう
25・26と同一個体。胴部に押捺・刺突をもつ隆帯を縦位に懸垂させ、
沈線を施す。 称名寺式

第21図
PL.24 25 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう 24・26と同一個体。胴部に押捺・刺突をもつ隆帯を縦位に懸垂させる。称名寺式

第６表　E区15号住居出土遺物観察表

第７表　E区４号土坑出土遺物観察表

第８表　E区７号土坑出土遺物観察表

土器類

土器類

土器類

第９表　E区８号土坑出土遺物観察表

第 10 表　E区９号土坑出土遺物観察表

第11表　E区10号住居出土遺物観察表

土器類

土器類

土器類



り多くはないが、10 ～ 13の４点を図示した。出土土器

から縄文時代後期前葉期の土坑と考えられる。

Ｅ区８号土坑　（第19・20図、第９表、PL.18・23）

　位置（座標）：Ｘ軸=29,415、Ｙ軸=-83,633

　Ｅ区３面調査時に検出された。Ｅ区南端付近に位置し、

Ｅ区15号住居の西側に接するようにある。長軸1.15ｍ、

短軸0.67ｍ、深さ18cmを測り、楕円形を呈する。埋土は

暗褐色土を主とし、ローム粒を多く含むことから、人為

的堆積の可能性が高い。底面は西側がやや高く、東側で

平坦ぎみ。この底面がやや高くなる西側で、図示した14

の無文の底部が逆位に出土している。出土土器から縄文

時代後期前葉期の土坑と考えられる。

Ｅ区９号土坑　（第19・20図、第10表、PL.19）

　位置（座標）：Ｘ軸=29,424、Ｙ軸=-83,629

　Ｅ区３面調査時に検出された。Ｅ区南端付近に位置し、

Ｅ区14号住居と重複する。本土坑の上面にＥ区14号住居

の敷石が検出されていることから、本土坑の方が古い。

長軸2.1ｍ、短軸1.5ｍ、深さ35cmを測り、長方形を呈す

る。埋土には暗褐色土と黄褐色土が主となり、ローム塊

を多量に含むことから、人為的堆積と考えられる。底面

は北側が低く、南側がやや高くなり、南隅に径32cm、深

さ20cmの円形のピットを確認した。出土遺物は埋土中に

多く、15 ～ 22の８点を図示した。出土土器から縄文時

代後期前葉期の土坑と考えられる。

Ｅ区10号土坑　（第19図、第11表、PL.19・23・24）

　位置（座標）：Ｘ軸=29,433、Ｙ軸=-83,627

　Ｅ区３面調査時に検出された。Ｅ区南側のＥ区13号住

居と重複し、住居の炉の北側に位置する。先述したよう

に、Ｅ区13号住居が複数の住居の重複と考えれば、本土

坑はＥ区13号住居に重複する住居の炉である可能性が高

い。長軸0.93ｍ、短軸0.80ｍ、深さ92cmを測り、楕円形

を呈する。壁の上部は焼土化している。埋土には、暗褐

色土とローム粒や焼土塊を多量に含む黒色土が主体と

なっていることから、人為的堆積と考えられる。また、

中央には正位に完形の埋設土器を有し、埋土中からも多

くの土器を出土させている。23 ～ 30の８点を図示した

が、23は埋設土器である。出土土器から縄文時代後期前

葉期の土坑と考えられる。

Ｅ区11号土坑　（第19・20図、第12表、PL.19・24）

　位置（座標）：Ｘ軸=29,433、Ｙ軸=-83,626

Ｅ区３面調査時に検出された。Ｅ区南側に位置し、Ｅ区

10号土坑の東側に重複する。土層断面の観察から、本土

坑の方が古い。長軸は不明だが、短軸0.7ｍ、深さ55cm

を測り、楕円形を呈する。埋土には黄褐色土と暗褐色土

が主となり、ローム塊や焼土塊を多く含むことから、人

為的堆積と考えられる。底面はほぼ平坦。出土遺物は少

ないが、31・32の２点を図示した。出土土器から縄文時

代後期前葉期の土坑と考えられる。

　３　ピット

　Ｅ区３面調査時に、Ｅ区南側の東寄りに21基、Ｅ区12

号住居の西側に７基を検出した。個別に図示していない

が、大半が径30cm前後の円形を呈しており、深さは10

～ 40cm前後とまちまちである。埋土は暗褐色土とする

ものが多い。
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第21図
PL.24 26 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう 24・25と同一個体。胴部に押捺・刺突をもつ隆帯を縦位に懸垂させる。称名寺式

第21図
PL.24 27 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂、細礫、黒色粒/に

ぶい橙/ふつう 押捺を施した隆帯をめぐらし、隆帯下に逆Ｖ字状の条線を施す。 称名寺式

第21図
PL.24 28 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、チャート細礫/明

褐/ふつう 帯状沈線による曲線モチーフを描く。 称名寺式

第21図
PL.24 29 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫、黒色粒/に

ぶい橙/ふつう 斜位の帯状沈線を施す。 称名寺式

第21図
PL.24 30 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫/橙/良好 斜位の条線を施す。 称名寺式

挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第21図
PL.24 31 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂、黒色粒、チャート

細礫/橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第21図
PL.24 32 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、黒色粒/橙/良好 斜行、円状の沈線を施す。 堀之内１式

第12表　E区11号住居出土遺物観察表
土器類



　４　遺構外出土遺物

　Ａ～Ｆ区の各調査区からは、遺構に伴わない縄文時代

および弥生時代の遺物が出土している。縄文時代の遺物

は、住居等の遺構が多く検出されたＥ区に最も多く出土

している状況がある。また、弥生時代の遺構は検出され

ていないものの、遺物は各区から出土し、Ｄ区に最も多い。

　以下、各時代・種別ごとに記載する。

１.縄文時代の遺構外出土土器・土製品

（第22 ～ 25図、第13表、PL.24）

土器

　出土した縄文時代の土器は、前期中葉の有尾式土器が

最も古く、前期後葉の諸磯ａ式土器、中期末葉の加曽利

Ｅ４式土器、後期の称名寺式・堀之内１・２式土器で、

称名寺式土器が最も多く出土している。

　１～３はＡ区の２面調査時に出土した土器で、１は前

期諸磯ａ式土器、２・３は後期堀之内１式土器である。

　４～ 36はＣ区の２面調査時に出土した土器で、４・

５は前期諸磯ａ式土器、６は中期加曽利Ｅ式土器、７～

23・26は後期称名寺式土器、24・25・27・28・31・32は

後期堀之内１式土器、29・30・33 ～ 36は後期前葉の土

器である。なお、24は胴部下半を欠く半完形品で、Ｃ区

の中央やや南寄りに正位に出土した土器であるが、掘り

方等の遺構は検出されていない。

　37 ～ 106はＥ区の３面調査時に出土した土器で、37は

前期有尾式土器、38 ～ 45は前期諸磯ａ式土器、46 ～ 48

は中期加曽利Ｅ４式土器、49 ～ 76は後期称名寺式土器、

77 ～ 93は後期堀之内１式土器、94 ～ 99・105・106は後

期前葉の土器、100 ～ 104は後期堀之内２式土器である。

　107 ～ 121はＦ区の２面調査時に出土した土器で、

107・108は中期加曽利Ｅ４式土器、109 ～ 114は後期称

名寺式土器、115 ～ 118は後期堀之内１式土器、119は後

期前葉の土器、120・121は後期堀之内２式土器である。

土製品

　122は楕円形を呈する板状の土製品で、側縁に沿って

孔が穿かれている。Ｃ区から出土。

　123は土製の耳飾りで、長さ3.8cm、上面径2.9cmのス

タンプ状を呈し、上下両面に刺突を充填している。Ｅ区

から出土。

２．弥生時代の遺構外出土土器

（第26図、第14表、PL.24・25）

　出土した弥生時代の土器は、全て中期の土器である。

小破片が多い中にあって、唯一復元できたのは壺形器形

を呈する１点のみであった。

　１はＡ区の２面調査時に出土した土器である。

　２～ 15はＣ区の２面調査時に出土した土器で、14の

底面には網代痕が、15の底面には木葉痕がつく。

　16 ～ 18・22 ～ 24・26 ～ 31はＤ区の２面調査時に出

土した土器である。16は大型の壺形土器で、胴部上半は

横位の条痕、下半は斜位の条痕が施されている。

　19 ～ 21・25・32。33はＥ区の３面調査時に出土した

土器である。

３．遺構外出土石器　（第27・28図、第15表、PL.25）

　出土した石器は、剥片も含め全体で263点であった。

使用石材をみると、硬質泥岩が125点と最も使用頻度が

高く、次いで凝灰質シルト砂岩が23点、黒曜石が23点、

さらに黒色安山岩、珪質頁岩、黒色頁岩、細粒輝石安山岩、

粗粒輝石安山岩、そして頁岩、チャート、赤碧玉、流紋

岩、デイサイト、変玄武岩、変はんれい岩、変質安山岩、

緑色片岩、雲母石英片岩、砂岩、凝灰質砂岩、珪化凝灰

質砂岩の順となる。

　この内、石器および加工痕のある剥片は67点であり、

遺構外出土石器として図示したのは、打製石斧12点、磨

製石斧１点、敲石３点、磨石１点、凹石３点の計20点で

ある。打製石斧には分銅型が多く、大型の石鍬に類され

る石斧も存在し、石鍬は弥生時代の石器である可能性を

もつ。

第３章　富岡清水遺跡の調査
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第22図　遺構外出土縄文土器（1）
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第23図　遺構外出土縄文土器（2）
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第24図　遺構外出土縄文土器（3）
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第22図
PL.24 １ 深鉢 胴部破片 Ａ区 粗砂、細礫/赤褐/良好 ＲＬを横位施文する。 諸磯ａ式

第22図
PL.24 ２ 深鉢 胴部破片 Ａ区 細砂、黒色粒/橙/良好 ＬＲ縦位施文を地文とし、縦位沈線、蛇行懸垂文を施す。 堀之内１式

第22図
PL.- ３ 深鉢 胴部破片 Ａ区 粗砂、黒色粒、チャート

細礫/橙/ふつう 横位、縦位、斜位の沈線を施す。 堀之内１式

第22図
PL.- ４ 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 横位、波状の条線をめぐらし、円形刺突を施す。 諸磯ａ式

第22図
PL.- ５ 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂/橙/ふつう 浮線をめぐらす。浮線は白い粘土を用いる。 諸磯ａ式

第22図
PL.- ６ 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂、チャート/明赤褐/

ふつう 隆帯による懸垂文を施し、ＬＲを縦位充填施文する。 加曽利Ｅ４式

第22図
PL.- ７ 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒、チャート

/にぶい黄橙/ふつう
波状口縁で波頂部に貼付を付す。帯状沈線によるモチーフを描き、
列点を充填施文する。 称名寺式

第22図
PL.- ８ 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、チャート/明赤褐/

良好
沈線によるモチーフを描く。波状口縁で口縁が短く内折、内折部に
刺突、沈線を施す。 称名寺式

第22図
PL.- ９ 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/明赤褐/ふ

つう 横位沈線、列点を施す。 称名寺式

第22図
PL.- 10 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第22図
PL.24 11 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/にぶい赤

褐/良好 横位沈線、ＬＲを施す。 称名寺式

第22図
PL.24 12 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、チャート細礫/に

ぶい黄橙/ふつう 横位帯状沈線を施す。 称名寺式

第22図
PL.- 13 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 細砂/橙/ふつう 口縁下に押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第22図
PL.- 14 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、細礫、黒色粒/橙/

良好 口縁下に押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第22図
PL.- 15 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂/橙/良好 押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第22図
PL.- 16 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 口縁下に隆帯をめぐらし、隆帯下に縦位条線を帯状施文する。 称名寺式

第25図　遺構外出土縄文土器（4）

第13表　遺構外出土縄文時代土器観察表
土器類
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第22図
PL.26 17 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/にぶい褐/

ふつう 口縁下に隆帯をめぐらし、隆帯下に横位弧状の条線を施す。 称名寺式

第22図
PL.26 18 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂、白色粒、黒色粒/

にぶい黄橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第22図
PL.24 19 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂/にぶい黄橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第22図
PL.24 20 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂、チャート細礫/明

赤褐/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第22図
PL.24 21 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第22図
PL.24 22 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒、チャート

/にぶい橙/ふつう 縦位帯状沈線を施し、列点を充填施文する。 称名寺式

第22図
PL.24 23 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂、細礫、黒色粒/橙/

良好 縦位帯状沈線を施し、列点を充填施文する。 称名寺式

第22図
PL.24 24 深鉢 口縁～胴下

位4/5 Ｃ区 粗砂、黒色粒/橙/ふつう

２単位波状口縁。波頂部下に円孔を穿ち、窩文連繋文を伴う隆帯を
貼付する。頸部には沈線を伴う逆Ｃ字状隆帯を４単位に貼付、沈線
をめぐらし、逆Ｃ字状隆帯下に３条沈線による逆Ｊ字状モチーフを
描くが、下端は懸垂する。逆Ｊ字状モチーフ間には右傾する３条沈
線による蛇行懸垂文を施し、余白に単沈線によるモチーフを配す。
口径27.2cm、器高29.1cm。

堀之内１式

第22図
PL.- 25 浅鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒、チャート

細礫/橙/ふつう
口縁が短く内折、波状口縁で波頂部に突起を付す。突起内外面、左
右に刺突を施す。 堀之内１式

第22図
PL.24 26 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、細礫/橙/ふつう 波状口縁で口縁が緩く内折。円孔を囲むように沈線をめぐらし、刺

突を施す。 称名寺式

第22図
PL.25 27 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂/浅黄橙/ふつう 口縁が短く内折。内折部に沈線をめぐらす。 堀之内１式

第22図
PL.25 28 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、細礫、黒色粒/明

赤褐/ふつう 隆帯、沈線による同心円文を施し、中心に円形刺突を２個施す。 堀之内１式

第22図
PL.25 29 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 口唇角頭状。無文。外面横位のミガキ調整。 後期前葉

第22図
PL.25 30 深鉢 口縁部破片 Ｃ区 粗砂/橙/ふつう 無文。 後期前葉

第22図
PL.25 31 注口土

器 胴部破片 Ｃ区 粗砂、細礫/橙/良好 刺突、沈線を施した逆Ｃ字状の隆帯を貼付し、沈線によるモチーフ
を施す。 堀之内１式

第22図
PL.25 32 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂/黄橙/良好 縦位、斜位の集合沈線を施す。 堀之内１式

第22図
PL.25 33 深鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう 斜位の条線を施す。 後期前葉

第22図
PL.- 34 深鉢 胴部破片 Ｃ区 細砂/にぶい橙/ふつう 縦位弧状、蛇行する条線を施す。 後期前葉

第22図
PL.- 35 有孔鉢 胴部破片 Ｃ区 粗砂/橙/良好 弧状の条線を施す。 後期前葉

第22図
PL.- 36 深鉢 底部破片 Ｃ区 粗砂、細礫、黒色粒/橙/

良好 残存部は無文。底径11.0cm。 後期前葉

第23図
PL.- 37 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 細砂、繊維/明黄褐/ふつ

う 口唇尖頭状。口縁下に平行沈線をめぐらす。 有尾式

第23図
PL.- 38 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、片岩/明赤褐/良好 口縁が緩く外反。口縁下に横位、波状の集合沈線を施す。器面磨滅。諸磯ａ式

第23図
PL.- 39 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂/橙/良好 口縁外面肥厚。円形刺突を縦位に施す。 諸磯ａ式

第23図
PL.- 40 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、チャート/赤褐/良

好
口縁下に横位平行沈線をめぐらして区画、区画内に木葉文状モチー
フを描き、刺突を垂下させる。 諸磯ａ式

第23図
PL.- 41 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂/橙/良好 横位、波状の３条沈線を施す。 諸磯ａ式

第23図
PL.- 42 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/にぶい黄

橙/良好
横位、波状の平行沈線を施し、縦位、菱形状に円形刺突を施す。器
面磨滅。 諸磯ａ式

第23図
PL.- 43 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂/橙/良好 ＲＬ横位施文を地文とし、半截竹管内皮による刺突を横位にめぐら

す。 諸磯ａ式

第23図
PL.- 44 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、細礫/橙/良好 ＲＬを横位施文する。 諸磯ａ式

第23図
PL.- 45 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂/橙/良好 横位、弧状の連続爪形文を施し、爪形文間に斜位の沈線を充填する。諸磯ａ式

第23図
PL.- 46 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、白色粒、黒色粒、

石英/黒褐/ふつう 隆線を垂下させる。器面磨滅。 加曽利Ｅ４式

第23図
PL.- 47 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂/橙/良好 隆線によるＪ字状モチーフを施す。 加曽利Ｅ４式

第23図
PL.- 48 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、白色粒、黒色粒、

石英/赤褐/ふつう ＲＬを縦位施文する。 加曽利Ｅ４式

第23図
PL.- 49 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、細礫/橙/ふつう 波頂部の橋状突起。頂部に窩文連繋文、刺突を施す。口縁内折部に

楕円状文を描き、刺突を充填施文する。 称名寺式

第23図
PL.- 50 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/にぶい黄

橙/ふつう
波頂部の環状突起。表面は剥落するが、隆帯が縦に一部残存。内面
は沈線施文。 称名寺式

第23図
PL.- 51 深鉢 把手 Ｅ区 粗砂/橙/良好 刺突、沈線を施す。側面に円孔を穿つ。 称名寺式

第23図
PL.- 52 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、細礫/橙/良好 波頂部に橋状突起を付す。刺突、沈線を施した低平な隆帯を貼付、

沈線によるモチーフを描く。口縁内折部に刺突、沈線を施す。 称名寺式

第23図
PL.- 53 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 円孔を２個穿った突起を付す。窩文連繋文を施した隆帯、沈線を施

す。内面にも窩文連繋文を施す。 称名寺式

第23図
PL.- 54 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、細礫/にぶい黄橙/

ふつう 口縁下に刺突を施した円状の隆帯を貼付、左右に連結させる。 称名寺式

第23図
PL.- 55 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、白色粒、黒色粒/

橙/ふつう
帯状沈線による弧状、逆Ｕ字状モチーフを描き、ＬＲを充填施文す
る。 称名寺式

第23図
PL.- 56 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

細礫/橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式
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第23図
PL.- 57 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 細砂/黄橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描き、列点を充填施文する。 称名寺式

第23図
PL.- 58 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/明黄褐/ふ

つう 帯状沈線による曲線モチーフを描き、列点を充填施文する。 称名寺式

第23図
PL.- 59 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、チャート/橙/良好 帯状沈線による曲線モチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第23図
PL.- 60 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

細礫/にぶい橙/ふつう 帯状沈線による弧状、Ｊ字状モチーフを描き、ＬＲを充填施文する。称名寺式

第23図
PL.- 61 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

細礫、片岩/橙/良好 帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第23図
PL.- 62 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 帯状沈線による曲線モチーフを描く。 称名寺式

第23図
PL.- 63 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

細礫/にぶい黄橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描く。 称名寺式

第23図
PL.- 64 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/黄橙/ふつ

う 帯状沈線による曲線モチーフを描く。 称名寺式

第23図
PL.- 65 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート、

片岩/橙/良好 帯状沈線によるＪ字状モチーフを描く。 称名寺式

第23図
PL.- 66 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、チャート細礫、片

岩/赤褐/良好 帯状沈線による曲線モチーフを描き、列点を充填施文する。 称名寺式

第23図
PL.- 67 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 帯状沈線による曲線モチーフを描き、列点を充填施文する。 称名寺式

第23図
PL.- 68 深鉢 胴部破片 Ｅ区 細砂、黒色粒/橙/ふつう 帯状沈線による弧状モチーフを描き、列点を充填施文する。 称名寺式

第23図
PL.- 69 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、チャート細礫、片

岩/橙/良好 縦位帯状沈線を施し、列点を充填施文する。 称名寺式

第23図
PL.- 70 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

/にぶい赤褐/良好 口縁下に押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第23図
PL.- 71 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、チャート細礫、片

岩/赤褐/良好 押捺を施した隆帯を逆Ｖ字状に施す。 称名寺式

第23図
PL.- 72 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 71と同一個体。 称名寺式

第24図
PL.- 73 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、細礫、黒色粒/橙/

良好 口縁下に押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第24図
PL.- 74 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第24図
PL.- 75 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

細礫/にぶい橙/ふつう 押捺を施した隆帯をめぐらす。 称名寺式

第24図
PL.- 76 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、細礫、黒色粒/橙/

良好 竹管によると思われる刺突を付した低い隆帯をめぐらす。 称名寺式

第24図
PL.- 77 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/黒褐/ふつ

う
口縁が内折、小突起を付す。内外面ともに突起下の刺突を基点に左
右に沈線を施す。内折部下にも斜位の隆帯、沈線を施す。 堀之内１式

第24図
PL.- 78 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう
波状口縁で波頂部下に円孔を穿つ。波頂部から弧状の隆帯を垂下、
楕円状の沈線を施す。 堀之内１式

第24図
PL.- 79 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/暗赤褐/ふ

つう
くの字状に外屈する器形で屈曲部に沈線をめぐらす。短く内折した
口縁部に沈線をめぐらす。 堀之内１式

第24図
PL.- 80 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、チャート/にぶい

橙/ふつう 口縁肥厚部、肥厚部下に沈線をめぐらす。 堀之内１式

第24図
PL.- 81 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、細礫/橙/ふつう 口縁肥厚部に凹点をめぐらす。 堀之内１式

第24図
PL.- 82 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、細礫/橙/ふつう 横位、縦位の沈線を施す。口縁肥厚部に凹点をめぐらす。 堀之内１式

第24図
PL.- 83 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、チャート細礫/橙/

良好
斜行する２条の平行沈線を施し、余白にＬＲを充填施文する。口縁
肥厚部に沈線をめぐらす。 堀之内１式

第24図
PL.- 84 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、チャート/赤褐/ふ

つう
外反する器形。屈曲部に２条の沈線、円形刺突を施した貼付文を付
す。 堀之内１式

第24図
PL.- 85 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/にぶい赤

褐/ふつう 横位、斜位の沈線、円形刺突を施し、余白にＬＲを充填施文する。 堀之内１式

第24図
PL.- 86 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂/にぶい黄橙/ふつう くの字状に外屈する器形。屈曲部に低平な環状貼付文を付し、それ

を基点に沈線による楕円状モチーフを描く。 堀之内１式

第24図
PL.- 87 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂/赤褐/良好 沈線による縦位、Ｕ字状、蛇行懸垂文を施す。 堀之内１式

第24図
PL.- 88 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 縦位沈線を施す。 堀之内１式

第24図
PL.- 89 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

/にぶい赤褐/良好 縦位沈線を施し、余白にＬＲを充填施文する。 堀之内１式

第24図
PL.- 90 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、チャート/橙/良好 横位隆帯をめぐらし、逆Ｖ字状の隆帯を垂下、交点に円形刺突を施

す。余白にＬＲを充填施文。 堀之内１式

第24図
PL.- 91 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

/明赤褐/良好 帯状沈線による弧状モチーフを描き、余白にＬＲを充填施文する。 堀之内１式

第24図
PL.- 92 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、細礫、白色粒、黒

色粒/明褐/ふつう Ｘ字状に交差する条線を施す。 堀之内１式

第24図
PL.- 93 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 胴上位に列点を密に施紋する。区画は施されない。 堀之内１式

第24図
PL.- 94 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、石英/浅

黄橙/ふつう 無文。 後期前葉

第24図
PL.- 95 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、チャート細礫/に

ぶい赤褐/良好 無文。横位、斜位の器面調整による凹凸顕著。 後期前葉

第24図
PL.- 96 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、石英/浅

黄橙/ふつう 無文。 後期前葉

第24図
PL.- 97 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、チャート中礫/明

赤褐/良好 無文。 後期前葉
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第24図
PL.- 98 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、細礫/橙/良好 無文。口縁が内湾するようだ。 後期前葉

第24図
PL.- 99 両耳壷 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

細礫、片岩/橙/良好 無文。 後期前葉

第24図
PL.- 100 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート、

片岩/橙/良好 口縁下に横位３条の沈線をめぐらす。 堀之内２式

第24図
PL.- 101 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 口縁下に１条の隆線、沈線をめぐらす。 堀之内２式

第24図
PL.- 102 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう
波状口縁。波頂部下に８の字貼付文を付し、沈線によるモチーフを
描く。 堀之内２式

第24図
PL.- 103 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

/橙/良好 横位帯状沈線を施す。 堀之内２式

第24図
PL.- 104 深鉢 底部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、石英/明

黄褐/良好 ほぼ直立する。残存部は無文。底径6.7cm。 堀之内２式

第24図
PL.- 105 深鉢 底部破片 Ｅ区 粗砂、チャート/橙/ふつ

う 残存部は無文。底径11.0cm。 後期前葉

第24図
PL.- 106 深鉢 底部破片 Ｅ区 粗砂、チャート細礫/橙/

ふつう 残存部は無文。推定底径15.0cm。 後期前葉

第25図
PL.- 107 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう 沈線によるＵ字状モチーフを描き、ＬＲを縦位充填施文する。 加曽利Ｅ４式

第25図
PL.- 108 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒、チャート

/にぶい橙/ふつう ２条隆帯による弧状モチーフを施す。 加曽利Ｅ４式

第25図
PL.- 109 深鉢 口縁部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/橙/ふつう 横位沈線、ＬＲを施す。 称名寺式

第25図
PL.- 110 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/にぶい赤

褐/良好 鎖状隆帯を垂下させる。 称名寺式

第25図
PL.- 111 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、白色粒、黒色粒/

橙/ふつう 帯状沈線によるモチーフを描き、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第25図
PL.- 112 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂/橙/ふつう 弧状の帯状沈線を施し、ＬＲを充填施文する。 称名寺式

第25図
PL.- 113 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、細礫、黒色粒/赤

褐/良好 斜位の帯状沈線を施し、列点を充填施文する。 称名寺式

第25図
PL.- 114 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう 帯状沈線によるモチーフを描き、列点を充填施文する。 称名寺式

第25図
PL.- 115 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/浅横橙/良

好 縦位、斜位の沈線を施す。 堀之内１式

第25図
PL.- 116 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/明赤褐/良

好 縦位、斜位の沈線を施す。 堀之内１式

第25図
PL.- 117 深鉢 口縁部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう
２ないし３条の沈線によるモチーフを描く、円形刺突を施した貼付
文を付す。 堀之内１式

第25図
PL.- 118 深鉢 胴部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう ＲＬ縦位施文を地文とし、沈線による蛇行懸垂文を施す。 堀之内１式

第25図
PL.- 119 深鉢 口縁部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/にぶい橙/

ふつう 口縁直下に押捺を施した隆帯をめぐらす。 後期前葉

第25図
PL.- 120 深鉢 口縁部破片 Ｆ区 粗砂、チャート/にぶい

橙/ふつう
口縁下に刻みを付した隆帯、横位帯状沈線を施し、ＬＲを充填施文
する。 堀之内２式

第25図
PL.- 121 深鉢 口縁部破片 Ｆ区 粗砂、黒色粒/にぶい赤

褐/ふつう 口縁下に刻みを付した隆帯、横位沈線をめぐらす。 堀之内２式

第25図
PL.24 122 土製品 破片 Ｃ区 粗砂/橙/良好 楕円形か。側縁に沿って円孔を穿ち、計４ヶ所に確認できる。厚さ

６mm。 後期前葉

第25図
PL.24 123 耳飾り 完形 Ｅ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 スタンプ状。上下面両面に刺突を充填施文する。上面は沈線で囲む。

長さ3.8cm、上面径2.9cm、重さ17.8ｇ。 後期前葉
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第26図　遺構外出土弥生土器（5）
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挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第26図
PL.- １ 甕 胴部破片 Ａ区 粗砂、黒色粒、石英/明

赤褐/良好 横位、斜位沈線、三叉文を施し、ＬＲを充填施文する。 弥生中期

第26図
PL.- ２ 壺 胴部破片 Ｃ区 粗砂、細礫/橙/ふつう 方形ないし楕円状の文様を沈線で描く。 弥生中期

第26図
PL.- ３ 壺 胴部破片 Ｃ区 粗砂/暗褐/ふつう 方形の文様を沈線で描く。 弥生中期

第26図
PL.- ４ 壺 胴部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 ２条沈線によるＵ字状モチーフを施す。 弥生中期

第26図
PL.- ５ 甕 口縁部破片 Ｃ区 粗砂/にぶい橙/良好 口縁下に波状の条線をめぐらす。口唇部に押捺を施す。 弥生中期

第26図
PL.- ６ 甕 口縁部破片 Ｃ区 粗砂、片岩/にぶい赤褐/

ふつう
口縁外面がやや肥厚し、段帯部を作出。段帯部にＬＲを横位施文す
る。 弥生中期

第26図
PL.- ７ 甕 口縁部破片 Ｃ区 粗砂/にぶい橙/ふつう ＬＲを横位施文する。口唇部にも施文。 弥生中期

第26図
PL.- ８ 甕 胴部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう 数本の太い沈線で文様を描く。 弥生中期

第26図
PL.- ９ 甕 胴部破片 Ｃ区 粗砂、細礫/橙/ふつう 横位沈線を数本施す。 弥生中期

第26図
PL.- 10 甕 胴部破片 Ｃ区 粗砂、石英、黒色粒/暗

褐/ふつう 横位沈線と縄文を施す。 弥生中期

第26図
PL.- 11 甕 胴部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう 条痕を斜位に施す。 弥生中期

第26図
PL.- 12 甕 胴部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/暗褐/ふつ

う 条痕を斜位に施す。 弥生中期

第26図
PL.- 13 壺か甕 胴部破片 Ｃ区 粗砂、細礫、石英、片岩

/にぶい橙/良好 無文。 弥生中期

第26図
PL.- 14 壺か甕 底部破片 Ｃ区 粗砂、黒色粒/橙/良好 残存部は無文。底面に網代痕。底径6.9cm。 弥生中期

第26図
PL.- 15 甕or壺 底部破片 Ｃ区 粗砂、細礫/にぶい橙/良

好 底面に木葉痕をもつ。底径18.2cm。 弥生中期

第26図
PL.- 16 壺 胴下半 Ｄ区 粗砂、細礫/にぶい橙/良

好
胴部上半は横位に、下半は斜位に条痕を施す。器高39.5cm。底径
10.0cm。 弥生中期

第26図
PL.- 17 壺 胴部破片 Ｄ区 粗砂、細礫/にぶい橙/良

好
鋸歯状や円形文、さらに曲線的な文様を描き、文様内にＲＬの縄文
を充填する。 弥生中期

第26図
PL.- 18 壺 胴部破片 Ｄ区 粗砂/橙/ふつう 鋸歯状の文様を描き、ＬＲの縄文を施す。 弥生中期

第26図
PL.- 19 壺 肩部破片 Ｅ区 粗砂、チャート/橙/良好 横位沈線、綾杉文を施す。 弥生中期

第26図
PL.- 20 壺 肩部破片 Ｅ区 19と同一個体。 弥生中期

第26図
PL.- 21 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

/にぶい橙/良好 折り返し状の肥厚口縁。ＬＲを横位施文する。口唇部にも施文。 弥生中期

第26図
PL.- 22 甕 口縁部破片 Ｄ区 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう 平口縁の口縁下に、横位の太い沈線とＬＲの縄文を施す。 弥生中期

第26図
PL.- 23 甕 口縁部破片 Ｄ区 粗砂、黒色粒/灰黄褐/ふ

つう 平口縁の口縁下にＬＲの縄文を施す。 弥生中期

第26図
PL.- 24 甕 口縁部破片 Ｄ区 粗砂、細礫/赤褐/良好 折り返し口縁で有段となる。 弥生中期

第26図
PL.- 25 深鉢 口縁部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

/明赤褐/良好 ＬＲを横位施文する。 弥生中期

第26図
PL.- 26 甕 胴部破片 Ｄ区 粗砂、細礫/橙/良好 27と同一個体。太い沈線で崩れた変形工字文を描く。 弥生中期

第26図
PL.- 27 甕 胴部破片 Ｄ区 粗砂、細礫/橙/良好 26と同一個体。太い沈線で崩れた変形工字文を描く。 弥生中期

第26図
PL.- 28 甕 胴部破片 Ｄ区 粗砂、細礫/赤褐/良好 横位・斜位に条痕が施される。 弥生中期

第26図
PL.- 29 甕 胴部破片 Ｄ区 粗砂/暗褐/ふつう 鋸歯状の文様を描く。 弥生中期

第26図
PL.- 30 甕 胴部破片 Ｄ区 粗砂/暗褐/ふつう 斜位に条痕を施す。 弥生中期

第26図
PL.- 31 甕 胴部破片 Ｄ区 粗砂/暗褐/ふつう 斜位に条痕を施す。 弥生中期

第26図
PL.- 32 深鉢 胴部破片 Ｅ区 粗砂、チャート細礫、片

岩/にぶい赤褐/良好 横位条線を施す。 弥生中期

第26図
PL.- 33 壺 肩部破片 Ｅ区 粗砂、黒色粒、チャート

/明赤褐/良好
横位、斜位の沈線を施す。 弥生中期

第14表　遺構外出土弥生時代土器観察表



０ 10㎝１:３

第３章　富岡清水遺跡の調査

46

第27図　遺構外出土縄文・弥生石器（6）
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挿図番号
図版番号 No. 器種 

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 製作･使用状況 石材

第27図
PL.- １ 打製石斧

撥型？ Ａ区 （8.6） 6.0 1.4 59.2 完成状態。刃部摩耗・捲縛痕とも明瞭。頭部側を大きく破損。黒色頁岩

第27図
PL.- ２ 打製石斧

分銅型 Ｃ区 10.4 7.4 1.5 142.8 完成状態。刃部摩耗・捲縛痕とも弱く、部分的である。刃
部は部分的に変形しており、刃部再生は明らかである。 緑色片岩

第27図
PL.- ３ 打製石斧

短冊型 Ｃ区 （8.1） 4.5 （2.5） 98.4 完成状態。不明瞭だが部分的に刃部摩耗がある。上端側を
欠損する。 硬質泥岩

第27図
PL.- ４ 打製石斧

分銅型 Ｅ区 11.6 5.7 2.1 134.6 完成状態。上下両端とも刃部摩耗、下端側は刃部再生後も
使用。捲縛痕が著しい。

細粒輝石安山
岩

第27図
PL.- ５ 打製石斧

分銅型 Ｅ区 10.2 6.3 2.1 140.5 完成状態。上下両端とも刃部はリダクションされ、変形し
ている。捲縛痕あり。

珪化凝灰質砂
岩

第27図
PL.- ６ 打製石斧

分銅型 Ｆ区 10.8 6.8 2.0 126.3 完成状態。刃部摩耗・捲縛痕とも明瞭。刃部再生使用。 細粒輝石安山
岩

第27図
PL.- ７ 打製石斧

短冊型 Ｆ区 （7.1） 4.5 （1.7） 66.3 完成状態。刃部摩耗・捲縛痕あり。上半部を欠損。 硬質泥岩

第27図
PL.- ８ 分銅型 Ｅ区 （15.4） 9.5 2.5 406.2

完成状態？上端側を欠き不明だが、左辺側に装着部と見ら
れる加工が2 ヶ所にあり、再生加工した可能性が高い。刃
部摩耗・捲縛痕は石材的に観察が難しい。

雲母石英片岩

第27図
PL.- ９ 打製石斧石鍬 Ｅ区 18.3 10.4 3.4 688.8 完成状態。弱い刃部摩耗・捲縛痕が残る。 変質安山岩

第27図
PL.- 10 石鍬 Ｅ区 （16.0） （8.5） 3 396.4

完成状態？エッジ・剥離面の稜はシャープで、摩耗痕等は
見られない。装着部となるべき上半部を除いて、全体に黒
く煤けているように見える。上下両端を欠損する。

黒色安山岩

第27図
PL.- 11 打製石斧石鍬 Ｅ区 （8.3） （14.3） （2.2） 200.0 未製品？両側縁のエッジはシャープ、稜の摩耗等は見られ

ない。上下両端を欠損する。 変質安山岩

第27図
PL.- 12 打製石斧石鍬

様？ Ｅ区 （8.2） （7.5） （3.4） 247.5 完成状態？胴部破片で断定できないが、下端側側縁は開き
気味で、大型品の部類に属す。重量的には石鍬に近い。 黒色安山岩

第27図
PL.- 13 磨製石斧乳房

状 Ｃ区 （5.7） 3.7 1.7 61.8 全面い敲打痕が残り、研磨は雑。石斧頭部破片。 変玄武岩

第27図
PL.- 14 敲石柱状礫 Ｃ区 （10.0） （6.3） （7.1） 625.3 上端小口部に敲打痕、下端側分割面の側縁に衝撃剥離痕が

ある。分割面は新鮮で、摩耗痕は見られない。 砂岩

第27図
PL.- 15 敲石柱状礫 Ｅ区 8.4 5.8 4.6 325.0 上下両端の破損面に敲打・衝撃剥離痕がある。 粗粒輝石安山

岩
第27図
PL.- 16 敲石

扁平礫 Ｅ区 （9.3） （5.4） （2.1） 113.2 上端側が敲打され、これに伴う衝撃で破損したものだろう。
裏面側は被熱してヒビ割れている。 デイサイト

第28図
PL.- 17 磨石

石鹸型 Ｅ区 （6.4） 6.7 3.7 268.6 各面とも顕著に摩耗、礫形状が大きく変形している。残存
部は被熱してヒビ割れ、煤けている。

粗粒輝石安山
岩

第28図
PL.- 18 凹石

楕円扁平礫 Ｅ区 10.5 7.0 3.2 330.7 表裏面とも摩耗・集合打痕が残る。小口部の打痕は見られ
ない。

粗粒輝石安山
岩

第28図
PL.- 19 凹石

楕円礫 Ａ区 12.2 8.3 4.8 633.6 表裏面とも摩耗、漏斗状の孔1を穿つ。被熱して破損。 粗粒輝石安山
岩

第28図
PL.- 20 凹石

楕円礫 Ｅ区 （10.8） （7.8） 4.4 575.4 全体的に被熱して薄く剥落している。残存部のみに摩耗痕・
漏斗状の孔が残る。

粗粒輝石安山
岩

第28図　遺構外出土縄文・弥生石器（7）

第15表　遺構外出土縄文・弥生時代石器遺物観察表
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第３節　奈良・平安時代の遺構と遺物

　本調査で検出された奈良・平安時代の遺構は、Ａ区か

らＦ区までの調査地全体に広がっているが、その地勢に

より検出される遺構の種類が異なる。住居および掘立柱

建物、土坑が点在する箇所はやや微高となるＡ区および

Ｂ区の南側、Ｂ区北半の僅かな低地部を挟んだＣ区から

Ｆ区の高田川寄りの微高地上に偏在し、Ｅ区西側となる

平成21年の富岡市教育委員会による発掘調査地点での住

居も集落を形成する一連の遺構と考えられる。さらに、

溝や用水路は微高地上にあり、西から東方向へないし南

から北方向へ緩やかに傾斜をもつ。一方、As-B下水田は

Ｂ区北半の低地部に検出され、平成21年の富岡市教育委

員会による発掘調査地点においてもAs-B直下層での稲作

の可能性が指摘されている。As-B下畠はＥ区の北端で検

出されているが、やはり住居のある面よりは一段低い面

からである。また、水路等には、高田川の氾濫に起因す

ると考えられる洪水層が埋没土となっていることも確認

された。

　１　竪穴住居

　Ａ区では３軒の住居を検出したが、これらの住居は北

側に隣接するＢ区南隅と同一平坦面上にある。Ｂ区では

南隅の平坦地に３軒を検出した。Ｃ区では北側のＥ区に

続く平坦面に住居が点在し、１～６号住居を１面調査時

に、７号住居を２面調査時に検出した。Ｄ区では４軒を

検出したが、いずれも調査区境にかかる住居であった。

Ｅ区においては最も多くの11軒を検出した。狭い調査区

のＦ区では１軒検出した。

　以下、各遺構ごとに記載する。

Ａ区１号住居　（第30 ～ 32図、第16表、PL.４・５・25）

　位置：Ａ区の中央南東寄りで、Ａ区２号住居の南側８

ｍの位置にある。

（座標）Ｘ軸=29,247 ～ 29,251 Ｙ軸=-83,607 ～ 83,610

　重複：北側にＡ区３号住居と大きく重複するが、土層

断面の観察および床面の状況から、本住居の方が新しい。

　形状：東西に長い長方形を呈するが、カマドのある北

東隅は丸みをもつ。

　規模：長辺4.15ｍ　短辺3.35ｍ　壁高45 ～ 48cm

　長軸方向：Ｎ-80°-Ｅ　　　床面積：11.17㎡

　埋没土：ロームブロックを含む暗褐色土を主体として

いることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は細かな凹凸はあるが、ほぼ水平。壁

は全体に垂直に立ち上がる。

　壁溝：北壁下では両隅付近を除き見られるが、他の壁

下では部分的である。深さは２～３cmで明瞭ではない。

　カマド：北東隅に位置し（方位Ｎ-40°Ｅ）、規模は全

長1.87ｍ、焚き口部から燃焼部長112cm、煙道部長75cm、

焚き口部幅55cmを測る。燃焼部は壁外にあり、支脚には

棒状礫を据えている。火床は床面よりやや低い。

　貯蔵穴：南東隅に位置し、径45cm、深さ40cmの歪んだ

円形で、底面は平坦。壁も直線的に立ち上がる。底面直

上には、長径25cmの礫が出土している。

　その他：床下土坑が２基確認された。床下１号土坑は

西壁南側に隅丸長方形を呈し、長軸137cm、短軸50cm、

深さ31cmを測る。床下２号土坑は西壁寄り中央に円形を

呈し、径50cm、深さ29cmを測る。両床下土坑の上面は硬

化していた。なお、床下２号土坑は３号住居の貯蔵穴の

可能性がある。

　遺物：カマド内および東壁下を中心に、多量の遺物が

出土している。土器15点、石製品・鉄製品を各１点図示

した。灰釉陶器皿９・甕13・羽釜15がカマド内、杯７・

羽釜14が貯蔵穴内、杯５・甕10・12が東壁際の床直上か

ら出土している。９の灰釉陶器には内底部に朱墨が付着す

る。掲載した以外に土師器58片、須恵器26片が出土した。

　所見：出土土器では杯類はかわらけ状となり、煮沸具

が土釜状・羽釜状であることから、10世紀末から11世紀

初頭の住居と考えられる。

Ａ区２号住居　（第33・34図、第17表、PL.５・26）

　位置：Ａ区の中央北東寄りで、Ａ区１号住居の北側８

ｍの位置にある。

（座標）Ｘ軸=29,259 ～ 29,262 Ｙ軸=-83,609 ～ 83,612

　形状：東西に長い長方形を呈し、東辺が西辺より短い

台形状にやや歪む。

　規模：長辺3.3ｍ　短辺2.25ｍ　壁高51cm

　長軸方向：Ｎ-65°-Ｅ　　　床面積：7.35㎡

　埋没土：ロームブロックを多量に含む暗褐色土を主体

としていることから、人為的堆積と考えられる。

第３章　富岡清水遺跡の調査
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第29図　奈良・平安時代遺構配置図
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第30図　Ａ区１・３号住居、1号住居カマド平面図

カマド

Ａ区１・３号住居
１　暗褐色土　白色軽石、ローム粒を少量、ローム小ブロックを僅かに含む。しまりあり、粘性弱い。（１号住居）
２　暗褐色土　ローム粒・小ブロック、黒色土ブロックを少量、炭化物を僅かに含む。しまりやや弱い、粘性やや強い。（１号住居）
３　暗褐色土　ローム粒・中ブロックを少量含む。しまりあり、粘性やや強い。（１号住居）
４　暗褐色土　ローム粒を少量、ローム小ブロックを微量含む。しまりやや弱い、粘性やや強い。（１号住居）
５　黄褐色土　ローム粒・小ブロックを多量、黒色土ブロックを含む。しまりやや弱い、粘性やや弱い。（１号住居）
６　暗褐色土　白色軽石、ローム粒・小ブロックを少量、炭化物を微量含む。しまり弱い、粘性やや強い。（３号住居）

Ａ区１号住居　貯蔵穴
１　黒褐色土　ローム粒を微量、黒色土ブ

ロックを少量含む。しまりあり、粘性
やや強い。

Ａ区１号住居　床下土坑１（Ａ－Ａ′）
１　褐色土　ローム粒を多量、ローム・黒

褐色土大ブロックを少量含む。しまり
やや弱い、粘性弱い。

Ａ区１号住居　床下土坑２（Ａ－Ａ′）
１　褐色土　ローム小ブロックを多量、黒色

土ブロック少量含む。しまりやや弱い。
２　褐色土　黒色土ブロックを少量含む。し

まりやや弱い、粘性弱い。

Ａ区１号住居　カマド
１　暗褐色土　白色軽石を少量、ローム

小ブロックを微量含む。しまり良い、
粘性やや弱い。

２　暗褐色土　黒色土大ブロックを微
量含む。しまりやや良い、粘性やや
弱い。

３　暗褐色土　焼土粒、ローム小ブロッ
クを少量、ローム大ブロックを微量
含む。しまりやや弱い、粘性やや弱
い。

４　暗赤褐色土　焼土ブロックを多量、
暗褐色土ブロックを少量含む。しま
りやや弱い、粘性やや弱い。

５　赤褐色土　焼土ブロックを多量、炭
化物を少量含む。しまり良い、粘性
やや弱い。

６　暗褐色土　焼土粒、ローム小ブロッ
クを少量含む。しまりやや弱い、粘
性やや強い。
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第31図　Ａ区１号住居出土遺物（1）
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第31図
PL.25 １ 黒色土器

皿
埋土
底部

底
台

5.3
5.4 細砂粒/還元焔/暗灰 内外面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、

底部は回転糸切り。内面はヘラ磨き。
第31図
PL.25 ２ 須恵器

杯
埋土
3/4

口
底

8.0
5.2

高 1.8 細砂粒・粗砂粒・褐色
粒/酸化焔/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第31図
PL.25 ３ 須恵器

杯
埋土
2/3

口
底

8.2
4.6

高 1.9 細砂粒・粗砂粒・長石
/酸化焔/明赤褐

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内面底部に糸切痕がかすかに残る。

第31図
PL.25 ４ 須恵器

杯
埋土、口縁部

1/5欠損
口
底

8.6
4.4

高 1.8 細砂粒・粗砂粒・褐色
粒/酸化焔/明赤褐 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第31図
PL.25 ５ 須恵器

杯
床直

ほぼ完形
口
底

9.0
4.4

高 2.0 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第31図
PL.25 ６ 須恵器

杯
埋土
3/4

口
底

9.0
4.8

高 2.2 細砂粒・粗砂粒・褐色
粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第31図
PL.25 ７ 須恵器

杯
貯蔵穴内

3/5
口
底

9.4
4.5

高 2.2 細砂粒・輝石/酸化焔/
橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第31図
PL.25 ８ 須恵器

椀
埋土
1/3

口
底

17.6
8.6

高 5.4 細砂粒・粗砂粒・白色
粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第31図
PL.25 ９ 灰釉陶器

皿
竃内
2/3

口
底

12.2
6.9

高
台

2.5
6.4 緻密/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ナデ。

施釉方法は漬け掛け。

大原2号窯式
期、転用硯、
内面底部に朱
墨が残る。

第31図
PL.26 10 土師器

甕
床直、口縁部
～底部片

口
底

24.4
12.4

高
胴

25.6
25.6

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り、底部は砂底。
内面は胴部上位がヘラナデ、下半にロクロ痕が残る。

第31図
PL.26 11 土師器

甕
埋土、口縁部
～胴部上半片

口 23.0 細砂粒・粗砂粒・長石
/良好/にぶい赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第31図
PL.26 12 土師器

甕
床直、口縁部
～胴部上半片

口 26.8 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第31図
PL.26 13 土師器

甕
ｶﾏﾄﾞ内、底部
～胴部下位片

底 12.6 細砂粒・粗砂粒・片岩
/良好/明赤褐 底部は砂底、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第32図
PL.26 14 須恵器

羽釜
貯蔵穴内

口縁部～胴部
片

口
鍔

22.0
27.8

細砂粒・粗砂粒・小礫・
片岩/酸化焔/にぶい黄
褐

ロクロ整形、回転右回りか。鍔は貼付、胴部はヘラ削
り後ナデ。

第32図
PL.26 15 須恵器

羽釜
ｶﾏﾄﾞ内､ 口縁
～胴部中位片

口
鍔

23.6
28.7

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回りか。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。

第32図　Ａ区１号住居出土遺物（2）

第16表　A区１号住居出土遺物観察表
土器類

14

15

16

17（1/2）



Ｂ
Ｂ
′

Ａ
Ａ′

Ｃ
Ｃ
′

Ｅ
Ｅ′

Ｄ
Ｄ′

10 12 3

5

8

2
1

263-609

260-610

Ｄ
Ｄ′

Ｃ
Ｃ
′

Ｅ Ｅ′

Ｄ
Ｄ′

Ｃ
Ｃ
′

Ｅ Ｅ′

7 6

49

14

13

11

Ａ Ａ′L=158.60m

3

1
2

4 4

Ｂ
Ｂ
′

L=
15
8.
60
m

p
31

4

Ｅ Ｅ′L=158.30m

s
s

6 73

1
8

9

9

4

Ｃ
Ｃ
′

L=
15
8.
30
m

s

p

6

5 7

7

3
1

2

4

Ｄ Ｄ′L=158.30m

p

p

p

pp

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

第３節　奈良・平安時代の遺構と遺物

53

挿図番号
図版番号 No. 器種 

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 製作･使用状況 石材

第32図
PL.26 16 砥石

切り砥石 埋土 16.3 4.0 3.0 292.8 四面使用。両側面に折断面を部分的に残す。左側面に刃な
らし傷。上端側に径＊mmの孔を両側穿孔する。 変質安山岩

挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第32図
PL.26 17 鉄製品

不明
埋土

完形か - - - -
一端が丸い最大幅36.2㎜、厚さ2.0㎜の板がほぼ中央で曲
がり、内側に幅19㎜、厚さ1.6㎜の板が挟まる。内側の板
も端部は丸く、小円孔が認められる。内側にはもう一枚挟
まる可能性があるが、錆のため不明瞭。

第33図　Ａ区２号住居・カマド平面図・カマド掘り方平面図

カマド

石製品

金属製品

Ａ区２号住居
１　暗褐色土　ローム粒・ローム中ブロックを多量、黒褐

色粘土ブロックを微量含む。しまりあり、粘性弱い。
２　黒褐色土　ローム粒を少量含む。しまりあり、粘性や

や弱い。
３　黒褐色土　ローム粒を多量、ローム大ブロックを少

量、炭化物を僅かに含む。しまりあり、粘性弱い。
４　黒褐色土　ローム粒を少量、ローム小ブロックを微量

含む。しまりあり、粘性やや弱い。

Ａ区２号住居　カマド
１　黒褐色土　ローム粒・小ブロックを少量含む。しまりあり、粘性やや弱い。
２　暗黄褐色土　ローム粒・小ブロックを少量、炭化物を微量含む。しまりあり、粘性やや弱い。
３　黒褐色土　ローム粒を多量、黒褐色土ブロックを微量含む。しまりやや弱い、粘性やや弱い。
４　暗赤褐色土　焼土ブロック、ローム粒を多量、炭化物を微量含む。しまり強い、粘性やや強い。
５　黒褐色土　焼土小ブロック、炭化物を少量、ローム小ブロックを微量含む。しまりやや弱い、粘性やや強い。
６　暗褐色土　ローム粒・小ブロック、黒色土ブロック、焼土ブロックを少量含む。しまりやや弱い、粘性やや弱い。
７　褐灰色土　ローム粒を少量、炭化物を微量含む。しまり弱い、粘性やや強い。
８　黄褐色土　ローム粒・小ブロックを多量に、黒褐色土ブロックとの混土。しまり強い、粘性弱い。（カマド袖）
９　暗褐色土　ローム粒、黒褐色土ブロック、焼土ブロックの混土。しまりやや弱い、粘性弱い。（カマド袖）
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第34図　Ａ区２号住居出土遺物
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　床面・壁：床面は細かな凹凸の多く、カマド東脇付近

が僅かに窪む。壁は北・西辺で垂直に近い立ち上がり。

　カマド：北壁のほぼ中央に位置し（方位Ｎ-17°Ｗ）、規

模は全長0.7ｍ、幅0.9ｍ、焚き口部から燃焼部長48cm、

煙道部長22cmを測る。燃焼部は壁内側にあり、焚口両脇

には礫を据え、カマド前に焚口天井部の扁平礫が崩落し

ていた。火床は住居床面より６cm低く、燃焼部の奥行に

乏しい。

　遺物：カマド内および周辺に、土器が多量に残存して

いた。14点の土師器を図示した。杯６・７および甕13・

14がカマド内、杯４・台付き甕９がカマド脇に置かれた

状態で出土している。また、カマド内の長胴甕14には丸

胴甕13を逆さに乗せたような状態で出土している。他に

杯１～３・５が北東隅付近、甕９や12も周辺の床直上か

らの出土である。さらに、菰網石17点が西壁下南寄りで

まとまって出土している。形状は近似しているが、石材

は多様である。図示はしていない。掲載した以外に土師

器73片が出土した。

　所見：カマド内で使用した甕が長胴で、杯類は丸底気

味が主体だが、２の平底も加わることから、７世紀末か

ら８世紀初頭の住居と考えられる。

Ａ区３号住居　（第30図、PL.７）

　位置：Ａ区の中央南東寄りで、Ａ区１号住居と重複す

る。

（座標）Ｘ軸=29,250 ～ 29,251 Ｙ軸=-83,607 ～ 83,610

　重複：Ａ区１号住居の北側に住居の大半を重複するが、

土層断面の観察および床面の状況から、本住居の方が旧

い。

　形状：北壁周辺のみの残存で、先述のＡ区１号住居カ

マド東脇のテラス状平坦面が本住居床の東壁となる可能

性が高く、方形を呈すると考えられる。

　規模：東西辺長4.15ｍ　壁高35cm

　長軸方向：北辺方位Ｎ-85°Ｅ　床面積：（1.79）㎡

　埋没土：暗褐色土を主体とする。

　床面・壁：床面は凹凸の多い床面で、残存する北壁は

垂直に近い立ち上がり。

　その他：カマドは残存していないが、Ａ区１号住居の

カマドと同じ位置にあった可能性がある。Ａ区１号住居

の床下２号土坑は、本住居に伴う貯蔵穴の可能性がある。

　遺物：破片を含め出土遺物はない。

　所見：時期決定の根拠を持たないが、Ａ区１号住居と

時期差のあまりない10世紀代の可能性が高い。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第34図
PL.26 １ 土師器

杯
床直
完形

口
稜

11.0
10.6

高 3.6 細砂粒/良好/にぶい橙 口縁部横ナデ、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第34図
PL.26 ２ 土師器

杯
床直
完形

口
最

10.0
10.6

高 2.7 細砂粒/良好/明赤褐 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

第34図
PL.26 ３ 土師器

杯
床直
完形

口
最

10.6
11.2

高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ち
ヘラ削り。

第34図
PL.26 ４ 土師器

杯
カマド脇
ほぼ完形

口 11.8 高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ち
ヘラ削り。

第34図
PL.26 ５ 土師器

杯
床直
完形

口
最

11.2
11.5

高 3.6 細砂粒/良好/明赤褐 口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ち
ヘラ削り。

第34図
PL.26 ６ 土師器

杯
カマド内
ほぼ完形

口
最

13.0
13.5

高 4.3 細砂粒・角閃石/良好/
橙 口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第34図
PL.26 ７ 土師器

杯
カマド内
完形

口
最

14.4
14.7

高 5.4 細砂粒・チャート/良
好/橙

口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。内
面は体部から口縁部に弧状で斜放射状にヘラ磨き。

第34図
PL.26 ８ 土師器

杯
床直

底部欠損
口 17.2 細砂粒・粗砂粒・片岩・

長石/良好/にぶい黄橙
外面体部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、体部か
ら底部は手持ちヘラ削り。

第34図
PL.27 ９ 土師器

台付甕
カマド脇床直
胴部一部欠損

口
脚

11.5
9.0

高
胴

15.0
14.8

細砂粒・粗砂粒・片岩
/良好/にぶい赤褐

脚部は貼付、口縁部は横ナデ、胴部上半はナデ下半は
ヘラ削り、脚部は横ナデ。内面は底部から胴部にヘラ
ナデ。

第34図
PL.27 10 土師器

小型甕
床直

胴部一部欠損
口 11.4 高

胴
14.0
13.3

細砂粒・粗砂粒・片岩
/良好/にぶい赤褐

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部から底部はヘラ削り、一部器面摩滅のため単位不
明。内面は底部から胴部にヘラナデ。

第34図
PL.27 11 土師器

小型甕
床直

胴部一部欠損
口
底

18.6
5.0

高
胴

17.2
17.3

細砂粒・粗砂粒・小礫・
チャート/良好/にぶい
橙

口縁部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内面は底部
から胴部にヘラナデ。

第34図
PL.27 12 土師器

小型甕
床直

胴部一部欠損
口
底

14.0
2.5

高
胴

16.0
15.0

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。
内面は底部から胴部にヘラナデ。

第34図
PL.27 13 土師器

小型甕
カマド内

1/2
口
底

17.0
7.0

高
胴

17.4
19.3

細砂粒・粗砂粒・片岩・
長石/良好/にぶい黄褐

口縁部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内面は底部
から胴部にヘラナデ。

第34図
PL.27 14 土師器

甕
カマド内
一部欠損

口
底

18.4
4.5 高 26.4 細砂粒・粗砂粒・片岩

/良好/褐
口縁部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内面は底部
から胴部にヘラナデ。

第17表　A区２号住居出土遺物観察表
土器類



Ｂ区１号住居　（第35図、第18表、PL.６・27）

　位置：Ｂ区の南端に位置し、本住居の東側１ｍにはＢ

区２号住居が隣接している。

（座標）Ｘ軸=29,280 ～ 29,283 Ｙ軸=-83,619 ～ 83,623

　重複：住居の南西隅をＢ区７号土坑と重複するが、そ

の新旧は不明。

　形状：南北に長い長方形を呈する。

　規模：長辺3.65ｍ　短辺2.9ｍ　壁高30cm

　長軸方向：Ｎ-５°-Ｅ　　　床面積：8.10㎡

　埋没土：ロームブロックを多量に含む黒褐色土を主体

としていることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は比較的平坦であるが、北側へ低く傾

斜する。カマド前面や住居中央付近に炭化物粒が散って

いた。壁は全体にやや傾斜をもって立ち上がる。

　壁溝：カマド周辺を除いて全周する。幅10 ～ 15cm、

深さ４cm前後を測る。

　カマド：東辺の南寄りに位置し（方位Ｎ-103°Ｅ）、煙

道の先端は調査区外へ延びる。規模は全長（0.95）ｍ、幅

0.6ｍ、焚き口部から燃焼部長50cm、煙道部長（45）cmを

測る。焚口部の袖石を壁際に据える。燃焼部は壁外にあ

り、火床は床面と同レベルにある。

　その他：掘り方をもち、底面はほぼ平坦。掘り方調査

時に、南東隅で径76×68cmの土坑を確認した。貯蔵穴の

位置にある施設だが、床下土坑の可能性もある。

　遺物：出土遺物は少なく、須恵器の杯３点を図示した。

２・３は北寄り壁際の床直上付近、１は住居中央付近の

床直上の出土である。掲載した以外に土師器７片、須恵

器７片が出土している。

　所見：出土杯類は口径10cm前後と小型化し、厚手で扁

平であることから、10世紀後半の住居と考えられる。

Ｂ区２号住居　（第36図、第19表、PL.６・27）

　位置：Ｂ区の南端に位置し、本住居の西側１ｍにはＢ

区１号住居が隣接している。

（座標）Ｘ軸=29,281 ～ 29,284 Ｙ軸=-83,816 ～ 83,619

　形状：調査区境にあって、カマド等を含む住居の南東

側が調査区外となる。方形を呈すると思われるが、西辺

北隅に長さ１ｍ、幅1.5ｍの張出し部をもつ。

　規模：長辺3.6ｍ　短辺（2.3）ｍ　壁高30cm

　西辺方位：Ｎ-29°-Ｅ　　　床面積：（3.60）㎡

　埋没土：細かいロームブロックを含む黒褐色土を主体

としていることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は細かな凹凸はあるが、ほぼ平坦。壁

はやや傾斜をもって立ち上がる。

　その他：住居の床面下に深さ５cm前後の浅い掘り方を

もち、中央付近に径68cm、深さ21cmを測る円形の床下土

坑を有する。また、径16cm、深さ33cmの円形ピットを１

カ所確認した。

　遺物：出土遺物は少なく、図示できたのは北東壁下床

直上出土の須恵器椀１点のみである。他に土師器21片、

須恵器38片が出土した。

　所見：図示した須恵器椀がやや外反する口縁部である

ことから、10世紀前半の住居と考えられる。

Ｂ区３号住居　（第37図、第20表、PL.７・27）

　位置：Ｂ区の南西寄りに位置し、本住居の南東側５ｍ

にＢ区１号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,287 ～ 29,291Ｙ軸=-83,624 ～ 83,627

　形状：方形に近いが、南西隅が鈍角に開き、台形状に

大きく歪む。

　規模：長辺2.7ｍ　短辺1.9ｍ　壁高15cm

　長軸方向：Ｎ-72°-Ｗ　　　床面積：5.50㎡

　埋没土：ロームブロックを含む黒褐色土を主体として

いることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は住居中央がやや窪みぎみとなるが、

概ね平坦。壁は傾斜をもって立ち上がる。

　壁溝：カマド周辺と貯蔵穴のある北東隅を除いて巡り、

幅10 ～ 13cm、深さは３cm前後を測る。

　カマド：鋭角にすぼまる南東隅に位置し（方位Ｎ-169°

Ｅ）、規模は全長0.68ｍ、幅0.6ｍ、焚き口部から燃焼部

長68cmを測る。燃焼部は壁外にあり、火床は床面よりや

や低くなる。焚口部の両脇に袖石の礫を据えている。一

回り以上大きな掘り方をもつ。

　貯蔵穴：北東隅に位置し、径50cm、深さ29cmを測る円

形で、底面は平坦。

　その他：深さ８cm前後の浅い土坑状の掘り方を、住居

の中央付近とカマド前面に確認できた。

　遺物：出土遺物は少ないが、須恵器椀２点と土師器甕

３点を図示した。いずれもカマド内からの出土である。

掲載した以外に、土師器15片、須恵器20片が出土した。

　所見：杯類は大型だが、甕類はコの字口縁の形態を留

めていないことから、10世紀中頃の住居と考えられる。

第３章　富岡清水遺跡の調査

56



Ａ Ａ′

Ｃ Ｃ′

Ｂ

Ｂ
′

Ｄ Ｄ′

7号土坑

1

2

3

調査区境

28
4

-6
23

28
2

-6
20

Ｅ
Ｅ
′

Ａ Ａ′

Ｃ Ｃ′

Ｂ

Ｂ
′

Ｄ Ｄ′

7号土坑

貯蔵穴

調査区境

28
4

-6
23

28
2

-6
20

L=158.30mＡ Ａ′
1 2

p

2
345 4

6 7

L=158.30mＣ Ｃ′

1
3

4

5 6

6
s

s
9

10 1011 11

L=
15
8.
30
m

Ｂ
Ｂ
′

1
2

3

s

7

8

9
9 10
10

11

11
12

L=158.30mＤ Ｄ′

ss

L=158.00mＥ Ｅ′

1

Ｃ Ｃ′

Ｂ
Ｂ
′

Ｄ
Ｄ′

調査区境

28
0

-6
20

０ 10㎝１:３

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

第３節　奈良・平安時代の遺構と遺物

57

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第35図
PL.27 １ 須恵器

杯
床直
1/2

口
底

9.2
5.4

高 3.1 細砂粒/酸化焔/にぶい
橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第35図
PL.27 ２ 須恵器

杯
床直
完形

口
底

9.3
5.2

高 2.9 細砂粒/酸化焔/にぶい
橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第35図
PL.27 ３ 須恵器

杯
床直
2/3

口
底

10.2
5.4

高 3.0 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第35図　Ｂ区１号住居・カマド平面図・掘り方平面図、出土遺物

掘方

貯蔵穴

カマド

第 18 表　B区１号住居出土遺物観察表
土器類

Ｂ区１号住居カマド
１　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロック微量含む。
３　黒褐色土　ロームブロック、焼土ブロックやや多い。
４　黒褐色土　ロームブロック、焼土粒少量含む。
５　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
６　黒褐色土　焼土粒少量含む。
７　黒褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
８　黒褐色土　ローム小ブロックと灰を少量含む。
９　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。
10　黒色土　灰主体で炭化物粒の混入やや多い。
11　黒色土　焼土ブロック、炭化物多量、灰少量含む。
12　黒褐色土　ロームブロック中量含む。

Ｂ区１号住居
１　黒褐色土　ローム小ブロック中量、炭化粒微量含む。
２　黒褐色土　ロームブロックやや多く、黒色粘質土少量含む。粘性強い。
３　黒褐色土　ローム小ブロック多量、黒色粘質土少量、炭化粒微量含む。
４　黒褐色土　ローム大ブロックを多く、黒色粘質土少量含む。粘性強い。
５　暗褐色土　ロームブロックを多く、黒色粘質土少量含む。
６　黒褐色土　ロームブロック、黒色粘質土を多量含む。（壁溝埋没土）
７　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。（壁溝埋没土）

Ｂ区１号住居貯蔵穴
１　黒褐色土　ロームブロックを多量含む。

1 2 3
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第36図
PL.27 １ 須恵器

杯
床直、口縁部
～体部片

口
底

13.0
6.8

細砂粒・粗砂粒・片岩・
長石/酸化焔/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。高台が貼付されている。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第37図
PL.27 １ 須恵器

椀
カマド内
完形

口
底

13.9
7.0

高 4.8 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第37図
PL.27 ２ 須恵器

椀
カマド内

1/3
口
底

13.0
55.4

高 4.5 細砂粒・褐色粒/酸化
焔/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第37図
PL.27 ３ 土師器

甕
カマド内、口
縁部～底部片

口
底

19.5
16.1

胴 22.3 細砂粒・粗砂粒・頁岩
/良好/にぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部は上半がナデ、下半は
ヘラ削り、底部は砂底。内面胴部はヘラナデ。

第37図
PL.27 ４ 土師器

甕
カマド内、口
縁部～胴部片

口
胴

19.7
20.0

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/明赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第37図
PL.- ５ 土師器

甕
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部上位片

口 21.2 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第36図　Ｂ区２号住居平面図・掘り方平面図、出土遺物

第 19 表　B区２号住居出土遺物観察表

第 20 表　B区３号住居出土遺物観察表

土器類

土器類

Ｂ区２号住居
Ⅰ　黒褐色土　As-A含む。（現畑耕作土）
Ⅱ　褐色土　As-Aを多量に含む。
Ⅳ　黒褐色土　As-Bを多量に含む。
Ⅴa　黄灰色土　As-B一次堆積。
Ⅴb　灰色土　As-B一次堆積。灰色細粒火山灰。
Ⅵ　黒褐色土　白色軽石を微量含む。粘性強い。
Ⅹ　黒褐色土　白色軽石、黄褐色軽石を中量含む。
１　黒褐色土　白色軽石やや多く、ローム小ブロック、炭化物粒、焼土粒少

量含む。
２　黒褐色土　１に近似するが炭化物粒等の混入がほとんどない。
３　黒褐色土　ローム小ブロックを少量含み、焼土粒を散見する。
４　黒褐色土　ロームブロックを少量含む。
５　黒褐色土　ローム小ブロックを少量含み、焼土粒･炭化物粒を散見する。
６　黒褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
７　黒褐色土　ローム小ブロック、炭化物粒少量含む。しまり強い。
８　黒褐色土　ローム小ブロックをやや多く含む。（掘り方）
９　暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。（掘り方）
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第37図　Ｂ区３号住居・カマド平面図・掘り方平面図、出土遺物

Ｂ区３号住居
１　黒褐色土　ロームブロックやや多く、焼土粒・炭化物粒を少量含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロック少量、炭化物粒を微量含む。
３　黒褐色土　ロームブロックを少量含む。
４　黒褐色土　ローム大ブロックをやや多く含む。
５　黒褐色土　ロームブロック少量、焼土粒を微量含む。
６　黒褐色土　ロームブロックをやや多く含む。しまり強い。（掘り方）

Ｂ区３号住居カマド
１　黒褐色土　ロームブロック、焼土粒、炭化物粒を含む。
２　黒褐色土　ロームブロック多量、焼土粒を少量含む。
３　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
４　暗赤褐色土　焼土ブロック多量、ローム小ブロックや炭化物粒を少量含む。
５　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
６　黒褐色土　ロームブロックと炭化物粒を少量、焼土粒を微量含む。
７　黒褐色土　住居６層に近似した掘り方土。
８　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。（掘り方）

Ｂ区３号住居貯蔵穴
１　黒褐色土　ローム

ブロックを少量含
む。底面付近には炭
化物が混入する。



Ｃ区１号住居　（第38図、第21表、PL.９・28）

　位置：Ｃ区の北端に位置し、本住居の南側15ｍにＣ区

６号住居が、北側12ｍにＥ区11号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,416 ～ 29,419 Ｙ軸=-83,612 ～ 83,615

　形状：南北に長い隅丸長方形を呈するが、北辺が南辺

より長い台形状。

　規模：長辺3.45ｍ　短辺2.35ｍ　壁高35cm

　長軸方向：Ｎ-10°-Ｅ　　　床面積：6.97㎡

　埋没土：ロームブロックや鈍い黄褐色土ブロックを含

む暗褐色土を主体としていることから、人為的堆積と考

えられる。

　床面・壁：床面はほぼ水平だが、中央が僅かに低くな

る。壁はやや傾斜をもって立ち上がる。

　カマド：東辺の中央やや南寄りに位置し（方位Ｎ-106°

Ｅ）、規模は全長0.5ｍ、幅0.6ｍ、焚き口部から燃焼部

長50cmを測る。燃焼部は壁際にある。

　遺物：カマド前を含む住居東側に遺物の出土が多い。

須恵器椀４点、土師器甕３点を図示した。椀２が南壁直

下の床直上から出土し、椀４、甕５・７がカマド前に散

るように出土している。掲載した以外に土師器414片、

須恵器47片が出土した。

　所見：杯類は大型で高台断面が三角形を呈し、甕類は

口縁部にコの字の形状を残していることから、10世紀前

半の住居と考えられる。

Ｃ区２号住居　（第39図、第22表、PL ９・10・28）

　位置：Ｃ区のほぼ中央に位置し、本住居の北側２ｍに

Ｃ区６号住居が、南西側６ｍにＣ区７号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,389 ～ 29,393 Ｙ軸=-83,613 ～ 83,617

　重複：カマドの先端をＣ区１号土坑と重複するが、遺

構確認時に本住居の方が旧いことは明らかであった。

　形状：南北に長い長方形を呈する。

　規模：長辺3.8ｍ　短辺3.3ｍ　壁高50cm

　長軸方向：Ｎ-１°-Ｅ　　　床面積：10.06㎡

　埋没土：上層の１・２層にＡｓ-Ｂを含み、３層以下

は焼土ブロックや炭化材・炭化物を含む黒褐色土ないし

暗褐色土が主体となっていることから、人為的堆積と考

えられる。

　床面・壁：床面は細かな凹凸が多く、中央付近の広い

範囲に硬化面が及ぶ。壁はやや傾斜をもって立ち上がる。

　カマド：南東隅に位置するが（方位Ｎ-118°Ｅ）、燃焼

部中央から先端は重複により不明。規模は全長（0.45）ｍ、

幅0.6ｍを測る。燃焼部は壁外にあり、火床は住居床よ

り僅かに低い。焚き口部の左袖石は壁際にあり、燃焼部

中央に棒状礫が支脚として据えられている。

　その他：ほぼ全体に掘り方をもち、中央付近が深く最

深16cm前後を測る。

　遺物：住居全体から遺物と共に、多くの炭化材が出土

した。遺物は小皿２と羽釜５がカマド内、甕４がカマド

前の壁直下、甕３が東壁中央付近から出土している。掲

載した以外に土師器72片、須恵器44片、灰釉４片が出土

した。

　所見：供献土器は高台杯の皿で変則的な遺物だが、か

わらけ状の小皿であり、煮沸具も羽釜・土釜状である。

10世紀末から11世紀代の住居と考えられる。また、炭化

材のあり方から、焼失住居の可能性がある。

Ｃ区３号住居　（第40図、第23表、PL.10・28）

　位置：Ｃ区の南端付近に位置し、本住居の北西側６ｍ

にＣ区７号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,362 ～ 29,365 Ｙ軸=-83,612 ～ 83,615

　重複：本住居とＣ区４・５号住居の３軒が重複するが、

カマド等の残存状況や土層断面の確認から、本住居が最

も新しい。

　形状：確認できたのは南辺と東辺で、不明瞭ではある

が東西に長い長方形と考えられる。

　規模：長辺（3.2）ｍ　短辺（2.3）ｍ　壁高24cm

　長軸方向：Ｎ-86°-Ｅ　　床面積：（推定7.64）㎡

　埋没土：１層および２層はＡｓ-Ｂを多量に含んでい

るが、後世の撹乱による層と思われる。４号住居との切

り合いも明瞭なものではない。

　床面・壁：床面はほぼ水平で、凹凸が少ない。壁はや

や傾斜をもって立ち上がる。

　カマド：南東隅に位置し（方位Ｎ-169°Ｅ）、規模は全

長0.65ｍ、幅0.6ｍ、焚き口部から燃焼部長65cmを測る。

燃焼部は壁外にあり、火床は床面と同じ高さにある。火

床には深さ２cmの不明瞭な窪みを２カ所確認できた。カ

マド壁外の南側には川原石が並べられているが、本カマ

ドに伴う施設か判断できない。

　遺物：かわらけ状の小皿２点を図示した。１は住居中

央の床直上、２はカマド内からの出土である。掲載した

以外に土師器11片、須恵器23片が出土した。
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　所見：出土遺物がかわらけ状であることから、11世紀

前半の住居と考えられる。

Ｃ区４号住居　（第40図、PL.10）

　位置：Ｃ区の南端付近に位置し、Ｃ区３・５号住居と

重複する。

（座標）Ｘ軸=29,364 ～ 29,366 Ｙ軸=-83,613 ～ 83,615

　重複：本住居とＣ区３・５号住居が重複するが、カマ

ド等の残存状況や土層断面の確認から、本住居はＣ区３

号住居より旧い、Ｃ区５号住居より新しい。

　形状：東西に長い長方形と考えられる。

　規模：長辺3.15ｍ　短辺2.3ｍ　壁高20cm

　長軸方向：Ｎ-88°-Ｗ　　床面積：（推定6.44）㎡

　埋没土：ロームブロックを混入する黒褐色土を主体と

していることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は概ね平坦である。壁はやや傾斜をもっ

て立ち上がる。

　カマド：３号住居との重複により残存しない。

　その他：床面下には、浅く掘り方をもつ。

　遺物：破片を含め、本住居の出土遺物はない。

　所見：根拠はないが、Ｃ区３号住居よりは旧いものの

近接した時期が想定される。

Ｃ区５号住居　（第40図、PL.10）

　位置：Ｃ区の南端付近に位置し、Ｃ区３・４号住居と

重複する。

（座標）Ｘ軸=29,364 ～ 29,367 Ｙ軸=-83,612 ～ 83,616

　重複：本住居とＣ区３・４号住居が重複するが、カマ

ド等の残存状況や土層断面の確認から、本住居はいずれ

の住居より最も旧い。

　形状：残存する壁から、不整方形と考えられる。

　規模：短辺2.4ｍ　壁高５cm

　長軸方向：Ｎ-33°-Ｗ　　床面積：（推定5.07）㎡

　埋没土：ロームブロックを混入する黒褐色土を主体と

していることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は西側に一部残存するのみだが、ほぼ

水平。壁は傾斜をもって立ち上がる。

　カマド：Ｃ区３号住居の床面に僅かに焼土が残存する

ことから、南辺西隅にカマドがあった可能性をもつが詳

細は不明。

　遺物：破片を含め、本住居の出土遺物はない。

　所見：遺物の出土もなく、時期は不明。

Ｃ区６号住居　（第41図、第24表、PL.10・28）

　位置：Ｃ区の中央やや北寄りに位置し、本住居の北側

15ｍにＣ区１号住居が、南側２ｍにＣ区２号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,399 ～ 29,401 Ｙ軸=-83,612 ～ 83,616

　形状：トレンチ確認の際に住居の西壁を壊してしまっ

たが、南北に長いやや歪んだ長方形を呈するようで、東

辺はカマドを挟んでやや食い違う。

　規模：長辺4.15ｍ　短辺（2.9）ｍ　壁高10cm

　長軸方向：Ｎ-５°-Ｅ　　　床面積：（11.04）㎡

　埋没土：暗褐色土を主体としており、自然堆積かは不明。

　床面・壁：床面は細かな凹凸が多い。壁は傾斜をもっ

て立ち上がる。

　カマド：東壁の南寄りに位置し（方位Ｎ-89°-Ｅ）、規

模は全長1.1ｍ、幅0.55ｍ、焚き口部から燃焼部長50cm、

煙道部長60cmを測る。燃焼部は壁外にあり、火床は床面

と同レベルにある。燃焼部中央には棒状礫を支脚として

据え、焚き口部の袖石を両壁際に据えている。カマド前

には焚き口部の天井石と思われる礫が崩落している。

　遺物：土器はカマドとその周辺に集中し、南壁際に径

20cm前後の扁平礫が多く出土した。杯１・椀２・甕類５・

６がカマド内から、羽釜７がカマド前から出土。８の手

捏ねは埋没土中からの出土である。掲載した以外に土師

器29片、須恵器28片、灰釉１片が出土した。

　所見：椀２が高足高台をもつことから、10世紀中頃の

住居と考えられる。

Ｃ区７号住居　（第42・43図、第25表、PL.10・29）

　位置：Ｃ区の南西寄りに位置し、本住居の北東側６ｍ

にＣ区２号住居が、南東側６ｍにＣ区３号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,375 ～ 29,380 Ｙ軸=-83,620 ～ 83,625

　形状：南北に長い長方形を呈し、東辺はカマドを挟ん

でやや食い違う。南辺やや西よりに張り出し状の施設が

あるが、やや大型ピットほどの規模で底面は住居床より

４cm高く、重複する遺構の可能性もある。

　規模：長辺4.35ｍ　短辺3.8ｍ　壁高30cm

　長軸方向：Ｎ-５°-Ｗ　　　床面積：14.09㎡

　埋没土：ロームブロックを含む暗褐色土を主体として

いることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：緩やかな凹凸のある床面で、カマド前面か

ら住居中央付近がやや高い。壁は北・南壁が直立ぎみで、

西壁は傾斜をもって立ち上がる。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第38図
PL.28 １ 須恵器

椀
埋土
1/5

口
底

12.8
7.0

高
台

4.9
6.6

細砂粒・粗砂粒/還元
焔/灰 ロクロ整形、回転右回りか。高台は貼付、底部はナデ。

第38図
PL.28 ２ 須恵器

椀
床直
1/4

口
底

13.9
7.0

高
台

4.5
6.7

細砂粒・粗砂粒/還元
焔/灰白

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第38図
PL.28 ３ 須恵器

椀
埋土
1/3

口
底

14.9
7.4

高
台

4.5
6.6

細砂粒・粗砂粒/還元
焔/灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸
切り。

第38図
PL.28 ４ 須恵器

椀
床直
1/3

口
底

16.2
7.0

高
台

5.2
6.6

細砂粒・粗砂粒・長石
/酸化焔/灰黄

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸
切り。

第38図
PL.- ５ 土師器

甕
床直、口縁部
～胴部上位片

口 15.2 細砂粒/良好/にぶい橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第38図
PL.28 ６ 土師器

甕
床直、口縁部
～胴部上位片

口 15.8 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第38図
PL.28 ７ 土師器

甕
床直、口縁部
～胴部上半片

口
胴

17.6
21.0 細砂粒/良好/橙 外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、

胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第38図　Ｃ区１号住居・カマド平面図、出土遺物

第 21 表　C区１号住居出土遺物観察表
土器類

Ｃ区１号住居
１　暗褐色土　ロームブロック、焼土粒、炭化物粒を少量含む。しまり強い。
２　暗褐色土　黄褐色土小ブロックをやや多く、焼土粒・炭化物粒を含む。
３　暗褐色土　黄褐色土小ブロックを多量に、焼土粒を含む。

Ｃ区１号住居カマド
１　暗褐色土　ローム小ブロックと焼土粒を少量、炭化物粒を微量含む。
２　黒褐色土　暗灰黄色土小ブロックをやや多く、白色軽石を少量含む。
３　黒褐色土　暗灰黄色土小ブロックと焼土粒を少量含む。
４　暗赤褐色土　焼土粒を多量に、炭化物粒を少量含む。
５　暗赤褐色土　焼土ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。（掘り方）



Ｂ Ｂ′

Ｃ
Ｃ
′

4

5

1号土坑

Ｂ Ｂ′L=158.70m

3

1
s

p

p 2

4

Ｃ
Ｃ
′

L=
15
8.
30
m

s

3

4

3 5

1号土坑
Ｂ

Ｂ′

Ａ Ａ′

Ｃ

Ｃ
′

39
3

-6
13

Ａ Ａ′L=158.70m

s4

6

23

5 7 98

10

3

1 31

2

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

カマド

０ 10㎝１:３

第３節　奈良・平安時代の遺構と遺物

63

第39図　Ｃ区２号住居・カマド平面図、出土遺物

Ｃ区２号住居
１　暗灰色軽石　As-Bを多量に含む。
２　黒褐色土　As-Bをやや多く含む。
３　黒褐色土　焼土粒を少量、炭化物粒を微量含む。
４　暗褐色土　白色軽石、焼土粒を少量、炭化物粒を微量含む。
５　暗褐色土　焼土小ブロックをやや多く、白色軽石や炭化粒を少

量含む。
６　黒褐色土　焼土粒を少量含む。
７　黒褐色土　焼土小ブロックをやや多く、炭化物粒を少量含む。
８　暗褐色土　焼土粒、炭化物粒を少量含む。
９　暗褐色土　８層と同じだが焼土粒、炭化物の混入が多い。
10　暗黄褐色土　黄褐色土小ブロックを多量に含む。上面は踏み固

められしまり強い。（掘り方）

Ｃ区２号住居カマド
１　暗赤褐色土　被熱した粘土塊を多量に、焼土粒と炭化物粒をやや多く含む。
２　黒褐色土　焼土ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
３　褐色土　炭化物粒を少量含む。被熱し硬化が顕著。
４　灰色土　粘性強い。（カマド脇掘り方）
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第39図
PL.28 １ 須恵器

皿
埋土
1/3

口
底

9.6
5.6

高
台

2.8
6.0

細砂粒/酸化焔/にぶい
橙 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ナデ。

第38図
PL.28 ２ 須恵器

皿
カマド内

1/2
口
底

10.1
5.3

高
台

3.0
6.0

細砂粒/酸化焔/にぶい
黄橙 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ナデ。

第38図
PL.28 ３ 土師器

甕
床直、口縁部
～胴部中位

口
胴

27.0
30.5

細砂粒・粗砂粒・長石
/良好/明赤褐

外面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、頸部は
ヘラナデ、胴部はヘラ削り。内面は頸部から胴部にヘ
ラナデ。

第38図
PL.28 ４ 土師器

甕
床直、口縁部
～胴部上位片

口
胴

26.0
28.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第38図
PL.28 ５ 須恵器

羽釜
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部下位片

口
鍔

17.0
21.6

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/酸化焔/にぶい橙

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。
内面は胴部がヘラナデ。

第38図
PL.28 ６ 手捏ね土器

杯形
埋土
3/4

口 4.2 細砂粒/良好/にぶい橙 内外面ともナデ。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第40図
PL.28 １ 須恵器

皿
床直　　　

1/2
口
底

7.8
5.1

高 1.5 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第40図
PL.28 ２ 須恵器

皿
カマド内　

1/2
口
底

8.8
5.2

高 1.5 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第40図　Ｃ区３・４・５号平住居・３号住居カマド平面図、出土遺物

第 22 表　C区２号住居出土遺物観察表

第 23 表　C区３号住居出土遺物観察表

土器類

土器類

Ｃ区３・４・５号住居
Ⅳ　黒褐色土　As-Bを多量に含む。
Ⅴa　黄灰色土　As-B一次堆積。
Ⅴb　灰色土　As-B一次堆積。灰色細粒火山灰。
１　黒褐色土　As-Bを多量に含む。
２　黒褐色土　As-Bを多量、炭化物粒を含む。
３　黒褐色土　白色軽石をやや多く、As-YPや炭化物粒を少量

含む。（３号住居）
４　暗褐色土　３層に近似するがローム小ブロックを少量含

む。（３号住居）
５　黒褐色土　白色軽石やローム小ブロック、焼土粒、炭化物

粒を不均等に含む。（４号住居）
６　黒褐色土　白色軽石、ローム小ブロック、炭化物粒を小量

含む。（４号住居）
７　黒褐色土　微細な炭化材が混じりしまり強い。（４号住居）
８　黒褐色土　白色軽石を少量含む。（５号住居）
９　黒褐色土　白色軽石、ローム小ブロックをやや多く含む。

（５号住居）

Ｃ区３号住居カマド
１　黒褐色土　白色軽石やAs-YPを少量、焼土粒と炭化物粒を微量含む。

1
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第41図　Ｃ区６号住居・カマド平面図、出土遺物

Ｃ区６号住居
１　暗褐色土　黒褐色土小ブロックを少量、炭化物粒を微量含む。

Ｃ区６号住居カマド
１　暗褐色土　住居１層に近似し、焼土粒を微量含む。
２　暗灰黄色土　カマド天井部構築材を主体に、焼土粒を少量含む。
３　黒褐色土　暗灰黄色土小ブロックや焼土ブロックをやや多く含む。
４　黒褐色土　焼土小ブロックを多量に、炭化物粒や灰を少量含む。
	 （掘り方）
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第41図
PL.28 ２ 須恵器

椀
カマド内

3/4
口
底

14.0
6.7

高
台

6.4
8.2

細砂粒・粗砂粒・片岩
/酸化焔/にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ
ラナデ。

第41図
PL.28 ３ 須恵器

椀
埋土、口縁部
～体部片

口 14.8 細砂粒・長石/酸化焔/
橙 ロクロ整形、回転右回り。

第41図
PL.28 ４ 灰釉陶器

椀
床直
1/2

口
底

15.2
7.5

高
台

6.3
7.6 微砂粒/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は糸切り

後ほぼ全面回転ヘラナデ。施釉方法は漬け掛け。
虎渓山１号窯
式。

第41図
PL.28 ５ 土師器

甕
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部上位片

口 20.2 細砂粒・粗砂粒・小礫・
長石/良好/にぶい赤褐 口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。

外 面 頸 部 に
「天人」の刻
書、焼成前。

第41図
PL.28 ６ 土師器

甕
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部上半片

口
胴

25.5
28.0 細砂粒/良好/にぶい橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部

はヘラナデ。

第41図
PL.28 ７ 須恵器

羽釜
床直、口縁部
～胴部上半片

口
鍔

17.6
25.6

細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/にぶい黄褐

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部は鍔やや
下よりヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

外 面 頸 部 に
「川」の刻書、
焼成前。

第41図
PL.28 ８ 手捏ね土器

椀形
埋土
1/2

口 2.6 高 2.0 細砂粒/良好/にぶい赤
褐 口縁部から体部はナデ、底部はヘラナデ。

第42図　Ｃ区７号住居・カマド平面図

カマド

第 24 表　C区６号住居出土遺物観察表
土器類

Ｃ区７号住居
１　暗褐色土　白色軽石、ローム小ブロック、焼土粒、炭化物粒を少量含む。
２　暗褐色土　１層に近似するがロームブロックの混入やや多い。
３　暗褐色土　１層に近似するが混入物は少ない。
４　暗褐色土　ローム小ブロックと焼土粒を少量、炭化物粒を微量含む。
５　暗褐色土　ローム小ブロックをやや多く、北側では焼土粒、南側では炭化物粒を少

量含む。
６　黒褐色土　ロームブロックを多量に含み、細礫も混入。しまり強い。（掘り方）

Ｃ区７号住居カマド
１　暗褐色土　住居１層に同じ。
２　暗褐色土　ローム小ブロック、焼土粒、炭化物粒を少量含む。
３　暗褐色土　ローム小ブロック少量、炭化物粒を微量含む。
４　暗褐色土　ローム小ブロックを多量に含む。（天井部構築材）
５　暗褐色土　ローム小ブロック多量、焼土粒を少量含む。
６　暗褐色土　灰を多量に、炭化物粒を少量含む。
７　黒褐色土　住居６層に同じ。
８　黒褐色土　ロームブ小ロックや焼土粒を少量含む。
９　暗灰色土　焼土粒や灰を多量に含む。
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第43図　Ｃ区７号住居掘り方平面図、出土遺物

床下土坑1 床下土坑２

Ｃ区７号住居床下土坑１
１　黒褐色土　細礫をやや多く含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロックをやや多く含む。
３　黒褐色土　２層に近似するが黒色味強い。
Ｃ区７号住居床下土坑２
１　黒褐色土　ロームブロックをやや多く、焼土粒を微量含む。
２　黒褐色土　ロームブロックを少量含み、壁際ほど混入物が大粒になる。
３　暗褐色土　ロームブ小ロックを多量に含み、焼土ブロックの混入もやや

多い。
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挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第43図
PL.29 14 鉄製品

刀子か
埋土
破片 - - - - 幅10㎜。平造の刀子片か。

第43図
PL.29 15 鉄製品

不明
埋土
破片 - - - - 一辺5.8㎜ほどの断面方形の棒状鉄。両端欠損。

第43図
PL.29 16 鉄製品

刀子か
埋土

切っ先 - 26.3 2.0 - 平造りの切っ先部。切っ先は丸みを帯びる。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第43図
PL.29 １ 黒色土器

椀
埋土
1/4

口
底

17.4
7.6

高
台

7.2
7.6

細砂粒・粗砂粒・輝石
/酸化焔/橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、
底部は回転ヘラナデ。内面はヘラ磨き。

第43図
PL.29 ２ 須恵器

皿
埋土
3/5

口
底

8.0
4.7

高 1.6 細砂粒・長石/酸化焔/
橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 内面に煤が付

着。
第43図
PL.29 ３ 須恵器

杯
床直
完形

口
底

8.5
4.9

高 2.1 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第43図
PL.29 ４ 須恵器

杯
床直
完形

口
底

9.0
5.4

高 1.9 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第43図
PL.29 ５ 須恵器

杯
床直
完形

口
底

9.0
5.5

高 2.2 細砂粒/酸化焔/にぶい
橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第43図
PL.29 ６ 須恵器

杯
床直
完形

口
底

9.0
6.0

高 2.4 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第43図
PL.29 ７ 須恵器

杯
床直
4/5

口
底

9.2
5.0

高 2.1 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第43図
PL.29 ８ 須恵器

杯
床直
完形

口
底

9.2
5.4

高 2.2 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第43図
PL.29 ９ 須恵器

杯
床直
完形

口
底

9.6
5.4

高 2.8 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第43図
PL.29 10 須恵器

杯
埋土
2/5

口
底

12.2
6.1

高 3.3 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/酸化焔/にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内面底部にナデ。

第43図
PL.29 11 須恵器

杯
床直
完形

口
底

12.5
6.4

高 4.3 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第43図
PL.29 12 土師器

甕
埋土、口縁部
～胴部中位片

口
胴

16.0
15.4

細砂粒/良好/にぶい赤
褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

外面胴部の一
部に煤付着

第43図
PL.29 13 須恵器

羽釜
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部上位片

口
鍔

27.0
30.2

細砂粒・粗砂粒・片岩
/酸化焔/にぶい赤褐

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部はヘラナデ。
内面は口縁部から胴部にヘラナデ。

第44図　Ｄ区１号住居・カマド平面図、出土遺物

第 25 表　C区７号住居出土遺物観察表
土器類

金属製品

Ｄ区1号住居
１　暗褐色土層　焼土粒、炭化物粒を少量含む。
Ｄ区1号住居カマド
１　暗褐色土　住居１層に同じ。
２　暗褐色土　焼土粒、炭化物粒を少量含む。
３　暗褐色土　焼土粒を少量含む。
４　暗灰色土　灰を主体とし、焼土粒を少量含む。
５　褐色土　焼土粒多量、炭化物粒を少量含む。
６　暗席褐色土　焼土が主体。（掘り方）
７　黒褐色土　ローム小ブロックと焼土粒を少量含む。（掘り方）
８　暗褐色土　ローム小ブロックを多量に含む。（掘り方）
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　カマド：東壁の南寄りに位置し（方位Ｎ-100°Ｅ）、

規模は全長1.7ｍ、幅0. ９ｍ、焚き口部から燃焼部長

97cm、煙道部長73cmを測る。燃焼部は壁際にあり、火床

は床面よりやや低い。焚き口部の袖石を両壁際に据え、

燃焼部中央には大振りの棒状礫が支脚として据えられて

いる。また、袖石と同規模の礫による石組みで、カマド

の側壁としている。煙道は先端がやや南側へ屈曲する。

　その他：土坑状の窪みとなる掘り方があった。このう

ち床下土坑とした２カ所に断面観察を加えた。床下土坑

は底面が平坦で、配置から貯蔵穴の可能性がある。床下

土坑２には礫や土器片の出土がやや多かった。

　遺物：住居のほぼ全域から遺物が出土し、土器13点、

鉄器３点を図示した。カマド内からは羽釜13を出土した。

３～９・11など完形に近い杯類が目立つが、床面から３

cm前後浮いた状態のものが大半である。掲載した以外に

土師器43片、須恵器94片、灰釉３片が出土した。

　所見：かわらけ状の杯類やカマド内の羽釜から、10世

紀後半から11世紀初頭の住居と考えられる。

Ｄ区１号住居　（第44図、第26表、PL.13）

　位置：Ｄ区の西端中央付近に位置する。

（座標）Ｘ軸=29,441 ～ 29,444Ｙ軸=-83,585 ～ 83,589

　形状：住居の西側は調査区外となるが、東西に長い長

方形を呈すると考えられる。

　規模：長辺（3.5）ｍ　短辺3.0ｍ　壁高10cm

　長軸方向：Ｎ-102°-Ｅ　　　床面積：8.59㎡

　埋没土：暗褐色土を堆積土としており、自然堆積かは

不明。

　床面・壁：全体に水平な床面であるが、緩やかな凹凸

をもつ。壁は傾斜をもって立ち上がる。

　カマド：東壁の中央やや南寄りに位置し（方位

Ｎ-102°-Ｅ）、規模は全長0.64ｍ、幅0.72ｍ、焚き口部

から燃焼部長64cmを測る。燃焼部は壁際にあり、火床は

床面よりやや低い。火床には焼土主体の土を埋戻している。

遺物；出土遺物は極めて少ないが、杯類２点を図示した。

杯１はカマド内の出土である。掲載した以外に土師器１

片、須恵器４片が出土した。

　所見：１は小振りの須恵器杯で口縁端部の外反がない

ことから、10世紀中頃の住居と考えられよう。
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挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第45図
PL.29 １ 鉄製品

刀子か
埋土
破片 - - - - 平造りの刀子で切っ先と茎欠損。刃区と棟区は残る。身幅

は切っ先側が狭い。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第44図
PL.24 １

須恵器
杯

カマド内
完形

口
底

9.2
3.7

高 3.1 細砂粒・粗砂粒・褐色
粒/酸化焔/にぶい橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第44図
PL.- ２

須恵器
杯

埋土
1/6

口
底

9.3
6.0

高 3.2 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第45図　Ｄ区２号住居平面図、出土遺物

第 26 表　D区１号住居出土遺物観察表

第　表　D区２号住居出土遺物観察表

土器類

金属製品

Ｄ区２号住居
Ⅰ　黒褐色土　As-A含む。（現畑耕作土）
Ⅱ　褐色土　As-Aを多量に含む。
Ⅳ　黒褐色土　As-Bを多量に含む。
Ⅶ　暗灰黄色土　白色軽石を微量含む。粘性強い。
Ⅷ　暗灰色土　白色軽石、黄褐色軽石を微量含む。粘性強い。
１　暗褐色土　白色軽石を少量、焼土粒・炭化物粒を微量含む。
２　暗褐色土　白色軽石、黒褐色土小ブロックを少量含む。
３　暗褐色土　ローム・黒褐色土小ブロックを少量含み、白色軽石を微量含む。
４　暗褐色土　白色軽石を少量含み、炭化物粒を微量含む。
５　暗褐色土　ローム・黒褐色土小ブロックを少量含む。

1（1/2）
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Ｄ区２号住居　（第45図、第27表、PL.13）

　位置：Ｄ区の東側の北壁東端付近に位置し、本住居の

西側４ｍにＤ区４号住居が、南西側２ｍにＤ区３号住居

がある。

（座標）Ｘ軸=29,430 ～ 29,432 Ｙ軸=-83,557 ～ 83,559

　形状：北側半分が調査区外となるが、隅丸方形を呈す

ると考えられる。

　規模：長辺（1.7）ｍ　短辺2.45ｍ　壁高25cm

　長軸方向：Ｎ-８°-Ｅ　　　床面積：3.58㎡

　埋没土：暗褐色土を主体とするが、下位の３層にはロー

ムブロックを含むことから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面はほぼ平坦。壁は直立ぎみに立ち上がる。

　遺物：南壁際出土の刀子と思われる鉄製品を図示した。

土器類は破片を含め出土していない。

　所見：土器の出土がなく、時期は不明。

Ｄ区３号住居　（第46図、第28表、PL.13）

　位置：Ｄ区の東側の南壁東寄りに位置し、本住居の北

東側２ｍにＤ区２号住居が、北西側２ｍにＤ区４号住居

がある。

（座標）Ｘ軸=29,427 ～ 29,429 Ｙ軸=-83,563 ～ 83,566

　形状：南側半分が調査区外となるが、方形を呈すると

考えられる。東辺北隅に間口約60cm、壁外へ55cmを測る

張出し部をもつ。

　規模：長辺2.75ｍ　短辺（2.1）ｍ　壁高45cm

　長軸方向：Ｎ-３°-Ｅ　　床面積：（5.56）㎡

　埋没土：黒褐色土・暗灰色暗ブロックを含む褐色土を

主体とすることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：ほぼ水平な床面だが、張出し部は３cmほど

低い。壁は直立ぎみに立ち上がる。

　遺物：東壁下から鉄製紡輪破片を出土した。その他に

は土師器１片が出土したのみである。

　所見：土器の出土がほとんどなかったが、鉄製紡輪は

平安時代に増加する遺物であることから、９・10世紀の

住居と推測できる。

Ｄ区４号住居　（第47図、第29表、PL.13）

　位置：Ｄ区の東側の北壁中央付近に位置し、本住居の

東側４ｍにＤ区２号住居が、南東側２ｍにＤ区３号住居

がある。

（座標）Ｘ軸=29,432 ～ 29,433 Ｙ軸=-83,566 ～ 83,569

　形状：住居の大半が調査区外となるが、方形を呈する

と考えられる。南壁下部分が把握できたのみである。

　規模：南辺3.05ｍ　東辺（0.45）ｍ　壁高60cm

　長軸方向：Ｎ-84°-Ｗ　　　床面積：（ 1.00）㎡

　埋没土：暗灰黄色土を主体とするが、３層以下にはロー

ムブロックを含むことから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：凹凸のある床面で、中央付近が低くなって
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挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第46図
PL.29 １ 鉄製品

紡錘車
埋土
1/2 48.8 - 1.7 - 直径4.8cmの円盤状を呈し、中央に孔を設けると推定され

る。紡錘車のはずみ車と考えられる。

第46図　Ｄ区３号住居平面図、出土遺物

第 28 表　D区３号住居出土遺物観察表
金属製品

Ｄ区３号住居
Ⅰ　黒褐色土　As-A含む。（現畑耕作土）
Ⅱ　褐色土　As-Aを多量に含む。
Ⅳ　黒褐色土　As-Bを多量に含む。
Ⅶ　暗灰黄色土　白色軽石を微量含む。粘性強い。
Ⅷ　暗灰色土　白色軽石、黄褐色軽石を微量含む。粘性強い。
１　黒褐色土　白色軽石、焼土粒を少量含む。
２　暗褐色土　白色軽石、黒褐色土小ブロックを少量含む。
３　暗褐色土　黒褐色土小ブロック、暗灰色土ブロックをやや多く含む。
４　暗褐色土　黒褐色土小ブロックやや多く、暗灰色土ブロック少量、焼土粒を

微量含む。
５　暗褐色土　黒褐色土小ブロックやや多く、白色軽石少量、暗褐色土小ブロッ

クを微量含む。
６　暗褐色土　黒褐色土小ブロック、暗灰色土ブロックをやや多く含む。
７　暗褐色土　黒褐色土小ブロックやや多く、暗灰色土小ブロックを少量含む。

1（1/2）
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いる。壁はほぼ直立に立ち上がる。

　その他：南東隅に深さ３cmほどの整った方形を呈した

掘り方をもつ。また、南西隅から径70cm前後、深さ54cm

を測る円形を呈す床下土坑を確認した。この床下土坑

は住居廃絶時には埋め戻され、床面より５cm前後盛り上

がっていたことが断面から確認でき、規模と位置から貯

蔵穴の可能性がある。

　遺物：甕１が南壁下ほぼ床直上から出土している。掲

載した以外に土師器２片、須恵器２片が出土した。

　所見：甕から、10世紀以降の住居と考えられる。

Ｅ区１号住居　（第48・49図、第30表、PL.15）

　位置：Ｅ区の南端付近に位置し、本住居の東側２ｍに

Ｅ区２号住居、南側1.5ｍにＥ区11号住居、北西５ｍに

Ｅ区９号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,430 ～ 29,434 Ｙ軸=-83,621 ～ 83,625

　形状：南北方向に長軸をもつ長方形を呈するが、北西

隅は上面からの攪乱で削平されている。

　規模：長辺3.87ｍ　短辺3.15ｍ　壁高27cm

　床面・壁：床面は多少の凹凸はあるものの、全体的に

ほぼ平坦。壁は垂直ぎみに立ち上がる。

　カマド：東壁に２基付設されている。１号カマドは東

壁中央のやや北寄りに位置し（方位Ｎ- １10°-Ｅ）、規

模は全長72cm、焚き口部から燃焼部長67cm、焚き口部幅

53cmを測る。２号カマドは東壁中央のやや南寄りに位置

し（方位Ｎ- １10°-Ｅ）、規模は全長93cm、焚き口部か

ら燃焼部長78cm、焚き口部幅55cmを測る。燃焼部は１，

２号とも壁外にある。

　その他：２号カマド右脇にピット1基を検出した。規

模は長軸33cm、短軸28cm、深さ21cmを測る楕円形で、貯

蔵穴の可能性もある。遺物は出土していない。

　遺物：遺物は全体で219点（土師器166点、須恵器53点）

が出土し、この内の９点を図示した。1号カマド内から

甑４と甕５・７、床直上から椀２が出土している。

　所見：２基のカマドは遺物の出土量比はあるものの、

同方向に並列していることや灰の散在状況等から、同時

存在したものと考えられる。床直上やカマド内から出土

した土器から、９世紀後半の住居と考えられる。

Ｅ区２号住居　（第50図、第31表、PL.15・30）

　位置：Ｅ区の南端東寄りに位置し、本住居の西側２ｍ

にＥ区１号住居、南西側４ｍにＥ区11号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,431 ～ 29,435 Ｙ軸=-83,613 ～ 83,617

　形状：南北方向に長軸をもつ長方形を呈する。

　規模：長辺4.1ｍ　短辺3.3ｍ　壁高20cm

　長軸方向：Ｎ-８°-Ｅ　　　床面積：11.264㎡

　埋没土：埋没土は２層の褐灰色土と３層の暗褐色土を

主体とする。３層上面からは径20 ～ 30cmの礫が数多く

第３節　奈良・平安時代の遺構と遺物

71

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第47図
PL.- １

土師器
甕

床直、口縁部
～胴部片

口
27.8 細砂粒・粗砂粒/良好/

にぶい黄橙
口縁部横ナデ、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第47図　Ｄ区４号住居平面図、出土遺物

第 29 表　D区４号住居出土遺物観察表
土器類

Ｄ区４号住居
Ⅰ　黒褐色土　As-A含む。（現畑耕作土）
Ⅳ　黒褐色土　As-Bを多量に含む。
１　黒褐色土　焼土粒を少量含む。粘性土。
２　暗灰黄色土　焼土粒、炭化材を少量含む。
３　暗灰黄色土　焼土粒、炭化物粒をやや多く、ロームブ小ロックを少量含む。
４　暗灰黄色土　ローム小ブロック、焼土粒、炭化物粒をやや多く含む。
５　黒褐色土　ロームブ小ロックを微量含む。
６　暗灰黄色土　ローム小ブロック、焼土粒をやや多く、炭化物粒を少量含む。
７　暗褐色土　焼土粒を多量、ローム小ブロック、炭化物粒を少量含む。
８　暗褐色土　ローム小ブロック、炭化物粒を少量含む。（貯蔵穴）
９　暗褐色土　８層に近いが混入物少ない。
10　暗褐色土　８層に近いがロームブロックは小粒である。

1
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第48図　Ｅ区１号住居・1・２号カマド平面図

Ｐ1

Ｅ区１号住居
１　暗褐色土　シルト質粘土主体。焼土粒、炭化物

粒を少量含む。締り強い粘質土。
２　暗褐色土　カマド２の埋没土。
３　暗褐色土　灰色シルト塊を多く含む。

Ｅ区１住居　カマド１
１　暗褐色土　混入物少ない粘質土。
２　赤褐色土　天井の崩落土。
３　暗褐色土　ローム塊、白色軽石を少量含む。粘質土。
３′暗褐色土　黒色の灰を混入。
４　暗褐色土　灰を多く含む。粘質土

Ｅ区１住居　カマド２
１　暗褐色土　焼土粒、ローム塊を混入。粘質土で締り強い。
１′暗褐色土　焼土粒、ローム塊少量含む。粘質土。
２　暗褐色土　1層より黒味強く、締り強い。
３　黄褐色土　ローム塊を混入する粘質土。締り強い。
３′黄褐色土　黒色の灰塊を多く含む。締り強い。

Ｅ区１住居　Ｃ－Ｃ′ 
１　にぶい黄褐色土　ローム小塊を含む。粘質土。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第49図
PL.29 １ 須恵器

椀
埋土
1/4

口
底

13.8
6.2

高
台

4.9
6.2

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/還元焔/灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ
ラナデ。

第49図
PL.29 ２ 須恵器

椀
床直
2/3

口
底

13.8
5.9

高
台

5.6
6.2

細砂粒・粗砂粒・片岩
/還元焔/灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ
ラナデ。

第49図
PL.29 ３ 須恵器

椀
埋土
1/3

口
底

16.5
7.7

高
台

6.2
7.0

細砂粒・粗砂粒・片岩
/還元焔/灰

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸
切り。

第49図
PL.29 ４ 土師器

甑
カマド内

胴部下位片
底 11.0 細砂粒/良好/にぶい橙 胴部はヘラ削り、底部周辺はナデ。内面胴部はヘラナデ。

第49図
PL.- ５ 土師器

甕
カマド内

口縁部～胴部
上位片

口 18.0 細砂粒/良好/にぶい橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
は櫛状のヘラによるヘラナデ。

頸部に径1.5
×1.3cmの 円
形の穿孔、焼
成前。

第49図
PL.30 ６ 土師器

甕
埋土、口縁部
～胴部中位

口
胴

18.9
20.5

細砂粒/良好/にぶい黄
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第49図
PL.30 ７ 土師器

甕
カマド内、口
縁～胴部下位

口
胴

18.8
21.0

細砂粒・褐色粒/良好/
にぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第49図
PL.- ８ 土師器

甕
埋土、口縁部
～胴部上位片

口 19.1 細砂粒/良好/にぶい橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第49図
PL.30 ９ 土師器

甕
埋土

口縁部～胴部
上位片

細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

頸 部 下 に 径
0.6cmの 円 形
の穿孔、焼成
前。

第49図　Ｅ区１号住居出土遺物

第 30 表　E区１号住居出土遺物観察表
土器類
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第50図　Ｅ区２号住居・カマド平面図、出土遺物

カマド

Ｅ区２号住居
１　黒褐色土　白色軽石、ローム塊を少量含む。
２　褐灰色土　白色軽石、シルト質土塊多量、焼土、炭化粒少

量含む。締り強い粘質土。
３　暗褐色土　２層に類似するが、混入物少。
４　黄褐色土　細粒白色軽石を少量含む。粘質土。

Ｅ区２住居カマド
１　黄褐色土　炭化物、焼土を微量含む。締り強い粘質土。
２　暗褐色土　灰、焼土を混入。締り強い粘質土。
２′暗褐色土　焼土塊を多く含む。

Ｅ区２住居　床下土坑１
１　黒褐色土　灰層、炭化物主体。
２　暗褐色土　灰、炭化物、焼土塊を多量に含む。
３　黄褐色土　炭化物、焼土塊を含む。
４　赤褐色土　焼土塊主体。締り強い。
Ｅ区２住居　床下土坑２
１　褐色土　炭化物、焼土粒多量に含む。やや締りあり。
２　暗褐色土　炭化物、焼土粒少量含む。砂質土。

1

4

5

7

6

8

9（1/2）

2

3



出土しており、埋没途中の投棄の様相を呈していること

から、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は細かな凹凸をもつがほぼ平坦で、硬

く良好である。カマド前には黒色灰が広がる。壁は垂直

気味に立ち上がる。

　カマド：東壁の南寄りに位置する（方位Ｎ-94°-Ｅ）。

規模は全長90cm、焚き口部から燃焼部長70cm、焚き口部

幅53cmを測る。燃焼部は壁外にある。燃焼部左壁には構

築材と考えられる礫２点が据えられている。また、カマ

ド前から出土した礫にも被熱痕が認められ、カマドの構

築材として使用された礫と考えられる。

　その他：カマド右脇から床下土坑１を検出したが、

貯蔵穴の可能性もある。形状は歪んだ楕円形で、長軸

75cm、短軸60cm、深さ15cmを測り、底面はほぼ平坦であ

る。底面付近から土師器甕片が出土している。また、住

居中央やや南寄りで床下土坑２を検出した。形状は円形

で、径80cm、深さ17cm、底面はほぼ平坦である。

　遺物：遺物は全体で190点（土師器148点、須恵器点42、

金属製品１点）が出土し、その内の９点を図示した。カ

マド内から椀２と甕６・７、床下土坑１から椀４、床直

上から長頸壺５が出土している。

　所見：長頸壺５やカマド出土土器から、９世紀後半の

住居と考えられる。

Ｅ区３号住居　（第51図、第32表、PL.15・30）

　位置：Ｅ区の中央付近に位置し、本住居の東側でＥ区

４・10号住居と重複、西側0.5ｍにＥ区６号住居が隣接

する。

（座標）Ｘ軸=29,464 ～ 29,469 Ｙ軸=-29,621 ～ 29,626

　重複：東側でＥ区４号住居、Ｅ区10号住居と重複する

が、遺構確認や土層断面の確認から、本住居はいずれの

住居よりも新しい。

　形状：南北方向に長軸をもつ長方形を呈する。

　規模：長辺4.55ｍ　短辺3.45ｍ　壁高20cm

　長軸方向：Ｎ-13°-Ｗ　　　床面積：13.882㎡

　埋没土：埋没土は２層の暗褐色土塊を混在する黄褐色

土が主体であり、層下位には焼土粒や炭化物が多い。断

面観察から人為的な堆積と考えられる。

　床面・壁：床面には大小の凹凸が多くあり、平坦では

ない。住居中央部がやや高く、カマド前は大きく凹む。

また、床面上には多量の炭化材や炭化物が出土している。

壁面には焼けた痕跡がみられ、ほぼ垂直に立ち上がる。

　カマド：南東隅に寄った位置にある（Ｎ-99°-Ｅ）。規

模は全長2.45ｍ、焚き口部から燃焼部長1.75ｍ、焚き口

部幅65cm、煙道部長70cmを測る。燃焼部は壁外にある。

焚き口部の両側には礫が据えられ、燃焼部側壁には石組

みをもち、燃焼部中央には支脚として棒状礫が残存する。

カマド内に崩落している礫も構築材と考えられる。

　その他：床下調査で南西隅にピットを検出した。規模

は長軸70cm、短軸58cm、深さ45cmを測る楕円形で、須恵

器杯小片が出土しており、貯蔵穴の可能性をもつ。
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挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第50図
PL.30 ９ 鉄製品

不明
埋土
完形 30.0 12.2 - -

錆が著しく上部の形状は不明瞭であるが、環状を呈すると
推定される。環状部の曲げ方向は不明であるが、実測面の
左から右方向に曲げた可能性がある。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第50図
PL.30 １ 土師器

杯
埋土
7/8

口
底

12.5
8.3

高 4.0 細砂粒・粗砂粒・片岩・
長石/やや軟質/にぶい
橙

口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第50図
PL.30 ２ 須恵器

椀
カマド内

1/5
口
底

13.0
5.4

高 3.8 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り。

第50図
PL.30 ３ 須恵器

椀
埋土
1/5

口
底

13.8
6.6

高 4.0 細砂粒/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り。

第50図
PL.30 ４ 須恵器

椀
床下土坑１

口縁部～底部
片

口
底

15.9
8.2

高
台

5.3
8.8

細砂粒・粗砂粒・片
岩・角閃石/還元焔/灰
オリーブ

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部切り離し
技法は不明。

第50図
PL.30 ５ 須恵器

長頸壷
床直、底部～
胴部上位片

底
台

9.4
9.6

胴 20 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸
切り。

第50図
PL.- ６ 土師器

甕
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部上位片

口 18.8 細砂粒/良好/にぶい赤
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第50図
PL.30 ７ 土師器

甕
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部上位片

口 20.0 細砂粒/良好/橙 外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第50図
PL.- ８ 土師器

甕
埋土、口縁部
～胴部上位片

口 22.0 細砂粒/良好/にぶい黄
橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ。

第 31 表　E区２号住居出土遺物観察表
土器類

金属製品



　遺物：遺物は全体で26点（土師器５点、須恵器21点）が

出土し、その内の５点を図示した。いずれも床直上やカ

マド内からの出土である。

　所見：床面全体に広がる多量の炭化材や、壁のほとん

どに焼けた痕跡が残ることから、本住居は焼失住居と考

えられる。また、出土土器から11世紀前半の住居と考え

られる。

Ｅ区４号住居　（第52図、第33表、PL.16・30）

　位置：Ｅ区の中央付近に位置し、Ｅ区10号住居と大き

く重複し、本住居の西側をＥ区・３号住居と重複する。

（座標）Ｘ軸=29,463 ～ 29,467 Ｙ軸=-83,618 ～ 83,621

　重複：住居の西側でＥ区３号住居のカマド、さらにＥ

区10号住居と大きく重複するが、遺構確認や土層断面の

確認から、本住居はＥ区10号住居より新しく、Ｅ区３号

住居より旧い。

　形状：南北に長軸をもつ長方形を呈し、南壁がやや外

側に歪む。

　規模：長辺3.52ｍ　短辺2.4ｍ　壁高20cm

　長軸方向：Ｎ-９°-Ｗ　　　床面積：6.45㎡

　埋没土：中層以下に焼土粒や炭化物を多く含む暗褐色

土および黒褐色土が堆積する。中でも、３層は炭化物が

主体となる。人為的堆積の可能性が高い。

　床面・壁：床面はカマド前が平坦となるが、それ以外

は大小の凹凸が多い。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

　カマド：東壁に２基付設されている。１号カマドは東

壁中央のやや南寄りに位置し（方位Ｎ- １07°-Ｅ）、規

模は全長90cm、焚き口部から燃焼部長52cm、焚き口部幅

80cmを測る。２号カマドは北東隅に位置し（方位Ｎ-50°

-Ｅ）、全長83cm、焚き口部から燃焼部長50cm、焚き口部

幅60cmを測る。２基とも燃焼部は壁外にある。

　遺物：遺物は全体で33点（土師器６点、須恵器27点）が

出土し、その内の７点を図示した。椀２や杯３、片口鉢

４、甕５は床直上から出土している。

　所見：２基のカマドには、両カマド共に残存状態の悪

い袖が確認されていることから、同時存在したと考えら

れる。また、埋没土中や床面に炭化材や焼土が多く散見

されたことから、焼失住居の可能性をもつ。出土土器か

ら、10世紀前半の住居と考えられる。

Ｅ区５号住居　（第53図、第34表、PL.16・31）

　位置：Ｅ区の西寄りに位置し、本住居の西側1.5ｍに

重複するＥ区７・８号住居、北北東６ｍにＥ区６号住居、

南南西５ｍにＥ区９号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,449 ～ 29,452 Ｙ軸=-83,631 ～ 83,635

　重複：北西隅でＥ区３号土坑と重複するが、遺構確認

時に本住居の方が旧いことは明らかであった。

　形状：南北にやや長い方形を呈するが、北西部をＥ区

３号土坑に壊され、トレンチで一部を削平されている。

　規模：長辺3.0ｍ　短辺2.7ｍ　壁高15cm

　長軸方向：Ｎ-０°-Ｅ　　　床面積：7.312㎡

　埋没土：土暗褐色土塊を含む暗褐色土を主体とするこ

とから、人為的堆積の可能性が高い。

　床面・壁：床面は大小の凹凸が多く、平坦ではない。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。

　カマド：南東隅付近に位置し（Ｎ-110°-Ｅ）、規模は

全長83cm、焚き口部から燃焼部長52cm、焚き口部幅50cm

を測る。燃焼部は壁外にある。

　遺物：遺物は全体で47点（土師器28点、須恵器19点）が

出土し、その内３点を図示した。３点はいずれも床直上

から出土している。また、住居中央部に被熱痕のある大

型礫が２点出土している。

　所見：床面から炭化材が出土しているため、焼失住居

の可能性もある。遺物は少ないが灰釉陶器や羽釜から、

10世紀後半の住居と考えられる。

Ｅ区６号住居　（第54図、第35表、PL.16・31）

　位置：Ｅ区の中央付近に位置し、本住居の東側0.5ｍ

にＥ区３号住居が隣接し、西側2.5ｍに重複するＥ区４・

10号住居、南南西６ｍにＥ区５号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,463 ～ 29,466 Ｙ軸=-83,626 ～ 83,629

　重複：東壁と西壁の一部を近世畑のサクで壊される。

　形状：南北方向に長軸をもつ長方形を呈するが、北辺

が南辺よりも長い台形状。

　規模：長辺2.95ｍ　短辺2.13ｍ　壁高28cm

　長軸方向：Ｎ-５°-Ｅ　　　床面積：5.936㎡

　埋没土：炭化物を含む黄褐色土を主体とし、床面付近

では炭化物や焼土粒が多くなる。自然堆積かは不明。

　床面・壁：床面は細かな凹凸があるが、ほぼ平坦であ

る。壁は垂直に立ち上がる。

　カマド：東壁の南寄りに位置し（Ｎ-103°-Ｅ）、規

模は全長95cm、焚き口部から燃焼部長52cm、煙道部長

43cm、焚き口部幅42cmを測る。燃焼部は壁外にある。焚
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き口部の両袖には円形礫を据え、燃焼部中央部には支脚

として棒状礫を使用している。また、カマド前の床直上

には長さ60cmの大型礫が出土しており、焚き口部の天井

石の可能性をもつ。

　遺物：遺物は極めて少なく須恵器９点である。図示し

た２点の椀は床直上とカマド内から出土している。

　所見：出土の椀から、10世紀後半の住居と考えられる。

Ｅ区７号住居　（第55図、PL.16）

　位置：Ｅ区の西壁際に位置し、南側をＥ区８号住居と

重複し、本住居の東側1.5ｍにＥ区５号住居が隣接する。

（座標）Ｘ軸=29,449 ～ 29,451 Ｙ軸=-83,637 ～ 83,638

　重複：南側でＥ区８号住居と重複するが、遺構確認時

に本住居の方が新しいことは明らかであった。

　形状：住居西側の大半を調査区外とするため全容は不

明であるが、方形を呈すると考えられる。

　規模：長辺2.85ｍ　短辺（0.65）ｍ　壁高14cm

　長軸方向：Ｎ-８°-Ｅ　　　床面積：（1.044）㎡

　埋没土：暗褐色土を主体とする。自然堆積かは不明。

　床面・壁：検出範囲の床面は平坦である。壁はほぼ垂

直ぎみに立ち上がる。

　カマド：東壁の南寄りに位置し（Ｎ-104°-Ｅ）、規模

は全長85cm、焚き口部から燃焼部長50cm、焚き口部幅

45cm、煙道部長35cmを測る。燃焼部は壁外にある。

　遺物：遺物は土師器小片が１点のみ出土している。

　所見：土器の出土が少なく時期決定の根拠を持たない

が、重複するＥ区８号住居より新しいことから、10世紀

前半以降の住居と考えられる。

Ｅ区８号住居　（第55図、第36表、PL.16・31）

　位置：Ｅ区の西壁際に位置し、北側をＥ区７号住居と

重複し、本住居の北東1.5ｍにＥ区５号住居が隣接し、

南側2.5ｍにＥ区９号住居が近接する。

（座標）Ｘ軸=29,446 ～ 29,449 Ｙ軸=-83,637 ～ 83,639

　重複：北側でＥ区７号住居と重複するが、遺構確認時

に本住居の方が旧いことは明らかであった。

　形状：Ｅ区７号住居と同様に、住居西側の大半を調査

区外とするため全容は不明であるが、方形を呈すると考

えられる。

　規模：長辺2.75ｍ　短辺（1.05）ｍ　壁高13cm

　長軸方向：Ｎ-５°-Ｅ　　　床面積：（1.142）㎡

　埋没土：締まりの強い黄褐色土を主体とする。自然堆

積かは不明。

　床面・壁：検出範囲の床面は多少の凹凸はあるものの、

平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

　カマド：東壁の中央やや南寄りに位置し（Ｎ-111°-

Ｅ）、規模は全長75cm、焚き口部から燃焼部長50cm、焚

き口部幅85cmを測る。燃焼部は壁外にある。

　その他：Ｐ１・２を床面から検出した。Ｐ１はカマド

右脇に位置し、長軸60cm、短軸43cm、深さ12cmを測り、

貯蔵穴と考えられる。Ｐ２はカマド左脇に位置し、径

58cm、深さ16cmを測る。

　遺物：遺物は全体で50点（土師器26点、須恵器24点）が

出土し、その内の６点を図示した。椀４と甕５はカマド

内、椀２はＰ２、椀１・３および羽釜６は床直上から出

土している。

　所見：出土した椀や羽釜から、10世紀前半の住居と考

えられる。

Ｅ区９号住居　（第56図、第37表、PL.17・31）

　位置：Ｅ区の西壁南寄り際に位置し、本住居の北側2.5

ｍに重複するＥ区７・８号住居、北北東4.5ｍにＥ区５

号住居、南西側５ｍにＥ区１号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,438 ～ 29,441 Ｙ軸=-83,635 ～ 83,638

　形状：住居北東部の半分が攪乱により削平されている

ため全容は不明であるが、方形を呈すると考えられる。

　規模：長辺（3.35）ｍ　短辺（2.95）ｍ　壁高30cm

　東西方向：Ｎ-100°-Ｅ　　　床面積：（6.932）㎡

　埋没土：ローム土塊を含む締まり強い褐色土を主体と

することから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は大小の凹凸が多く、平坦ではない。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。

　壁溝：南西隅付近から西壁下に溝が巡り、幅10cm、深

さ７cmを測る。

　カマド：検出されていない。

　その他：床下土坑を３基検出した。１号床下土坑は長

軸1.45ｍ、短軸45cm、深さ30cmの楕円形で、貯蔵穴の可

能性をもつ。２号床下土坑は長軸73cm、短軸65cm、深さ

14cmの楕円形を呈する。３号床下土坑は径60cm、深さ

25cmの円形を呈する。

　遺物：遺物は全体で264点（土師器159点、須恵器103点、 

灰釉陶器３点、鉄製品２点）が出土し、その内の７点を

図示した。灰釉陶器椀３と甕４が１号床下土坑、灰釉陶
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器椀２と羽釜５が床直上から出土している。

　所見：１号床下土坑から出土した灰釉陶器から、10世

紀前半の住居と考えられる。

Ｅ区10号住居　（第57図、第38表、PL.17）

　位置：Ｅ区の中央付近に位置し、Ｅ区４号住居と大き

く重複する。

（座標）Ｘ軸=29,463 ～ 29,466 Ｙ軸=-83,619 ～ 83,621

　重複：Ｅ区３号住居カマドおよびＥ区４号住居のほぼ

中央に重複する。遺構確認や土層断面の確認から、本住

居はいずれの住居よりも旧い。

　形状：小型で、南北方向に長軸をもつ隅丸方形。東辺

より西辺がやや長い台形状。なお、Ｅ区４号住居との重

複のため、残存状況は良くない。

　規模：長辺2.1ｍ　短辺1.75ｍ　壁高６cm

　長軸方向：Ｎ-20°-Ｗ　　　床面積：3.012㎡

　埋没土：黒色土塊を少量含む褐色土を主体とすること

から、人為的堆積の可能性がある。

　床面・壁：床面は細かな凹凸があるが、ほぼ平坦。壁

はやや不明瞭。

　カマド：東壁の中央やや北寄りに位置し（Ｎ-64°-Ｅ）、

規模は全長50cm、焚き口部から燃焼部長30cm、焚き口部

幅50cmを測る。燃焼部は壁外にある。

　遺物：遺物は少なく、南壁付近から図示した須恵器の

羽釜１が出土している。

　所見：本住居はＥ区４号住居精査中の床面から検出さ

れたことからもその新旧は明らかであり、出土遺物から

も、Ｅ区４号住居と大きく時期を隔てない10世紀前半の

住居と考えられる。

Ｅ区11号住居　（第58図、第39表、PL.17・31）

　位置：Ｅ区の南端に位置し、本住居の北側1.5ｍにＥ

区１号住居、北東側４ｍにＥ区２号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,424 ～ 29,428 Ｙ軸=-83,623 ～ 83,625

　重複：Ｅ区11号溝と重複するが、遺構確認や土層断面

の確認から本住居の方が新しい。

　形状：西半を攪乱で削平されているため全容は不明で

あるが、南北方向に長軸をもつ方形と考えられる。

　規模：長辺3.25ｍ　短辺（1.85）ｍ　壁高７cm

　長軸方向：Ｎ-３°-Ｅ　　　床面積：（4.95）㎡

　埋没土：ローム小塊を含む締まりの強い暗褐色土を主

体とすることから、人為的堆積と考えられる。

　床面・壁：床面は細かな凹凸があるが、ほぼ平坦。壁

はほぼ垂直に立ち上がる。

　カマド：東壁の中央南寄りに位置し（Ｎ-90°-Ｅ）、規

模は全長1.2m、焚き口部から燃焼部長45cm、焚き口部幅

40cmを測る。燃焼部は壁外にある。

　遺物：遺物は土師器19点が出土し、図示した甕１はカ

マド内から出土している。

　所見：カマド出土土器から９世紀後半の住居と考えら

れる。

Ｆ区１号住居　（第59図、第40表、PL.20）

　位置：Ｆ区の西壁中央北寄りに位置する。

（座標）Ｘ軸=29,395 ～ 29,399 Ｙ軸=-83,635 ～ 83,636

　形状：検出できたのはカマドを含む東側の一部であり、

西側の大半が調査区外となるが、方形を呈すると考えら

れる。

　規模：南北辺3.6ｍ　東西辺（0.4）ｍ　壁高45cm

　床面積：（1.03）㎡

　埋没土：ロームブロックを多量に含む褐色土ないし暗

褐色土を主体とすることから、人為的堆積と考えられる。

垂直に近い壁が残存しており、壁高は45cm前後を測る。

　床面・壁：床面は平坦で凹凸が少ない。壁は垂直に立

ち上がる。

　カマド：東壁の中央南寄りに位置し（方位Ｎ-96°Ｅ）、

規模は全長（1.0）ｍ、幅0.75ｍ、焚き口部から燃焼部長

（60）cm、煙道部長40cmを測る。燃焼部は住居内から壁

外にあり、火床は床面よりやや後低い。燃焼部奥の両側

壁に礫が据えられている。

　その他：南東隅に深さ12cmを測る不整円形な窪みを検

出したが、貯蔵穴貯蔵穴の可能性をもつ。

　遺物：遺物の出土は少なく、須恵器３点と鉄器２点を

図示した。椀１がカマド内から出土し、釘と思われる鉄

製品４・５は東壁際から２本重なって出土した。掲載し

た以外に土師器12片、須恵器31片が出土した。

　所見：出土土器から９世紀後半の住居と考えられる。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第51図
PL.30 １ 須恵器

杯
床直
完形

口
底

8.7
4.7

高 2.1 細砂粒/酸化焔/にぶい
橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第51図
PL.30 ２ 須恵器

杯
床直、口縁部
一部欠損

口
底

8.7
5.0

高 2.0 細砂粒/酸化焔/赤褐 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第51図
PL.30 ３ 須恵器

杯
床直
1/3

口
底

9.0
5.2

高 2.0 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第51図
PL.30 ４ 須恵器

杯
床直
1/2

口
底

9.4
5.6

高 2.2 細砂粒/酸化焔/にぶい
橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第51図
PL.30 ５ 須恵器

椀
カマド内

3/4
口
底

16.4
7.5 細砂粒/酸化焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ

ラナデ。
高台は端部欠
損後、擦り整
えている。

第51図　Ｅ区３号住居・カマド平面図、出土遺物

カマド

第32表　E区３号住居出土遺物観察表
土器類

Ｅ区３号住居
１　明黄褐色土　細粒焼土粒を少量含む。締り強い粘

質土。
２　黄褐色土　暗褐色土塊、焼土粒を含む。締り強い

粘質土。
３　赤褐色土　焼土主体。灰、炭化物を少量含む。

Ｅ区３住居カマド
１　明黄褐色土　焼土粒・炭化粒、焼土塊少量、ローム塊を

含む。締り強い粘質土。
１′明黄褐色土　１層より炭化物を多く含む。
１″明黄褐色土　１層に褐色土塊、焼土粒を多く含む。
２　赤褐色土　焼土主体。締りあり。
３　黄褐色土　ローム塊、炭化物を多く含む。粘質土。
４　明黄褐色土　赤味弱い焼土塊を少量含む。
５　黄褐色土　炭化物を全体に混入する。粘質土。

Ｅ区３号住　Ｅ－Ｅ′
１　明黄褐色土　焼土・炭化粒、焼土塊を少量、ロー

ム塊を含む。締り強い粘質土。
２　暗褐色土　焼土・炭化粒を含む。締り弱い。
３　黄褐色土　焼土・炭化粒を全体に含む。粘質土。
４　褐灰色土　炭化物塊を多量、焼土塊を少量含む。
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第52図　Ｅ区４号住居・１・２号カマド平面図、出土遺物

Ｅ区４号住居
１　明黄褐色土　締り強い粘質土。混入物はない。
２　暗褐色土　焼土・炭化粒を全体に含む。粘質土。
３　黒褐色土　炭化物主体。僅かに焼土粒を含む。
４　暗褐色土　地山の暗褐色土に焼土、炭化物を少量含む。
５　黒褐色土　４層より焼土、炭化物を多く含む。
６　暗褐色土　焼土・炭化粒を全体に含む。締り弱い。

Ｅ区４号住居　カマド１・２
１　明黄褐色土　白色軽石、焼土粒を少量含む。締り強い。
１′明黄褐色土　１層よりやや明るく、炭化物塊を僅かに含む。
２　黄褐色土　１層より焼土・炭化物粒を全体に含む。やや締りあり。
２′黄褐色土　２層より炭化物を多く含む。
３　暗赤褐色土　細粒の焼土主体。
４　褐灰色土　灰と橙色焼土粒の混合土塊。
５　褐灰色土　焼土塊・粒を少量含む。粘質土。
６　赤褐色土　焼土主体。締りあり。
７　暗褐色土　焼土粒、灰を少量含む。
８　黒色土　灰。
９　暗褐色土　暗褐色土地山に焼土粒、灰を少量含む。締りなし。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第52図
PL.30 １ 須恵器

皿
埋土
1/3

口
底

12.8
7.2

高
台

2.6
7.0 細砂粒/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ

ラナデ。
第52図
PL.30 ２ 須恵器

椀
床直
2/3

口
底

10.5
5.1

高 3.7 細砂粒・褐色粒/酸化
焔/橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内面は体部から口縁部に斜放射状ヘラ磨き。

本来は内面黒
色処理か、

第52図
PL.30 ３ 須恵器

杯
床直
1/2

口
底

12.4
6.8

高
台

4.1
5.6

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/酸化焔/にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸
切りか。

第52図
PL.30 ４ 須恵器

片口鉢
床直

口縁部片
口 17.0 細砂粒・粗砂粒・角閃

石・片岩/還元焔/灰
ロクロ整形、回転右回りか。体部下半はヘラ削り。口
縁部に１カ所注ぎ口をつくっている。

第52図
PL.30 ５ 土師器

甕
床直
1/2

口
底

12.6
7.0

高
胴

13.0
14.0

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/明黄褐

ロクロ整形、回転右回り。底部の整形は器面磨滅のた
め不明

北陸系ロクロ
甕。

第52図
PL.30 ６ 須恵器

羽釜
埋土、底部～
胴部下位片

底 7.0 細砂粒/酸化焔/灰褐 ロクロ整形、回転方向不明。底部と胴部はヘラ削り。

第52図
PL.30 ７ 須恵器

羽釜
埋土、底部～
胴部下位片

底 8.0 細砂粒・粗砂粒・片岩・
角閃石/還元焔/灰

ロクロ整形、回転方向不明。胴部はヘラ削り、底部は
器面磨滅のため不明。

第53図　Ｅ区５号住居・カマド平面図、出土遺物

カマド

第33表　E区４号住居出土遺物観察表
土器類

Ｅ区５号住居
１　褐色土　白色軽石を全体に含む。締り強い粘質土。
１′暗褐色土　暗褐色塊を全体に含む。
２　暗褐色土　黒褐色土塊を含む。やや砂質。

Ｅ区５号住カマド
１　明黄褐色土　白色軽石、焼土粒を含む。締り強い粘質土。
２　暗赤褐色土　被熱による変色土。締りのない粘質土主体。
３　暗赤褐色土　黒色の灰を混入する。やや締りなし。
３′暗赤褐色土　３層より焼土を多く含む。
４　暗赤褐色土　２層と類似する。天井部。
４′暗赤褐色土　焼土塊を多量に含む。
５　暗褐色土　焼土塊を混入。締り強い。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第53図
PL.31 １ 須恵器

椀
床直

高台1/2欠損
口
底

14.6
7.4

高
台

6.3
8.5

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/酸化焔/橙

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸
切り。

第53図
PL.31 ２ 灰釉陶器

段皿
床直
完形

口
底

12.8
7.1

高
台

2.7
6.4 緻密/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ

ラナデ。施釉方法は漬け掛け。
大原２号窯式
期

第53図
PL.31 ３ 須恵器

羽釜
床直

胴部下半片
口
底 高 細砂粒・粗砂粒/酸化

焔/明赤褐 ロクロ整形、回転右回り。胴部下位はヘラ削り。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第54図
PL.31 １ 須恵器

椀
床直
1/2

口
底

17.8
8.0

高
台

6.6
8.4

細砂粒/酸化焔/にぶい
黄橙

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部回転ヘラ
ナデ。

第54図
PL.31 ２ 須恵器

椀
カマド内

1/3
口
底

15.0
7.2

細砂粒・粗砂粒・片岩
/酸化焔/橙

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付が剥落、底部は
回転糸切り。

第54図　Ｅ区６号住居・カマド平面図、出土遺物

カマド

第34表　E区５号住居出土遺物観察表

第35表　E区６号住居出土遺物観察表

土器類

土器類

Ｅ区６号住居
１　黄褐色土　炭化物粒を含む。締り強い粘質土。
２　暗褐色土　炭化物粒、焼土塊を少量含む。 Ｅ区６住居カマド

１　黄褐色土　シルト質で暗褐色土を混入する。締り強い。
１′褐色土　焼土塊・粒を多量に含む。やや締りあり。
２　暗褐色土　灰・焼土粒を少量混入する。粘質土。
３　明黄褐色土　ローム塊を全体に、焼土粒を少量含む。
４　暗赤褐色土　暗赤色の焼土粒を不均等に含む。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第55図
PL.31 １ 須恵器

椀
床直、口縁部

1/5欠損
口
底

13.0
6.3

高 4.2 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第55図
PL.31 ２ 須恵器

椀
Ｐ２、口縁部

1/4欠損
口
底

13.7
7.2

高
台

5.1
6.5

細砂粒/酸化焔/にぶい
黄橙

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸
切り。

第55図
PL.31 ３ 須恵器

椀
床直、底部～
体部下位

底
台

8.2
8.2 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸

切り。
第55図
PL.31 ４ 須恵器

椀
ｶﾏﾄﾞ内、底部
～体部下位片

底
台

8.5
6.0

細砂粒・角閃石/酸化
焔/浅黄橙

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ
ラナデ。

第55図
PL.31 ５ 土師器

甕
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部上位片

口 17.7 細砂粒/良好/にぶい橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
は櫛状のヘラによるヘラナデ。

第55図
PL.31 ６ 須恵器

羽釜
床直、口縁部
～胴部上位片

口
鍔

21.7
23.6 細砂粒/酸化焔/浅黄橙 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

第55図　Ｅ区７・８号住居平面図、８号住居出土遺物

第36表　E区８号住居出土遺物観察表
土器類

Ｅ区８住居　Ｃ－Ｃ′
１　暗褐色土　炭化物を全体に含む。締りあり。
２　褐色土　僅かに炭化物を含む。やや粘質性を伴う。

Ｅ区７号住居カマド
１　黄褐色土　焼土小塊を少量、黒色土塊を含む。締り強い。
１′黄褐色土　黒色土塊を含む。締り強い。
２　暗赤褐色土　焼土粒、灰、炭化物を含む。
３　暗褐色土　地山に近い粘質土。

Ｅ区８号住居カマド
１　黄褐色土　焼土粒を少量含む。締り強い。
２　黄褐色土　１層より焼土を多く含む。　
２′暗赤褐色土　焼土塊、粒を多量に含む。
３　赤褐色土　焼土粒を全体に含む。締りやや弱い。
４　褐灰色土　２層に類似するが、焼土の黒味が強い。
５　暗赤褐色土　焼土塊・粒が主体。締り強い。1
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挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第56図
PL.31 ６ 鉄製品

釘か
埋土
破片 - - - - 錆が著しく形状不明瞭。割口は断面方形。両端欠損。

第56図
PL.31 ７ 鉄製品

不明
埋土
破片 - 0.68 - - 錆と錆による土の付着が多く形状不明瞭。やや湾曲した棒

状製品。断面形は方形の可能性が高い。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第56図
PL.- １ 須恵器

椀
埋土　　　　

　1/5
口
底

11.8
5.1

高
台

5.4
6.0 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ

ラナデ。
第56図
PL.- ２ 灰釉陶器

椀
床直　　　　

1/4
口
底

15.7
8.0

高
台

5.3
7.6 緻密/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部はヘラナデ。

施釉方法は漬け掛けか。
大原2号窯式
期．

第56図
PL.- ３ 灰釉陶器

椀
床下土坑１　
　底部～体部

片
底
台

8.0
7.4 微砂粒/還元焔/灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ
ラナデ。内面底部に重ね焼き痕が残る。施釉方法は漬
け掛け。

大原２号窯式
期．

第56図
PL.31 ４ 土師器

甕
床下土坑１　
　口縁～胴部

片
口 10.7 細砂粒/良好/にぶい橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部

はヘラナデ。

第56図
PL.- ５ 須恵器

羽釜
床直、口縁部
～胴部上位片

口
鍔

21.0
25.0

細砂粒・粗砂粒・砂岩
/酸化焔/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第57図
PL.- １ 須恵器

羽釜
埋土

胴部下半片
細砂粒・粗砂粒・片岩
/酸化焔/にぶい黄褐 ロクロ整形、回転右回りか。胴部下位はヘラ削り。

第56図　Ｅ区９号住居平面図、出土遺物

床下土坑2床下土坑1

第38表　E区10号住居出土遺物観察表

第37表　E区９号住居出土遺物観察表

土器類

土器類

金属製品

Ｅ区９号住居
１　褐色土　白色軽石、ローム塊を含む。締りあり。
２　暗褐色土　白色軽石を少量含む。やや粘質。
３　褐灰色土　白色軽石、ローム塊を全体に含む。
４　暗褐色土　ローム塊を少量含む。締り弱い。
５　黒褐色土　ローム塊を少量含む。粘質土。

Ｅ区９号住居　床下土坑１
１　黄褐色土　ローム塊を不均等に含む。締り強い。
２　黄褐色土　炭化物を少量混入する。
３　黄褐色土　黒色土塊を少量含む。締り弱い。

Ｅ区９号住居　床下土坑２
１　暗褐色土　白色軽石、ローム塊を僅か含む。粘質土。
２　暗褐色土　１層よりローム塊を多く含む。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第58図
PL.31 １ 土師器

甕
ｶﾏﾄﾞ内、口縁
～胴部上位片

口 17.7 細砂粒/良好/にぶい黄
橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部
はヘラナデ、ヘラナデは一部口縁部まで及ぶ。

第58図　Ｅ区11号住居・カマド平面図、出土遺物

Ｐ1

カマド

第 39 表　E区10号住居出土遺物観察表
土器類

第57図　Ｅ区10号住居・カマド平面図、出土遺物

Ｅ区10号住居
１　 暗褐色土　黒色土塊を少量含む。締り強い。
２　赤褐色土　焼土塊が主体。

Ｅ区10号住居　Ｄ－Ｄ′
１　明黄褐色土　炭化物粒、ローム塊を全体に含む。締りあり。
２　鈍い黄褐色土　焼土塊を多く、炭化物粒を少量含む。
３　暗褐色土　炭化物塊、焼土塊を多量に含む。

Ｅ区10号住居カマド
１　赤褐色土　焼土が主体。
２　黄褐色土　焼土粒、暗褐色土塊を少量含む。締り強い。
３　黄褐色土　暗褐色土塊を少量含む。粘質土で締り強い。
４　暗褐色土　焼土塊を少量含む。粘質土で締り強い。

Ｅ区11号住居
１　暗褐色土　ローム小塊を多量に含む。粘質土。

Ｅ区11号住居カマド
１　赤褐色土　焼土塊を多量に含む。
２　暗褐色土　ローム粒を含み、焼土、炭化物粒、黒色灰を混入。
３　黒褐色土　黒色灰層、焼土を含む。締りない。
４　暗褐色土　粘質土で焼土を微量含む。
５　暗褐色土　焼土を少量含む。締り強い。
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挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第59図
PL.31 ４ 鉄製品

不明
埋土
破片 - 0.65 ～

0.50 - - 棒状製品で図示した上部に比して下部がやや細い。断面形
は不整円形か。紡錘車の軸の可能性がある。

第59図
PL.31 ５ 鉄製品

不明
埋土
破片 - 0.65 - - 直径6.5㎜の棒状製品。断面形は不明瞭。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第59図
PL.31 １ 須恵器

椀
カマド内、口
縁部～体部片

口
底

14.4
7.0 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回りか。高台が貼付されいる。

第59図
PL.31 ２ 須恵器

椀
埋土、口縁部
～体部片

口 18.4 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回りか。

第59図
PL.31 ３ 土師器

甕
埋土、口縁部
～胴部中位片

口
胴

12.8
15.6

細砂粒/良好/にぶい黄
橙 ロクロ整形、回転右回りか。 北陸系ロクロ

甕。

第59図　Ｆ区１号住居・カマド平面図、出土遺物

第40表　F区１号住居出土遺物観察表
土器類

金属製品

Ｆ区１号住居
Ⅰ　砕石
Ⅱ　暗褐色土　As-Aを多量に含む。（Ｂ・Ｃ区第２層と対応層）
Ⅲ　暗茶色土　白色粒を微量含む。（５号溝の覆土）
Ⅳ　暗褐色土　白色軽石を少量含む。
Ⅴ　黒色土　白色粒を少量含む。
撹乱　灰色土　As-Aを多量、炭化物を少量含む。
１　暗褐色土　白色粒を少量含む。
２　暗色土　混入物なく、粘性あり。
３　褐色土　ローム小ブロックを多量、黒色土ブロックを微量含む。
４　暗褐色土　ローム小ブロックを多量、黒色土ブロック、白色粒を少量含む。
５　暗色土　焼土粒、炭化粒を微量含む。（貯蔵穴）
６　暗褐色土　焼土粒、炭化粒を少量含む。
７　暗灰色土　灰を多量、焼土粒、炭化粒を微量含む。

Ｆ区１号住居カマド
１　褐色土　ロームブロックを多量、黒色土ブロックを微量含む。

（住居３層）
２　暗褐色土　ロームブロックを少量、白色粒を微量含む。
３　暗褐色土　炭化粒・焼土粒を少量、砂岩ブロックを微量含む。

（住居６層）
４　暗灰色土　灰を多量、炭化粒・焼土粒を微量含む。（住居７層）
５　赤褐色土　焼土を多量に含む。天井部の崩落土。

1

2 3 4（1/2） 5（1/2）



　２　掘立柱建物

　本調査で検出された掘立柱建物は、Ａ区において１棟

を検出したのみである。

Ａ区１号掘立柱建物　（第60図、PL.3）

　位置：Ａ区北側の東壁寄りに位置し、本掘立柱建物の

南西10ｍにＡ区２号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,269 ～ 29,275Ｙ軸=-83,605 ～ 83,608

　形状・規模：長方形を呈し、梁行１間（2.2ｍ）×桁行

２間（5.4ｍ）を測る。　　桁行方向：Ｎ-６°-Ｅ

　柱穴：Ｐ１～Ｐ６の６本を検出した。各柱間の距離は、

ほぼ均等に梁行間2.2ｍ、桁行間2.7ｍを測る。各柱穴の

規模は、Ｐ１が径22cm、深さ33cm、Ｐ２が径25cm、深さ

58cm、Ｐ３が径22cm、深さ48cm、Ｐ４が径25cm、深さ

43cm、Ｐ５が径24cm前後、深さ45cm、Ｐ６が径27cm、深

さ43cmを測る。埋土は暗褐色土である。

　所見：出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺

の状況等から古代の可能性がある。

　３　土坑

　検出された土坑は調査範囲全体に散漫に分布し、Ａ区

で３基、Ｂ区で５基、Ｃ区で８基、Ｄ区で３基、Ｆ区で

１基の計20基を検出した。円形、方形、長方形を呈し、

遺物をほとんど出土させていないが、唯一Ｃ区５号土坑

に杯・椀類が出土している。また、後述する用水路と重

複する土坑も存在する。

　以下、各調査区の主な土坑を記載することとし、土坑

一覧表（第45表）にまとめた。

Ａ区１号土坑　（第61図、第45表、PL.５）

　位置：Ａ区中央の東壁際に位置し、本土坑の西北西４

ｍにＡ区２号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,260　Ｙ軸=-83,605

　形状・規模：南北方向に長軸をもつ楕円形を呈し、長

軸1.5ｍ、短軸0.9ｍ、深さ30cmを測る。

　長軸方向：Ｎ-０°-Ｅ

　埋没土：ロームブロックを含む粘性の強い暗褐色土を

主体とすることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物：埋土中から甕の胴部片が１点出土している。

　所見：出土遺物や周辺の状況等から、古代の遺構と考

えられる。

Ｂ区１号土坑　（第61図、第45表、PL.７）

　位置：Ｂ区南端付近に位置し、周囲にはＢ区２～５号

土坑が近接する。

（座標）Ｘ軸=29,278　Ｙ軸=-83,627

　形状・規模：円形を呈し、径1.15ｍ、深さ36cmを測る。

　埋没土：ロームブロックを含む黒褐色土と黒色土を主

体とすることから、人為的堆積と考えられる。

　所見：出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺

の状況等から古代の可能性がある。

Ｃ区４・13号土坑　（第62図、第45表、PL.11）

　位置：Ｃ区北側の西壁寄りに位置し、Ｃ区４号土坑と

13号土坑が重複する。

（座標）Ｘ軸=29,410　Ｙ軸=-83,619

　重複：土層断面等の観察からも、両土坑の新旧は不明。

　形状・規模：４号土坑は東西方向に長軸をもつ長方形

を呈すると考えられ、長軸1.1ｍ以上、短軸1.15ｍ、深

さ79cmを測り、底面は13号土坑より高い位置にある。13

号土坑は南北方向に長軸をもち、上面は楕円形を呈し、

底面は長方形を呈する。長軸2.55ｍ、短軸1.85ｍ、深さ

93cmを測る。

　埋没土：上位層は両土坑共にAs-Bを含む。下位層でも

共にロームブロックを含む土を主体とすることから、人

為的堆積と考えられる。

　所見：出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺

の状況等から古代の可能性がある。

Ｃ区５号土坑　（第61図、第41表、PL.11）

　位置：Ｃ区中央の東寄りに位置し、Ｃ区２号住居と重

複するＣ区１号土坑の東側に近接する。なお、後述する

Ｃ区２ｂ・３・４号用水路と重複する。

（座標）Ｘ軸=29,388　Ｙ軸=-83,613

　重複：土層断面等の観察から、Ｃ区２ｂ・３号用水路

よりも本土坑が新しく、Ｃ区４号用水路より古い。

　形状・規模：南北方向に長軸をもち、上面は楕円形を

呈し、底面は長方形を呈する。長軸2.0ｍ、短軸0.65ｍ、

深さ14cmを測る。

　長軸方向：Ｎ-０°-Ｅ

　埋没土：黒褐色土ブロックと鈍い黄褐色土ブロックを

含む暗灰黄色土および黒褐色土を主体とすることから、
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人為的堆積と考えられる。

　遺物：南半の底面から、１～４に図示した完形の内面

黒色処理の杯１点、内面黒色処理の椀２点、須恵器の杯

１点が出土している。

　所見：出土土器から、本土坑は10世紀後半と考えられる。

Ｃ区６号土坑　（第62図、第45表、PL.11）

　位置：Ｃ区北端付近に位置し、周辺には北東にＣ区１

号住居、南側にＣ区２～４・13号土坑がある。

（座標）Ｘ軸=29,415　Ｙ軸=-83,617

　形状・規模：やや不整な円形を呈し、径2.0ｍ、深さ

72cmを測る。

　埋没土：ロームブロックや黒褐色土ブロックを含む暗

褐色土を主体とし、埋土中に礫を多く含むことから、人

為的堆積と考えられる。

　所見：出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺

の状況等から古代の可能性がある。

Ｃ区９号土坑　（第63図、第45表、PL.11）

　位置：Ｃ区中央の北寄りに位置し、Ｃ区６号住居の北

東に近接する。なお、後述するＣ区７号用水路と重複す

る。

（座標）Ｘ軸=29,403　Ｙ軸=-83,613

　重複：土層断面等の観察から、Ｃ区７号用水路よりも

本土坑が新しい。

　形状・規模：東西方向にやや長い方形を呈し、長軸1.45

ｍ、短軸1.2ｍ、深さ12cmを測る。

　長軸方向：Ｎ-95°-Ｅ

　埋没土：黒褐色土ブロックを含む暗灰黄色土と黒褐色

土を主体とすることから、人為的堆積の可能性をもつ。

　所見：出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺

の状況等から古代の可能性がある。

Ｄ区３号土坑　（第63図、第45表、PL.13）

　位置：Ｄ区西側に位置し、北側にＤ区１号住居がある。

（座標）Ｘ軸=29,435　Ｙ軸=-83,591

　形状・規模：円形を呈し、径1.05ｍ、深さ40cmを測る。

　埋没土：ロームブロックを含む黒褐色土と鈍い黄褐色

土を主体とすることから、人為的堆積と考えられる。

　所見：出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺

の状況等から古代の可能性がある。

Ｆ区１号土坑　（第63図、第45表、PL.20）

　位置：Ｆ区の南側に位置し、Ｆ区３号溝と重複する。

（座標）Ｘ軸=29,378　Ｙ軸=-83,635

　形状・規模：東西方向にやや長い方形を呈し、長軸1.48

ｍ、短軸1.16ｍ、深さ50cmを測る。

　長軸方向：Ｎ-95°-Ｅ

　埋没土：黒褐色土ブロックとロームブロックを含む暗

褐色土を主体とすることから、人為的堆積と考えられる。

　所見：出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺

の状況等から古代の可能性がある。

　４　ピット

　Ａ区２面調査時に多くのピットを検出したが、先述し

たＡ区１号掘立柱建物以外には建物を想定することはで

きなかった。ピットは径20 ～ 30cm前後、深さ10 ～ 40cm

前後を測るものがほとんどで、暗褐色土を埋土とし、特

徴的なものはなかった。

　５　溝

　検出された古代の溝は数多くあるが、用水路と考えら

れる溝もあることから、本報告では溝と用水路を分け、

ここでは溝についての記載を行う。

　各調査区における溝は、Ａ区で１条、Ｅ区で14条、Ｆ

区で５条の計２０条を数える。これらの溝については、表

46に奈良・平安時代の溝一覧としてまとめた。

　第69図のＥ区における溝の傾向として走向方向を見る

と、Ｅ区９号溝に代表されるように調査区の南西から北

東方向へ延びるグループと、Ｅ区11・18号溝のように西

から東方向へ延びる溝、さらにはＥ区17・20号溝のよう

に南から北方向へ延びる溝とがある。また、埋土に洪水

層のシルト質土で埋没している溝が多いのも特徴であ

る。

　第71・72図のＦ区においてもＥ区と同様で、Ｆ区１・

２号溝は南から北方向へ延びる溝である。

　この遺跡のＡ～Ｄ区では、古墳時代と想定されるⅨ層

以上を掘込み面とし、いずれも微高地の縁辺部を西から

東の方向に走行する14条の用水路を確認。Ａ～Ｄ区の地

形は、旧高田川と考えられるいく筋かの旧河道が西から

東へ走行することから、南北方向に微高地と低地を繰り

返す地形を呈す。このうち①Ａ区～Ｂ区南端部、②Ｂ区

北端部～Ｃ区南側、③Ｃ区北端部～Ｄ区はいずれも微高

地にあたり、それぞれの間が低地となる（図1）。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第60図
PL.31 １ 黒色土器

杯
底面
完形

口
底

9.4
5.2

高
台

3.1
5.2 細砂粒/酸化焔/黒

内外面とも黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。高台
は貼付、底部は回転ヘラナデ。体部から口縁部は斜放
射状ヘラ磨き、内面は全面ヘラ磨き。

第60図
PL.31 ２ 黒色土器

椀
底面
完形

口
底

14.8
6.4

高
台

6.1
6.5 細砂粒/酸化焔/明赤褐 内面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、

底部回転ヘラナデ。内面は全面ヘラ磨き。
第60図
PL.31 ３ 黒色土器

椀
底面

ほぼ完形
口
底

14.5
6.4

高
台

5.9
6.2 細砂粒/酸化焔/明赤褐 内面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、

底部回転ヘラナデ。内面は全面ヘラ磨き。
第60図
PL.31 ４ 須恵器

杯
底面
完形

口
底

9.0
5.1

高 2.1 細砂粒・粗砂粒/酸化
焔/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第60図　Ａ区１号掘立柱建物、Ｃ区5号土坑出土遺物

第41表　C区５号土坑出土遺物観察表
土器類
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第61図　Ａ区１～３号、Ｂ区１～ 5号、Ｃ区5号土坑

Ａ区１号土坑

Ｂ区１号土坑

Ｂ区２・３号土坑 Ｂ区４号土坑

Ｂ区５号土坑

Ａ区２号土坑 Ａ区３号土坑

C区5号土坑

Ａ区１号土坑
１　暗褐色土　ローム小ブロック、炭化物を少

量、焼土粒を微量含む。しまり良い、粘性
やや強い。

２　暗褐色土。ローム粒を少量、ロームブロッ
ク、炭化物をわずか含む。しまりやや良い、
粘性強い。

Ａ区２号土坑
１　黒褐色土　ローム粒を少量、ローム小ブロッ

クを微量含む。しまりやや弱い、粘性やや強
い。

Ａ区３号土坑
１　黒褐色土　ローム粒を少量、ローム小

ブロックを微量含む。しまりやや弱い、
粘性やや強い。

Ｂ区１号土坑
１　黒褐色土　ロームブロックを少量含む。
２　黒色土　ロームブロックを多く含む。
３　黒褐色土　ロームブロックを多量含む。
４　黒褐色土　ロームブロックを少量含む。

Ｂ区２号土坑
１　褐色土　ローム小ブロックを含む。

Ｂ区３号土坑
１　黒褐色土　ローム小ブロックを含む。

Ｂ区４号土坑
１　褐色土　ロームブロックを少量含む。

Ｂ区５号土坑
１　黒褐色土　ロームブロック含む。

Ｃ区５号土坑
１　暗灰黄色土　黒褐色土ブロックを少量含む。
２　黒褐色土　黒褐色土ブロック、鈍い黄褐色土小ブロック少量含む。
３　暗灰黄色土　鈍い黄褐色土小ブロック中量、黒褐色土小ブロック少

量含む。
４　暗褐色土　砂粒中量含む。
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第62図　Ｃ区４・13・６・７号土坑

C区4・13号土坑

C区7号土坑
C区6号土坑

Ｃ区４号土坑
１　暗灰黄色土　As-B中量、黒褐色土小ブロック少量含む。
２　暗灰黄色土　ローム小ブロック、黒褐色土小ブロック多量、As-B少

量含む。
３　暗褐色土　ロームブロック中量、黒褐色土小ブロック少量含む。
４　暗灰黄色土　ロームブロック中量、黒褐色土小ブロック少量含む。
５　暗褐色土　ロームブロック中量、黒褐色土小ブロック少量含む。粘

性強い。

Ｃ区６号土坑
１　暗褐色土　白色軽石中量、ローム小ブロック少量含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロック少量、炭化粒を微量含む。
３　暗褐色土　ロームブロック、黒褐色土小ブロック多量含む。
４　暗褐色土　ローム小ブロック、黒褐色土小ブロック少量含む。
５　暗褐色土　黒褐色土ブロック少量、ローム小ブロック微量含む。
６　暗褐色土　黒褐色土小ブロック少量含む。

Ｃ区７号土坑
１　暗灰黄色土　白色軽石中量、黒褐色土小ブロック少量含む。
２　暗灰黄色土　白色軽石、黒褐色土小ブロック少量含む。
３　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量、白色軽石微量含む。
４　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック微量含む。
５　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量含む。粘性あり。
６　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック中量含む。

Ｃ区13号土坑
１　暗灰色土　As-B多量含む。
２　暗灰色土　As-B中量、黒褐色土ブロック少量含む。
３　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量含む。
４　暗灰黄色土　白色軽石、黒褐色土小ブロック少量含む。
５　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック中量、白色軽石少量含む。
６　暗灰黄色土　黒褐色土ブロック中量、ローム小ブロック少量含む。
７　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量、ローム小ブロック微量含む。
８　暗灰黄色土　ロームブロック少量、黒褐色土小ブロック微量含む。
９　暗灰色土　砂粒を多量、ロームブロック中量、黒褐色土小ブロック少

量含む。
10　暗灰黄色土　黒褐色土ブロック中量、ローム小ブロック少量含む。
11　黒褐色土　ローム小ブロック中量含む。
12　鈍い黄褐色土　ロームブロック多量、黒褐色土小ブロック中量含む。
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第63図　Ｃ区9・10・14、Ｄ区１～ 3、Ｆ区１号土坑

C区9号土坑 C区10号土坑 C区14号土坑

D区1号土坑
D区2号土坑 D区3号土坑

F区1号土坑

Ｃ区10号土坑
１　暗灰黄色土　砂粒少量含む。
２　暗灰黄色土　砂粒、黒褐色土小ブロック少量含

む。
３　暗褐色土　鈍い黄褐色土小ブロック中量含む。
４　黒褐色土　鈍い黄褐色土小ブロック多量含む。

Ｃ区14号土坑
１　黒褐色土　白色軽石、焼土粒、炭化

粒少量含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロック中量

含む。

Ｄ区1号土坑
１　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック、炭化粒

少量含む。
２　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量、焼

土粒、炭化粒微量含む。
３　暗褐色土　ローム小ブロック少量含む。

Ｄ区２号土坑
１　黒褐色土　白色軽石中量、ローム小ブロック

少量含む。
２　黒褐色土　白色軽石、ローム小ブロック少量

含む。
３　黒褐色土　ローム小ブロック中量、白色軽石

少量含む。
４　暗褐色土　ロームブロック多量、砂粒中量、

白色軽石少量含む。

Ｄ区３号土坑
１　黒褐色土　白色軽石、ローム小ブロック

少量含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロック中量、白色

軽石、焼土粒微量含む。
３　鈍い黄褐色土　ローム小ブロック多量、

砂粒中量、黒褐色土小ブロック少量含む。
４　鈍い黄褐色土　ロームブロック多量、黒

褐色土小ブロック中量、砂粒少量含む。

Ｆ区１号土坑
１　暗褐色土　黒色土ブロックを多量、ローム

ブロックを少量含む。
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　６　用水路

　確認した用水路はいずれも、基本的に②と③の微高地

と低地の縁辺部付近に立地するが、これは微高地と低地

の縁辺部に用水路を通し、それより下側（低地部側）が水

田域となる一般的な用水路の立地を示す。幹線水路の取

水は、遺跡の西側約150ｍを北流する現高田川からと考

えられる。高田川は遺跡の西側で北側へ大きく屈曲する

が、この屈曲した攻撃面から取水した可能性が高い。但

し、高田川の河道は移動しており、確認した用水路の年

代における河道の位置は不明である。

Ｂ区１号用水路　（第65図、PL.９）

　立地・走向：Ｂ区北端部の北側から南側への傾斜変換

点付近を、等高線にほぼ沿うように西→東に走向する。

　規模・形状：上幅50cm、下幅30cm、深さ20cm。

　埋没土：洪水堆積物の二次堆積層で埋没する。

　重複：直接的な重複はないが、層位的には基本土層Ⅳ

層（浅間Ｂ混土層）下面で検出した12世紀初頭以降の水田

の下位に位置し、平面的にはその走向が擬似畦畔の東西

方向に近い。

　年代：浅間Ｂ軽石降下以前だが、伴出遺物が皆無で詳

細な年代は不明。層位的には８世紀代に想定されるⅥ層

以前と推定される。

　所見：地形の傾斜変換点付近を等高線にほぼ沿うよう

に走向することから、用水路と判断される。走向は、条

里地割の可能性が高い浅間Ｂ混土層下面水田の東西方向

の軸線に近いが、層位的にはこの水田より明らかに下位

に位置する。詳細な年代は不明だが、層位的には少なく

とも基本土層Ⅵ層以前で、層位的に推定される８世紀代

の水田に伴う用水路の可能性が高い。

Ｃ区１号用水路　（第64図、PL.12）

立地・走向：Ｃ区北端部の北側から南側への傾斜変換

点付近を、等高線にほぼ沿うように西南西→東北東に走

向する。西端部と東端部における底面の標高はほぼ同じ

だが、地形を考慮すると西南西→東北東に流下したもの

と推定される。

規模・形状：上幅90cm、下幅60cm、深さ10 ～ 20cm、

断面形状は逆台形状を呈す。

埋没土：洪水堆積物の二次堆積層で埋没する。
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第6４図　富岡清水遺跡Ａ～Ｄ区の地形概略図



年代：伴出遺物が皆無で詳細な年代は不明だが、８世

紀代と推定する基本土層Ⅶ層を掘り込み、11世紀代と推

定するⅥ層が上位に位置することから、８世紀以降で、

11世紀以前と推定される。

所見：地形の傾斜変換点付近を等高線にほぼ沿う走向

から、用水路と判断される。東北東に向かう走向は、微

高地が東北東に向かう地形に規定される。年代は８世紀

以降、11世紀以前と幅があって限定できないが、Ｂ区に

おける水田耕作土の年代幅と矛盾しない。

Ｃ区２～６号用水路　（第65図、第42表、PL.12）

概要：Ｆ区中央部からＣ区中央部にかけて、大きく２

回蛇行して西北西から東南東へ流下する。幹線水路と考

えられる中央部の２ａ・２ｂ号水路と、これらの両側に

幹線水路から分岐した３・６号水路が位置する。土層断

面などの所見から、これらは全てが同時存在したもので

はなく、大きくは２ｂ・３号水路が埋没後、２ａ・６号

水路への造り替えが行われたものと判断される。４・５

号水路は、おそらく６号水路の一部が造り替えられたも

の。

立地・走向：全体として南側から北側への緩傾斜地を、

等高線にほぼ沿って西北西→東南東の方向に蛇行して走

向する。中央部の２ａ・２ｂ号は、西端部と東端部にお

ける底面の比高がそれぞれ約10cm、平均的な勾配約0.6％

で緩やかに流下する。

規模・形状：規模が確認できたものは幹線水路と考

えられる２ａ号が上幅1.5 ～ 2.5ｍ、下幅2.0ｍ、深さ

25cm、断面形状は緩やかな逆台形状を呈す。幹線水路か

ら分岐した３号が上幅60cm、下幅30cm、深さ30cm、断面

形状は緩やかな船底状を呈す。同じく６号が上幅60cm、

下幅30cm、深さ15cm、断面形状は緩やかな逆台形状を呈

す。幹線水路の２ｂ号は、２ａ号に掘られて不明。

埋没土：いずれも洪水起源の一次堆積層で埋没し、洪

水堆積物の一部には小礫を含むものも存在する。

取水構造：最北部に位置する３号は、東西方向の中央

部で掘り込みによる段差がなくなる一方で、その南側の

基部から上流（西側）に向けてやや開く形で２ｂ号まで約

4ｍほど延びた礫の列を確認した。これは、現在の簗の

構造に似た２ｂ号からの取水構造と判断した。また、南

端部に位置する６号は、接続する２ａ号との底面の比高

が約15cmある。この接続部の西側には一帯に礫が散乱し

た状態で出土しているが、これらの礫は具体的な構造は

不明ではあるものの、６号への取水に用いられた可能性

が高い。したがって、３号は２ｂ号から、６号は２ａ号

からそれぞれ分岐していたものと判断した。

遺物：２ａ号から須恵器杯片、２ｂ号から土師器杯片

が出土した。

重複：２ｂ号→２ａ号、２ｂ･ ３号→５号土坑、５号

→４号→６号の順で新しい土層断面の所見を得た。

年代：伴出遺物から２ａ号は８世紀中葉、２ｂ号は８

世紀前半と推定される。

所見：２ａ・２ｂ号水路はその規模からみてこの遺跡

周辺の幹線水路と想定でき、その取水はおそらく遺跡の

西側約150ｍを北流する現高田川からと考えられる。土

層断面及び出土遺物の所見から、当初２ｂ・３号水路が

造られ、これらが８世紀前半と推定される洪水堆積物で

埋没後、２ａ・６号水路に造り替えられ、これらも８世

紀中葉の洪水堆積物で埋没したものと判断される。

なお、植物珪酸体分析で水田耕作土と認定できるＢ区

の基本土層Ⅵ層とⅦ層は、これらの８世紀前半と中葉の

洪水堆積物が耕土化されたものの可能性が高い。

Ｃ区７号用水路　（第66図、PL.12）

立地・走向：Ｃ区北側で北側から南側への緩傾斜変換

点付近を、等高線にほぼ沿うように西北西→東南東に走

向する。西端部と東端部における底面の比高は約10cm、

平均的な勾配約0.6％で緩やかに蛇行して東側に流下す

る。

規模・形状：上幅1.1ｍ、下幅20cm、深さ30cm、断面

形状は緩やかな船底状で、中央部は幅10cm、深さ5cmほ

どのＵ字状に窪む。

埋没土：底面上20cmは洪水の一次堆積層で埋没し、そ

の上位10cmは基本土層Ⅷ層と考えられる黒褐色土で人為

的に埋め戻す。

重複：９号土坑→７号水路の順で新しい、土層断面の

所見を得た。

年代：伴出遺物が皆無で詳細な年代は不明だが、層位

的には基本土層Ⅷ層以降で、Ⅶ層以前。Ⅷ層には３世紀

後半の浅間Ｃ軽石（As-C）を含み、Ⅶ層は８世紀代に想定

できることから、古墳時代の可能性も考えられる。

所見：洪水の一次堆積層で埋没後、残存した窪みをⅧ

層と考えられる土壌で人為的に埋め戻すが、これは次の
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三つのことを示唆する。①基本土層で確認した最下層の

洪水層はⅦ層であることから、洪水層を含まないⅧ層で

埋められていることは、この遺跡で最古の洪水層の可能

性が高い。②Ⅷ層には浅間Ｃ軽石を含み、上位のⅦ層が

８世紀代に想定されることから、７号水路とこれを直接

埋めた洪水層は古墳時代まで遡る可能性が高い。つまり、

この周辺地域の水田耕作は古墳時代まで遡り、これはⅧ

層中から700個/ｇのイネのプラント・オパールが検出さ

れていることと矛盾しない。③洪水で埋没後の残存した

窪みを埋めることは、ここを平坦化する必要があったも

のと考えられ、これは洪水の後にこの用水路部分も含め

た水田化を暗示する。

Ｄ区１号用水路　（第67図）

立地・走向：Ｄ区南側で北側から南側への傾斜変換点

付近を、等高線にほぼ沿うように西南西→東北東に走向

する。西端部と東端部における底面の比高約5cm、平均

的な勾配約0.4％で緩やかに東側に流下する。

規模・形状：上幅1.2ｍ、下幅70cm、深さ30cm、断面

形状は逆台形状を呈す。

埋没土：洪水堆積物の二次堆積層で埋没する。

重複：２号水路→１号水路の順で新しい、土層断面の

所見を得た。

年代：伴出遺物が皆無で詳細な年代は不明だが、基本

土層Ⅴ層以降と推定される。

所見：地形の傾斜変換点付近を等高線にほぼ沿う走向

から、用水路と判断。東北東に向かう走向は、微高地が

東北東に向かう地形に規定される。

Ｄ区２号用水路　（第67図）

立地・走向：Ｄ区南側で北側から南側への傾斜変換点

付近を、西南西→東北東に走向する。流路が重複する１

号水路とほぼ重なり、全体の状況は不明である。

規模・形状：上幅20cm、下幅10cm、深さ10cm、断面形

状は逆台形状を呈す。

埋没土：洪水堆積物の二次堆積層で埋没する。

重複：２号水路→１号水路の順で新しい、土層断面の

所見を得た。

年代：伴出遺物が皆無で詳細な年代は不明だが、基本

土層Ⅶ層以降と推定される。

所見：地形の傾斜変換点付近を等高線にほぼ沿う走向

から用水路と判断したが、全体の状況は不明である。

Ｄ区３号用水路　（第67図）

立地・走向：Ｄ区の北側を西南西→東北東に走向する。

西端部と東端部における底面の比高約5cm、平均的な勾

配約1.2％で緩やかに東側に流下する。

規模・形状：上幅70cm、下幅30cm、深さ30cm、断面形

状は逆台形状を呈す。

埋没土：洪水堆積物の二次堆積層で埋没する。

年代：伴出遺物が皆無で詳細な年代は不明だが、基本

土層Ⅴ層以降と推定される。

所見：北側の段丘崖付近をほぼ平行に走向することか

ら、用水路と判断される。

Ｄ区４号用水路　（第67図）

立地・走向：Ｄ区の北側を西南西→東北東に走向する。

土層断面の所見から、重複するａ・ｂの２条と判断され

る。

規模・形状：４ａ号は上幅1.5ｍ、下幅1.0ｍ、深さ

40cm、断面形状は逆台形状を呈す。４ｂは不明である。

埋没土：洪水堆積物の二次堆積層で埋没する。

重複：４ｂ号水路→４ａ号水路の順で新しい、土層断

面の所見を得た。

年代：伴出遺物が皆無で詳細な年代は不明だが、４ａ

は基本土層Ⅵ層以降、４ｂは基本土層Ⅶ層以降と推定さ

れる。

所見：北側の段丘崖付近をほぼそれに沿って平行に走

向することから、用水路と判断される。

Ｆ区３号溝　（第72図、第44表、PL.20）

立地・走向：Ｆ区南側で等高線に直行するように南→

北に走向する。

規模・形状：上幅1.52cm、下幅50cm、深さ44cm。

埋没土：洪水堆積物の二次堆積層で埋没するが、底面

および中間に流水に伴う砂礫層を確認した。

遺物：図示した土師器の杯、須恵器の杯・椀・長頸壺

の口縁部が１点ずつ出土した。

重複：直接的な重複はないが、北側のＦ区４・５号溝

に取り付く可能性が高い。また、Ｆ区１号土坑と重複す

るが、本溝の方が古い。

年代：出土土器から８世紀後半である。

所見：Ｆ区４・５号溝に取り付く可能性があることと、

底面および中間に流水に伴う砂礫層を確認できたことか

ら、複数時期にわたる用水路と判断される。
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第
65
図
　
Ｂ
区
１
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、
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号
用
水
路
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用
水
路
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第66図　Ｃ区２～６用水路、出土遺物

1
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第66図
PL.- １ 須恵器

杯
埋土

底部～体部片
底 9.0 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ削り。

第 42 表　C区２号用水路出土遺物観察表
土器類

Ｃ区２～６号用水路　Ａ－Ａ′
Ⅰ　黒褐色土　As-A含む。（現畑耕作土）
Ⅳ　黒褐色土　As-Bを多量に含む。
Ⅵ　黒褐色土　白色軽石を微量含む。粘性強い。
１　暗褐色土　As-B中量、黒褐色土小ブロック少量含む。（人為的埋没）
２　暗褐色土　黒褐色土ブロック中量、As-B、白色軽石少量含む。（人為

的埋没）
３　暗褐色土　白色軽石少量含む。（土坑）
４　暗灰黄色土　白色軽石、黒褐色土小ブロック少量含む。（２a号用水路）
５　暗灰黄色土　砂粒中量、細礫少量含む。（２a号用水路）
６　暗褐色土　細礫多量、砂粒中量含む。（２a号用水路）
７　暗褐色土　砂粒多量含む。（２a号用水路）
８　暗灰黄色土　鈍い黄褐色土小ブロック中量含む。（６号用水路）
９　暗灰黄色土　砂粒多量、黒褐色土小ブロック少量含む。（４号用水路）
10　黒褐色土　暗灰黄色土小ブロック少量含む。（５号用水路）
11　暗灰黄色土　砂粒中量含む。（２号用水路）
12　暗灰黄色土　砂粒中量、細礫少量含む。（２号用水路）
13　暗褐色土　細礫中量、ローム小ブロック少量含む。（２a号用水路以前

の用水路、洪水二次堆積）

Ｃ区２～６号溝　Ｂ－Ｂ′
１　暗褐色土　白色軽石、ローム粒中量含む。
２　暗灰色土　As-B中量含む。
３　暗灰黄色土　砂粒多量、黄褐色粒少量含む。（２a号用水路、洪水一次

堆積）
４　暗灰黄色土　砂粒中量、白色軽石、黒褐色土小ブロック少量含む。（２

a号用水路、洪水一次堆積）
５　暗灰黄色土　砂粒多量、細礫中量含む。（２a号用水路、洪水一次堆積）
６　暗灰黄色土　砂粒中量含み、黒褐色土大ブロックが混入。粘性あり。 

（２ａ号用水路、洪水一次堆積）
７　鈍い黄褐色土　白色軽石、砂粒少量含む。（２a号用水路、洪水一次堆

積）
８　暗灰色土　礫多量、砂粒少量含む。（２a号用水路、洪水一次堆積）
９　暗灰黄色土　砂粒多量、黒褐色土小ブロック少量含む。（２a号用水路、

洪水一次堆積）
10　暗灰黄色土　鈍い黄褐色土小ブロック中量含む。（６号用水路、洪水

一次堆積）
11　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量含む。（４号用水路、洪水一次

堆積）
12　鈍い黄褐色土　砂粒中量、黒褐色土小ブロック少量含む。（５号用水

路、洪水一次堆積）
13　鈍い黄褐色土　砂粒、細礫少量含む。（２b号用水路、洪水一次堆積）
14　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量含む。粘性あり。（２b号用水路、

洪水一次堆積）
15　暗灰色土　砂粒少量含む。（２b号用水路、洪水一次堆積）
16　暗灰黄色土　砂粒多量含む。（３号用水路、洪水一次堆積）
17　暗灰黄色土　砂粒中量、粘質土をブロック状に含む。（３号用水路、

洪水一次堆積）
Ｃ区２～６号溝　Ｃ－Ｃ′
１　暗褐色土　黒褐色土小ブロック、褐色粒中量含む。
２　暗灰黄色土　細礫少量含む。粘性あり。（２a号用水路）
３　暗灰黄色土　砂粒、黒褐色土ブロック少量含む。（２a号用水路）
４　暗灰黄色土　砂粒、焼土粒少量含む。粘性あり。（２a号用水路）
５　暗灰黄色土　砂粒中量、黒褐色土小ブロック少量含む。（２a号用水路）
６　暗褐色土　砂粒、細礫多量含む。（２a号用水路）
７　暗灰色砂質土　砂粒多量含む。（２a号用水路）
８　暗褐色土　小礫多量、砂粒中量含む。（２a号用水路）

９　暗灰黄色土　鈍い黄褐色土小ブロック中量含む。（６号用水路）
10　暗灰黄色土　砂粒、黒褐色土小ブロック少量含む。（２b号用水路）
11　暗灰黄色土　砂粒、黒褐色土小ブロック中量含む。（２b号用水路）
12　暗灰黄色土　砂粒多量含む。（２b号用水路）
13　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量含む。（２b号用水路）
14　暗褐色土　黒褐色土小ブロック中量含む。（２b号用水路）

Ｃ区２～６号溝　Ｄ－Ｄ′
１　暗褐色土　白色軽石少量含む。（２a号用水路）
２　暗灰黄色土　やや粒の大きい砂粒中量、白色軽石少量含む。（２a号

用水路）
３　暗灰黄色土　白色軽石、黒褐色土小ブロック少量含む。（２a号用水

路）
４　鈍い黄褐色土　砂粒多量、黒褐色土小ブロック少量含む。鉄分が沈

着。（２a号用水路）
５　鈍い黄褐色土　砂粒多量含む。（２a号用水路）
６　鈍い黄褐色土　砂粒多量、黒褐色土小ブロック少量含む。（２a号用

水路）
７　暗褐色土　砂粒、細礫多量含む。（２a号用水路）
８　暗灰黄色土　砂粒中量、細礫少量含む。（２a号用水路）
９　暗褐色土　黒褐色土小ブロック中量含む。（２a号用水路）
10　暗灰黄色土　砂粒中量含む。（２a号用水路）
11　鈍い黄褐色土　砂粒多量、黒褐色土小ブロック少量含む。（２b号用

水路）
12　鈍い黄褐色土　砂粒中量、細礫少量含む。（２b号用水路）
13　暗灰黄色土　砂粒中量、黒褐色土小ブロック少量含む。（２b号用水

路）
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第6７図　Ｃ区７号用水路

Ｃ区７号用水路　Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′
Ⅰ　黒褐色土　As-A含む。（現畑耕作土）
Ⅵ　黒褐色土　白色軽石を微量含む。粘性強い。
Ⅶ　暗灰黄色土　白色軽石を微量含む。粘性強い。
Ⅷ　暗灰色土　白色軽石、黄褐色軽石を微量含む。粘性強い。
１　暗灰色土　Ａｓ-Ｂ中量含む。
２　黒褐色土　暗灰黄色土小ブロック中量含む。（人為的埋没）
３　暗灰黄色土　黒褐色土ブロック中量含む。下位には粗粒洪水砂が留

まる。（洪水一次堆積）

Ｃ区７号用水路（Ｃ区９号土坑）Ｃ－Ｃ′
１　暗灰黄色土　白色軽石、黒褐色土小ブロック少量含む。（Ｃ区９号

土坑）
２　暗灰黄色土　白色軽石、黒褐色土小ブロック中量含む。（Ｃ区９号

土坑）
３　暗褐色土　黒褐色土小ブロック中量、白色軽石少量含む。（Ｃ区９

号土坑）
４　暗灰黄色土　黒褐色土小ブロック少量、白色軽石少量含む。（Ｃ区

９号土坑）
５　黒褐色土　鈍い黄褐色砂質土ブロック中量含む。（７号用水路、人

為的埋没）
６　鈍い黄褐色土　砂粒少量含む。（７号用水路、洪水一次堆積）
７　鈍い黄褐色土　黒褐色土ブロック多量含む。（７号用水路、洪水一

次堆積）
８　暗灰黄色土　砂粒多量、黒褐色土ブロック中量含む。（７号用水路、

洪水一次堆積）
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第6８図　Ｄ区１・２・３・4a・4b号用水路

Ｄ区１・２号用水路　Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′
１　暗灰黄色土　砂粒中量含む。（１号用水路）
２　暗灰黄色土　砂粒中量、炭化粒少量含む。（２号用水路）
３　暗灰黄色土　砂粒中量、白色軽石少量含む。（２号用水路）
４　暗灰黄色土　砂粒多量、白色軽石微量含む。（２号用水路）
５　暗灰黄色土　砂粒中量、黒褐色土小ブロック少量含む。（２号用水路）
６　暗褐色土　黒褐色土小ブロック中量、砂粒少量含む。（２号用水路）

Ｄ区３・４a・４b号用水路　Ａ－Ａ′
１　黒褐色土　As-A、As-B中量含む。
２　暗灰黄色土　砂粒中量含む。（３号用水路）
３　暗灰黄色土　砂粒中量含む。鉄分が沈着。（３号用水路）
４　鈍い黄褐色土　ローム小ブロック、黒褐色土小ブロック中量、砂粒

少量含む。（３号用水路）
５　灰色土　砂粒多量含む。鉄分が沈着。（４a号用水路）
６　暗灰黄色土　砂粒中量、白色軽石少量含む。鉄分が沈着。（４a号用

水路）
７　暗褐色土　ローム小ブロック、黒褐色土小ブロック中量含む。（４a

号用水路）
８　暗灰黄色土　砂粒、ローム小ブロック、黒褐色土小ブロック少量含

む。（４a号用水路）
９　暗灰黄色土　砂粒中量含む。（４a号用水路）
10　暗灰黄色土　白色軽石中量、砂粒少量含む。鉄分が沈着。（４b号用

水路）
11　暗灰黄色土　白色軽石、砂粒少量含む。（４b号用水路） 
12　暗褐色土　白色軽石、黒褐色土小ブロック少量含む。（４b号用水路）
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第6９図　Ｅ区１～ 20号溝、1～ 11号溝断面図
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挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第70図
PL.- ２ 鉄製品

不明
埋土
破片 - - - - 最大幅10.0㎜、厚さ1.5㎜で湾曲するが、両端を欠損。全

体形状は不明。

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第70図
PL.- １ 須恵器

椀
埋土
1/4

口
底

14.9
8.4 細砂粒/還元焔/灰白 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付が剥落、底部は

回転糸切り。

第70図　Ｅ区12 ～ 20号溝断面図、１～ 3号河道、10号溝出土遺物

第43表　E区10号溝出土遺物観察表
土器類

金属製品

1

2（1/2）
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Ｅ区１号溝Ａ、Ｂ、Ｃ
１　灰黄褐色土　As-A混土。黄褐色粘質土を混入する。
２　褐色土　As-A混土。褐色土粘土塊を僅かに含む。
３　褐色土　As-A混土。２層より軽石が少なく粘質土を多く含む。
４　灰白色土　As-A混土1層と類似するが１層より軽石少量。
５　褐色土　粘質土塊を多量に含み、締り強い。
６　褐色土　As-A混土。

Ｅ区２号溝
１　暗褐色土　灰白色土塊を少量含む。粘質土。
２　灰白色土　As-A軽石を僅かに含む。粘質土。

Ｅ区３号溝
１　暗褐色土　As-B混土。黄褐色粘質土塊を少量含む。
２　暗褐色土　１層より黄褐色粘質土塊を少量含む。

Ｅ区４・６号溝
１　鈍い黄褐色土　As-A軽石を僅かに含む。やや粘質。（６号溝）
２　鈍い黄褐色土　洪水層シルト主体。（６号溝）
３　褐灰色土　褐灰色洪水層シルト主体。褐色土塊を混入。（４号溝）

Ｅ区５号溝　
１　暗褐色土　黄橙粒を全体に含む。やや粘質。
２　暗褐色土　褐灰色シルト塊、黄橙粒を少量含む。やや粘質。
３　暗褐色土　黄褐色土塊を含む。

Ｅ区７号溝 
１　暗褐色土　洪水層シルト主体。細粒白色軽石、褐灰色シルト塊、黄橙

粒を少量含む。やや粘質。

Ｅ区８号溝
１　にぶい黄褐色土　洪水層シルト主体。黄橙粒を少量含む。

Ｅ区９号溝
１　褐灰色土　褐灰色洪水層シルト主体。褐色土塊を混入。

Ｅ区10号溝
１　にぶい黄褐色土　As-A軽石を僅かに含む。
２　褐灰色土　黄褐色土塊を少量含む。 粘質土。

Ｅ区11号溝
１　にぶい黄橙色土　細粒白色軽石、褐灰色土塊を少量含む。
２　明黄褐色土　褐灰色土塊を少量含む。
３　褐灰色土　褐灰色シルト主体。褐色土塊、細粒白色軽石、褐灰色土塊

を少量含む。
４　灰黄褐色土　細粒白色軽石、黄橙色粒、ローム塊を全体に混入す

Ｅ区12号溝
１　褐灰色土　褐灰色洪水層シルト主体。淡い斑状の鉄分あり。（12号溝）
１′褐灰色土　１層より斑鉄を多く含む。洪水層シルト。（12号溝）
２　褐灰色土　黒味が強い粘質土塊を多く含む。（河道）

Ｅ区13号溝
１　鈍い黄橙色土　細粒白色軽石、褐色土塊を含む。やや粘質。

Ｅ区14号溝
１　褐灰色土　褐灰色洪水層シルト主体。
２　黄褐色土　黄褐色塊を含む。細粒白色軽石を少量含む。洪水層。

Ｅ区15号溝
１　黄褐色土　シルト主体。黒褐色土塊を含む。締り強い。

Ｅ区16号溝
１　褐灰色土　褐灰色洪水層シルト主体。
２　黒褐色土　細粒白色軽石を少量含む。粘質土。
Ｅ区17号溝
１　鈍い黄橙色土　細粒白色軽石、褐色土塊を含む。
２　鈍い黄褐色土　細粒白色軽石、褐灰色土塊を全体に含む。
３　鈍い黄褐色土　褐灰色土塊を少量含む。

Ｅ区18号溝
１　鈍い黄褐色土　細粒白色軽石を含む。締りあり。
２　鈍い黄褐色土　細粒白色軽石、黄褐色土塊を含む。締りあり。

Ｅ区19号溝
１　鈍い黄褐色土　不明瞭なローム状土主体。平安の洪水層に似たシル

ト質土との混土。締り強い。
２　暗褐色土　細粒白色軽石を霜降り状に含む。ローム粒を少量含む。

締り強い。

Ｅ区20号溝
１　鈍い黄褐色　土洪水層シルト質土主体。ローム塊との混土。締り強

い。
２　暗褐色土　細粒白色軽石を含む。ローム粒を少量含む。締り強い。
３　黄褐色土　黄褐色塊を多量に含む。

Ｅ区１号、２号河道
１　黄褐色土　やや大粒の白色軽石を含む。黄橙色土塊を含む。
２　黄褐色土　１層に類似するが、軽石の混入は見られない。締まりあ

り。
３　暗褐色土　褐色土塊を全体に含む。白色軽石を少量含む。
４　褐色土　褐色土塊、白色軽石を少量含む。
５　黄褐色土　白色軽石を全体に含む。締まり強い。
６　鈍い黄褐色土　灰色シルト塊を全体に含む。やや粘質性を伴う。
７　鈍い黄褐色土　６層と類似する。褐色土塊を含む。
８　暗褐色土　黄橙色土塊を含む。灰白色シルト塊を全体に少量含む。
９　褐灰色土　褐灰色土シルト塊を全体に含む。黄褐色土塊を少量含む。
10　黄褐色土　褐灰色土シルト塊、黄橙色土塊を少量含む。締まり弱い。

Ｅ区３号河道
１　黄褐色土　褐灰色粘質土塊を少量含む。洪水層。やや粘質。
２　暗褐色土　砂質土主体。細粒黄橙色土粒を全体に含む。
３　暗褐色土　混入物ない。粘質土で締まり強い。
４　黄褐色土　３層塊を少量含む。締まりあり。
５　黄褐色土　３層塊、褐灰色土塊を少量含む。洪水層。
６　黄橙色土　褐灰色土塊を少量含む。洪水層。
７　暗褐色土　ローム塊、黄橙色粒を少量含む。粘質土。
８　黒褐色土　３層と類似する。ローム塊を少量含む。粘質土。
９　黄褐色土　地山ローム崩れ主体。
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第71図　Ｆ区１・２・４・５溝

Ｆ区１・２号溝

Ｆ区４・５号溝

Ｆ区１・２号溝　Ａ－Ａ′	
Ⅰ　砕石
Ⅱ　暗茶色土　白色粒・黄色粒を微量含む。
Ⅲ　明灰色土　白色粒を少量、灰色土ブロックを多量含む。
Ⅳ　暗灰黄色土　白色粒を少量、砂を上部に多く含む。（Ｂ・Ｃ区第７層と

対応）
Ⅴ　暗灰色土　白色軽石を少量、黄色軽石を微量含む。 （Ｂ・Ｃ区第８層と

対応）
Ⅵ　黒褐色土　白色軽石を少量、橙色軽石を下部に微量含む。（Ｂ・Ｃ区第

10層と対応）
Ⅶ　茶褐色土　白色粒を少量含む。（Ｂ・Ｃ区第14層と対応）
１　暗灰黄色土　白色粒を少量含む。第Ⅳ層が混入。（１号溝）
２　明灰色土　灰色土ブロックを多量含む。第Ⅲ層が混入。（２号溝）

Ｆ区４・５号溝　Ｂ－Ｂ′ Ｃ－Ｃ′
Ⅰ　砕石
Ⅱ　暗褐色土　As-Aを多量含む。
Ⅲ　鈍黄褐色土　白色軽石を少量含む。（Ｂ・Ｃ区第６b層と対応）
Ⅳ　暗灰黄色土　白色粒を量含む。（Ｂ・Ｃ区第７層と対応）
Ⅴ　黒褐色土　白色粒を少量、橙色軽石を微量含む。（Ｂ・Ｃ区第10層と

対応）
Ⅵ　茶褐色土　白色軽石を少量、黄色軽石を微量含む。（Ｂ・Ｃ区第11層

と対応）
Ⅶ　暗茶色土　白色軽石を少量含む。（Ｂ・Ｃ区第12層と対応）
Ⅷ　鈍い黄褐色土　As-YPを少量、砂を多量含む。 （Ｂ・Ｃ区第13-a層と

対応）
１　暗褐色土　白色粒を少量含む。
２　暗褐色土　灰色土ブロックを少量含む。
３　暗灰色土　混入物なし。
４　灰色土　砂を多量、黄色粒を微量含み、鉄分が沈着。
５　暗灰色土　細砂を少量、白色粒を微量含む。
６　灰色土　鉄分が沈着。
７　暗灰色土　白色粒を少量含み、鉄分が沈着。
11　明灰色土　細砂を少量含み、鉄分が沈着。
12　灰色土　白色粒を少量含み、鉄分が沈着。
13　灰色砂土　砂を多量含む。　
15　灰色砂礫土　砂・礫を多量含む。
16　暗灰色土　砂を少量、ロームブロック・炭化物を微量含む。
17　暗灰色土　細砂を少量含む。
19　明灰黄色土　細砂をラミナ状に含む。
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計測値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

第72図
PL.- １ 土師器

杯
埋土

底部1/2欠損
口
底

11.5
9.0 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第72図
PL.- ２ 須恵器

杯
埋土
完形

口
底

12.3
7.0

高 4.1 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第72図
PL.- ３ 須恵器

椀
埋土

底部～体部片
底
台

9.0
9.2

細砂粒・粗砂粒・長石
/還元焔/灰

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘ
ラ起し。

第72図
PL.- ４ 須恵器

長頸壷
埋土

口縁部片
口 11.5 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。

第7２図　Ｆ区３号溝、出土遺物

第44表　F区３号溝出土遺物観察表
土器類

Ｆ区３号溝　Ａ－Ａ′ Ｂ－Ｂ′′ 
Ⅰ　黒褐色土　白色粒を少量、橙色軽石を微量含む。（Ｂ・Ｃ区第10層と対応）
Ⅱ　黄褐色土　白色粒を少量、As-YPを微量含む。 （Ｂ・Ｃ区第13-a層と対応）
Ⅲ　黒褐色土　白色粒を少量、橙色軽石を微量含む。（Ｂ・Ｃ区第10層と対応）
Ⅳ　鈍い黄褐色土　白色軽石を少量、砂を多量含む。（Ｂ・Ｃ区第13-a層と対応）
Ⅴ　暗灰黄色土　As-YPを少量含む。（Ｂ・Ｃ区第13-b層に相当し、As-YPを含

む洪水層か？）
１　暗色土　白色軽石を少量、橙色粒を微量含む。
２　暗褐色土　黒色土ブロック・白色粒を少量含む。
３　灰褐色土　灰色土ブロックを微量、細砂を多量含む。洪水層か？
４　暗灰色砂礫土　砂を多量、礫を少量含む。流水の痕跡。
５　明灰色土　細砂を少量含む。
６　灰褐色土　細砂を多量含む。洪水層か？
７　暗灰色砂礫土　黒色土ブロックを下部に少量、礫を少量。砂を多量含む。

流水の痕跡。
８　灰褐色土　細砂を多量、灰色土ブロックを少量含む。洪水層か？
９　暗灰色砂礫土　砂・礫を多量含む。流水の痕跡。
10　黒色土　黒色土ブロックを多量、灰色土ブロックを少量含む。
11　暗灰色砂土　砂を多量含む。流水の痕跡。
12　黒色土　ロームブ粒を少量、ロームブロックを微量含む。

1 2

3
4



第３章　富岡清水遺跡の調査

106

調査
区

番号
位置

平面形状
規模（m）

長軸方位 重複関係 時期/備考
Ｘ座標 Ｙ座標 長軸（径） 短軸 深さ

Ａ １ X=29,260 Y=－83,605 長方形 1.48 0.92 0.38 Ｎ－２°－Ｗ
Ａ ２ X=29,258 Y=－83,609 方形 0.9 0.85 0.10 Ｎ－８°－Ｗ
Ａ ３ X=29,240 Y=－83,616 円形 0.75 － 0.08 Ｎ－
Ｂ １ X=29,278 Y=－83,627 円形 1.1 － 0.34 Ｎ－
Ｂ ２ X=29,278 Y=－83,629 円形 0.88 － 0.15 Ｎ－
Ｂ ３ X=29,278 Y=－83,628 － 0.7 （0.6） 0.10 Ｎ
Ｂ ４ X=29,279 Y=－83,626 円形 0.98 － 0.10 Ｎ－ ３号土坑
Ｂ ５ X=29,279 Y=－83,625 円形 0.97 － 0.10 Ｎ
Ｃ ４ X=29,411 Y=－83,620 － 1.12 － 0.48 Ｎ－６°－Ｅ
Ｃ ５ X=29,279 Y=－83,624 長方形 0.20 0.75 0.18 Ｎ－２°－Ｗ
Ｃ ６ X=29,415 Y=－83,618 円形 2.00 1.80 0.74 Ｎ－
Ｃ ７ X=29,398 Y=－83,612 方形 1.24 1.10 0.30 Ｎ－88°－Ｗ
Ｃ ９ X=29,403 Y=－83,613 方形 1.45 1.20 0.12 Ｎ－85°－Ｗ ７号用水路
Ｃ 10 X=29,397 Y=－83,613 方形 1.25 － 0.18 Ｎ－
Ｃ 13 X=29,412 Y=－83,619 円形 2.50 － 0.92 Ｎ－ ４号土坑
Ｃ 14 X=29,383 Y=－83,620 円形 0.85 － 0.25 Ｎ－
Ｄ １ X=29,430 Y=－83,586 円形 0.84 － 0.35 Ｎ－
Ｄ ２ X=29,452 Y=－83,585 － 0.85 － 0.42 Ｎ
Ｄ ３ X=29,435 Y=－83,591 円形 1.10 － 0.38 Ｎ－
Ｆ １ X=29,378 Y=－83,635 長方形 1.45 1.10 0.50 Ｎ－３°－Ｅ ３号溝

調査
区

番号
位置 規模（m）

走向方向 重複遺構/交差溝 所属時期/備考
Ｘ座標 Ｙ座標 長さ 上面幅 底面幅 深さ

Ｅ区 ５ X=
29,439 ～

Y=－
83,616 ～

28.42 0.4 0.22 0.06 南西→北東
29,446 83,623

Ｅ区 ７ X=
29,451 ～

Y=－
83,418 ～

11.82 0.45 0.5 0.07 北→南 ８号溝
29,461 83,611

Ｅ区 ８ X= 29,459 Y=－
83,611 ～

5.8 0.55 0.24 0.1 西→東 ７号溝
83,616

Ｅ区 ９ X=
29,446 ～

Y=－
83,612 ～

26.4 0.56 0.15 0.08 南→北
29,471 83,627

Ｅ区 11 X=
29,423 ～

Y=－
83,622 ～

15.83 1.09 0.53 0.68 東→西 11号住居、17号溝
29,426 83,637

Ｅ区 12 X=
29,424 ～

Y=－
83,630 ～

21.24 0.64 0.22 0.43 南→北 10号溝
29,431 83,632

Ｅ区 13 X=
29,431 ～

Y=－
83,635 ～

3.32 0.47 0.30 0.12 北東→南西 14号溝
29,432 83,637

Ｅ区 14 X= 29,430 Y=－
83,632 ～

6.0 （0.45） 0.23 0.14 西→東 13号溝
83,637

Ｅ区 15 X= 29,459 Y=－
83,630 ～

2.86 0.42 0.13 0.07 東→西 ３号畠
83,632

Ｅ区 16 X=
29,432 ～

Y=－
83,633 ～

5.25 （0.85） 0.33 0.18 南西→東北
29,435 83,637

Ｅ区 17 X=
29,424 ～

Y=－
83,631 ～

9.85 0.46 0.18 0.3 北→南 18号溝
29,427 83,633

Ｅ区 18 X=
29,421 ～

Y=－
83,627 ～

10.0 0.38 0.23 0.11 東→西 17号溝
29,422 83,636

Ｅ区 19 X=
29,442 ～

Y=－
83,628 ～

2.63 0.4 0.2 0.17 北西→南西
29,443 83,630

Ｅ区 20 X=
29,439 ～

Y=－
83,629 ～

3.55 0.39 0.3 0.06 南→北
29,442 83,630

Ｆ区 １ X=
29,373 ～

Y=－
83,632 ～

15.0 0.51 0.38 0.22 南→北 ５号溝
29,405 83,633

Ｆ区 ２ X=
29,374 ～

Y=－
83,633 ～

12.5 0.31 0.18 0.08 南→北 ５号溝
29,405 83,635

Ｆ区 ３ X=
29,370 ～

Y=－
83,633 ～

15.0 1.29 0.53 0.45 南→北 １号土坑
29,385 83,635

Ｆ区 ４ X=
29,389 ～

Y=－
83,632 ～

4.3 1.19 1.0 0.21 北西→南西 ５号溝
29,392 83,635

Ｆ区 ５ X=
29,389 ～

Y=－
83,632 ～

4.5 2.60 1.85 0.48 南東→北西 ４号溝
29,395 83,635

第45表　奈良・平安時代土坑一覧表
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Ｆ区４・５号溝　（第71図、PL.20）

立地・走向：Ｆ区北側の南端で北西から南東へ走向し、

Ｃ区中央部に検出された大きく蛇行するＣ区２ａ・２ｂ

号用水路の延長部である（先述したＣ・Ｆ区２～６号用

水路を参照）。

　７　水田・畠

１．水田

　古代の水田は、Ｂ区２面調査時に検出されたのが唯一

である。

Ｂ区水田　（第73図、PL.９）

検出：基本土層Ⅳ層下面で、南北約57ｍ、東西約23ｍ、

面積約1,300㎡の範囲に検出した。基本土層Ⅳ層は多量

の浅間Ｂ軽石（As-B）を含むいわゆる浅間Ｂ混土層で、浅

間Ｂ軽石の一次堆積層ではないことから、火山灰に直接

被覆された旧地表面としての水田ではなく、浅間Ｂ軽石

を鋤き込んだⅣ層を耕作土とし、下層のⅥ層に畦畔の痕

跡を刻んだ、浅間Ｂ軽石降下以降の擬似畦畔と判断した。

地形：基底面での標高は、南北方向の最高部である南

端部が158.55ｍ、最低部の北端部が158.35ｍで、比高

20cm。また、東西方向の最高部である西端部が158.30ｍ、

最低部の東端部が158.22ｍで、比高約８cm。したがって、

平均的な勾配約0.4％で南から北へ、また西から東へ緩

やかに傾斜するほぼ平坦面上に立地していた。

畦の走行と区画：調査範囲が狭いために区画の詳細は

不明だが、原地形の傾斜に沿って南北方向に規則的な間

隔の畦を配置し、これを傾斜に応じた直交する畦で区切

り、東西方向に長軸をもつ区画を構成する。南北軸の方

向はＮ- １～３°―Ｅでほぼ現在の真北に近く、東西軸は

これにほぼ直交する。区画の範囲が確認できたのは、推

定も含めて８区画（表47参照）。南北方向の畦の芯々間隔

は平均で約12.0ｍ、東西方向の畦の間隔は4.1ｍ～ 7.8

ｍ、平均5.4ｍ、定型化した区画の面積は48.4㎡～ 91.3

㎡、平均63.9㎡である。

耕作土：多量の浅間Ｂ軽石を含む黒褐色土（Ⅳ層）で、

層厚約10cm。7,000個/gのイネのプラント・オパールを

検出した植物珪酸体分析の結果は、この層が水田耕作土

であることを明確に示す（｢自然科学分析｣ 131頁参照）。

水田基底面：全体にほぼ平坦で、一部に耕作痕と考え

られる不規則な掘削痕を検出したが、規則的な連続耕作

痕は不明瞭であった。

畦の状況：平均的な畦の規模は上幅30cm、下幅50cm、

高さ０～５cm。特に太畦に相当するような畦は見当たら

ず、いずれも近似した規模をもつ。調査区域の北端部は

東西方向の畦がなく、南北方向の畦は微高地から直接延

びる。これは、この地点が水田範囲の北端部であるか、

あるいは水田面がこの地点から棚田状の段差をもつかの

いずれかであるが、北側に接続するＣ区においては基本

土層Ⅳ層が存在せず、畦畔が確認できないことから水田

の有無は不明である。これは調査区域の南端部も同様。

水口：調査区域の南側において、数か所に確認した。

いずれも幅10 ～ 15cmだが、水流によって深く掘り込ま

れた部分はなく、配水方向は不明瞭である。

用水路：確認できないが、地形的に遺跡の南方から取

水した可能性が高い。

取・配水構造：用水路が確認できないために取水構造

は不明である。配水構造は、地形の傾斜を考慮すると基

本的には南→北、西→東の方向に配水したものと考えら

れる。

重複：北北西から南南東の方向に１号溝が擬似畦畔を

掘り込んで走向する他、東西方向の畦に平行する溝が擬

似畦畔を掘り込む。また、調査区域南東部の連続耕作痕

も擬似畦畔を掘り込む後世のものである。

年代：浅間Ｂ軽石が降下した天仁元年（1108）以降の比

較的近接した時期と考えられるが、詳細な年代は不明で

ある。

所見：富岡清水遺跡において、浅間Ｂ軽石降下以降の

擬似畦畔として確認した唯一の地区である。南北方向の

畦の軸線がＮ―１～３°―Ｅで真北に近いことから、条里

地割の可能性が高いものと考えられるが、一町（109ｍ）

を単位とする坪境の畦に相当するような太畦は確認でき

なかった。
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番号 短軸（南北）ｍ 長軸（東西）ｍ 面積（㎡） 備考

１ 5.0（推） 11.2（推） 56.0（推）北辺不明瞭

２ 7.8 11.7 91.3

３ 7.1 12.0（推） 85.2（推）西辺不明瞭

４ 4.7 12.7 59.7

５ 4.3 12.2 52.5

６ 4.1 11.8 48.4 区画不整形

７ 4.7 11.5（推） 54.1（推）

８ 4.5 5.8 25.6 区画不整形

第4７表　水田区画面積一覧表



この擬似畦畔を検出した基本土層Ⅳ層下位のⅤ層は、

浅間Ｂ軽石が遺存していればおそらくその直下層に相当

する層位であるが、珪酸体分析の結果9,000個/gのイネ

のプラント・オパールを検出した水田耕作土である（｢自

然科学分析｣ 130頁参照）。したがって、基本土層Ⅳ層下

面で検出したこの擬似畦畔はⅤ層水田に継続し、その区

画を踏襲した可能性が高いものと考えられる。

　なお、遺構として畦畔を確認できたのはこのⅣ層下面

のみだが、下位のⅤ層、Ⅵ層、Ⅶ層は水田耕作土の可能

性が高く、この範囲は少なくとも古代からの継続的な水

田耕作域と考えられる（｢富岡清水遺跡周辺の古代水田と

用水系統について｣ 189頁参照）。

２．畠

　古代の畠は、Ｅ区に畝方向の異なる２区画が検出され

ただけである。

Ｅ区１号畠　（第74図、PL.19）

　検出：Ｅ区の北側で浅間Ｂ軽石（As-B）の一次堆積層下

に、南北約８ｍ、東西約23ｍ、面積約180㎡の範囲に検

出。火山灰に直接被覆された旧地表面としての畠と判断

した。

　地形：Ｅ区中央以南の住居を検出した台地部より一段

低い位置にあり、その比高差は1.8ｍある。南から北へ

緩やかに傾斜するほぼ平坦面上に立地する。

畝の走行と区画：調査範囲が狭いために区画の詳細は不

明だが、地形の段差を起点に、傾斜に直行して、北北西

方向にほぼ等間隔な畝・畝間をもつ。南北軸の方向は

Ｎ-23°-Ｗ。畝間の芯々間隔は概ね70 ～ 80cm。

　重複：畝方向の異なる区画のＥ区２号畠が西隣に接す

る。また、南側の段差下に本畠の南端と接するようにＥ

区３号溝が走向するが、３号溝はAs-B混土を埋土として

いることから、本畠より新しい溝である。

　年代：As-Bの一次堆積層下での検出であることから、

軽石が降下した天仁元年（1108）と考えられる。

Ｅ区２号畠　（第74図、PL.19）

　検出：Ｅ区１号畠の西隣に、浅間Ｂ軽石（As-B）の一次

堆積層下から検出したが、その面積は僅かである。やは

り、火山灰に直接被覆された旧地表面としての畠と判断

した。

　地形：住居を検出した台地部より一段低い位置にあり、

南から北へ緩やかに傾斜するほぼ平坦面上に立地する。

畝の走行と区画：調査範囲が狭いために区画の詳細は不

明だが、地形の段差を起点に、傾斜に直行して、１号畠

の畝方向とは異なる北西方向にほぼ等間隔な畝・畝間を

もつ。南北軸の方向はＮ-45°-Ｗ。畝間の芯々間隔は１

号畠とほぼ同様。

　年代：１号畠と同一面で、共にAs-Bの一次堆積層下で

の検出であることから、軽石が降下した天仁元年（1108）

に共存した一連の畠と考えられる。
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第7３図　Ｂ区１号溝

Ｂ区１号溝
Ⅰ　表土　As-A含む黒褐色土。
Ⅱ　褐色土　多量のAs-A含む。
Ⅳ　黒褐色土　多量のAs-B含む。
Ⅵ　暗黒褐色土　As-B含まない。
１　茶褐色土　少量のAs-B含む。
２　黒褐色土　少量のAs-B含む。
３　黄褐色土　As-B含む。
４　As-B二次堆積土
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第7４図　Ｅ区１・２号畠

Ｅ
区
１
号
畠（

平
安
）

１
′
褐
灰
色
土
　
As
-B
純
層
。

１
″
褐
灰
色
土
　
褐
色
土
粘
質
土
を
混
入
す
る
が
、
ほ
ぼ
As
-B
純
層
。



第４節　中世以降の遺構と遺物

　本調査で検出された中世以降の遺構は、Ａ区からＥ区

までの調査地全体に広がっている。中世以降の土坑や溝

はＢ・Ｃ・Ｅ区で検出された。特に、近世以降の遺構と

して、Ａ区での大型建物や道状遺構は特徴的で、さらに

一番堰用水の一部も検出されている。一方、Ｅ区では天

明三年の浅間山噴火の降下火山灰である浅間Ａ軽石（As-

A）の一次堆積層下に畠を検出した。しかし、これらの遺

構に伴う遺物は極めて少ない。

　１　建物

　Ａ区の１面調査時において近世以降の大型建物を２棟

検出したが、残存状況はあまり良くない。２棟は重複し、

共に道状遺構の北側に面する建物である。

Ａ区１号建物　（第76・78図、PL.３）

　概要：Ａ区の南側を、凡そ東西に直進するＡ区１号道

状遺構（Ａ区２・３号溝とＡ区４・５号溝の間）の北側に

面するように本建物を検出した。建物は礎石の検出がな

く、柱部が方形ないし円形の浅い掘り込みである。埋土

中にAs-Aを多く含むことから遺構確認は容易であった

が、攪乱や確認面が低くなっていた箇所は遺構の把握が

できなかった。その為、建物の北側が不明確になってし

まった。また、本建物の西辺に面するようにＡ区７・８

号溝が検出され、細い道状遺構の様相を呈している。さ

らに、東辺側でも数本の溝を検出したが、溝底面の状況

や道状遺構にかかること等から時期の異なる畠と考え

た。

　位置：Ａ区中央の東寄りに位置し、Ａ区２号建物と重

複し、Ａ区１号道状遺構の北側に面する。

（座標）Ｘ軸=29,246 ～ 29,260 Ｙ軸=-83,606 ～ 83,615

　重複：南東部でＡ区２号建物の東辺と僅かに重複する。

同一建物の可能性も考えたが、柱穴の位置のずれ、本建

物の西辺脇に検出されたＡ区７・８号溝が本建物の西辺

を規制する細い道状遺構である可能性が高いことから、

これを跨ぐ２号建物とは異なる個別の建物のとした。

　形状・規模：南北に長い長方形を呈すると考えられる

が、北側での構造は不明。１号道状遺構に面する南辺で

は柱間５間（8.25ｍ）、西辺では柱間４間（5.9ｍ）、東辺

では柱間５間（7.2ｍ）、建物中央部の南北方向は９間分

（13.6ｍ）を確認した。

南北方向：Ｎ-10°-Ｅ

　柱穴：確認できたのは計40本分の柱穴である。一部に

は複数の柱穴をみるが、穴の掘り換えと考えられる。各

柱間の距離は、ほぼ均等に東西方向の間が1.7 ～ 1.8ｍ、

南北方向の間が1.5ｍ前後を測る。各柱穴の規模は、径

ないし１辺が35 ～ 50cm前後、深さは深いもので15cmを

測る円形ないし方形。埋土はAs-Aを多く含む暗褐色土で、

硬く締まっていた。

　所見：東辺では本建物と柱位置の異なる柱穴列（Ａ区

１号柵列）が接するようにあり、本建物構造とは関わら

ないが、建物の東側を画する柵列と考えられる。出土遺

物がなく、時期の特定は難しいが、柱穴埋土にAs-Aを多

く含むことから天明三年以降と考えられる。なお、建物

構造に関わる礎石は検出されていないが、建物の大きさ

からしても、また天明三年以降の建物であることからし

ても、礎石建ち建物であった可能性は否めない。

Ａ区２号建物　（第77図、PL.３）

　概要：Ａ区１号建物と同様に、Ａ区の南側を東西に直

進するＡ区１号道状遺構の北側に面するように本建物を

検出した。礎石はなく、柱部が方形ないし円形の浅い掘

り込みである。攪乱により建物の全体は把握できなかっ

た。その為、建物の西側は不明確である。

　位置：Ａ区中央の西寄りに位置し、Ａ区１号建物と重

複し、Ａ区１号道状遺構の北側に面する。

（座標）Ｘ軸=29,248 ～ 29,252　Ｙ軸=-83,614 ～ 83,626

　重複：本建物の東辺が、Ａ区１号建物の西辺と僅かに

重複する。柱穴の位置のずれ等から、個別の建物のとし

たが、その新旧は不明。

　形状・規模：東西に長い長方形を呈するが、西側での

構造は不明。１号道状遺構に面する南辺では柱間７間

（11.8ｍ）、東辺では柱間２間（3.1ｍ）、建物中央部の南

北方向でも２間（3.1ｍ）を確認した。

東西方向：Ｎ-101°-Ｅ

　柱穴：確認できたのは計20本分の柱穴である。各柱間

の距離は、ほぼ均等に東西方向の間が1.6 ～ 1.7ｍ、南

北方向の間が1.5 ～ 1.6ｍを測る。各柱穴の規模は、径

ないし１辺が35 ～ 50cm前後、深さは10cm前後を測る円
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形ないし方形。埋土はAs-Aを多く含む暗褐色土で、硬く

締まっていた。

　所見：出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、柱穴

埋土にAs-Aを多く含むことから天明三年以降と考えられ

る。なお、１号建物と同様に、礎石建ち建物であった可

能性は否めない。

　２　道状遺構

Ａ区１号道状遺構　（第76図、PL.３）

　概要：Ａ区の１面調査時において、Ａ区の南側を、凡

そ東西に平行して直進するＡ区２・３号溝とＡ区４・５

号溝を検出した。そのＡ区４・５号溝の北側に面するよ

うにＡ区１・２号建物があることから、２・３号溝と４・

５号溝が道状遺構の側溝であると考え、Ａ区１号道状遺

構とした。なお、本道状遺構の西側で、Ａ区１号溝とし

た旧一番堰用水と考えられる溝と交差することとなる

が、その部分が攪乱を受けていたために確認できなかっ

た。

　位置：Ａ区南側に位置し、凡そ東西に直進する。Ａ区

１・２号建物の南側に面する。

（座標）Ｘ軸=29,242 ～ 29,248 Ｙ軸=-83,605 ～ 83,627

　形状・規模：凡そ東西方向に平行して直進するＡ区

２・３号溝とＡ区４・５号溝からなり、２・３号溝が本

道状遺構の南側側溝、４・５号溝が北側側溝となる。路

面は確認できていない。検出された距離は23ｍ。道幅

は、外側となる２号溝と５号溝の間で2.6ｍ、内側の３

号溝と４号溝の間で1.75ｍを測る。側溝となる２号溝は

幅20cm、深さ11cm。３号溝は幅33cm、深さ８cm。４号溝

は幅20cm、深さ６cm。５号溝は幅25cm、深さ７cmを測る。

各溝の埋土はAs-Aを含む暗褐色土である。

走向方向：Ｎ-99°-Ｅ

　所見：時期の特定は難しいが、側溝の埋土にAs-Aを多

く含むことから天明三年以降と考えられる。

なお、１号建物の西片に面したＡ区６・７号溝について

も、本道状遺構よりも狭いが、同様の道状遺構であり同

時期と考えられる。

　３　土坑

　検出された中世以降の土坑は、Ｂ区に１基、Ｃ区に６

基、Ｅ区に３基の計10基である。この内、Ｂ・Ｃ区の７

基の土坑は埋土中にAs-Bを含み、Ｅ区の３基の土坑は

As-Aを含む埋土である。円形、方形を呈し、遺物をほと

んど出土させていない。

　ここでは個別土坑の記載をせずに、中世以降の土坑一

覧表（第50表）にまとめた。

　４　溝

　検出された中世以降の溝は、Ａ区１号溝、Ｂ区１号溝、

Ｅ区１Ａ～１Ｂ号溝、Ｅ区２～４・６・10号溝の計10条

である。この内、埋土中にAs-Bを含む溝に、Ｂ区１号溝、

Ｅ区３号溝がある。また、埋土中にAs-Aを含む溝に、Ａ

区１号溝、Ｅ区１Ａ～１Ｂ・２・４・６・10号溝があり、

中世以降および天明三年以降に埋没した溝であると考え

られる。特に、Ａ区１号溝の直ぐ北脇には現用水路が流

れており、現用水路の前進である可能性が極めて高く、

この溝が旧一番堰用水の一部であると考えられる。

各調査区における溝は、表51に中世以降の溝一覧として

まとめた。

　なお、Ａ区で検出された溝の内、Ａ区８～ 14号溝に

ついては、埋土中にAs-Aを含むことから天明三年以降の

畠と考えられる

　５　畠

　中世以降の畠はＥ区に検出されただけである。近世以

降の畠には、Ｅ区で天明三年の浅間山噴火の降下火山灰

である浅間Ａ軽石（As-A）の一次堆積層下に、Ａ区では埋

土中にAs-Aを含む溝として検出している。

Ｅ区３号畠　（第82図、PL.19）

　検出：Ｅ区中央の北寄りに、Ｅ区３・６号住居の上面

で溝状の畝間を検出した。As-B混土を畝間の埋土とした

畠で、畝間は溝状に４条確認できたのみであり、全体は

不明。

　地形：Ｅ区中央付近で検出された住居と同じ台地上に

立地する。

　畝の走行：残存状態が悪いため、区画の詳細は不明。

地形の等高線に沿って、南西から北東方向に溝状の畝間

が延びる。畝間の方向はＮ-60 -゚Ｅ。

　重複：Ｅ区３・６号住居の上面に検出したことからも、

本畠の方が新しい。
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　年代：As-B混土の埋土であることから、中世以降の畠

と考えられる。

　Ｅ区４号畠　（第82図、、PL.19）

　検出：Ｅ区中央の北寄りの西壁際でAs-Aの一次堆積層

下に検出した。検出範囲は狭く、その全体は不明。火山

灰に直接被覆された（上位の軽石は二次堆積と考えられ

る）、旧地表面の畠と判断した。

　地形：Ｅ区中央以南の住居を検出した台地部より一段

低い位置にあるが、先述のＥ区１・２号畠検出面よりは

一段高い幅狭な平坦面上に立地する。

　畝の走行：調査範囲が狭いため、区画の詳細は不明。

地形の段差を起点に、傾斜に沿って、西方向にほぼ等間

隔な畝・畝間をもつ。東西軸の方向はＮ-87 -゚Ｗ。畝間

の芯々間隔は、概ね55cm前後を測る。

　年代：As-Aの一次堆積層下での検出であることから、

軽石が降下した天明三年と考えられる。

　６　遺構外出土遺物

　Ａ～Ｆ区の各調査区からは、多くはないものの、遺構

に伴わない中世以降の遺物が出土している。遺物には陶

磁器類（中世の陶磁器類２点、近世の国産陶磁25点、国

産施釉陶器32点、国産焼締陶器２点、在地系焙烙・鍋３

点、近現代の陶磁器類20点）をはじめとし、石製品、金

属製品があり、古銭も含まれる。これらの遺物の内、図

示したものは第83図に示した12点であり、全てＥ区から

の出土である。

　以下、種別ごとに記載する。

１．陶磁器類　（第83図、第49表）

　１は京・信楽系陶器の碗、２は三田青磁、３は肥前磁

器の碗で外面に雪輪梅樹文、高台内に不明な銘があり、

底部内面に釘描き、４は瀬戸・美濃陶器の丸碗、５は肥

前磁器の皿、６は肥前磁器の青磁香炉、７は美濃陶器の

灯火皿である。

２．石製品　（第83図、第49表）

　８の１点のみで、砥石である。

３．金属製品　（第83図、第49表）

　９～ 11は煙管で、９・10は雁首で10の肩は明瞭な段

をなし、肩と小口間は断面八角形を呈する。11は吸い口

である。12は銅銭で、「寛永通寳」。
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第7５図　中・近世遺構配置図
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第7９図　Ｂ区６号・Ｃ区１～３号土坑

C区1号土坑

C区3号土坑C区2号土坑

Ｂ区６号土坑

Ｂ区６号土坑
１　黒褐色土　As-B多量、ロームブロック少量含む。
２　黒褐色土　As-B少量、炭化粒少量含む。
３　黒褐色土　As-B少量、ローム小ブロック微量含む。
４　黒色土　灰、炭化粒少量含む。
５　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
６　黒褐色土　ロームブロック含む。
７　暗灰色土　灰、焼土ブロック少量含む。

Ｃ区１号土坑
１　黒褐色土　As-B、黒褐色土小ブロック中量、鈍い黄褐色土小ブロッ

ク少量、焼土粒、炭化粒を微量含む。
２　黒褐色土　黒褐色土小ブロック中量、As-B、鈍い黄褐色土小ブロッ

ク少量、焼土粒を微量含む。
３　暗褐色土　黒褐色土小ブロック少量、As-B、焼土粒を微量含む。
４　暗褐色土　黒褐色土小ブロック多量、焼土粒少量、As-Bを微量含む。
５　暗褐色土　As-B、黒褐色土小ブロック、鈍い黄褐色土小ブロック少

量、焼土粒を微量含む。
６　暗褐色土　黒褐色土小ブロック中量、As-B、鈍い黄褐色土ブロック

少量、焼土粒を微量含む。

Ｃ区２号土坑
１　暗灰黄色土　As-B中量、ローム小ブロック、焼土粒を微量含む。
２　暗灰黄色土　As-B中量、ローム小ブロック少量、炭化粒を微量含む。
３　暗灰黄色土　As-B中量、ローム小ブロックを微量含む。

Ｃ区３号土坑
１　暗灰黄色土　As-B中量、黒褐色土小ブロック少量、焼土粒を微量含む。
２　暗灰黄色土　As-B、黒褐色土小ブロック中量、焼土粒を微量含む。粘

性強い。
３　暗灰黄色土　As-B中量、黒褐色土小ブロック少量含む。
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第８０図　Ｃ区８・11・12号、Ｅ区１～３号土坑

E区1号土坑 E区2号土坑 E区3号土坑

C区12号土坑C区8号土坑 C区11号土坑

Ｃ区８号土坑
Ⅵ　黒褐色土　白色軽石を微量含む。粘性強

い。
Ⅶ　暗灰黄色土　白色軽石を微量含む。粘性強

い。
Ⅷ　暗灰色土　白色軽石、黄褐色軽石を微量含

む。粘性強い。
１　暗灰黄色土　As-B中量、黒褐色土小ブロッ

ク少量含む。
２　暗灰黄色土　As-B中量、黒褐色土小ブロッ

ク少量、炭化粒微量含む。
３　暗灰黄色土　As-B少量含む。
４　暗灰黄色土　As-B、黒褐色土小ブロック少

量含む。

Ｃ区11号土坑
１　暗灰黄色土　As-B中量含む。
２　暗灰黄色土　As-B中量・黒褐色土小ブロッ

ク少量含む。
３　黒褐色土　As-B少量含む。

Ｃ区12号土坑
１　暗灰黄色土　As-B中量含む。
２　暗灰黄色土　As-B中量・黒褐色土小ブロッ

ク少量含む。
３　黒褐色土　As-B少量含む。

Ｅ区１号土坑
１　にぶい黄橙色土　As-A混土。

Ｅ区２号土坑
１　褐灰色土　As-A、黄橙色土塊、黒色土塊、

赤色土塊が混在。
２　黒褐色土　黄橙色土塊、黒色土塊、赤色

土塊が混在。

Ｅ区３号土坑
１　にぶい黄褐色土　As-A混土。褐色土塊が混

在。
２　灰褐色土　白色軽石、褐色土塊を少量含

む。  
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置 
残存率

口径
（cm）

底径 
（cm）

器高 
（cm） 色調 成形・整形の特徴 備考

第81図
PL.- １ 瀬戸陶器

すり鉢
埋土

口縁部片 - - - 淡橙
口縁部は屈曲して外反。口縁端部上面の突出部は摩滅して
平坦となる。口縁端部外面下端は細かい敲打によると推定
される小剥離が連続する。内外面錆釉。

17世紀前半～
中頃。

第81図　Ａ区１号溝、出土遺物

第48表　Ａ区１号溝出土遺物観察表
陶磁器類

Ａ区１号溝（東壁３）
Ⅰ　砕石
Ⅱ　灰褐色土　As-A多量、ロームブロックを少量含む。しまりあり、粘性

やや弱い。（Ｂ・Ｃ区第２層に対応）
Ⅲ　暗褐色土　As-A、白色軽石少量、黄褐色軽石を微量含む。しまりあり、

粘性やや弱い。
Ⅳ　黒褐色土　白色軽石少量、黄褐色軽石を微量含む。しまりあり、粘性

あり。（Ｂ・Ｃ区第10層に対応）
Ⅴ　鈍い黄色土　As-YPを少量含む。しまりあり、粘性やや強い。（Ｂ・Ｃ

区第13-a層に対応）
１号溝　暗褐色土　白色軽石少量、黄褐色軽石、ロームブロックを微量含

む。しまりやや強い、粘性あり。

1
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第8２図　Ｅ区３・４号畠

E区３号畠

E区4号畠

Ｅ区３号畑（天明以降～現代）
１　褐色土　As-A混土。



０ 10㎝１:３
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挿図番号 
図版番号 No. 種類 

器種
出土位置 
残存率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 特徴・状態 備考

第83図
PL.- ９ 銅製品

煙管雁首
Ｅ区
完形 4.9 10.4 16.6 - 脂返しはなく、火皿の立ち上がりも直線的。

第83図
PL.- 10 銅製品

煙管雁首
Ｅ区

両端欠 - 10.5 - - 脂返しは湾曲し、肩は明瞭な段をなす。肩と小口間は断面
八角形を呈する。火皿補強帯が廻る可能性が高い。

第83図
PL.- 11 銅製品

煙管吸口
Ａ区
完形 6.2 11.1 4.1 - 肩はないが、口付き部との直径差は大きい。

第83図
PL.- 12 銅銭

寛永通寳
Ｅ区
完形 2.29・- 0.12 ～

0.13 - 2.40 左側は湾曲し、縁にヒビが入る。新寛永。

挿図番号
図版番号 No. 器種 

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（g） 製作･使用状況 石材

第83図
PL.- ８ 砥石

切り砥石 Ｅ区２号畠 （6.0） 2.4 2.5 22.2 背面側のみ縦位線条痕が残る。右側面は平坦だが、磨き整
形されておらず、分割しただけであるように見える。

珪化凝灰質砂
岩

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置 
残存率

口径
（cm）

底径 
（cm）

器高 
（cm） 色調 成形・整形の特徴 備考

第83図
PL.- １ 京・信楽系陶器

丸碗
Ｅ区
1/5 （9.6） （3.6） 4.8 灰白 口縁部は外反。削り出し高台。内面から高台脇に二重貫入

の入る灰釉。 19世紀か。

第83図
PL.- ２ 三田青磁

不詳
Ｅ区
細片 - - - 灰白 やや焼成不良で暗緑灰色の発色。型作り成形で釉に重ね痕

が認められる。胎土は緻密でややガラス質。 19世紀か。

第83図
PL.- ３ 肥前磁器

碗
Ｅ区､ 口縁
一部底部

2/3
3.4 4.3 灰白 外面に雪輪梅樹文。高台内不明銘。底部内面に「⏋十」の釘

描き。
19世紀前半～
中頃。

第83図
PL.- ４ 瀬戸・美濃陶器

丸碗
Ｅ区
1/4 （9.4） - - 灰白 内面から高台脇に柿釉。 江戸時代。

第83図
PL.- ５ 肥前磁器

皿
Ｅ区
1/4 - （10.0） - 白 釉に貫入が入る。高台内１重圏線。 江戸時代。

第83図
PL.- ６ 肥前磁器

青磁香炉
Ｅ区
1/6 （9.0） - - 白 外面に直線文を陽刻。 江戸時代。

第83図
PL.- ７ 美濃陶器

灯火皿
Ｅ区
1/5 （10.0） （4.8） 2.4 淡黄 内面から体部外面中位飴釉。高台は碁笥底状。 17世紀後半～

18世紀前半。

第8３図　遺構外出土遺物

金属製品

石製品

陶磁器類
第49表　中世以降遺構外出土遺物観察表

1 2

4

7

3

5

12

9（1/2）

6

10（1/2）

8（1/2）

11（1/2）
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調査
区 番号

位置 規模（m）
走向方向 重複遺構/交差溝 所属時期/備考

Ｘ座標 Ｙ座標 長さ 上面幅 底面幅 深さ

Ａ区 １ X=
29,239 ～

Y=－
83,605 ～

51.6 2.0 1.5 0.19 南西→北東
29,279 83,635

Ｂ区 １ X=
29,289 ～

Y=－
83,610 ～

55.2 0.55 0.37 0.08 南→北
29,340 83,629

Ｅ区 １Ａ X=
29,488 ～

Y=－
83,621 ～

16.44 0.29 0.42 0.05 南西→北東 １Ｂ号溝
29,492 83,637

Ｅ区 １Ｂ X=
29,489 ～

Y=－
83,621 ～

15.63 0.46 0.15 0.02 南西→北東 １Ｃ号溝
29,493 83,637

Ｅ区 １Ｃ X=
29,490 ～

Y=－
83,622 ～

16.36 0.40 0.25 0.05 南西→北東 １Ｂ号溝
29,494 83,637

Ｅ区 ２ X=
29,485 ～

Y=－
83,621 ～

16.83 0.52 0.22 0.13 南西→北東
29,491 83,639

Ｅ区 ３ X=
29,481 ～

Y=－
83,609 ～

19.9 0.46 0.20 0.24 西→北東
29,491 83,626

Ｅ区 ４ X=
29,433 ～

Y=－
83,610 ～

23.0 0.47 0.25 0.17 北東→南西 １号住居、６号溝
29,442 83,626

Ｅ区 ６ X=
29,434 ～

Y=－
83,610 ～

20.0 0.47 0.23 0.24 南西→北東
29,442 83,627

Ｅ区 10 X=
29,442 ～

Y=－
83,615 ～

18.46 0.46 0.30 0.19 南西→北東 12号溝
29,451 83,631

調査
区

番号
位置

平面形状
規模（m）

長軸方位 重複関係 時期/備考
Ｘ座標 Ｙ座標 長軸（径） 短軸 深さ

Ｂ ６ X=29,290 Y=－83,613 円形 1.18 － 0.68 Ｎ－
Ｃ １ X=29,390 Y=－83,613 長方形 2.42 1.15 0.69 Ｎ－20°－Ｅ
Ｃ ２ X=29,409 Y=－83,615 長方形 1.48 1.09 0.22 Ｎ－10°－Ｅ ３号土坑
Ｃ ３ X=29,410 Y=－83,618 長方形 1.33 1.08 0.21 Ｎ－０° ２号土坑
Ｃ ８ X=29,403 Y=－83,610 － 0.95 （0.55） 0.20 Ｎ－
Ｃ 11 X=29,391 Y=－83,618 円形 0.78 － 0.27 Ｎ－
Ｃ 12 X=29,392 Y=－83,619 円形 0.75 － 0.35 Ｎ－
Ｅ １ X=29,445 Y=－83,613 長方形 1.35 0.58 0.18 Ｎ－22°－Ｗ
Ｅ ２ X=29,429 Y=－83,633 長方形 1.56 1.10 0.72 Ｎ－90°－Ｅ
Ｅ ３ X=29,452 Y=－83,635 楕円形 0.85 0.75 0.38 Ｎ－98°－Ｅ

第51表　中世以降溝一覧表

第50表　中世以降土坑一覧表



第５節　自然科学分析

　本遺跡の調査の最初となった平成19年度調査におい

て、層位や年代が不明な土層を対象に地質調査およびテ

フラ分析が必要となっていた。また、Ｂ区で検出された

水田、Ｃ区７号用水路脇、Ｄ区基本土層の各土層断面を

対象に、植物珪酸体（プラント・オパール）分析による稲

作との関連を検証するため、これらの自然科学分析を株

式会社火山灰考古学研究所に委託して実施した。

　今回の分析の結果、地質調査、テフラ検出分析、屈

折率測定から、下位より浅間大窪沢テフラ群（As-Ok 

Group，約1.6 ～ 1.7万年前）に由来する火山ガラス、浅

間板鼻黄色軽石（As-YP，約1.3 ～ 1.4万年前）、浅間Ｃ軽

石（As-C，４世紀初頭）起源と思われる火山ガラス、浅間

Ｂテフラ（As-B，1108年）、浅間Ａ軽石（As-A，1783年）起

源の軽石などが検出された。また、Ｃ区７号用水路の層

位については、As-Cより上位でAs-Bより下位にあると推

定することができた。

  植物珪酸体（プラント・オパール）分析の結果では、Ｂ

区基本土層セクション２のⅧ～Ⅳ層、Ｃ区７号用水路脇

土層断面のⅥ層、およびＤ区基本土層のAs-B下位から、

イネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高

いと判断することができた。また、Ｃ区７号用水路脇土

層断面のⅨ～Ⅶ層などでもイネが検出され、稲作が行わ

れていた可能性が認められた。

　以下、分析の報告を掲載する。

　Ⅰ　富岡清水遺跡の土層とテフラ

１．はじめに

  群馬県西毛地域に分布する後期更新世以降に形成され

た地層や土壌の中には、浅間、榛名、八ヶ岳、御岳など

北関東地方や中部地方の火山、さらには中国地方や九州

地方などの火山に由来するテフラ（火山砕
さいせつぶつ

屑物，いわゆ

る火山灰）が多く認められる。その中には、噴出年代が

明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層位

関係を遺跡で求めることで、遺構や遺物包含層の層位や

年代を知ることができるようになっている。

　そこで、層位や年代が不明な土層が検出された富岡市

富岡清水遺跡においても、地質調査を行い土層層序を記

載するとともに、テフラ検出分析や屈折率測定を行って

指標テフラの層位を把握し、土層の層位や年代に関する

資料を収集することになった。調査分析の対象となった

地点は、１４トレンチ、基本土層セクション２、７号用水

路脇土層断面、そしてＢ区２面２号住居址覆土断面の４

地点である。

２．土層の層序

（１）１４トレンチ

　河岸段丘面上でも相対的に高い場所に位置する１４トレ

ンチでは、河岸段丘礫層（礫層の最大径１３３ｍｍ）の上位に、

下位より褐色がかった黄色土（層厚３８ｃｍ）、成層したテフ

ラ層（層厚２５ｃｍ）、黄色軽石を多く含む黄灰色土（層厚１１ｃ

ｍ，軽石の最大径８ｍｍ）が認められる（84図）。その上位に

は、不整合関係で腐植質土壌が形成されている。その土

層は、下位より黄色細粒軽石を含む暗灰褐色土（層厚１２ｃ

ｍ，軽石の最大径２ｍｍ，Ⅹ層）、褐色がかった灰色軽石を

多く含む暗灰褐色粘質土（層厚８ｃｍ，軽石の最大径６ｍｍ，

Ⅳ層）、暗灰褐色粘質土（層厚１５ｃｍ，Ⅲ層）、灰白色軽石

に富む灰褐色土（層厚３４ｃｍ，軽石の最大径１３ｍｍ，Ⅱ層）、

暗灰褐色表土（層厚１４ｃｍ，Ⅰ層）が認められる。

　これらのうち、成層したテフラ層は、下位より粗粒の

黄色軽石層（層厚１６ｃｍ，軽石の最大径３３ｍｍ，石質岩片の

最大径１３ｍｍ）、細粒の黄色軽石層（層厚９ｃｍ，軽石の最大

径１４ｍｍ，石質岩片の最大径２ｍｍ）からなる。このテフラ

層は、層相から約１．３ ～ １．４万年前＊１に浅間火山から噴

出した浅間板鼻黄色軽石（Ａｓ－ＹＰ，新井，１９６２，町田・

新井，１９９２）に同定される。また、Ⅳ層中に多く含まれ

る褐色がかった灰色軽石については、その層位や岩相か

ら、１１０８（天仁元）年に浅間火山から噴出した浅間Ｂテ

フラ（Ａｓ－Ｂ，荒牧，１９６８，新井，１９７９）に由来すると考え

られる。さらに、Ⅱ層中に多く含まれている灰白色軽石

については、その層位や岩相から１７８３（天明３）年に浅

間火山から噴出した浅間Ａ軽石（Ａｓ－Ａ，荒牧，１９６８，新井，

１９７９）に同定される。

（２）基本土層セクション２

　河岸段丘面上の埋没谷部に位置する基本土層セクショ

ン２では、礫層（礫の最大径１４８ｍｍ）の上位に、下位より
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亜円礫混じり黄灰色粘質土（層厚１６ｃｍ，礫の最大径２１ｍｍ）、

わずかに灰色がかった黄色粘質土（層厚２６ｃｍ）、黄灰色粘

質土（層厚１８ｃｍ）、灰褐色砂質土（層厚１３ｃｍ）、砂混じりで

わずかに黄色がかった灰褐色土（層厚１５ｃｍ）、黄色粗粒火

山灰混じり暗灰褐色土（層厚６ｃｍ）、黄褐色風化軽石混じ

り暗灰褐色土（層厚１０ｃｍ，軽石の最大径３ｍｍ）、黄色や灰

色の粗粒火山灰混じり暗灰褐色粘質土（層厚１９ｃｍ）、灰色

粗粒火山灰混じりで色調ややや黒い暗灰褐色粘質土（層

厚９ｃｍ）、やや色調が暗く鉄分を多く含む灰褐色土（層厚

１６ｃｍ，Ⅷ層）、やや色調が暗い灰褐色粘質土（層厚１８ｃｍ，

Ⅶ層）、褐色がかった灰色軽石に富む灰褐色土（層厚１３ｃｍ，

軽石の最大径１８ｍｍ，Ⅳ層）、褐色がかった灰色軽石を含

む灰褐色土（層厚４９ｃｍ，軽石の最大径４ｍｍ，Ⅲ層）、灰白

色軽石に富む灰色土（層厚１０ｃｍ，軽石の最大径１１ｍｍ，Ⅱ

層）、灰白色軽石を多く含み色調がやや暗い灰色土（層厚

１３ｃｍ，Ⅰ層）が認められる（85図）。

　本地点においても、Ⅳ層中に多く含まれる褐色がかっ

た灰色軽石については、その層位や岩相からＡｓ－Ｂに由来

すると考えられる。また、Ⅱ層やⅠ層に多く含まれてい

る灰白色軽石については、その層位や岩相からＡｓ－Ａと考

えられる。

（３）７号用水路脇土層断面

　７号用水路脇土層断面では、段丘礫層（礫の最大径１２４

ｍｍ，ⅩⅦ層）の上位に、下位より灰色がかった黄色土（層

厚８ｃｍ，ⅩⅥ層）、灰色がかった黄色土（層厚１９ｃｍ，ⅩⅤ層）、

礫を含み褐色がかった明るい黄色粘質土（層厚２４ｃｍ，礫

の最大径２９ｍｍ）、風化した灰色粗粒火山灰層（層厚１８ｃｍ，

ⅩⅢ層）、黄灰色土（層厚５ｃｍ，Ⅻ層）、灰褐色土（層厚１９ｃｍ，

Ⅺ層）、黒灰褐色土（層厚４４ｃｍ，Ⅹ層）、わずかに色調が

明るい黒灰褐色土（層厚１７ｃｍ，Ⅸ層）が認められる（86図）。

　その上位に７号用水路が造られており、その覆土は、

下位より灰色砂層（層厚９ｃｍ）、黒褐色ブロック混じで黄

色がかった灰色砂質シルト層（層厚１２ｃｍ，以上２層）、黒

褐色土（層厚１６ｃｍ、１層）からなる。その上位には、さら

に下位より灰褐色土（層厚１１ｃｍ，Ⅷ層）、炭化物混じで色

調がやや暗い灰褐色土（層厚２１ｃｍ，Ⅶ層）、暗灰褐色土（層

厚８ｃｍ，Ⅵ層）、灰色軽石混じり灰褐色土（層厚７ｃｍ，軽

石の最大径１２ｍｍ，Ⅳ層）、灰白色軽石に富む灰褐色土（層

厚２１ｃｍ，軽石の最大径１１ｍｍ，Ⅰ層）が認められる。

　これらのうち、風化した灰色粗粒火山灰層（ⅩⅢ層）に

ついては、その層位や層相からＡｓ－ＹＰと考えられる。ま

たⅠ層中の灰白色軽石については、その層位や岩相から

Ａｓ－Ａと考えられる。

（４）Ｂ区２面２号住居址覆土断面

　Ｂ区２面２号住居址覆土断面では、成層したテフラ層

が認められた。このテフラ層は、下位より黄色細粒軽石

混じり黄色粗粒火山灰層（層厚０．８ｃｍ，軽石の最大径２ｍ

ｍ）、暗灰色粗粒火山灰層（層厚０．２ｃｍ）、褐色砂質細粒火

山灰層（層厚０．２ｃｍ）、褐色粗粒軽石層（層厚３ｃｍ，軽石の

最大径２２ｍｍ）からなる。このテフラ層は、層相からＡｓ－Ｂ

の基底部（Ⅳ層下部）に相当すると考えられる。

２．テフラ検出分析

（１）分析試料と分析方法

　地質調査の際に採取された土壌およびテフラ試料のう

ち、１４トレンチの４点（Ｔ５～Ｔ２）および７号用水路脇

土層断面の１点（試料Ｔ２３）の合計５点を対象にテフラ検

出分析を行った。分析の手順は次の通りである。

１）試料１０ｇを秤量。

２）超音波洗浄により泥分を除去。

３）８０ ﾟＣで恒温乾燥。

４）実体顕微鏡下で観察し、テフラ粒子の量や特徴を把

握。

（２）分析結果

　テフラ検出分析の結果を表52に示す。１４トレンチでは、

いずれの試料からも火山ガラスが検出できた。火山ガラ

スは白色や透明の軽石型や透明で塊状の中間型のもので

ある。試料の中では、試料Ｔ３により多くの火山ガラス

が含まれている。一方、７号用水路脇土層断面の試料Ｔ

２３には、灰白色、白色、透明の軽石型ガラスのほか、透

明で塊状の中間型ガラスが少量含まれている。

３．屈折率測定

（１）測定試料と測定方法

　テフラ検出分析対象試料のうち、１４トレンチの試料Ｔ

３に含まれる火山ガラスについて、温度変化型屈折率測

定装置（京都フィッション・トラック社製ＲＩＭＳ２０００）を使
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用して、火山ガラスの屈折率測定を行った。なお、塊状

の中間型ガラスについては、後期更新世の浅間火山起源

のテフラの中でよく認められることから、それ以外の軽

石型ガラスを手選して、測定対象とした。

（２）測定結果

　屈折率測定の結果を表53に示す。火山ガラス１０粒子の

屈折率（ｎ）は、１．５０１－１．５０３である。

４．考察

  １４トレンチの試料Ｔ３に含まれる火山ガラスについて

は、層位や形態や色調さらに火山ガラスの屈折率を総合

すると、浅間大窪沢第１軽石（Ａｓ－Ｏｋ １，約１．７万年前＊１，

中沢ほか，１９８４，早田，１９９６）および浅間大窪沢第２軽

石（Ａｓ－Ｏｋ ２，約１．６万年前＊１，中沢ほか，１９８４，早田，

１９９６）からなる、浅間大窪沢テフラ群（Ａｓ－ＯｋＧｒｏｕｐ）と考

えられる。両者を識別するような明確な違いはこれまで

に知られていないことから、今後の調査研究が必要と

なっている。なお、１４トレンチにおいては、試料Ｔ３に

より多くの火山ガラスが認められたものの、さほど顕著

な濃集層準とは言いにくい。また、同層準は最終氷期最

寒冷期にほぼ相当しており、テフラ粒子も本来の降灰層

準からから上下にかなり拡散している可能性もある。し

たがって、ここでは、試料Ｔ５からＴ２にかけては、Ａｓ

－Ｏｋ Ｇｒｏｕｐ降灰後に形成された可能性が高い、というこ

とにとどめておきたい。

　一方、７号用水路脇土層断面の試料Ｔ２３に含まれる軽

石型火山ガラスのうち、灰白色軽石型ガラスは発泡が比

較的良く、４世紀初頭に浅間火山から噴出したと推定さ

れている浅間Ｃ軽石（Ａｓ－Ｃ，荒牧，１９６８，新井，１９７９，友廣，

１９８８，若狭，２０００）に由来すると思われる。火山ガラス

の屈折率測定などによる同定精度の向上が必要ではある

が、Ａｓ－Ｂに由来する淡褐色の軽石粒子が認められないこ

とを合わせると、現段階においては、試料１が採取され

た２層下部およびそれが基底部に堆積している７号用水

路の層位については、Ａｓ－Ｃより上位でＡｓ－Ｂより下位にあ

ると推定されよう。

５．まとめ

  富岡清水遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、

屈折率測定を行った。その結果、下位より浅間大窪沢テ

フラ群（Ａｓ－Ｏｋ Ｇｒｏｕｐ，約１．６ ～ １．７万年前＊１）に由来す

る火山ガラス、浅間板鼻黄色軽石（Ａｓ－ＹＰ，約１．３ ～ １．

４万年前＊１）、浅間Ｃ軽石（Ａｓ－Ｃ，４世紀初頭）起源と思

われる火山ガラス、浅間Ｂテフラ（Ａｓ－Ｂ，１１０８年）、浅間

Ａ軽石（Ａｓ－Ａ，１７８３年）起源の軽石などを検出することが

できた。７号用水路の層位については、Ａｓ－Ｃより上位で

Ａｓ－Ｂより下位にあると考えられる。

＊１　放射性炭素（１４Ｃ）年代．ＡＴおよびＡｓ－ＹＰの暦年較

正年代については，各々約２．６ ～ ２．９万年前と約１．５ ～ １．

６５万年前と推定されている（町田・新井，２００３）．
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表52　テフラ検出分析結果

表53　屈折率測定結果

８5図　基本土層セクション２の土層柱状図
　Ｔ数字はテフラ分析の試料番号

８4図　１４トレンチの土層柱状図
　　　 Ｔ数字はテフラ分析の試料番号

８6図　７号用水路脇土層断面の土層柱状図
　　　 Ｔ数字はテフラ分析の試料番号
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　Ⅱ　富岡清水遺跡における植物珪酸体（プラ
ント・オパール）分析

１．はじめに

　植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（ＳｉＯ ２）が蓄積し

たもので、植物が枯れた後もガラス質の微化石（プラン

ト・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。

植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出

して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイ

ネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに

応用されている（杉山，２０００）。また、イネの消長を検討

することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・

杉山，１９８４）。

２．試料

　分析試料は、基本土層セクション２（試料１～５）、７

号用水路脇土層断面（試料６～ １０）、そしてＤ区基本土

層断面のＡｓ－Ｂ下位（試料１１）の計１１点である。前２地点の

試料採取層位を分析結果図に示す。

３．分析法

　植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，

１９７６）を用いて、次の手順で行った。

１）試料を１０５℃で２４時間乾燥（絶乾）

２）試料約１ｇに対し直径約４０μｍのガラスビーズを約０．

０２ｇ添加（電子分析天秤により０．１ｍｇの精度で秤量）

３）電気炉灰化法（５５０℃・６時間）による脱有機物処理

４）超音波水中照射（３００Ｗ・４２ＫＨｚ・１０分間）による分散

５）沈底法による２０μｍ以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

７）検鏡・計数

　同定は、４００倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物

の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が４００以上になるまで行った。

これはほぼプレパラート１枚分の精査に相当する。試料

１ｇあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸

体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料１ｇ中の植

物珪酸体個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重

（１．０と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個あ

たりの植物体乾重、単位：１０－５ｇ）をかけて、単位面積

で層厚１ｃｍあたりの植物体生産量を算出した。これによ

り、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的

にとらえることができる。イネの換算係数は２．９４、ヨシ

属（ヨシ）は６．３１、ススキ属（ススキ）は１．２４、メダケ節は

１．１６、ネザサ節は０．４８、チマキザサ節・チシマザサ節は

０．７５、ミヤコザサ節は０．３０である（杉山，２０００）。タケ亜

科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比

率を求めた。

４．分析結果

　検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりであ

る。これらの分類群について定量を行い、その結果を表

１および図１、図２に示した。主要な分類群について顕

微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

　イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属）、

ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）、ウシクサ族Ｂ（大型）

〔イネ科－タケ亜科〕

　メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、

ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、チ

マキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、

ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、マダケ属型

（マダケ属、ホウライチク属）、未分類等

〔イネ科－その他〕

　表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、

未分類等

５．考察

（１）稲作跡の検討

　水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネ

の植物珪酸体（プラント・オパール）が試料１ｇあたり

５，０００個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲

作が行われていた可能性が高いと判断している（杉山，

２０００）。なお、密度が３，０００個／ｇ程度でも水田遺構が検出

される事例があることから、ここでは判断の基準を３，

０００個／ｇとして検討を行った。
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１）基本土層セクション２（87図）

　Ⅷ層の下層（試料５）からⅣ層（試料１）までの層準につ

いて分析を行った。その結果、すべての試料からイネが

検出された。このうち、Ⅶ層（試料３）からＡｓ－Ｂ起源のテ

フラ粒子が混在するⅣ層（試料１）までの各層で密度が

７，０００ ～ ９，０００個／ｇと高い値であり、Ⅷ層（試料４）でも

４，９００個／ｇと比較的高い値である。したがって、これら

の層準では稲作が行われていた可能性が高いと考えられ

る。

　Ⅷ層の下層（試料５）では、密度が７００個／ｇと低い値で

ある。イネの密度が低い原因としては、稲作が行われて

いた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこ

と、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、およ

び上層や他所からの混入などが考えられる。      

２）７号用水路脇土層断面（88図）

  １層（試料１０：溝内）からⅥ層（試料６）までの層準につ

いて分析を行った。その結果、Ⅸ層（試料９）からⅥ層（試

料６）までの各層からイネが検出された。このうち、Ⅵ

層（試料６）では密度が５，８００個／ｇと高い値である。した

がって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考

えられる。Ⅸ層（試料９）とⅧ層（試料８）では７００個／ｇと

低い値で、Ⅶ層（試料７）では密度が２，８００個／ｇと比較的

低い値である。イネの密度が低い原因としては、前述の

ようなことが考えられる。

３）Ｄ区基本土層断面（88図）

　Ａｓ－Ｂより下位の層準から採取された試料（試料１１）につ

いて分析を行った。その結果、イネが４，９００個／ｇと比較

的高い密度で検出された。したがって、同層あるいはそ

の周辺で稲作が行われていた可能性が高いと考えられ

る。

（２）イネ科栽培植物の検討

　植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が

含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒエ属型（ヒ

エが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、

キビ属型（キビが含まれる）、ジュズダマ属（ハトムギが

含まれる）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、モロ

コシ属型、トウモロコシ属型などがあるが、これらの分

類群はいずれの試料からも検出されなかった。

　イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、そ

の他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含まれて

いる可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の

究明については今後の課題としたい。

（３）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

　上記以外の分類群の検出状況と、そこから推定される

植生・環境について検討を行った。２セクション谷部の

Ⅷ層の下層では、ススキ属型が比較的多量に検出され、

ヨシ属、ネザサ節型なども認められた。Ⅷ層からⅦ層に

かけては、イネの増加に伴ってススキ属型は減少してい

る。おもな分類群の推定生産量によると、Ⅷ層より下位

ではヨシ属およびススキ属型が優勢であり、Ⅶ層より上

位層ではイネが優勢である。７号用水路脇でも、おおむ

ね同様の結果であるが、ススキ属型は比較的少量である。

  以上の結果から、Ⅷ層より下位層の堆積当時は、ヨシ

属が生育するような湿地的な環境であったと考えられ、

Ⅷ層以降の時期にそこを利用して水田稲作が開始された

と推定される。また、周辺の比較的乾燥したところには

ススキ属やチガヤ属、メダケ属（ネザサ節）などが分布し

ていたと考えられ、とくに基本土層セクション２のⅧ層

の下層ではススキ属が多く見られたと推定される。

６．まとめ

  植物珪酸体（プラント・オパール）分析の結果、基本土

層セクション２のⅧ～Ⅳ層、７号用水路脇土層断面のⅥ

層、およびＤ区基本土層のＡｓ－Ｂ下位では、イネが多量に

検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断され

た。また、７号用水路脇土層断面のⅨ～Ⅶ層などでもイ

ネが検出され、稲作が行われていた可能性が認められた。
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表54　富岡清水遺跡における植物珪酸体分析結果
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富岡清水遺跡の植物珪酸体（プラント・オパール）
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第４章　富岡城跡の調査

第１節　遺跡の概要

　本調査で検出された遺構には、弥生時代後期の竪穴住

居７棟と土坑４基、古墳２基、それと中世城郭である富

岡城の南西部および北東部での各郭と堀、土塁の痕跡、

築城に関わる土盛り等の状況、さらに中世以降の掘立柱

建物１棟といった各時代の様々な遺構がある。出土した

遺物は、弥生時代中期から後期の土器・石器、さらに古

墳出土の埴輪や須恵器、平安時代の土器、中世以降の陶

磁器類等が出土している。

　周辺における弥生時代の遺跡をみると、本遺跡が位置

する高田川右岸の七日市から曽木に至る地域では、七日

市観音前遺跡で弥生時代中期の再葬墓が、七日市六反田

遺跡では弥生時代中期の包含層と弥生時代後期の土坑が

調査されている。本富岡城跡と高田川を挟んだ南側の富

岡清水遺跡でも、遺構は検出されていないが中期の土器・

石器が多く出土していることは先述の通りである。さら

に、高田川左岸の黒川伽藍堂遺跡で弥生時代後期の竪穴

住居が調査されている。

　一方、富岡城跡に関しては、城郭研究者であった山崎

一氏の『群馬県古城塁址の研究』（1972）に記載されてお

り、その縄張り図には主郭と東西の各郭および郭間の堀

切りが示されている。また、富岡城は、佐貫荘小泉城（現

大泉町）を本拠とした富岡氏が小泉城に入城する前に居

た城であるという説があるものの、富岡氏の出自には不

明な点が多く異なる見解もある。

　この富岡城からは、高田川や鏑川を隔てた南に小幡氏

の居城であった国峰城が、南東には浅場城や仁井屋城、

長根城が一望でき、南西は高田川と鏑川が蛇行して最も

近接する一ノ宮（貫前神社）付近までの富岡市街地をほぼ

一望することができる。そうした状況からも、中世戦国

期におけるこの地域での重要な地点に富岡城が位置して

いることは推測できる。なお、富岡城の直ぐ西側には、

十王山塁跡（城山公園内）があり、その距離的な面からも

両者の関連を十分に検討することが重要となっている。

第２節　城郭南西部における縄文～
平安時代の遺構と遺物

  本調査で検出された縄文時代の遺構はないが、土器が

僅かに出土しており、周辺地に遺構の存在が想定される。

また、弥生時代の遺構としては、後期の住居３軒、土坑

２基が検出され、出土遺物には遺構外も含め中期初頭か

ら後期の土器・石器がある。さらに、古墳１基の周溝が

検出されたものの、墳丘は城郭によって削平され、残存

していなかった。出土遺物には、周溝内より埴輪や土器

類がある。平安時代の遺構は検出されていないが、土器

が出土している。

　１　竪穴住居

　検出された竪穴住居は、弥生時代後期の計３軒である。

住居が検出された調査区は、１区とした調査地最東部の

緩斜面に２軒、４区とした調査地西端の平坦地に１軒で

ある。

　以下、各住居ごとに記載する。

１号住居　（第90・91図、第55表、PL.34・51）

　位置：調査範囲の西端となる城郭外の平坦面に位置し、

周辺に同時期の遺構は検出されていない。標高207.79ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,845 ～ 29,849Ｙ軸＝－83,529 ～ 83,534

　形状：住居の北半を削平されて不明だが、東西方向に

長い長方形を呈すると考えられる。

　規模：長辺5.25ｍ　短辺（2.93）ｍ　壁高17cm

　長軸方向：Ｎ－73°－Ｗ　　　床面積：（13.01）㎡

　埋没土：黒褐色土を主体とする。自然堆積の可能性も

ある。

　床面・壁：北半は不明だが、検出範囲の床面はやや凹

凸をもつが概ね平坦である。壁は傾斜をもって立ち上が

る。

　炉：試掘調査のトレンチが住居中央部を縦断している

ことから、炉は確認できていない。しかし、西壁の北側

付近に焼土を検出したが、本住居に伴うかは不明。
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　その他：東壁の南寄りに、径45cm、深さ30cmを測る円

形の土坑を検出した。土坑内の埋土は黒褐色土と暗褐色

土で、土器を出土している。

　遺物：今回の調査の中で、最も遺物を多く出土させた

住居である。遺物は住居の南東隅付近に集中し、壺、甕、

台付甕、鉢といった器種の土器、石器には敲石が出土し

ている。これらの遺物は、そのほとんどが床面直上から

の出土である。

　所見：出土土器から、弥生時代後期の住居と考えられ

る。

２号住居　（第92図、第56表、PL.34・52）

　位置：調査範囲の東端となる主郭の西側郭にあり、城

郭築城時の整地盛り土の下に検出した。馬の背状の丘陵

頂部に近い北緩斜面に位置し、本住居の南側を１号古墳

の周溝と、北東隅に２号土坑と重複する。標高212.59ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,798 ～ 29,883Ｙ軸＝－83,459 ～ 83,463

　重複：南側を１号古墳の周溝と重複するが、遺構確認

時に本住居の方が新しいことは明らかであった。

　形状：住居の南側を１号古墳の周溝と重複するが、南

北方向にやや長い方形ないし長方形を呈すると考えられ

る。

　規模：長辺4.39ｍ　短辺4.15ｍ　壁高30cm

　長軸方向：Ｎ－18°－Ｗ　　　床面積：（14.11）㎡

　埋没土：黒褐色土および暗褐色土を主体とし、ローム

粒を多く含むことから、人為的堆積の可能性が高い。

　床面・壁：南側は不明だが、床面はやや凹凸をもつが

概ね平坦である。壁は比較的急角度に立ち上がる。

　炉：住居の北寄り（炉１）と中央付近（炉２）の２箇所に

焼土が確認され、地焼炉と判断した。炉１は床面に径

35cm程の範囲が若干焼土化した程度であり、炉２は径

30cm程の円形の凹み状で、底面の焼土化が著しい。

　遺物：出土遺物はあまり多くはないが、炉１の周辺の

床面直上から、図示した６～８の底部および９の敲石が

出土している。

　所見：出土土器から、弥生時代後期の住居と考えられ

る。

３号住居　（第93図、第57表、PL.34・52）

　位置：２号住居と同じ主郭の西側郭にあり、城郭築城

時の整地盛り土の下に検出した。馬の背状の丘陵頂部に

近い北西緩斜面に位置し、本住居の北東11ｍに１号住居

がある。標高212.27ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,871 ～ 29,876Ｙ軸＝－83,472 ～ 83,477

　形状：住居の西隅を城郭築城の際の攪乱を受けるが、

緩斜面方向に近い南西方向にやや長い方形を呈する。

　規模：長辺3.98ｍ　短辺3.48ｍ　壁高15cm

　長軸方向：Ｎ－126°－Ｗ　　　床面積：（11.24）㎡

　埋没土：黒褐色土および暗褐色土を主体とする。自然

堆積の可能性もある。

　床面・壁：床面は東半が概ね平坦であるのに対し、西

半では中央付近と南北の両側に長軸0.9 ～ 1.8ｍ、短軸

0.65 ～ 0.8ｍ、深さ８～ 14cmの掘り込みをもつ。また、

南壁の西隅付近には幅20cm、深さ５cm前後の溝状の掘り

込みもあり、壁周溝の可能性もある。

　炉：住居中央の西寄りに、北西に長い長軸65cm、短軸

50cmの僅かに窪んだ楕円形状に焼土を確認し、地床炉と

判断した。この炉の南縁には長さ35cm程の棒状礫が残存

していた。

　遺物：出土遺物は少ない。炉の東側の床面直上から、

図示した８の底部が出土している。埋土上層中からであ

るが、１の条痕を施した弥生時代中期の土器片が出土し

ている。また、５は赤彩の施された壺形土器の肩部片で

ある。

　所見：出土土器から、弥生時代後期の住居と考えられ

る。

　２　土坑

　検出された土坑は、１区とした調査地最東部の緩斜面

に２基のみで、共に弥生時代末葉の遺構である。

　以下、各土坑ごとに記載する。

１号土坑　（第94図、第58表）

　位置：調査範囲の東端となる主郭の西側郭にあり、城

郭築城時の整地盛り土の下に検出した。馬の背状の丘陵

頂部に近い北緩斜面に位置し、２号住居と３号住居の中

間ぐらいにある。標高212.00ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,880　Ｙ軸＝－83,470

　形状・規模：東北東方向に長軸をもつ楕円形を呈し、

長軸1.69ｍ以上、短軸1.10ｍ、深さ32cmを測り、底面は

平坦。
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　長軸方向：Ｎ－67°－Ｅ

　埋没土：黒色土および黒褐色土を主体とする。自然堆

積の可能性もある。

　遺物：出土遺物は少なく、図示した１・２の底部と、

敲石が出土している。

　所見：出土土器から、弥生時代後期と考えられる。

２号土坑　（第94図）

　位置：１号土坑と同じ主郭の西側郭にあり、城郭築城

時の整地盛り土の下に検出した。馬の背状の丘陵頂部に

近い北緩斜面に位置し、２号住居の北東隅に重複する。

標高212.63ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,883　Ｙ軸＝－83,460

　重複：２号住居の北東隅に重複するが、新旧は不明。

　形状・規模：北北西方向に長軸をもつ細長い楕円形を

呈し、長軸2.5ｍ以上、短軸0.62ｍ、深さ35 ～ 60cmを測

る。底面は北側が高くなる。

　長軸方向：Ｎ－29°－Ｗ

　埋没土：黒灰黄褐色土を主体とする。自然堆積の可能

性もある。

　所見：出土がなく、時期の特定は難しいが、周辺の状

況等から弥生時代後期の可能性がある。

　３　古墳

１号古墳　（第95 ～ 98図、第59表、PL.35・52 ～ 54）

　概要：検出されたのは古墳を巡る周溝の西半のみであ

り、墳丘は削平されて残存していないことから、その全

容は不明。検出された周溝から円墳と考えられ、墳丘は

径９ｍ前後であったと推測できる。また、周溝の南側が

切れていることから、南側に開口する石室が存在したも

のと推測できる。

　位置：調査範囲の東端となる主郭の西側郭にあり、城

郭築成時の整地盛り土の下に検出した。馬の背状の丘陵

頂部に位置し、周溝の北側では２号住居と重複する。標

高213.00ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,867 ～ 29,879Ｙ軸＝－83,460 ～ 83,467

　重複：周溝の北側で２号住居と重複するが、遺構確認

時に本古墳の方が新しいことは明らかである。

　周溝：円墳と考えられる墳丘を巡る周溝の西半を検出。

周溝の南側が切れていることから、この部分が入り口部

前である可能性が高い。掘り込みは北側が深さ80cmと深

く、西側は深さ45cm、南側が浅くなり掘り込みをもたず

に切れる。また、北から西側にかけての底面は、ローム

層を掘り込んで平坦にしているが、外側ほど深い。南西

部においては、基盤層である凝灰岩の岩盤層を一部掘り

込むものの凹凸をもち、一部が深くなる。周溝内には葺

き石に使用した礫の出土はなく、遺物としては埴輪が出

土している。

　周溝規模：外径15.0ｍ前後　内径9.0ｍ前後　

　　　　　　幅2.5 ～ 3.5ｍ　深さ（北側)80cm

　埋没土：黒褐色土および暗褐色土を主体とし、ローム

粒を多く含むことから、自然堆積の可能性が高い。

　遺物：出土遺物には埴輪が多く、図示した１～ 23の

円筒埴輪および24の土師器甕が出土している。

　所見：出土遺物から、６世紀前半の古墳と考えられる。

なお、墳丘の削平は、周溝南西部の上面に城郭に伴う盛

り土が僅かに覆っていたことから、城郭の築城時と考え

られる。

　４　遺構外出土遺物

　遺構外出土遺物は少ないものの、縄文時代および弥生

時代、平安時代の土器・石器が出土しており、これらの

時期の遺構が城郭の築城に伴い、消滅した可能性も否め

ない。

１．縄文時代の遺構外出土土器　（第99図、第60表）

　１～４は胎土に繊維を含む前期中葉の有尾式土器で、

５は浮線文を巡らせた前項後半の諸磯ｂ式土器である。

６～ 10は中期初頭の五領ヶ台式土器で、11は中期前半

の阿玉台式土器である。

２．弥生時代の遺構外出土土器　（第99・100図、第60表）

　出土の多くは、東端となる主郭の西側郭からである。

　12 ～ 13は中期初頭の土器であり、12は小波状口縁の

頂部に刺突をもち、口縁直下と胴部に条痕を施す。13・

15は口縁下から頸部にかけて条痕を施し、14は平口縁の

半完形品で、口縁以下に条痕を施す土器である。16には

変形工字文が描かれ、17 ～ 23は胴部に条痕が施されて

いる。12・15は３号住居の上面から出土している。また、

24 ～ 30は後期後半の土器で、簾状文や櫛描波状文が描

第４章　富岡城跡の調査
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第55表　城郭南西部　１号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計 測 値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第91図
PL.51 １

弥生土器
壺

床直
口縁～肩部

口
底

21.2
-

高（14.1）細砂、細礫/良好/
にぶい褐

折り返し口縁の口縁部に櫛描波状文を廻らせ、頸部の器面
が荒れているが櫛描波状文を廻らせている可能性有り。頸
部下に３連止め簾状文、肩部に櫛描波状文を廻らせる。内
面ナデ。施文具は８歯、14mm。

第91図
PL.51 ２ 弥生土器

壺
床直
頸部～肩部

口
底

-
-

高（12.0）細砂、細礫/ふつ
う/にぶい黄橙

頸部から肩部にかけてＬＲの縄文を横位施文する。外面無
文部はミガキ。内面ナデ。

第91図
PL.51 ３

弥生土器
甕

床直
口縁～肩部

口
底

13.0
-

高（11.3）細砂、細礫/ふつ
う/にぶい黄橙

口縁部に２段の粘土紐積上げ痕を残し、頸部に２連止め簾
状文、肩部に３帯の櫛描波状文を廻らせ、外面無文部はミ
ガキ。内面ナデ。

第91図
PL.51 ４

弥生土器
甕

床直
口縁～肩部

口
底

12.7
-

高（8.2）細砂、黒色粒/ふ
つう/にぶい黄橙

口縁部に１段の粘土紐積上げ痕を残し、口縁から頸部にか
けてＬＲの縄文を横位施文する。外面無文部はミガキ。内
面ナデ。

第91図
PL.51 ５ 弥生土器

甕
床直
頸部～底部

口
底

-
6.1

高（15.5）細砂、黒色粒/良
好/にぶい黄橙

頸部から肩部にかけてＬＲの縄文を横位施文する。外面無
文部はミガキ。内面ナデ。

第91図
PL.51 ６

弥生土器
台付甕

床直
口縁～脚部2/3

口
底

11.3
8.5

高 17.2 細砂、白色粒、黒
色粒/良好/にぶい
黄橙

頸部に３連止め簾状文、肩部に２帯の櫛描波状文を廻らせ、
外面無文部はミガキ。内面ナデ、脚部内面はナデとケズリ。。
施文具は７歯、12mm。

第91図
PL.51 ７ 弥生土器

台付甕
床直
ほぼ完形

口
底

10.5
7.8

高 15.9 細砂、黒色粒/良
好/明赤褐

口縁から肩部にかけてＬＲの縄文を横位施文する。外面無
文部はナデ。内面は脚部ともにナデ。

第91図
PL.51 ８ 弥生土器

鉢
床直
ほぼ完形

口
底

12.6
3.0

高 6.3 細砂、黒色粒/良
好/にぶい橙

口縁が緩く内湾。外面口縁部横磨き、体部縦磨き。内面ナデ。

第91図
PL.51 ９ 弥生土器

壺
床直
口縁部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/ふ
つう/にぶい黄橙

折り返し口縁の口縁部に櫛描波状文を廻らせ、頸部はミガ
キ。内面ナデ。施文具は７歯、13mm。

第91図
PL.51 10

弥生土器
壺

床直
頸部～肩部

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

頸部に３連止め簾状文、肩部に櫛描羽状文を施し、２連止
め簾状文を廻らせて区画する。外面無文部はミガキ。内面
ナデ。施文具は８歯、15mm。

第91図
PL.51 11 弥生土器

壺
床直
頸部～肩部

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

頸部に３連止め簾状文、肩部に４帯の櫛描波状文を廻らせ、
外面無文部はミガキ。内面ナデ。施文具は７歯、13mm。

第91図
PL.51 12 弥生土器

壺か甕
床直
底部

口
底

-
7.3

高（2.3）細砂、黒色粒/良
好/黄橙

外面は荒れが著しい。内面ナデ。

石器
挿図番号
図版番号 No. 器種

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ） 製作・使用状況 石材

第91図
PL.51 13 敲石

柱状礫
13.6 5.9 4.0 570.1 小口部上端に弱い敲打痕が残る。 砂岩

１号住居
黒褐色土　地山の褐色軽石層をまばらに含む。

ピット
１　黒褐色土　地山の褐色軽石を多く含む。炭化物を微量含む。
２　暗褐色土　１層に近いが褐色軽石がやや多い。炭化物を微量含む。
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第91図　城郭南西部１号住居出土遺物
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第92図　城郭南西部２号住居平面図、出土遺物
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２号住居
１　黒褐色土　ローム粒を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒を多く含む。炭化物と焼土を微量含む。
３　黒褐色土　やや砂質、焼土を多く含む。
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第93図　城郭南西部３号住居平面図、出土遺物
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土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計 測 値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第92図
PL.52 １ 弥生土器

壺
埋土
頸部～肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

頸部に２連止め廉状文、肩部に櫛描波状文を廻らせる。

第92図
PL.52 ２ 弥生土器

壺
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/黄橙 肩部に櫛描波状文を廻らせる。施文具は６歯、14mm。

第92図
PL.52 ３ 弥生土器

壺
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/にぶい
黄橙

肩部に櫛描波状文を廻らせる。

第92図
PL.52 ４ 弥生土器

壺？
埋土
体部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/明黄橙 外内面にハケ目。

第92図
PL.52 ５ 弥生土器

片口鉢
埋土
片口部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/にぶい
黄橙

片口部を僅かに残し、外面ナデ。

第92図
PL.52 ６ 弥生土器

壺
床直
底部

口
底

-
7.8

高（7.3）細砂、細礫/良好/
褐

外面はまばらにミガキ。内面ナデ。

第92図
PL.52 ７ 弥生土器

壺
床直
底部

口
底

-
10.1

高（14.3）細砂、黒色粒/良
好/黄橙

外面は僅かにミガキ。内面ナデ。

第92図
PL.52 ８ 弥生土器

壺
床直
底部

口
底

-
11.2

高（11.7）細砂、細礫/良好/
黄橙

外面は僅かにミガキ。内面ナデ。

石器
挿図番号
図版番号 No. 器種

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ） 製作・使用状況 石材

第92図
PL.52 ９ 敲石

扁平礫
埋土 14.3 8.9 3.0 496.0 上下両端の小口部に敲打痕・衝撃剥離痕が残る。 変質安山岩

３号住居
１　黒色土　ローム粒、炭化物、焼土をまばらに含む。
２　黒褐色土　ローム粒をまばらに含む。
３　黒褐色土　ローム粒と黒色土が混じる。

1
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第94図　城郭南西部１・２号土坑平面図、１号土坑出土遺物

１号土坑 ２号土坑

第57表　城郭南西部　３号住居出土遺物観察表

第58表　　城郭南西部　１号土坑出土遺物観察表
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土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計 測 値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第94図
PL.- １ 弥生土器

壺か甕
埋土
底部

口
底

-
5.8

高（3.0）細砂/良好/褐橙 外面は僅かにミガキ。内面ナデ。

第94図
PL.- ２ 弥生土器

壺か甕
埋土
底部片

口
底

-
7.8

高（3.0）細砂、白色粒/ふ
つう/褐橙

外内面ナデ。

石器
挿図番号
図版番号 No. 器種

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ） 製作・使用状況 石材

第94図
PL.- ３ 敲石

扁平礫
埋土 (10.5) 5.5 5.0 451.2 下端側小口部に敲打・摩耗痕があるほか、背面側左辺に打

痕が残る。
砂岩

土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計 測 値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第93図
PL.52 １ 弥生土器

甕
埋土
胴部片

口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
にぶい黄橙

胴部下半に縦位の条痕が施される。

第93図
PL.52 ２ 弥生土器

甕
埋土
口縁部片

口
底

-
-

高 - 細砂、白色粒/ふ
つう/褐橙

頸部に櫛描波状文を廻らせる。

第93図
PL.52 ３ 弥生土器

甕
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂/ふつう/褐橙 頸部に廉状文、肩部に櫛描波状文を廻らせる。施文具は６
歯、13mm。

第93図
PL.52 ４ 弥生土器

甕
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/橙

肩部に櫛描波状文を廻らせる。

第93図
PL.52 ５ 弥生土器

壺
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

肩部に櫛描波状文を廻らせ、外面無文部に赤彩。

第93図
PL.52 ６ 弥生土器

壺
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

肩部に櫛描波状文を廻らせる。外面無文部はミガキ。

第93図
PL.52 ７ 弥生土器

台付甕
埋土
脚部片

口
底

-
-

高 - 細砂、白色粒/ふ
つう/赤褐

全体に器面が荒れている。

第93図
PL.52 ８ 弥生土器

壺か甕
床直
底部

口
底

-
6.0

高（5.4）細砂/良好/黄橙 外面は僅かにミガキ。内面ナデ。

１号土坑
１　黒色土　ローム粒、炭化物をまばらに含む。
２　黒褐色土　ローム粒、黒色土が混じり汚れている。

２号土坑
灰黄褐色土　ローム粒をまばらに含む。

1

2

3
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第95図　城郭南西部１号古墳平面図
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１号古墳（Ａ－Ａ′）
Ａ　黒色土　白色軽石を含み、やや砂質。凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）

を微量に含む。　
Ｂ　黒色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多量に含む。
Ｃ　黒褐色土　凝灰岩礫まばらに含む。
１号古墳（Ｂ－Ｂ′、C－C′）
１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。
２　にぶい黄褐色土　As-A軽石を多く含む。しまり弱い。（As-A降下以後）
Ａ　黒色土　白色軽石を含み、やや砂質。凝灰岩礫（φ0.5cm ～１cm）を

微量に含む。
Ｂ　黒色土　凝灰岩礫（φ0.5cm ～１cm）を多量に含む。
Ｃ　黒褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm ～１cm）を多量に含み、ロームブロッ

クをまばらに含む。
Ｄ　黒褐色土　凝灰岩礫まばらに含む。
Ｅ　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。
Ⅲ　黄色ローム
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第96図　城郭南西部１号古墳周溝出土遺物（１）
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第97図　城郭南西部１号古墳周溝出土遺物（２）
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第98図　城郭南西部１号古墳周溝出土遺物（３）
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かれる24・26、27の鉢、28・29の台付き甕や高杯の脚部

が出土している。

３．平安時代の遺構外出土土器　（第100図、第60表）

　この時期の遺構は全く検出されていないが、31の土師

器甕の口縁片と、32の土師器甕の胴部が出土している。

共に、８世紀後半の土器である。

４．遺構外出土石器　（第100図、第60表）

　出土した石器は少なく、図示したのは敲石１点、凹石

１点、台石１点の計３点である。他に剥片類として９点

あり、黒曜石、チャート、黒色頁岩、珪質頁岩、硬質泥

岩、粗粒輝石安山岩といった石材が用いられている。

第59表　　城郭南西部　１号古墳出土遺物観察表

第２節　城郭南西部における縄文～平安時代の遺構と遺物
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土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計 測 値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第96図
PL.52 １ 埴輪

円筒
埋土
ほぼ完形

口
底

21.2
11.3

高 34.5 細砂粒、粗砂粒、
石英/やや不良/橙

外面に縦ハケ(10本/ ２㎝ )凸帯間に径7.7㎝ほどの一対の
円形透孔。内面は縦の雑な指ナデ。

内面下半に接
合痕顕著

第96図
PL.53 ２ 埴輪

円筒
埋土
口縁～胴部

口
底

18.0
-

高 - 細砂粒、粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

外面は斜め･縦方向のハケ（６本/ ２㎝）円形透孔。内面上
端は斜めハケ、下半は縦方向の雑な指ナデ。

内面に接合痕
顕著

第96図
PL.53 ３ 埴輪

円筒
埋土
口縁～胴部

口
底

23.0
-

高 - 細砂粒/良好/赤褐 外面は縦のハケ(10本)、上端に２条の沈線、凸帯はシャー
プな整形。内面は斜めのナデ。

内面に接合痕

第96図
PL.53 ４ 埴輪

円筒
埋土
口縁～胴部

口
底

26.0
-

高 - 細砂粒、粗砂粒/
良好/赤褐

外面は縦ハケ( ６本/ ２㎝）後、凸帯貼付。内面は斜めのヘ
ラナデ。

内面に接合痕

第96図
PL.53 ５

埴輪
円筒

埋土
口縁～胴部

口
底

19.1
-

高 - 細砂粒/やや不良/
橙

外面は縦ハケ(単位不明)。内面は雑な指ナデ、径６㎝ほど
の円形透孔

内面に接合痕
顕著、器面摩
滅

第96図
PL.53 ６ 埴輪

円筒
埋土
口縁片

口
底

22.5
-

高 - 細砂粒/やや不良/
橙

外面は縦ハケ(10本か/ ２㎝ )凸帯下に円形透孔、外面に１
カ所縦の２条沈線。内面は斜めの丁寧なナデ

第97図
PL.- ７ 埴輪

円筒
埋土
口縁片

口
底

19.6
-

高 - 細砂粒/やや不良/
橙

外面ナデ、器面摩滅のためハケ不明。内面は斜めのナデ。

第97図
PL.53 ８ 埴輪

円筒
埋土
口縁片

口
底

27.0
-

高 - 粗砂粒、細砂粒/
良好/明赤褐

外面は斜めハケ( ７本/ ２㎝）。内面は指ナデ後、上端部右
下がりのハケ( ９本/２㎝）。

第97図
PL.- ９ 埴輪

円筒
埋土
胴部

口
底

-
-

高 - 細砂粒/やや不良/
明黄褐

外面はナデ。内面は縦の指ナデ。 器面摩滅、内
面に接合痕

第97図
PL.- 10 埴輪

円筒
埋土
胴部片

口
底

-
-

高 - 細砂粒/良好/明赤
褐

外面は縦ハケ( ９本/２㎝ )。内面は斜めの指ナデ。 内面に接合痕
顕著

第97図
PL.54 11 埴輪

円筒
埋土
胴部片

口
底

-
-

高 - 細砂粒、粗砂粒/
良好/橙

外面は縦ハケ( ５本/ ２㎝ )、円形透孔。内面は縦方向の指
ナデ。

内面に接合痕

第97図
PL.- 12 埴輪

円筒
埋土
胴部

口
底

-
-

高 - 粗砂粒、細砂粒/
良好/明赤褐

外面は縦ハケ(８本/２㎝ )凸帯上に円形透孔。内面指ナデ。

第97図
PL.54 13 埴輪

円筒
埋土
胴部～底部

口
底

-
12.2

高 - 細砂粒/良好/橙 外面の凸帯下部に縦方向のヘラナデ。内面は縦方向の雑な
指ナデ。

内外面に接合
痕顕著

第97図
PL.- 14 埴輪

円筒
埋土
胴部～底部

口
底

-
10.8

高 - 細砂粒/良好/橙 外面下端は雑なナデ、内面は斜めの指ナデ 内面に接合痕

第97図
PL.54 15 埴輪

円筒
埋土
胴部～底部

口
底

-
12.5

高 - 細砂粒、粗砂粒/
良好/灰黄褐

外面の凸帯下部に縦方向のヘラナデ、円形透孔。内面は斜
め方向の雑な指ナデ。

内面に接合痕

第98図
PL.- 16 埴輪

円筒
埋土
胴部～底部

口
底

-
13.6

高 - 細砂粒/良好/橙 外面下端はナデ。内面は斜めの雑な指ナデ

第98図
PL.- 17 埴輪

円筒
埋土
胴部～底部

口
底

-
14.4

高 - 細砂粒/良好/橙 外面下端は斜めのナデ。内面は雑な斜めの指ナデ

第98図
PL.- 18 埴輪

円筒
埋土
底部のみ

口
底

-
14.2

高 - 細砂粒/良好/橙 外面は縦ハケ( ４本/２㎝ )。内面は雑なナデ。

第98図
PL.54 19 埴輪

朝顔
埋土
口縁片

口
底

40.0
-

高 - 細砂粒/やや不良/
橙

外面は縦ハケ（７本/ ２㎝）凸帯ナデ。内面は上端部横ハケ
後、横方向のナデ。

第98図
PL.- 20 埴輪

円筒
埋土
口縁片

口
底

-
-

高 - 細砂粒/良好/橙 外面は縦ハケ(単位不明)。内面ナデ。 器面摩滅

第98図
PL.- 21 埴輪

円筒
埋土
胴部片

口
底

-
-

高 - 細砂粒/良好/明赤
褐

外面は縦ハケ( ８本/ ２㎝ )後、凸帯部横ナデ。内面は雑な
ナデ。

内面に接合痕

第98図
PL.- 22 埴輪

円筒
埋土
底部片

口
底

-
-

高 - 粗砂粒、細砂粒/
良好/明赤褐

外面は縦ハケ( ８本/２㎝ )。内面は指ナデ。 接合部で剥離

第98図
PL.- 23 埴輪

円筒
埋土
口縁片

口
底

19.8
-

高 - 細砂粒/良好/橙 口縁部内面は斜めのハケ、外面は縦ハケを施文後、斜めの
線刻。

第98図
PL.- 24

土師器
甕

埋土
口縁～胴部片

口
底

13.8
-

高 - 細砂粒、粗砂粒(片
岩)/良好/にぶい
赤褐

口縁部横撫で、胴部外面は縦のヘラ撫で、内面は撫で。 頸部外面に輪
積痕

・埴輪
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第99図　城郭南西部遺構外出土遺物（１）
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第100図　城郭南西部遺構外出土遺物（２）
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第60表　城郭南西部　縄文～古墳時代遺構外出土遺物観察表

第４章　富岡城跡の調査
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縄文土器類
挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第99図
PL.-

１ 深鉢 胴部破片 埋土 繊維/ふつう/明褐 平口縁の口縁下に平行沈線を２段巡らせる。 有尾式

第99図
PL.-

２ 深鉢 胴部破片 埋土 繊維、細礫/ふつう/暗褐 口縁下に爪形刺突をもつ平行沈線を数段巡らせ、地文にＬＲの縄文
を施す。補修孔を有する。

有尾式

第99図
PL.-

３ 深鉢 胴部破片 埋土 繊維、細礫/ふつう/橙 胴部にＲＬの縄文を施す。 有尾式

第99図
PL.-

４ 深鉢 胴部破片 埋土 繊維、細礫/ふつう/橙 胴部にＲＬとＬＲによる羽状縄文の縄文を施す。 有尾式

第99図
PL.-

５ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫/ふつう/黄橙 胴部に刻みをもつ浮線文を横位に数段巡らせ、地文にＲＬの縄文を
施す。

諸磯ｂ式

第99図
PL.-

６ 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂/ふつう/褐橙 直立する平口縁で、頸部が屈曲する。口縁直下と屈曲部に刻みをもつ隆
帯を巡らせて口縁部文様帯を区画し、区画内に刻みをもつ平行沈線を巡
らせ、円形貼付を配する。頸部には横位・縦位の平行沈線で文様が描かれる。

五領ヶ台式

第99図
PL.-

７ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫/ふつう/明褐 胴部上半に縦位の平行沈線と斜位沈線で文様を描き、横位の平行沈
線で区画する。

五領ヶ台式

第99図
PL.-

８ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫/ふつう/明褐 胴部上半に渦状の沈線および縦位の沈線で文様を描き、縦位回転の
ＲＬの結節縄文を施す。

五領ヶ台式

第99図
PL.-

９ 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫/ふつう/橙 胴部に縦位回転のＲＬの結節縄文を施す。 五領ヶ台式

第99図
PL.-

10 深鉢 胴部破片 埋土 粗砂、細礫/ふつう/橙 胴部に縦位回転の細いＲＬの結節縄文を施す。 五領ヶ台式

第99図
PL.-

11 深鉢 口縁部破片 埋土 粗砂、細礫、石英、雲母
/ふつう/褐橙

平口縁で突起をもち、突起の口唇に刻みを有し、押引き沈線を弧状
に施す。突起下には隆帯を垂下させる。

阿玉台式

土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計　測　値(cm) 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第99図
PL.-

12 弥生土器
甕

口縁～胴上半 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫、白色
粒/ふつう/褐橙

突起状の小波状口縁で、波頂部に刺突、口縁直下に横位の
条痕を幅狭に施し、頸部は無文帯。胴部上半には斜位の条
痕が施される。

第99図
PL.-

13 弥生土器
壺

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
黄橙

平口縁の口縁内面に３歯の連続刺突を廻らせ、外面口縁下
に１条の隆帯が廻り（隆帯は剥落）、以下の頸部に横位の条
痕が施される。

第99図
PL.-

14 弥生土器
甕

口縁～台部1/3 口
底

31.7
11.2

高 39.9 細砂、細礫/ふつ
う/にぶい褐橙

平口縁の口唇部に横位の刺突を配し、口縁以下の胴部上半に
斜位の条痕、胴部下半に斜位から縦位に近い条痕が施される。

第99図
PL.-

15 弥生土器
壺？

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
明黄橙

口縁下に横位の条痕が施される。

第99図
PL.-

16 弥生土器
壺？

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
赤褐

肩部に沈線で崩れた変形工字文が描かれ、その下に横位の
沈線が２条廻る。

第99図
PL.-

17 弥生土器
壺

胴部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
褐橙

横位の沈線が廻り、胴部に斜位の条痕が施される。

第99図
PL.-

18 弥生土器
甕

胴部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/ふつ
う/にぶい褐

胴部下半に斜位から縦位に近い条痕が施される。

第99図
PL.-

19 弥生土器
甕

胴部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
赤褐

胴部上半に横位の条痕が施される。

第99図
PL.-

20 弥生土器
甕

胴部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
灰褐

胴部下半に斜位から縦位に近い条痕が施される。

第99図
PL.-

21 弥生土器
甕

胴部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
灰褐

胴部下半に縦位の条痕が施される。

第99図
PL.-

22 弥生土器
甕

胴部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/ふつ
う/黄橙

胴部下半に縦位の条痕が施される。

第99図
PL.-

23 弥生土器
壺か甕

底部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
にぶい赤褐

胴部下半に縦位の条痕が施され、底面に網代痕が残る。

第100図
PL.-

24 弥生土器
甕

口縁部 口
底

14.4
-

高（9.5）細砂、白色粒/良
好/にぶい褐橙

口縁部には横位・縦位のハケ目が僅かに残る。頸部に２連止め
廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。施文具は６歯、10mm。

第100図
PL.-

25 弥生土器
甕

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/にぶい
橙

折り返し口縁であるが、器面が荒れている。

第100図
PL.-

26 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
にぶい赤褐

肩部に櫛描波状文を廻らせる。外面無文部はミガキ。

第100図
PL.-

27 弥生土器
鉢

完形 口
底

10.5
3.0

高 5.0 細砂、細礫/ふつ
う/黄橙

外内面ナデ。

第100図
PL.-

28 弥生土器
台付甕

脚部 口
底

-
8.5

高（6.5）細砂、細礫/ふつ
う/褐橙

外面の荒れが著しい。内面ナデ。

第100図
PL.-

29 弥生土器
高杯

脚部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/橙 器面の荒れが著しい。

第100図
PL.-

30 弥生土器
壺か甕

底部 口
底

-
7.8

高（6.1）細砂/良好/にぶい
褐橙

外面は僅かにミガキ。内面ナデ。

第100図
PL.-

31 土師器
甕

口縁小片 口
底

26.8
-

高 - 細砂粒/良好/明黄
褐

口縁部横ナデ後、胴部斜めヘラ削り。内面横方向のナデ。

第100図
PL.-

32 土師器
甕

胴部 口
底

-
-

高 - 細砂粒/良好/橙 外面は斜めのヘラ削り。内面は横方向のヘラナデ。 胴部側面に黒
班

石器
挿図番号
図版番号 No． 器種

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ） 製作･使用状況 石材

第100図
PL.-

33 敲石
磨製石斧

11.1 5.4 3.7 351.2 上下両端の敲打・摩耗痕が著しい。磨製石斧を転用。 変玄武岩

第100図
PL.-

34 凹石？
棒状礫

14.8 4.5 3.3 337.2 背面側中央に敲打痕。打痕は摩耗、礫面は光沢面を帯びて
おり、石材的には砥石としても機能した可能性がある。

デイサイト

第100図
PL.-

35 台石
扁平礫

16.3 13.0 4.8 1559.2 表裏面とも摩耗しており、不明瞭だが線条痕が見える。礫
砥石として捉えるべきかもしれない。

石英閃緑岩



第３節　城郭北東部における縄文～
古墳時代の遺構と遺物

　本調査で検出された縄文時代の遺構はないが、土器が

僅かに出土してる。弥生時代の遺構としては、後期の住

居４軒、土坑１基が検出され、出土遺物には遺構外も含

め後期の土器・石器がある。さらに、古墳１基の周溝が

検出されたものの、墳丘は調査区外のため不明。出土遺

物には、周溝内より土器類がある。

　１　竪穴住居

　検出された竪穴住居は、弥生時代後期の計４軒である。

住居が検出された調査区は、２・３区に跨がる箇所と３

区に１軒ずつ、４区に２軒であり、いずれの住居も斜面

地に位置する。

　以下、各住居ごとに記載する。

３区１号住居　（第102図、第61表、PL.36・54）

　位置：調査範囲の南側となる３区にあり、城郭築城時

の整地盛り土の下に検出した。丘陵の西斜面に位置し、

本住居の南側６ｍに３区２号住居、北北東８ｍに４区１

号住居がある。標高210.33ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,934 ～ 29,940Ｙ軸＝－83,396 ～ 83,399

　形状：調査範囲が狭く、住居の西半は不明。検出でき

たのは東半だけで、南北方向に長い不整形な隅丸長方形

を呈すると考えられる。

　規模：長辺6.5ｍ前後　短辺（2.9）ｍ　壁高82cm

　長軸方向：Ｎ－10°－Ｅ　　　床面積：（11.34）㎡

　埋没土：鈍い黄褐色土を主体とし、黄褐色土ブロック

含むことから、人為的堆積の可能性もある。

　床面・壁：床面は概ね平坦であるが、西側へやや傾斜

する。壁は東壁が高く82cmを測り、やや傾斜をもって立

ち上がる。

　その他：東壁寄りにピットを４基検出した。径40 ～

50cm、深さ60 ～ 80cm前後を測る。

　遺物：出土遺物は少なく、埋土中からである。図示し

た１～ 12の土器と、13の敲石が出土している。10・11

は内外面に赤彩が施され、12は蓋の摘み部である。

　所見：出土土器から、弥生時代後期の住居と考えられ

る。

３区２号住居　（第103図、第62表、PL.36）

　位置：調査範囲の南側となる２区と３区に跨がってあ

り、城郭築城時の整地盛り土の下に検出した。丘陵の西

斜面に位置し、本住居の北側６ｍに３区１号住居がある。

標高210.99ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,921 ～ 29,928Ｙ軸＝－83,398 ～ 83,403

　形状：調査範囲が狭く、検出できたのは西側だけで、

住居の大部分となる東側は不明。北東方向に長い長方形

を呈すると考えられる。

　規模：長辺7.84ｍ　短辺（1.8）ｍ　壁高43cm

　長軸方向：Ｎ－35°－Ｅ　　　床面積：（9.08）㎡

　埋没土：鈍い黄褐色土を主体としている。

　床面・壁：床面はほぼ平坦である。壁は西壁が低く、

東側ほど高く43cmを測り、やや傾斜をもって立ち上がる。

　炉：住居の南西隅付近（炉１）と中央西壁寄り（炉２）の

２箇所に焼土が床面上に確認され、地床炉と判断した。

炉１は床面に径50cm程の範囲が焼土化し、炉２は径40cm

程の範囲が焼土化している。

　その他：南寄りに、径36cm、深さ39cmを測るピットを

１基検出した。主柱穴の１つである可能性をもつ。

　遺物：出土遺物は極めて少なく、図示した１点が埋土

中から出土している。

　所見：出土土器から、弥生時代後期の住居と考えられ

る。

４区１号住居　（第104図、第63表、PL.36）

　位置：調査範囲の中央となる４区にあり、城郭築城時

の整地盛り土の下に検出した。丘陵の北西緩斜面に位置

し、本住居の北側を４区２号住居と重複し、南南西８ｍ

に３区１号住居がある。標高209.31ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,947 ～ 29,951Ｙ軸＝－83,392 ～ 83,394

　重複：土層断面の観察から、４区２号住居より本住居

の方が新しい。

　形状：調査範囲が狭く、住居の東半は不明。検出でき

たのは西半だけで、方形ないし東西方向に長い長方形を

呈すると考えられる。

　規模：南北方向3.6ｍ　東西方向（2.4）ｍ　壁高41cm

　南北方向：Ｎ－14°－Ｗ　　　床面積：（5.47）㎡

　埋没土：鈍い黄褐色土を主体とし、自然堆積の可能性
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もある。

　床面・壁：床面は概ね平坦であるが、細かい凹凸があり、

北側へやや傾斜する。壁は南壁が高く41cmを測り、垂直

ぎみに立ち上がる。

　その他：径35cm前後、深さ16 ～ 28cmを測るピットを

２基検出した。主柱穴の可能性をもつ。また、床面下に

不整形な掘り込みが確認された。

　遺物：出土遺物は少なく、埋土中からである。図示し

た１～４の土器と、５の石核が出土している。

　所見：出土土器から、弥生時代後期の住居と考えられ

る。

４区２号住居　（第104図、PL.36）

　位置：調査範囲の中央となる４区にあり、城郭築城時

の整地盛り土の下に検出した。丘陵の北西緩斜面に位

置し、本住居の南側を４区１号住居と重複する。標高

208.85ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,951 ～ 29,956Ｙ軸＝－83,390 ～ 83,393

　重複：土層断面の観察から、４区１号住居より本住居

の方が旧い。

　形状：調査範囲が狭く、住居の東半は不明。検出でき

たのは西半だけで、不整な方形ないし北西方向に長い長

方形を呈すると考えられる。

　規模：南北方向（3.32ｍ）　東西方向（2.65）ｍ　壁高

17cm

　南北方向：Ｎ－55°－Ｗ　　　床面積：（6.24）㎡

　埋没土：鈍い黄褐色土を主体とし、４区１号住居の埋

没土より締まっている。自然堆積の可能性もある。

　床面・壁：床面は概ね平坦である。壁は南壁と北壁の

一部を確認しただけで、南壁で17cmを測る。

　その他：径30cm前後、深さ22cmを測るピットを１基検

出した。

　所見：出土土器がなく、時期の特定は難しいが、周辺

の状況等から弥生時代後期の可能性がある。

　２　土坑

３区１号土坑　（第105図、PL.36）

　位置：検出された土坑は本土坑のみで、３区の南側に

あり、城郭築成時の整地盛り土の下に検出した。丘陵の

西斜面に位置し、３区２号住居の北隅に近接する。標高

210.43ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,930　Ｙ軸＝－83,400

　形状・規模：径1.15ｍ、深さ70cmを測る不整な円形を

呈する。底面はほぼ平坦。

　埋没土：黒褐色土を主体とする。自然堆積の可能性も

ある。

　所見：出土がなく、時期の特定は難しいが、周辺の状

況等から弥生時代後期の可能性がある。

　３　古墳

古墳　（第105・106図、第64表、PL.35）

　概要：検出されたのは古墳を巡る周溝の東側の一部と

考えられ、西側の調査区外に盛り上がった箇所が存在す

ることから、古墳の主体は調査範囲の西側となる。墳丘

等は不明だが、円墳の可能性が高い。

　位置：調査範囲の北端となる10号トレンチ調査で検出

された、古墳の周溝の一部である。標高213.00ｍ。

（座標）Ｘ軸＝29,007 ～ 29,014Ｙ軸＝－83,386 ～ 83,389

　周溝：円墳と考えられる墳丘を巡る周溝の東側の一部

で、掘り込みは浅く弧状を呈する。底面は確認していな

い。周溝内には葺き石に使用した礫の出土はなく、遺物

としては須恵器片や土師器片が出土している。

　周溝規模：外径12.0ｍ前後

　埋没土：黒褐色土を主とし、自然堆積の可能性もある。

　遺物：出土遺物は少ないが、図示した１～４の須恵器

甕片および５の土師器甕が出土している。

　所見：出土遺物から、７世紀前半の古墳と考えられる。

　４　遺構外出土遺物

　遺構外出土遺物は少ないものの、縄文時代および弥生

時代、平安時代の土器・石器が出土している。

１．縄文時代の遺構外出土土器　（第107図、第65表）

　縄文時代の土器は極めて少なく、図示できたのは２点

のみである。１・２は胎土に繊維を含む前期中葉の有尾

式土器である。
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３区１号住居
１　灰黄褐色土　表土。（調査区土層の１層と同じ）
２　にぶい黄褐色土　As-Aを含む。白色軽石、細かな岩盤砕石を少量含

む。（調査区土層の２層と同じ）
３　にぶい黄褐色土　白色軽石、黄橙色粒を含む。締まっている。
４　にぶい黄褐色土　白色軽石、黄橙色粒、黄褐色土ブロックを含む。

締まっている。
５　にぶい黄褐色土　白色軽石、黄橙色粒、黄褐色土ブロックを含む。

締まっている。
６　にぶい黄橙色土　粘質土。
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第103図　城郭北東部３区２号住居平面図、出土遺物
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第61表　城郭北東部　３区１号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計　測　値(cm) 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第102図
PL.54

１ 弥生土器
壺

埋土
口縁部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/明黄橙

３段の折り返し口縁の口縁部に櫛描波状文を廻らせる。

第102図
PL.54

２ 弥生土器
壺

埋土
口縁部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/にぶい
褐橙

口縁が緩く内湾。外面口縁部に横位のハケ目。内面ナデ。

第102図
PL.54

３ 弥生土器
壺

埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、赤色粒/良
好/黄橙

肩部に刺突を充填した円形貼付文を配す。

第102図
PL.54

４ 弥生土器
甕

埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

頸部に２連止め廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。施
文具は９歯、15mm。

第102図
PL.54

５ 弥生土器
甕

埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/にぶい褐橙

頸部に３連止め廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。施
文具は７歯、13mm。

第102図
PL.54

６ 弥生土器
甕

埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/にぶい褐橙

頸部に３連止め廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。

第102図
PL.54

７ 弥生土器
甕

埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/にぶい
褐橙

頸部に廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。

第102図
PL.54

８ 弥生土器
甕

埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

肩部に櫛描羽状文が施される。

第102図
PL.54

９ 弥生土器
甕

埋土
頸部片

口
底

-
-

高 - 細砂/ふつう/にぶ
い褐橙

頸部から肩部にかけてＬＲの縄文を横位施文する。

第102図
PL.54

10 弥生土器
鉢

埋土
口縁部片

口
底

15.7
-

高（4.6）細砂/良好/褐橙 外内面赤彩、外面ミガキ、内面ハケ目。

第102図
PL.54

11 弥生土器
高杯

埋土
口縁部片

口
底

13.8
-

高（3.2）細砂/良好/橙 杯部の外内面赤彩、ミガキ。

第102図
PL.54

12 弥生土器
蓋

埋土
摘み部

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/褐灰 杯状の摘みで、上端径4.5cm。内外面ナデ。

石器
挿図番号
図版番号

No. 器種
形態・素材

出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ）

製作･使用状況 石材

第102図
PL.54

13 敲石
扁平棒状礫

埋土 17.2 5.3 2.4 312.2 小口部下端に打撃痕がある。 流紋岩

３区２号住居　炉
１　にぶい黄褐色土　床面を形成する土。硬く締まる。
２　焼土　硬く締まる。
３　にぶい黄褐色土　ロームブロックを含む。締まっている。
４　にぶい黄褐色土　締まっている。岩屑を多く含む。
５　にぶい黄褐色土　やや軟質。黒色土ブロックを多く含む。

Ｐ１
１　暗褐色土　白色軽石、炭化物を少量含む。締まりなし。

1
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４区１号住居
１　灰黄褐色土　表土。（調査区土層の１層と同じ）
２　灰黄褐色土　As-Aを含む。（調査区土層の２層と同じ）
３　にぶい黄褐色土　白色軽石、黄橙色軽石、炭化物を含む。
４　にぶい黄褐色土　３層に似るが、締まっている。
５　にぶい黄褐色土　白色軽石、ロームブロックを含む。
６　明黄褐色土　明黄褐色土ブロックを多く含む。住居床面を形成する

土。
７　にぶい黄褐色土　ロームブロックを多く、黄橙色粒、白色軽石を含

む。（床下）
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第105図　城郭北東部３区１号土坑、１号古墳平面図
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土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計 測 値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第103図
PL.54 １ 弥生土器

甕
埋土
口縁部片

口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/良好/
明黄橙

口縁部に４段の粘土紐積上げ痕を残す。器面の荒れが著し
い。

土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計 測 値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第104図
PL.54 １ 弥生土器

甕
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/褐橙 頸部に２連止め廉状文を廻らせる。

第104図
PL.54 ２ 弥生土器

甕
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/にぶい
褐橙

頸部に２連止め廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。

第104図
PL.54 ３ 弥生土器

甕
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/にぶい
黄橙

肩部に櫛描羽状文が施される。施文具は５歯、９mm。

第104図
PL.54 ４ 弥生土器

甕
埋土
肩部片

口
底

-
-

高 - 細砂/良好/褐橙 肩部に櫛描羽状文が施される。

石器
挿図番号
図版番号 No. 器種

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ） 製作・使用状況 石材

第104図
PL.54 ５ 石核

棒状礫
埋土 9.7 6.2 4.7 336.7 背面側で幅広剥片を剥離する。断面三角形状を呈する礫で、

裏面側の稜には弱い敲打痕が残る。
砂岩

３区１号土坑
黒褐色土　白色軽石、黄橙色粒を少量含む。粘質。

10トレンチ　１号古墳
１　灰黄褐色土　表土。（調査区土層の１層と同じ）
２　灰黄褐色土　As-Aを含む。（調査区土層の２層と同じ）
３　にぶい黄褐色土　明黄褐色土ブロックを含む。締まりなし。
４　黒褐色土　明黄褐色土ブロックを含む。（古墳周溝の埋没土）
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第106図　城郭北東部１号古墳出土遺物
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土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計 測 値（cm） 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第106図
PL.- １ 須恵器

甕
埋土
口縁片

口
底

-
-

高 - 細砂軽石/還元焔、
良好/灰オリーブ

折り返し口縁、外面は1本単位の波状文と沈線文。

第106図
PL.- ２ 須恵器

甕
埋土
胴部片

口
底

-
-

高 - 細 砂粒/還元焔、
良好/灰

外面は平行叩き。内面は青海波文。

第106図
PL.- ３ 須恵器

甕
埋土
胴部片

口
底

-
-

高 - 細砂粒/還元焔/灰 外面は平行叩き。内面は青海波文。

第106図
PL.- ４ 須恵器

甕
埋土
肩部小片

口
底

-
-

高 - 細砂粒/還元焔/灰
褐

外面は格子叩き。内面は青海波文。 頸部接合部か
ら剥離

第106図
PL.- ５ 土師器

甕
埋土
胴部～底部片

口
底

-
-

高 - 細砂粒、粗砂粒/
良好/にぶい赤褐

胴部外面は斜めのヘラ削り。内面は撫で。内面下位に接合
痕

1

2

3

4

5
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第107図　城郭北東部遺構外出土遺物

第３節　城郭北東部における縄文～古墳時代の遺構と遺物
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縄文土器類
挿図番号
図版番号 No. 器形 部位 出土位置 胎土/焼成/色調 文様の特徴等 摘　　要

第107図
PL.-

１ 深鉢 胴部破片 埋土 繊維/ふつう/橙 胴部の括れ部に爪形刺突をもつ平行沈線を横位に数段巡らせ、以下
にＲＬの縄文を施す。

有尾式

第107図
PL.-

２ 深鉢 胴部破片 埋土 繊維/ふつう/橙 胴部にＲＬの縄文を施す。 有尾式

土器類
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残存率 計　測　値(cm) 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第107図
PL.-

３ 弥生土器
壺

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/橙 頸部に２連止め廉状文を２帯廻らせる。器面の荒れが著し
い。

第107図
PL.-

４ 弥生土器
壺

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/橙

肩部に刺突を充填した円形貼付文を配す。

第107図
PL.-

５ 弥生土器
甕

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/黄橙 折り返し口縁の口縁部・頸部に櫛描波状文を廻らせる。

第107図
PL.-

６ 弥生土器
甕

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/黄橙 折り返し口縁で、器面の荒れが著しい。

第107図
PL.-

７ 弥生土器
甕

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/黄橙 折り返しの短口縁で、外内面ナデ。

第107図
PL.-

８ 弥生土器
甕

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/にぶい
黄褐

２段の折り返し口縁で、口唇部と有段部にハケ目工具によ
る刺突を廻らせる。内面ナデ。

第107図
PL.-

９ 弥生土器
甕

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/橙 口縁部に６段の粘土紐積上げ痕を残し、内面ナデ。

第107図
PL.-

10 弥生土器
甕

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂、赤色粒/良
好/橙

２段以上の折り返し口縁で、有段部にハケ目工具による刺
突を廻らせる。内面ナデ。

第107図
PL.-

11 弥生土器
甕

口縁部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/ふつ
う/橙

外内面ナデか。器面の荒れが著しい。

第107図
PL.-

12 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

頸部に粘土紐積上げ痕を残し、内面ナデ。

第107図
PL.-

13 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

肩部に粘土紐積上げ痕を残し、ＬＲの縄文を横位施文する。
内面ナデ。

第107図
PL.-

14 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/黄橙

頸部に３連止め廉状文を廻らせる。器面の荒れが著しい。

第107図
PL.-

15 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/黄橙 頸部に廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。施文具は９
歯、22mm。

第107図
PL.-

16 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/褐橙 頸部に廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。施文具は７
歯、11mm。

第107図
PL.-

17 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/褐橙 頸部に２連止め廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。施
文具は８歯、15mm。

第107図
PL.-

18 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/ふつ
う/褐

頸部に２連止め廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。器
面の荒れが著しい。

第107図
PL.-

19 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/黄橙 頸部に廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

20 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/褐橙 頸部に２連止め廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。施
文具は６歯、11mm。

第107図
PL.-

21 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/黄橙 頸部に廉状文、肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

22 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、赤色粒/良
好/黄橙

肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

23 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、細礫/ふつ
う/黄橙

肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

24 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/褐橙

肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

25 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、赤色粒/良
好/黄橙

肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

26 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂、黒色粒/良
好/褐橙

肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

27 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/橙 肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

28 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/暗褐 肩部に櫛描羽状文が施される。

第107図
PL.-

29 弥生土器
甕

肩部片 口
底

-
-

高 - 細砂/良好/褐橙 肩部にＬＲの縄文を横位施文する。

第107図
PL.-

30 弥生土器
高杯

脚部片 口
底

-
-

高 - 細砂、白色粒/良
好/にぶい黄橙

外面と杯部内面に赤彩。脚部ミガキ。

第107図
PL.-

31 弥生土器
壺か甕

底部 口
底

-
5.8

高 (2.5) 細砂、黒色粒/良
好/にぶい黄橙

外内面ナデ。

第107図
PL.-

32 須恵器
杯

底部 口
底

-
5.3

高 - 細 砂粒/還元焔、
良好/灰

ロクロ整形、回転右回り、底部回転ヘラ起し無調整。

石器
挿図番号
図版番号 No. 器種

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ） 製作･使用状況 石材

第107図
PL.-

33 石核
分割礫

8.3 8.5 4.2 318.8 背面側で幅広剥片を求心状に剥離する。 硬質泥岩

第107図
PL.-

34 石核
楕円礫

8.2 9.4 5.0 476.2 正面で上面の平坦な礫面より小型剥片を剥離するほか、裏
面側小口部で小型剥片を剥離。小口部に比べ正面側の剥離
は風化が著しく、時間差がある。

黒色安山岩

第107図
PL.-

35 敲石
柱状礫

12.5 5.5 4.0 336.1 小口部下端に敲打痕が残る。裏面側は凍結等で剥落。 変質安山岩

第107図
PL.-

36 敲石
棒状礫

11.7 3.0 3.0 177.4 上下両端の小口部に敲打・摩耗痕が残る。 緑色片岩

第107図
PL.-

37 台石
楕円礫

12.5 6.7 6.0 462.6 背面側に弱い摩耗痕。被熱して背面側のみ部分的に機能部
が残る。

粗粒輝石安山
岩



２．弥生時代の遺構外出土土器　（第107図、第65表）

　出土の多くは、２～４区の城郭築城時の整地盛り土下

となる基本土層Ⅳ層中から出土した。

　３～ 31は後期末葉の土器で、壺および甕の器種に、

折り返し口縁となる土器や、肩部に刺突を充填した円形

貼付文をもつ土器、簾状文や櫛描波状文が描かれる土器

がある。31は外面と杯部内面を赤彩した高杯の脚部であ

る。

３．平安時代の遺構外出土土器　（第107図、第65表）

　この時期の遺構は全く検出されていないが、32の須恵

器杯の底部が出土している。７世紀後半の土器である。

４．遺構外出土石器　（第107図、第65表）

　出土した石器は少なく、図示したのは石核２点、敲石

２点、台石１点の計５点である。他に剥片として４点あ

り、珪質頁岩、硬質頁岩を石材に用いている。

第４節　中世城郭

　中世城郭である富岡城の調査にあたっては、平成22年

度調査で城郭南西部が調査対象とされ、翌平成23年度調

査では城郭北東部の西斜面となる細長い範囲（機能保証

道路）が調査対象となった。山崎一氏の『群馬県古城塁址

の研究』（1972）に掲載された富岡城の縄張り図から、平

成22年度調査対象範囲は城郭の主郭西側に位置する郭か

ら城郭外の平坦面までであることが想定され、主郭の西

側郭、この郭の西側を画する堀切り、さらに西側に付随

する小郭の検出が予測されていた。一方、平成23年度調

査対象範囲は、主郭の東側を画する堀切りの北端付近か

ら主郭の北東に位置する郭の西縁斜面部と想定され、主

郭東側の堀の一部と、主郭の北東側郭の縁および平成22

年度調査で検出されたような横堀の存在が予測されてい

た。

　以下、城郭南西部の調査と城郭北東部の調査に分けて

記載する。なお、本書の記述にあたり、調査時に用いた

各調査年度での区・トレンチ名ではなく、主郭の西側に

位置する郭を２郭、主郭の北東側に位置する郭を３郭、

２郭の西側に位置する小郭を４郭、４郭の西側に位置す

る平坦面を城郭外平坦面として説明する。

　１　城郭南西部の調査

　城郭南西部の調査に当たっては、『群馬県古城塁址の

研究』（山崎　1972）での富岡城の縄張り図を参考に、調

査地の東端となる平坦部（主郭の西隣に位置する）を１

区、堀を挟んだ西側の斜面部を２区、１区の北側に一段

低い帯状のテラス部分を３区、さらに調査区の西端とな

る平坦面を４区として設定し、先ずは城郭面の調査を

行った。さらに、城郭面の調査終了後、築城時の盛り土

状況をトレンチにより確認し、併せて築城前の旧表土の

残存状況を確認した。

　以下、各郭および堀について記載する。

　

１．２郭　（第108 ～ 112図、PL.39 ～ 45）

　本郭は調査時に１区として調査した箇所である。郭の

平坦面は表土およびAs-Ａ混土層で覆われていた。また、

平坦面の西縁中央は、西から東へと延びる現道により、

一部が削平され斜路となっていた。

　郭面：As-Ａ混土層を除去した郭面の状況は、北面お

よび西面は急角度の斜面となり１号ないし２号堀へ続

き、南側は高田川へと続く急斜面となり、北縁がやや弧

状となるものの西縁は直線的となる。郭面は概ね平坦で、

西側の辺が狭くなる台形状の形状を呈する。詳細な観察

では、凝灰岩の小礫を含む硬く締まった粘質土が、郭面

の縁を取り巻くようにあり、むしろ郭中央部がやや低い

状態となる。最も高い位置は南西隅で、部分的に基盤層

の凝灰岩岩盤層が一部に路頭する。土居に関わる遺構は

検出されていないが、後述する堀や築城時の整地盛り土

等を考えると、土居の存在は否定できない。城郭に伴う

建物等の遺構はなく、郭面で検出された掘立遺構ならび

にピットは埋土をAs-Ａ混土とする遺構で、本城郭に伴

う遺構ではない。

　規模：南北幅23.0ｍ　東西幅（21.0）ｍ

　面積：（354.0）㎡

　北面の比高差：北面中段から郭面3.15ｍ

　　　　　　　　２号堀底面から郭面5.1ｍ

　西面の比高差：１号堀底面から郭面0.3ｍ

　築城時の整地盛り土：郭の北斜面において、斜面の上

第４節　中世城郭
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位層が凝灰岩礫を多量に含んだ粘質土、その下にAs-Ｂ

を含む黒色土層、さらに黒褐色土層、黄色ローム層とい

う層序となっていたことから、斜面上位層の凝灰岩礫を

多量に含んだ粘質土が築城の際に斜面部に盛り土した

層であることが明らかであった。このため、築城に関わ

る盛り土の構築状況の調査を行った。築城前の旧地形

は、南側は高田川に面する南急斜面で、丘陵上は高田川

に寄った南側が高く、北側への緩斜面から谷への急斜面

となる。また、西側へも緩斜面となる。この三方向の斜

面地に対し、郭の平坦面を創出するため、盛り土による

造成がなされたようで、その際に先述した１号古墳のも

削平氏他ものと考えられる。第109・111・112図に示し

たように、盛り土の厚さはＣラインでみると郭の南縁で

20cm、中央部で０cm、北縁で90cmの厚さを測り、Ｇライ

ンでみる郭の西縁では45cmを測る。盛り土は斜面のより

低い位置から進められ、徐々に高さを増していったこと

を、各土層断面から知ることができる。また、盛り土に

は基盤層の凝灰岩礫が大量に含まれ、ロームや粘質土の

ブロックが混在する土が用いられ、硬く締まっている。

これら盛り土に混在する凝灰岩礫・ローム・粘質土は、

各堀の掘削に伴って出たものであり、特に凝灰岩礫は１

号堀での岩盤掘削の跡をみると理解できる。

２．１号堀　（第109・112図、PL.42）

　縄張り図から予測していた堀で、２郭と４郭の間にあ

り、１号堀として調査した。堀の中央部は西から東へと

延びる現道のため、一部を客土されていたが、大部分は

堀の形状を朧気にとどめ、表土およびAs-Ａ混土層、As-

Ａの一次ないし二次堆積層で覆われていた。また、高田

川に面する南急斜面にも堀の続きとなる縦堀状の痕跡が

残っていた。

　本堀は２郭の西側および４郭の東側を画する堀で、丘

陵の尾根を東西に分断するように、基盤層である凝灰岩

岩盤層を掘り込んだ掘りで、南北に走向する。堀の埋没

土はAs-Ａ堆積層下となる第112図Ｈライン４層から10層

は締まりの弱い暗褐色土を主体とし、以下の鈍い黄褐色

土を主体とする12・13層とは大きく異なり、埋没時期の

異なる可能性がある。埋没時期が異なる状況は、後述の

２号堀でも確認されていることでもあり、両堀の埋没過

程に共通する（堀は改修の可能性もある）。

　堀の規模は、調査範囲内では長さ26ｍ、上幅（２郭西

縁から４郭東縁）8.8ｍ、底面幅0.7 ～ 1.2ｍ、堀中央部

での２郭面からの深さ4.4ｍ、４郭面からの深さ2.4ｍを

測る。底面は平坦ではあるが、中央部が最も高く、南側

および北側の両方向へ下り勾配となり（Ｉライン）、南側

はそのまま縦堀へと続くと思われる。北側も谷側へ堀が

続くことは、調査区境の土層断面で確認しているが、堀

の底面位置よりもやや高い位置で谷側へと続く。ただし、

谷側に縦堀が存在するかは不明。

　また、底面には橋脚等の柱の痕跡はなく、さらに堀の

東西両面にもそうした痕跡は確認できなかったことか

ら、堀を横断する施設は考え難い。

３．２号堀　（第109 ～ 111図、PL.43・45）

　調査時に２郭の北斜面下にテラス状の平坦面を確認し

たことから、腰郭の存在を想定して３区として調査した

箇所である。トレンチによる確認の結果、２郭の北面を

画する堀であることが判明したため、２郭北斜面の調査

と併せて、２号堀として調査した。なお、２郭北斜面一

帯には、As-Ａの二次堆積層が厚く確認されている。

　本堀は２郭の北側を画する堀で、２郭北斜面下の丘陵

斜面に沿うように東西方向に走向し、西端は１号堀の北

側に接続、東側は調査区外へと延びる。斜面部のローム

や粘土層を掘り込んだ堀で、一部では基盤層の凝灰岩岩

盤層まで掘り込んでいる。堀の埋没土の状況は、第111

図ＣラインではAs-Ａ堆積層下となる４層から７層まで

は鈍い黄褐色土や暗褐色土、黒褐色土を主体とし、以下

の９・11層上面はかなり堅く硬化し、凝灰岩礫屑が薄く

散乱する。さらに、９層以下の各層に粘質土が多量に混

在する土質は、７層より上層の埋没土とは大きく異なる。

そうした９層上面を境に、上層の埋没土と下層の埋没土

には埋没の過程に違いがあることが考えられ、それが時

間差であることも同時に考えられる。つまり、堀の改修

により底面位置が異なっていると考えることができる。

同様な状況は、第110図Ａライン、第111図Ｂラインにも

確認でき、先述した１号堀においても堀の改修の可能性

をみることができる。

　堀の規模は、調査範囲内で長さ27.0ｍ、堀中央部での

上幅5.0ｍ、底面幅1.0ｍ、深さ1.0ｍ、２郭面から底面

までの比高差5.1ｍを測る。底面は狭く平坦ではあるが、
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城郭南西部　城郭土層断面注記
Ａ－Ａ′
１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。
２　にぶい黄褐色土　As-A軽石を多く含む。傾斜部付近は2次堆積のAs-Aが多量に堆積する。しまり弱い。（As-A降下以後）
３　にぶい黄褐色土　２層よりやや明るい。凝灰岩礫（φ0.5cm ～ 1cm）を微量に含む。しまりやや弱い。
４　にぶい黄褐色土　２層よりやや暗い。凝灰岩礫（φ0.5cm ～ 1cm）を微量に含む。しまりやや弱い。
５　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm ～ 1cm）をまばらに含む。しまりやや弱い。
６　黒褐色土　凝灰岩礫（φ1cm）をまばらに含む、ロームブロックをまばらに含む。粘性あり。
ａ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10cm ～ 40cm）を多量に含む。（築城時の盛土）
Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Ｂが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）
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Ｂ－Ｂ′

１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。

２　にぶい黄褐色土　As-A軽石を多く含む。しまり弱い。（As-A降下以後）

３　凝灰岩礫（φ１cm～４cm）層

４　黒褐色土　凝灰岩礫（φ１cm）とロームブロックをまばら含む。しまり弱い、粘性あり。

５　暗褐色土　凝灰岩礫（φ２cm）とロームブロックをやや多く含む。しまり弱い、粘性あり。

６　灰黄褐色土　凝灰岩礫（φ１cm）とローム粒をまばらに含む。しまりあり、粘性あり。

７　黒褐色土　凝灰岩礫（φ２cm）とローム粒（φ２cm～５cm）を含み汚れている。しまり、粘性あり。

８　黒色土　黒色土を主体とするが灰黄褐色土が混じり汚れている。しまり、粘性あり。

９　灰黄褐色土　灰黄褐色土に褐色軽石が混じり汚れている。しまり、粘性あり。

ａ　暗褐色土　As-A軽石を多く含む。（撹乱）

ｂ　黒褐色土　凝灰岩礫（φ3～５cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｃ　暗褐色土　暗褐色軽石層を主体とする。（築城時の整地盛土）

ｄ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10cm～20cm）をまばらに含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｅ　灰黄褐色土　凝灰岩礫（φ５cm～７cm）とローム粒を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｆ　灰黄褐色土　灰黄褐色粘土を主に、凝灰岩礫、黒色土が少量混じり汚れる。しまり、粘性あり。（築城時の

　　整地盛土）

ｇ　にぶい黄褐色土　ローム主体で、黒色土が混じり汚れている。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｈ　暗褐色土　ローム主体で、黒色土が混じり汚れている。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｉ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10cm～40cm）を多量に含む。（築城時の盛土）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ⅱ　黒褐色土　ややロームが混じる。

Ⅲ　黄色ローム

ｈ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｉ　にぶい黄褐色土　黒色土が混じり汚れている。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｊ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ５cm～10cm）をおおく含む。しまり、粘性あり。

　　（築城時の整地盛土）

ｋ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10cm～40cm）を多量に含む。（築城時の盛土）

Ａ　黒色土　凝灰岩礫（φ0.5cm ～１cm）を微量に含む。しまり、粘性あり。

　　（築城時の整地盛土）

Ｂ　黒色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多量に含む。（１号墳周溝）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ⅱ　黒褐色土　ややロームが混じる。

Ⅲ　黄色ローム
13　にぶい黄褐色土　汚れたローム粒を多く含む。凝灰岩礫をまばらに含む。しまり、粘性あり。

　　（２号堀古）

14　灰黄褐色土　粘質土。しまり強い、粘性強い。（２号堀古）

15　暗褐色土　ロームブロックと汚れたローム粒を多く含む。しまりあり、粘性強い。（２号堀古）

16　灰黄褐色土　粘質土、ローム粒をまだらに含む。しまり、粘性強い。（２号堀古）

17　褐灰色土　砂礫層、凝灰岩礫（φ0.5cm ～１cm）を多く含む。しまりあり、粘性強い。（２号堀古）

ａ　暗褐色土　As-A軽石を多く含む。（攪乱）

ｂ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ５cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｃ　黒褐色土　凝灰岩礫（φ５cm～ 10cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｄ　黒褐色土　凝灰岩礫（φ10cm～ 20cm）が主体で、礫間に隙間が多い。（築城時の整地盛土）

ｅ　黒褐色土　凝灰岩礫（φ10cm～ 20cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｆ　暗褐色土　暗色帯を主に、凝灰岩礫（φ10cm ～20cm）をまばらに含む。しまり、粘性あり。

　　（築城時の整地盛土）

ｇ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ５cm～10cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）   

Ｃ－Ｃ′

１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。

２　にぶい黄褐色土　As-A軽石を多く含む。しまり弱い。（As-A降下以後）

３　にぶい黄褐色土　As-A軽石を多く含む。傾斜部付近は二次堆積のAs-Aが多量に堆積する。

　　しまり弱い。（As-A降下以後）

４　にぶい黄褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）をまばらに含む。しまり、粘性あり。（２号堀新）

５　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）をまばらに含む。しまり、粘性あり。（２号堀新）

６　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）とローム粒を（φ１cm～２cm）をまばらに含む。しまり、

　　粘性あり。（２号堀新）

７　黒褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）をまばらに含む。しまり強い、粘性あり。（２号堀新）

８　凝灰岩（φ１cm～４cm）礫層（２号堀古）

９　黒褐色土　凝灰岩礫を極微量に含む。しまり、粘性あり。（２号堀古）

10　黒褐色土　凝灰岩礫を微量に含む。しまり、粘性あり。（２号堀古）

11　黒褐色土　やや青灰色を帯びる凝灰岩礫（φ1.5cm～４cm）をまばらに含む。しまり、粘性あり。

　　（２号堀古）

12　黒褐色土　汚れたローム粒を多く含む。凝灰岩礫を含む。しまり、粘性あり。（２号堀古）

Ｄ－Ｄ′

１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。

２　にぶい黄褐色土　As-A軽石を多く含む。しまり弱い。（As-A降下以後）

ａ　暗褐色土　As-A軽石を多く含む。（攪乱）

ｂ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ５cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｃ　黒褐色土　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10～30cm）を主体とする。しまり、粘性あり。（築城時の

　　整地盛土）

ｄ　にぶい黄褐色土　ローム主体で、黒色土が混じり汚れている。しまり、粘性あり。（築城時

　　の整地盛土）

ｅ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ３～20cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｆ　にぶい黄褐色土　ローム主体で、黒色土が混じり汚れている。しまり、粘性あり。（築城時

　　の整地盛土）

ｇ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ５cm～20cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｈ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10cm～40cm）を多量に含む。（築城時の盛土）

ｉ　にぶい黄褐色土　凝灰岩礫（φ３cm）をまばら含み、やや砂質。しまり、粘性強い。（築城時

　　の盛土）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ⅱ　黒褐色土　ややロームが混じる。

Ⅲ　黄色ローム

Ⅳ　凝灰岩岩盤層
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Ｇ－Ｇ′

ａ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10～20cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｂ　にぶい黄褐色土　ロームと黒色土が層状に混じる。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ｈ－Ｈ′

１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。

２　にぶい黄褐色土　As-A軽石を多く含む。しまり弱い。（As-A降下以後）

３　As-A軽石層（天明三年降下軽石）

４　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～1.5cm）を多く含み、層下部に凝灰岩礫（φ２cm～４cm）が

　　たまる。しまり弱く、粘性あり。

５　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多量に含む。しまり弱く、粘性あり。

６　黒褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～1.5cm）を多量に含む。しまり弱く、粘性あり。

７　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm）を多量に含む。しまり弱く、粘性あり。

８　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多く含む。しまり弱く、粘性あり。

９　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～1.5cm）をまばらに含む。しまり弱く、粘性あり。

10　暗褐色土　大型の凝灰岩礫（0.5cm～1.5cm）を多量に含む。しまり弱く、粘性あり。

11　凝灰岩礫（φ10cm）を主体とする。礫間に隙間あり。

12　にぶい黄褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多く含む。しまり、粘性あり。

13　にぶい黄褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を密に含む。しまり、粘性あり。



20
9.
0

208.0

209.0

209.0

210.0

21
0.
0

208.0

205.0

206.0

208.0

208.0

20
7.
0

206.0

212.0

212.0

211.0

210.0

208.0

20
8.
0

20
9.
0

210.0

211.0

207.0

206.0

206.0

Ｇ

Ｋ

Ｋ′

Ｌ Ｌ′

Ｍ

Ｍ′

Ｎ
Ｎ
′

Ｏ

Ｏ
′

Ｐ

Ｐ
′

Ｑ

Ｑ
′

Ｉ
Ｉ
′

2区

850
-470

880
-500

０ 10ｍ１: 200

第113図　４郭平面図

第４節　中世城郭

171



20
6

L=
20
8.
00
m

Ｋ
Ｋ
′

b

a
s

Ⅰ

Ⅲ

20
8

L=
21
0.
00
m

Ｌ
Ｌ
′

a
b

b

e

c
c

d
s

s

2

1
Ⅰ

Ⅲ

L=
21
1.
00
m

20
9Ｍ

Ｍ
′

c

f

d

e

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅲ

岩
盤

０
５
ｍ

１
:
10
0

第
11
4図

　
４
郭
断
面
図

‐
１

第４章　富岡城跡の調査

172

Ｋ
－
Ｋ
′

ａ
　
暗
褐
色
土
　
凝
灰
岩
礫
（
φ
１
cm
）
を
多
く
含
む
。
し
ま
り
、
粘
性
あ
り
。
（
築
城
時
の
整
地
盛
土
）

ｂ
　
暗
褐
色
土
　
凝
灰
岩
礫
（
φ
５
cm
）
を
多
く
含
む
。
し
ま
り
、
粘
性
あ
り
。
（
築
城
時
の
整
地
盛
土
）

Ⅰ
　
黒
色
土
　
や
や
砂
質
で
As
-Ｂ

が
混
じ
る
。（

城
郭
築
城
以
前
の
旧
地
表
土
）

Ⅲ
　
黄
色
ロ
ー
ム

Ｍ
－
Ｍ
′

１
　
黒
褐
色
土
　
表
土
　
As
-A
を
多
く
含
む
。
し
ま
り
弱
い
。

ｃ
　
暗
褐
色
土
　
凝
灰
岩
礫
（
φ
１
cm
）
を
多
く
含
む
。
し
ま
り
、
粘
性
あ
り
。
（
築
城
時
の
整
地
盛
土
）

ｄ
　
暗
褐
色
土
　
凝
灰
岩
礫
（
φ
10
～
30
cm
）
を
多
く
含
む
。
し
ま
り
、
粘
性
あ
り
。
（
築
城
時
の
整
地
盛
土
）

ｅ
　
暗
褐
色
土
　
凝
灰
岩
礫
（
φ
３
～
15
cm
）
を
多
量
に
含
む
。
し
ま
り
、
粘
性
あ
り
。
（
築
城
時
の
整
地
盛
土
）

ｆ
　
明
赤
褐
色
土
　
凝
灰
岩
礫
と
暗
褐
色
土
を
少
量
含
む
。
し
ま
り
強
く
硬
い
、
粘
性
あ
り
。（

築
城
時
の
整
地
盛
土
）

Ⅰ
　
黒
色
土
　
や
や
砂
質
で
As
-Ｂ

が
混
じ
る
。（

城
郭
築
城
以
前
の
旧
地
表
土
）

Ⅲ
　
黄
色
ロ
ー
ム

Ｌ
－
Ｌ
′

１
　
黒
褐
色
土
　
表
土
　
As
-A
を
多
く
含
む
。
し
ま
り
弱
い
。

２
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
　
As
-A
軽
石
を
多
く
含
む
。
し
ま
り
弱
い
。（

As
-A
降
下
以
後
）

ａ
　

暗
褐

色
土

　
凝

灰
岩

礫
（

φ
１

cm
）

を
多

く
含

む
。

し
ま

り
、

粘
性

あ
り

。
（

築
城

時
の
整
地
盛
土
）

ｂ
　

暗
褐

色
土

　
凝

灰
岩

礫
（

φ
５

cm
）

を
多

く
含

む
。

し
ま

り
、

粘
性

あ
り

。
（

築
城

時
の
整
地
盛
土
）

ｃ
　

明
赤

褐
色

土
　

凝
灰

岩
礫

と
暗

褐
色

土
を

少
量

含
む
。

し
ま

り
強

く
硬

い
、

粘
性

あ
り
。（

築
城
時
の
整
地
盛
土
）

ｄ
　

暗
褐

色
土

　
凝

灰
岩

礫
（

φ
５

cm
～

15
cm

）
を

主
体

と
す

る
。

し
ま

り
、

粘
性

あ
り
。
（
築
城
時
の
整
地
盛
土
）

ｅ
　

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
　

凝
灰

岩
礫

（
φ

３
cm

）
を

ま
ば

ら
含

み
、

や
や

砂
質

。
し

ま
り

あ
り
、
粘
性
強
い
。
（
築
城
時
の
整
地
盛
土
）

Ⅰ
　
黒
色
土
　
や
や
砂
質
で
As
-Ｂ

が
混
じ
る
。（

城
郭
築
城
以
前
の
旧
地
表
土
）

Ⅲ
　
黄
色
ロ
ー
ム



208

210

208

207

L=212.00mＮ Ｎ′

L=211.00m

209

Ｏ Ｏ′

L=210.00mＰ Ｐ′

L=209.00mＱ Ｑ′

a

a

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

岩盤

1

1

1

2

2

3

a

bc
3

岩盤

現代盛土

現代盛土

1

a

b
Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

1

a

a

b
Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
岩盤

トレンチ

第115図　４郭断面図－２

０ ５ｍ１: 100

Ｎ－Ｎ′

ａ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ10～30cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ⅱ　黒褐色土　ややロームが混じる。

Ⅲ　黄色ローム

Ｏ－Ｏ′

１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。

２　As-A軽石層（天明三年降下軽石）

３　にぶい黄褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）をまばらに含む。しまり弱く、粘性あり。

ａ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｂ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ３cm～15cm）を多量に含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｃ　明赤褐色土　凝灰岩礫と暗褐色土を少量含む。しまり強く硬い、粘性あり。（築城時の整地盛土）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ｑ－Ｑ′

１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。

ａ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ３cm～15cm）を多量に含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｂ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ３cm～５cm）をまばらに含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ⅲ　黄色ローム

Ｐ－Ｐ′

１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。

ａ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多く含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

ｂ　暗褐色土　凝灰岩礫（φ３cm～15cm）を多量に含む。しまり、粘性あり。（築城時の整地盛土）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ⅱ　黒褐色土　ややロームが混じる。

Ⅲ　黄色ローム
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東側から西側への下り勾配となり（Ｊライン）、１号堀と

接続する西端では本溝の方が一段低い。堀の傾斜角もか

なり急で、谷側の堀上端部は盛り土により、さらに深さ

を増している。

　この盛り土の状況は第11１図に示しているが、盛り土

には２郭での整地盛り土と同様に凝灰岩礫が大量に含ま

れており、築城当初の構築と考えられる。

　以上の状況から、本堀は斜面に直行する縦堀と同様な

機能を持つ「横堀」と考えられる。

４．４郭　（第113 ～ 115図、PL.46・47）

　本郭は調査時に２区として調査した箇所である。郭面

は南東隅が最も高く、西傾斜ならびに北傾斜の斜面地

となっており、表土およびAs-Ａ混土層で覆われていた。

また、調査区の中央を西から東へと延びる現道により、

西側と東側で一部が削平されていた。

　郭面：As-Ａ混土層を除去した郭の状況は、郭の東側

は１号堀で画され、西側は３号堀で画されるが３号堀は

短く、現道の存在ならびに削平により、不明瞭な点があ

る。郭の南側は高田川に面する急斜面となり、北側も谷

への急斜面となる。また、郭面の高い部分として、南東

隅が最も高く、そこから続く郭の南側が西傾斜して徐々

に西側へ下る。さらに、１号堀に面する南西隅から北側

への東縁においても、南から北へ傾斜して徐々に北側へ

下る。これら両方向の高い部分以外では、北西への緩斜

面となり、北西縁は整地盛り土により造成されている。

　郭面の詳細な観察では、郭の南側の高い部分の東半は

基盤層の凝灰岩岩盤層が路頭し、西半はローム面となり、

その幅は2.0ｍ前後を測る。東縁の北傾斜となる高い部

分では、南半に凝灰岩岩盤層が路頭し、北半はローム面

ないし盛り土がなされている。その幅も2.0ｍ前後を測

る。これらのことは第114・115図に示した。土居等が存

在した可能性はないものの、記述した南側と東縁の高い

帯状の部分が、城郭内の路とする見方もできなくはない。

　規模：南北幅13.5ｍ　東西幅21.0ｍ

　面積：344.0㎡

　東面の比高差：１号堀底面から郭面2.4ｍ

　築城時の整地盛り土：トレンチ調査により郭の北西縁

一帯に盛り土を確認し、２郭と同様に築城に関わる盛り

土構築状況の調査を行った。築城前の旧地形は、凝灰岩

岩盤層が路頭する南東隅を頂部に、北西への狭い緩斜面

地で、直ぐに谷への急斜面となる。この北西への緩斜面

に対し、郭の平坦面を維持するため、盛り土による造成

がなされたと考えられる。第115図に示したように、盛

り土の厚さはＮラインの北端で40cm、Ｏラインの北端で

70cm、Ｑラインの北端で75cmを測る。盛り土は斜面寄り

から進められる箇所もある。また、盛り土には基盤層の

凝灰岩礫を多く含んだ混土が用いられ、硬く締まってい

る。

５．３号堀　（第116・117図、PL.46）

　トレンチ調査で確認された堀で、縄張り図には記され

てはいなかった。丘陵の尾根が最も狭くなる箇所で、４

郭西側に位置し、３号堀として調査した。高田川に面す

る南急斜面にも、堀の続きとなる縦堀状の痕跡が朧気に

残っていた。

　本堀は４郭の西側を画する堀で、丘陵の尾根を南側か

ら北方向に掘り込んだ掘りで、尾根の途中で立ち上がる。

堀の埋没土はAs-Ａ堆積層下に凝灰岩礫を多く含む暗褐

色土を主体としている。

　堀の規模は、調査範囲内では長さ5.6ｍ、上幅4.6ｍ、

底面幅2.5ｍ、深さ0.7ｍを測る。底面は概ね平坦ではあ

るが、南急斜面方向へ下り勾配となり、そのまま縦堀へ

と続くと思われる。堀の立ち上がり部は、尾根のほぼ中

央付近となり、対する北側は削平されていると共に現道

により調査できなかったが、同様な堀が存在していた可

能性は高く、中央部が土橋状となる堀であった可能性も

ある。

６．城郭外平坦面　（第116・117図、PL.47）

　４郭および３号堀の西側に位置する平坦面で、尾根の

最も狭くなった３号堀部分よりやや広がる。平坦面の南

縁は屈曲するように曲がり、高田川に面する南急斜面と

なる。この南縁の一段高くなった部分が西からの現道と

なっており、本平坦面を回り込むように北側の谷部へ下

り込む道となっていた。そのため北端一帯は削り込まれ、

西側についても工事が進められていたことから、平坦面

の全容は明らかではない。

　トレンチ確認の結果、現道となっていた平坦面南縁の

一段高い部分は、基盤層の凝灰岩岩盤層が露出している
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Ｒ－Ｒ′

１　黒褐色土　表土　As-Aを多く含む。しまり弱い。

２　褐灰色土　As-Aを含み、凝灰岩礫を含む。しまり弱く、粘性あり。（現代の耕作土）

３　暗褐色土　As-A、凝灰岩礫を含み、褐灰色土にロームが混じる。しまり弱く、粘性あり。（As-A降下以後）

４　褐灰色土　As-Aを含み、凝灰岩礫を含む。しまり弱く、粘性あり。（As-A降下以後）

５　暗褐色土　As-Aを含み、凝灰岩礫を含む。しまり弱く、粘性あり。（As-A降下以後）

６　褐灰色土　As-Aを含み、凝灰岩礫を含む。しまり弱く、粘性あり。（As-A降下以後）

７　褐灰色土　As-Aを含み、ロームが微量混じる。凝灰岩礫を含む。しまり弱く、粘性あり。（As-A降下以後）

８　褐灰色土　As-Aを含み、凝灰岩礫を含む。しまり弱く、粘性あり。（As-A降下以後）

９　As-Aが主体。（二次堆積か）

Ⅰ　黒色土　やや砂質でAs-Bが混じる。（城郭築城以前の旧地表土）

Ⅱ　黄色ローム　

Ⅲ　暗褐色ローム、やや砂質、マーブル状に黒が入る。

Ⅳ　灰黄色砂質ローム

Ⅴ　暗褐色ローム

Ⅵ　褐色軽石（As-AP）

Ⅶ　黄灰色軽石（As-BP）

Ⅷ　灰黄褐色粘土（暗色帯か）

Ⅸ　凝灰岩岩盤

Ｓ－Ｓ′

１　砕石混じり土　舗装下の客土

２　暗褐色土　As-Aを多量に含む、凝灰岩礫（φ５cm）をまばらに含む。しまり強い、粘性あり。（As-A降下以後）

３　暗褐色土　As-A、凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多量に含む。しまり強い、粘性あり。（As-A降下以後）

４　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～３cm）を多量に含む。しまり強い、粘性あり。

５　黒褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）をまばらに含む。しまり強い、粘性あり。

６　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多量に含む。しまり強い、粘性あり。

Ｔ－Ｔ′

１　砕石混じり土　舗装下の客土

２　暗褐色土　As-Aを多量に含む、凝灰岩礫（φ２cm～３cm）をまばらに含む。しまり弱い、粘性あり。（As-A降下以後）

３　暗褐色土　As-Aを含む、しまり弱い、粘性あり。（As-A降下以後）

４　黒褐色土　As-Aを多量に、凝灰岩礫はまばらに含む。しまり弱い、粘性あり。（As-A降下以後）

５　暗褐色土　As-Aを多量に含む。しまり弱い、粘性あり。（As-A降下以後）

６　黒褐色土　As-Aを多量に、凝灰岩礫（φ0.5cm～1.5cm）をまばらに含む。しまり弱い、粘性あり。（As-A降下以後）

７　As-Aが主体。（二次堆積か）

８　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を多量に含む。しまり弱い、粘性あり。

９　暗褐色土　凝灰岩礫（φ0.5cm～１cm）を少量含む。しまり弱い、粘性あり。
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状態で、平坦面はロームを削り込んで平坦にした面であ

り、平坦面の北側においては面の下位層にAs-Ａ堆積層

やAs-Ｂ混土層を確認したことから北斜面地であること

が明らかとなった（Ｒライン）。以上の状況を踏まえて調

査を行ったところ、平坦面は10 ～ 13ｍ前後の幅で帯状

に屈曲するように続くことがわかった。また、平坦面は

城郭に伴う面であり、併せて現道となっていた一段高い

部部は土居の可能性をもち、城郭の西側へ連なる施設と

考えることができる。

　２　城郭北東部の調査

　城郭北東部の調査範囲は、主郭の東側を画する堀切り

の北端付近から主郭の北東に位置する郭の西縁斜面部と

想定され、主郭東側の堀の一部、主郭の北東側郭の縁お

よび平成22年度調査で検出されたような横堀の存在が予

測されていた。機能保証道路の調査であることから、調

査地の幅が狭く、併せて城郭の斜面部に位置するため、

調査地全体に10箇所のトレンチを設定し、土層と城郭に

関わる遺構の確認を行った。そ

の結果を踏まえ、各トレンチ間

を拡張する形で１区から５区ま

でを設定し、城郭面の調査終了

後、築城時の盛り土の状況を確

認すると共に、築城前の旧表土

の残存状況を確認した。

　以下、検出された郭と堀につ

いて記載する。

１．主郭と３郭の間の堀

　　　（第118・120図、PL.48）

　本堀は主郭の東側と、主郭の

東側に位置する３郭の西側を画

する堀で、丘陵の尾根を東西に

分断するように南北に走向す

る。この堀の北端部付近の一部

が調査範囲内に含まれ、１・２

号トレンチとして確認し、その

後１区および２区の南半で堀の 第118図　城郭北東部１～４区平面図
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調査を行った。

　堀の埋没土は、第120図Ａ～ＥラインにおいてAs-Ａの

一次ないし二次堆積層下に鈍い黄褐色土と灰黄褐色土が

主体となり、ロームを掘り込む、或いはローム上に堆積

していることがわかる。

　調査範囲が狭く堀の規模は不明だが、２区において３

郭の南辺が検出されていることや、底面の状況等から幅

11.0ｍ以上の堀と考えられ、深さは３郭側で1.0ｍ程度

と浅い。調査範囲内での底面は平坦で、２区の３郭南辺

際に幅30cm前後、深さ25cmを測る溝が検出され、この溝

が３郭の南西隅下部付近で直角に南西方向へ曲がり、そ

の続きが１区の中央部でも検出されている。このあり方

からすると、この溝は堀に伴って、堀の底面を巡る溝と

も考えられ、何らかの施設の可能性をもつ。また、先述

した城郭南西部での１号堀と比較すると、堀の深さに大

きな差があり、この底面の深さの状態が堀全体に続くか

は明らかにしえない。

２．３郭　（第118 ～ 121図、PL.48 ～ 50）

　郭の西斜面が調査地となり、郭の南西隅から北側に延

びる西縁ないし西斜面を確認すべ

く、斜面に直行するように３～５

号トレンチを設定して確認した。

その結果、当初予測していた横堀

は確認できなかった。その後、拡

張した２～５区の調査を行った。

　確認された３郭は、２区で郭の

南辺下部と南西隅下部から西辺下

部の一部、２区から続く西辺下部

が３区の南端に検出したが、この

位部分で一段低くなって、さらに

緩やかな傾斜をもちつつ北側へ続

く。検出できたのは郭の斜面部の

みであることから、郭面の状況は

不明。斜面部の土層をみると、Ｈ

ラインでは８～９層中に岩盤礫を

多量に含むことから、先の２郭等

でみられた城郭築城時の整地盛り

土の状況と同様であることが理解

できる。この整地盛り土は、３区 第119図　城郭北東部５～７区、８・９号トレンチ平面図
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第120図　城郭北東部Ａ～Ｉライン土層断面図

第４節　中世城郭

181



Ｊ Ｊ′
L=210.00m

209

208

2
1

1

14
s

19

青灰色粘質土

Ｋ Ｋ′
L=210.00m

209

2

1

Ｌ Ｌ′
L=209.00m

208

1

1
2

14

Ｍ Ｍ′
L=209.00m

208

207

2
2 2 2

19

1 1

1

19 19
19

Ｎ Ｎ′
L=209.00m

208

2
2

2号道路
1号道路

1

Ｏ Ｏ′
L=209.00m

208

1号道路
2号道路

119

2 

19
19

Ｐ Ｐ′
L=207.00m

206

19

191919

11

2
2

2

1

10

Ｑ Ｑ′
L=206.00m

205

22 1
Ｒ Ｒ′

L=206.00m

205

1 2 Ｓ Ｓ′
L=198.00m

197

196

1

19

19

19

2

０ ５ｍ１: 100

第121図　城郭北東部Ｊ～Ｓライン土層断面図
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城廓北東部の土層注記
１　灰黄褐色土　表土。
２　灰黄褐色土　As-Aを含む。（天明三年以降）
３　As-A軽石層（天明三年降下軽石）
４　にぶい黄褐色土　白色軽石、細かな岩盤砕石を少量含む。やや粘質。（As-A降下前）
５　にぶい黄橙色土　白色軽石、黄橙色粒を多く含む。直上にAs-A純層が堆積する。
６　にぶい黄褐色土　白色軽石、黄橙色粒を多く含む。締まりなし。（土塁盛土内側の溝のフク土）
7a　にぶい黄褐色土　白色軽石、黄橙色粒を多く含む。締まっている。（整地盛土）
7b　灰黄褐色土　黄橙色軽石を多く含む。やや軟質。
８　浅黄橙色土　基盤岩盤の大型破砕礫（人頭大）を含む岩盤砕石とにぶい黄褐色粘質土との混土。硬く締まっている。（整地盛土）
９　黒褐色土　岩盤砕石を含む。やや粘質。（整地盛土）
10　にぶい黄橙色土　岩盤砕石をかなり多量に、白色軽石、黄橙色軽石、灰色粘質土ブロックを含む。硬く締まっている。（整地盛土）
11　黄橙色土　白色軽石、黄橙色軽石を含む。
12　にぶい黄褐色土　岩盤砕石を多く、　白色軽石　黄橙色軽石を含む。（溝埋没土）
13　にぶい黄褐色土　白色軽石、黄橙色軽石、黄色土ブロックを含む。　
14　黒褐色土　白色軽石、黄橙色軽石を含む。土器片が出土する。（城郭築城以前の旧地表土）
15　にぶい黄橙色土　白色軽石、黄橙色軽石を少量、ローム粒を多く含む。（土坑の埋没土）
16　にぶい黄橙色土　白色軽石、ロームブロックを含む。締まっている。（３区２号住居の埋没土）
17　にぶい黄橙色土　白色軽石を含む。締まっている。（３区２号住居の埋没土）
18　赤褐色土　焼土。（３区２号住居の炉）
19　明黄褐色　黄橙色軽石を含むローム土。



のＧラインおよびＩラインで確認することができ、Ｇラ

インの北端付近ではかなり薄くなる。４区以北には、盛

り土はみられない。４区および５区の確認面からは、段

差を検出したが城郭に伴うものかは不明で、併せてＮ・

Ｏラインでの１・２号道路とした帯状に延びる２条の硬

化面を確認している。また、５区では溝状に延びる落ち

込みを検出したが、共に城郭に伴うものではない。さら

に、５区の北端部にある段差は、城郭北端部の一部とも

考えられるが、詳細は不明である。

３．城郭北端部の状況　（第119・121図、PL.50）

　５区の北端部にある段差以北について、６・７区、８

～ 10号トレンチとして調査した。

　６・７区では、北側から上り上げる現道下が、５区の

北壁中央付近を起点に北北東方向に延びる幅広な溝状と

なっていることを確認したが、その埋没土にAs-Ａを混

在させていることから、城郭に伴う遺構ではないことが

明らかとなった。また、８・９号トレンチにおいても、

地山にAs-Ａ混土を堆積させるのみで、城郭に伴う痕跡

は確認できなかった。さらに、10号トレンチにおいても

同様で、後述した古墳の周溝の一部が検出されただけで

あった。

　３　遺構外出土遺物

　城郭に伴う出土遺物はなく、遺構外出土遺物も少ない

状況であるが、城郭の南西部と北東部のからは、中・近

世の陶磁器類、金属製品、石製品が出土している。

１．城郭南西部の遺構外出土遺物　（第122図、第66表）

　１は中世在地系土器の皿の底部片で、１号堀底面付近

から出土した。２は鉄製の刀子。３・４は携帯用山形火

打金で、３は幅に比して高さのある富士山形を呈する。

５は古銭で「元祐通寶」（北宋、1086年初鋳）。６は石英

の火打ち石で、周囲に敲打痕が認められる。

２．城郭城北東部の遺構外出土遺物　（第123図、第67表）

　１は龍泉窯系の青磁碗片で、13世紀。２は古瀬戸の緑

釉小皿片。３～８は釘ないし不明な鉄製品。９は鉛製の

円弾。10は煙管の雁首で、11・12は「寛永通寶」である。

13は砥沢石製の切り砥石である。

第４節　中世城郭
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第66表　城郭南西部　中世以降遺構外出土遺物観察表

第122図　城郭南西部中・近世遺構外出土遺物
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残 存 率

口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm） 色調 成形・整形の特徴 備考

第122図
PL.-

1 在地系土器
皿

底部片 - (5.9) - 底部左回転糸切無調整。 中世

金属製品
挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残 存 率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm） 重さ（ｇ） 特 徴　・　状 態 備考

第122図
PL.-

２ 鉄製品
刀子

区部 - - - （7.81） 刃区、棟区と考えられる段差が認められるが、茎幅が狭い。
刃部は錆による欠損が多く、形状は不明瞭。棟区部の厚さ
は2.1㎜。

第122図
PL.-

３ 鉄製品
火打金

一部欠 - - - （11.9） 残存幅54.5㎜、高さ25.9㎜の携帯用山形火打金。刃部中央
の厚さは4.4㎜、端部は3.5㎜。背側端部の厚さは2.9㎜、
円孔部は1.9㎜。形状・厚さ共に火打金の特徴を有する。
幅に比して高さがあり、富士山形を呈する。刃部に使用に
よる抉れや角の削れ認められない。

第122図
PL.-

４ 鉄製品
火打金

一部欠 - 21.1 4.0 （8.81） 器高の高い携帯用山形火打金で両端は欠損。頂部付近は槌
で叩いた段差が僅かに確認できる。また、錆で塞がるが、
頂部には円孔の痕跡が確認できる。刃部中央の厚さは4.0
㎜、端部は3.0㎜。背部の厚さは2.4㎜、頂部は1.0㎜と厚
さも火打金の特徴を有している。使用による刃部の抉れや
角の削れは認められない。

第122図
PL.-

５ 銭貨
元祐通寶

周縁1/3欠 - - 0.13 ～
0.12

（2.08） 行書。北宋、1086年初鋳。

石器
挿図番号
図版番号 No. 器 種

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ） 製作･使用状況 石材

第122図
PL.-

６ 火打石
礫片

床直 4.5 2.8 2.0 26.2 背面側中央の稜部・下端エッジ・両側縁に敲打痕。 石英

陶磁器類

1(1/3)

5(1/1)

6

2 3 4
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第123図　城郭北東部中・近世遺構外出土遺物

第67表　城郭北東部　中世以降遺構外出土遺物観察表
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挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残 存 率

口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm） 色調 成形・整形の特徴 備考

第123図
PL.-

１ 龍泉窯系
青磁碗

口縁部小片 - - - 外面に鎬蓮弁文。 13世紀

第123図
PL.-

２ 古瀬戸
縁釉小皿

口縁部片 - - - 口縁部に灰釉。器高はやや高い。 古瀬戸後Ⅰ・
Ⅱ期か

挿図番号
図版番号 No. 種類

器種
出土位置
残 存 率

長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm） 重さ（ｇ） 特 徴　・　状 態 備考

第123図
PL.-

３ 鉄製品
不明

端部片 - - 0.26 （8.35） 厚さ2.6㎜の板状製品。残存する端部側の幅は14.3㎜で欠
損する側に向かうに従い幅を増す。部位による厚さの違い
は認められない。

第123図
PL.-

４ 鉄製品
釘

頭部欠 - - - （7.23） 残存する上端が4.6㎜×5.6㎜の角形。下端は曲がるが、先
端は尖る。上端欠損部に湾曲部が僅かに残っており、頭部
直下で欠損した可能性が高い。頭部形状は不明。

第123図
PL.-

５ 鉄製品
釘か

破片 - - - （1.26） 上部に比して下部が細い。断面形状は不明瞭。

第123図
PL.-

６ 鉄製品
不明

3/4か - - - （51.16） 断面長方形から方形で、両端が細くなる鉄製品。中央部は
14.3㎜×12.3㎜、最も細い端部は4.1㎜×4.8㎜。

第123図
PL.-

７ 鉄製品　
不明

破片 - - - （9.22） 弧状に曲がった棒状製品。断面円形の可能性が高い。

第123図
PL.-

８ 鉄製品
不明

破片 - - - （5.03） 棒状製品で断面円形の可能性が高い。７と接合する可能性
が高い。

第123図
PL.-

９ 鉛製品か
円弾

完形 1.27 1.21 9.53 遺存状態が悪く、表面は白色に腐食して凹凸が多い。湯口
などは観察できない。

第123図
PL.-

10 銅製品
煙管　雁首

完形 4.05 0.15 0.11 （11.0） 錆は少なく遺存状態は良好。挿入部と小口は六角形で小口
付近のみ円形を呈する。肩は明瞭で脂返しは断面円形。火
皿は湾曲するが浅い。火皿、脂返し、挿入各部の接合は認
められるが、板を丸めたような接合部は観察されない。

第123図
PL.-

11 銅銭
寛永通寳

完形 2.32・
2.32

0.10 ～
0.11

2.47 新寛永。錆はほとんどなく、遺存状態が良好。

第123図
PL.-

12 銅銭
寛永通寳

完形 2.32・
2.32

0.10 ～
0.11

2.47 新寛永。錆はほとんどなく、遺存状態が良好。

石器
挿図番号
図版番号 No. 器 種

形態・素材 出土位置 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
（ｇ） 製作･使用状況 石材

第123図
PL.-

13 砥石　
切り砥石

11.2 2.5 1.8 79.2 三面使用？左側面は分割した後、研磨整形。小口部両端は
刀子状工具による整形。

砥沢石

陶磁器類

金属製品

1

5

6

10 11(1/1) 12(1/1)
13(1/3)

7

8

9

2 3

4



第5章　調査の成果（総括）

第1節　富岡清水遺跡の朱について

はじめに

　富岡清水遺跡は群馬県西部、富岡市富岡字清水に所在

する縄文時代、平安時代を主とする集落遺跡である。平

安時代の９世紀代には小規模な集落が形成され、谷地や

低地の開発が進み水田耕作が行われている。竪穴住居の

様相はＡ区２号竪穴住居のような７世紀後半代のもの

も１軒存在しているが、隣接する富岡市教育委員会での

発掘調査成果(１)も含めてみても９世紀後半から１０世紀、

１１世紀前半代にかけて継続的に営まれていたようであ

る。１１世紀後半以降も集落確認面の上面ではＡｓ－Ｂで埋没

した水田が検出されている。当然、水田耕作にかかわる

人々が存在し、周囲に集落が営まれていたとみられる。

朱墨痕の残る灰釉陶器段皿

　富岡清水遺跡の平安時代集落から出土している遺物は

土師器、須恵器を主に若干の灰釉陶器を見ることができ

る。こうした出土状況は他の集落と同様であるが、富岡

清水遺跡Ａ区１号竪穴住居から出土した灰釉陶器段皿は

内面底部が顕著に擦り磨かれ、朱墨の痕跡が残っている

ことから朱墨を擦るための硯に転用されたものと考えら

れる。灰釉陶器に残された朱については残存状態などか

ら科学分析を実施していないため朱墨の原材料同定には

至らないが、古代に使用された朱の現材料としては「辰

砂として産出し、人工的に水銀と硫黄を化合させること

によって得ることが可能な『水銀朱』」・「人工的に鉄鉱石

を加熱して得ることが可能な酸化鉄である『ベンガラ』」・

「鉛を誘拐・酸化させて製造する『鉛丹』」がある(２)とさ

れ、灰釉陶器に残る朱墨の痕跡もこれらの材料のどれか

と膠を練り混ぜて作られたものとみられる。

　群馬県内では硯や転用硯に残る朱墨としては前橋市下

東西遺跡溝ＳＤ５９から出土した円面硯(溝ＳＤ５９－３９１)の裏

面を利用した事例(３)が知られているだけである。下東

西遺跡溝ＳＤ５９から出土した例は朱墨の痕跡は残存が少な

く一時的な使用であったとみられる。しかし、富岡清

水遺跡Ａ区１号竪穴住居から出土した灰釉陶器段皿に残

る朱墨を擦った痕跡は底面の広い範囲に及んでおり、一

時的な使用ではなく長期的に使用されていたことが窺え

る。こうした朱墨用の硯や転用硯の使用例は群馬県内だ

けでなく全国的にみても事例が少ない状況である。

　朱墨を擦った痕跡が残る灰釉陶器を出土したＡ区１号

竪穴住居は今回調査した範囲の南側に位置するＡ区中ほ

どの東寄りに位置する。他遺構とはＡ区３号竪穴住居と

の重複が確認されているが、１号竪穴住居が３号竪穴住

居を壊す状態で占地しているため３号竪穴住居の残存状

態は不良で土器などの遺物は見られない。そのため３号

竪穴住居の年代観は１号竪穴住居より古い時期であるこ

と以外は判然としていない。１号竪穴住居からは灰釉陶

器以外に煮沸具や貯蔵具としての土師器甕、須恵器羽釜、

供膳具としての須恵器杯、椀、黒色土器椀が出土してい

る。これらの土器群は隣接する富岡市教育委員会で実施

した発掘調査区での報告書内で考察されている出土土器

の編年作業(４)で段階設定されたⅣ期とほぼ同様な時期

であり、１１世紀前半代に比定できる。

　灰釉陶器段皿は口縁部を約１／２強ほど欠損しているが、

全体がわかる状態である。出土状態は底部全体と口縁部

が１／４が残る比較的残りの良好な破片が１点と口縁部の

１／４ほどが３点の小片に割れた状態で出土している。出

土位置は底部から口縁部片と口縁部小片の２点が「覆

土」、残る口縁部小片が「カマド」からである。このよう

第 124 図　富岡清水遺跡出土の朱墨痕残る灰釉陶器皿
（トーンは朱墨痕の範囲）
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に大半は覆土中ではあるが、カマド内からの出土した破

片が存在することからほぼＡ区１号竪穴住居に伴うもの

とすることができる。この灰釉陶器は底部から口縁部に

かけて比較的直線的に開き、高台はわずかに稜が残り、

内面の段はわずかな差しか有しない形態である。なお、

施釉方法は漬け掛けとみられることから、この灰釉陶器

段皿の窯式期は虎渓山１号窯式前半代に比定できる。

　こうした状況から灰釉陶器と１号竪穴住居の間には若

干の年代的な差がみられるが、灰釉陶器の口縁部が１／２

ほど欠損した状態であることから、口縁部が一部欠損し

たのちに硯に転用されたとみれば問題がない。

朱の使用例

　富岡清水遺跡での課題は朱墨がどのように使用された

かであるが、この課題について解明できる材料は発掘調

査の範囲ではみることはできない。そこで、古代におけ

る一般的な朱の使用例や出土資料から可能性を探ること

とする。

　平安時代における朱の使用は印の捺印の際につけられ

る朱肉、寺院や官衙などの建物の柱や梁などに塗られて

いることが知られている。文書では正倉院文書などに残

る各種帳簿に合点をつけたり、注釈など限られた範囲

での使用(５)である。捺印のための朱肉、建物への塗装、

文書での使用例は官衙や寺院、ごく限られた一部の富豪

層に限定されるものである。また、出土遺物の中にも朱

書された土器(以下、朱書土器と略す)を見ることができ

る。

　朱書土器の群馬県内の事例は少なく渋川市半田薬師遺

跡Ｅ区１号竪穴住居から出土している須恵器高台付椀の

体部外面に朱書されたもの(125図－１)(６)だけである。

なお、この朱書については文字部分の残存状態が一部で

あることなどから判読できない状態である。この竪穴住

居からの出土遺物は朱書土器の他に須恵器杯が１点出土

しているだけであるが、朱書土器、須恵器杯の年代観は

９世紀後半代に比定される。この他では伊勢崎市伊勢崎・

東流通団地遺跡６号井戸から出土した須恵器椀の内面に

墨で線画を描き、朱で彩色された人物絵、外面に朱書に

よる花弁状の文様が描かれているもの(125図－２)(７)

を見ることができる。この絵が描かれた土器については

形態などから１１世紀以降の年代観が与えられる。

　なお、群馬県内では朱書土器の出土例は上記の２点と

非常に少ないが、周辺の地域や関東地方の例を見ると埼

玉県では若葉台遺跡から１５点、将監塚・古井戸遺跡から

２点の他など８遺跡３５点(８)、東京都では武蔵国府関連

遺跡群から２点(８)、千葉県では花前Ⅰ・Ⅱ遺跡から２６点、

江原台遺１１点、村上込の内遺跡６点など１４遺跡７６点(９)

が出土している。埼玉県や千葉県では墨書土器に比べれ

ば少ない量であるがある一定量の朱書土器が出土例を見

ることができる。これらの朱書は８世紀中葉から１０世紀

前半代にかけての土器に書かれているもので、書かれて

いる文字も１字ないしは２字である。また、書かれてい

る文字も埼玉県若葉台遺跡では「時山」、「山」、「□山」、「時

□」などが１２点、千葉県江原台遺跡では「由」４点、「中人」

３点、「中」、「子中」各１点など比較的同一遺跡内同一の

文字が出土している。こうした朱墨土器の出土について

は平川南氏(１０)や高島英之氏(１１)など分析によると、集落

遺跡から出土する墨書土器のかなりの部分が、古代集落

に生活する人々の信仰にかかわったものであるされるも

のである。ただし、墨書土器については平川南氏による

と「『１０世紀半ば以降、新たに流行した浄土教の阿弥陀仏

を信仰することにより来世における極楽浄土に往来する

という教えをはじめ、そののちの鎌倉仏教にみられるよ

うなひたすら念仏や題目を唱えるだけで救われるという

教え』がそれまでの『道教的な呪術性の高い信仰や招福除

災や延命への願いを土器に文字を記すという信仰形態』

をしだいに消滅させた」と、見通している(１２)。この状態

は朱書土器の存続した年代が１０世紀前半代である状態か

第 125 図　群馬県内出土の朱書・朱彩色土器

第 1節　富岡清水遺跡の朱について
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らすれば一致する。また、県内で出土している墨書土器

の年代観とも齟齬のない状態である。しかし、伊勢崎市

伊勢崎・東流通団地遺跡から出土して絵が描かれた土器

の事例や文献史料のなかには呪術などで「かわらけ」に墨

書、朱書された事例(１３)を見ることができ、必ずしも１０

世紀後半以降に土器への墨書行為は減少している状態で

あるが、消滅したとはみられない。

富岡清水遺跡の朱の使用について

　こうした朱書の事例を見ると富岡清水遺跡１号竪穴住

居から出土した朱墨痕の残る転用硯は富岡清水遺跡で官

衙的様相や荘家などの耕作地管理施設などを窺い知る出

土遺物が出土しておらず、ごく一般的な農耕にかかわる

集落様相しか見ることができない。こうした集落様相か

らは文書への朱書が行われたとは想定できず、土器への

朱書、絵画への彩色とみるのが妥当と考える。また、朱

墨の残存状態を考慮すると単発的な土器への朱書を想定

するより、やや広い部分への朱塗りなどの絵画への彩色

行為を想定した方が妥当とみられる。

　しかし、今日の発掘調査事例からみて朱墨の痕跡が残

る硯や朱書の例は非常に少数であることは事実であり、

一般化したものではないことも事実である。今回、出土

した富岡清水遺跡のような一般集落から出土した事例が

何を示しているかについては、より検討を重ねる必要が

ある。

第５章　調査の成果（総括）
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(１)富岡市教育委員会　２０１０「富岡清水遺跡」富岡市埋蔵文化財発掘調査

報告書第３０集
(２)市毛　勲　１９９８「新版　朱の考古学」雄山閣
(３)財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団　１９８７「下東西遺跡」財団法

人　群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書第５８集
(４)永井尚寿　２０１０「Ⅴ調査成果　１平安時代の土器の分類と編年」『富

岡清水遺跡』富岡市教育委員会
(５)宮瀧交二　２００２「朱書土器に関する覚書」『古代文字資料のデータベー

ス構築と地域社会の研究』
(６)渋川市教育委員会1993「第１章市内遺跡発掘調査報告Ⅶ半田薬師遺

跡」『市内遺跡Ⅵ』渋川市発掘調査報告書３３集、半田薬師遺跡は渋川
市半田に所在する集落遺跡。牧とみられる遺構や８世紀から１０世紀
にかけての集落が検出されている半田中原・南原遺跡の西側に位置
する。１９８８年、１９９２年、２０００年にかけて個人住宅などを対象として
１１カ所を発掘調査しており、８世紀から１０世紀代の集落を検出して
いる。

(７)群馬県企業局開発課　１９８２「伊勢崎・東流通団地遺跡」、伊勢崎市日
乃出町他に所在する。谷地を挟んで２カ所の台地上に４世紀から６
世紀代の集落、平安時代の製鉄炉、鍛冶工房などの遺構が検出され
ている。

(８)吉村武彦他　２００２「武蔵国墨書土器集成」『古代文字資料のデータベー
ス構築と地域社会の研究』より

(９)財団法人　千葉県史料研究財団　１９９６「出土文字資料集成」『千葉県
の歴史　資料編古代』千葉県の遺跡一覧表より

(１０)平川　南２０００「墨書土器の研究」吉川弘文館
(１１)高島英之　２０００「古代出土文字資料の研究」東京堂出版
(１２)　(１０)と同じ
(１３)藤原良章　１９９８「中世の食器・考―(かわらけ)ノート―」　『列島の

文化史』５　日本ディタースクール出版部に「宇治拾遺物語」巻１４に
『御堂関白ノ御犬晴明等奇特ノ事』と題し、藤原道長を呪詛するため
に「かわらけ」の底部に朱書されたものが埋められたとしている。こ
の出来事は藤原道長、安倍晴明の生存年代から１０世紀末の年代が想
定できる。
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第２節　富岡清水遺跡周辺の古代
　　　　　水田と用水系統について

　（1）検出した水田と洪水層

水田遺構と洪水堆積物を起源とする水田耕作土

　この遺跡で遺構として確認した水田は、Ｂ区の浅間Ｂ

軽石(Ａｓ－Ｂ)を含むいわゆる浅間Ｂ混土(Ⅳ層)下面で検出

した水田のみである(｢第３章3節7水田｣ 107頁参照)。

この水田は、畦の南北軸の方向がＮ-１～３°-Ｅでほぼ

現在の真北に近く、古代の土地区画制度である条里地割

の可能性も考えられる。水田の詳細な年代は不明だが、

浅間Ｂ軽石の降下年代に近接した１２世紀代と推定され

る。但し、次に述べるようにその下層のⅤ層が水田耕作

土であることから、おそらくこの水田は少なくともⅤ層

から継続していた可能性が高い。

　遺構として確認した水田はこの水田のみであるが、Ｂ

区における植物珪酸体分析の結果、Ⅴ層が９，０００個／ｇ、

Ⅵ層が８，６００個／ｇ、Ⅶ層が４，９００個／ｇのイネのプラント・

オパールが検出されたことから、これらのⅤ・Ⅵ・Ⅶ層

は水田耕作土であることが確実と考えられる(126図)。

なお、Ⅸ層は洪水に由来する堆積物ではないが、７００個／

ｇのプラント・オパールが検出されていることから、こ

の層が水田耕作土ではないものの、周辺では水田耕作が

行われていた可能性がある(｢自然科学分析｣130頁参照)。

　これらのⅤ・Ⅵ・Ⅶ層はいずれも洪水に由来する堆積

物で、その給源は流路と遺跡との位置的な関係から、現

高田川の可能性が高い。高田川は遺跡の下流約２㎞で鏑

川と合流するが、そのほぼ中間点に大きく蛇行する部分

があり、洪水時には鏑川との合流点あるいはこの蛇行部

で呑みきれない水が、遺跡の一帯に滞水するものと考え

られる(図２)。これは、別保あたりから下流がたびたび

冠水したという、江戸時代の記録である貝沢日記からも

伺い知ることができる(甘楽多野土地改良区 ２００４，富岡

史編纂委員会 １９５５)。

　なお、現鏑川、富岡清水遺跡段丘礫層、同Ｃ区２号用

水路内洪水礫、現高田川の４地点における礫組成の比較

からは、用水路内の洪水礫が現高田川に由来するとの明

確な認定はできなかったが、これは鏑川と高田川の礫組

成が近似していることに起因するものと考えられる。

洪水層の年代

　Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ層の洪水層の年代は全体として、Ⅸ層に３

世紀後半の浅間Ｃ軽石(Ａｓ－Ｃ)を含むことと、Ⅳ層に天仁

元年(１１０８)のＡｓ－Ｂを含むことから、３世紀後半以降で、

１２世紀初頭以前の年代幅に収まる(｢自然科学分析｣ 128

頁参照)。

　各洪水層の詳細な年代を判定する明確な資料は欠く

が、Ⅴ層は浅間Ｂ軽石降下の直前であることから概ね１１

世紀代で、下層のⅥ層との関係から、９～ １１世紀代と

推定できる。次にⅥ層はＣ区１面２ａ･ ６号用水路を直

接被覆する洪水層の可能性があり、同層中から出土した

須恵器坏破片から８世紀中葉と推定できる。さらにⅦ層

はＣ区２ｂ･ ３号用水路を直接被覆する洪水層の可能性

があり、同層中から出土した土師器坏破片から８世紀前

半と推定できよう。

　なお、Ⅷ層にも少量のイネのプラント・オパールが検

出されたことから、この層は水田耕作土ではないものの、

この遺跡の周辺地域での水田耕作は古墳時代まで遡る可

能性が高いものと考えられる。

第126図　基本土層柱状図
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　（2）用水路

　（3）条里地割と思われる区画

用水路の概要

　この遺跡のＢ～Ｄ区では、Ⅸ層以上を掘込み面とし、

いずれも微高地の縁辺部を西から東の方向に走行する14

条の用水路を確認した。これらは伴出遺物がほとんどな

くその多くは詳細な年代が不明であるが、層位からその

大勢は概ね古代の範疇に収まる。また、この遺跡は旧高

田川と思われるいく筋かの河道が西から東へ走行するこ

とから、南北方向に微高地と低地を繰り返す地形を示す

が、確認した用水路は基本的に微高地と低地の縁辺部に

立地し、これは微高地の縁辺部に用水路を通し、それよ

り下側(低地部側)が水田域となる一般的な用水路の立地

を示す(｢(６)用水路｣ 93頁参照)。

　この段階における用水路の取水は、おそらく遺跡の西

側約150ｍを北流する現高田川からと考えられる。高田

川は遺跡の西側で北側へ大きく屈曲するが、この屈曲し

た攻撃面から取水した可能性が高い(127図)。但し、河

道は移動しており、確認した用水路の年代の河道の位置

は不明である(129図)。

　一方、Ｂ区で検出した浅間Ｂ軽石降下以降の水田は、

これに伴う用水路は確認できなかったが、遺跡西側の高

田川の屈曲部よりＢ区南端部の標高が高いことから、高

田川屈曲部からの取水では給水が不可能となり(127図)、

南から北へ傾斜する地形を考慮すると遺跡の南側から配

水されていた可能性が高い。したがって、Ｂ区で検出し

現在の土地区画

　昭和４３年測量の富岡市都市計画図に１０９ｍ間隔のグ

リッドを当てると、一番堰用水の受益地である富岡清水

遺跡周辺から、三番堰(君川)用水の受益地である君川の

洪水層と竪穴住居の層位的な位置関係

　この遺跡で検出した竪穴住居の確認面は、微高地部に

あたるＢ区がローム層(ⅩⅡ層)上面、低地部にあたるＣ･

Ｄ区がⅨ層上面で、いずれも各洪水層より下位に相当す

る。しかし、Ｃ･Ｄ区の竪穴住居はいずれも洪水に由来

する堆積物で埋没し、９世紀以降という竪穴住居の年代

観からも、８世紀前半と推定されるⅧ層洪水より上位か

ら掘り込まれていたことになる。

　したがって、少なくともＣ区では耕作土化したⅥ・Ⅶ

層の洪水層の上位に竪穴住居が造られ、この上位のⅥ層

が再び水田耕作土化している。つまり、この地点では８

世紀代の水田域→９･１０世紀代の居住域→１１･１２世紀代の

水田域という、土地利用の変遷が重層的に確認できるこ

とになる。

た浅間Ｂ軽石降下以降の水田には、遺跡の南方からの給

水が必要で、遺跡の南方約50ｍに位置する現在の一番堰

用水付近がその候補として浮上することになる。

現在の用水路からの検討

　現在の富岡市北部地域には、黒川及び別保付近の高田

川から取水する一番堰用水、二番堰用水、三番堰(君川堰)

用水の３条の用水路が存在している(図2)。このうち一

番堰用水は最も上流の黒川付近から取水し、東流して高

田川が大きく北側へ蛇行する東西900m、南北600mの範

囲を主たる受益地とし、本遺跡地もこの受益地内に含ま

れている。この終末点は高田川に落ちる一方で、富岡清

水遺跡の南側で分岐して、鏑川方面へ南東流している。

　この一番堰用水は、これらの用水のうち最も上流から

の取水であることと、その｢一番｣という名称から、おそ

らくこの地域で最も重要な用水路と考えられる。この開

削年代は弘化2年(1845)以前の詳細は不明だが(甘楽多

野土地改良区　2004)、整備された用水路網の状況から

現在は畑作地帯のこの受益地一帯は、かつて主要な水田

域であったものと想定できる。

　換言すると、微高地上に立地するこの地域の水田経営

は、用水路の整備によってのみそれが可能となり、これ

は遺跡で確認した多数の古代の用水路がその証左とな

る。つまり、この用水系の受益地内における水田は、浅

間Ｂ軽石降下前後の水田域を基盤として造られている可

能性が高く、さらにこの基盤は古代にまで遡るものとの

想定が可能である。

　また、富岡市域は南部の鏑川段丘面上に多くの古墳が

立地するが、今のところこの地域で水田遺構の発見例は

なく、広範囲な沖積低地も存在しない。一方、富岡清水

遺跡では、プラント・オパール分析から水田開発は古墳

時代まで遡ることが判明していることから、この地域が

これらの古墳群を支えた主たる生産域であった可能性も

考えられる。
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　（４）まとめ

　富岡清水遺跡周辺の土地区画の状況を列記してきた

が、これらの事実から富岡清水遺跡周辺の土地利用状況

地域にかけて(富岡地区)、主として南北軸がその線上に

一致する現在の土地区画がしばしば見受けられる(128

図)。このグリッドの傾きは約Ｎ- ２°-Ｅで、鏑川を挟

んで東側に展開する甘楽条里の軸線の傾きとほぼ一致し

ている。

　但し、富岡地区は東西方向が一致する区画が少なく、

軸線の傾きは甘楽条里に近似するものの、甘楽条里から

のグリッドは東西、南北両方向ともにずれる。したがっ

て、富岡地区の土地区画が条里地割であるとの断言はで

きないが、南北軸がしばしば一致する区画の状況は、単

なる偶然の所産とも思えない。

Ｂ区浅間Ｂ混土下面水田の区画

　この水田は、前述のように畦の南北軸の方向がＮ- １

～３°-Ｅで、ほぼ現在の真北に近い。また、この地区

の北端部では、水田面と微高地の境を僅かな段差として

確認したが、この段差が現状の土地区画に残る条里地割

の可能性がある線上にほぼ一致することを確認した。ま

た、遺跡の西方約２㎞に位置する七日市六反田遺跡でも

Ｂ混土下面水田が検出されているが、この南北方向の畦

畔もＮ- ２～４°-Ｅで、富岡清水遺跡と近似した軸線

の傾きを呈している(富岡市七日市六反田遺跡調査会　

２００８)。

　いずれも調査範囲の狭いこのＢ混土下面水田のみで確

定することはできないが、甘楽条里及び富岡地区の土地

区画の傾きが約Ｎ- ２°-Ｅ前後であることも考慮する

と、この水田は条里地割の可能性が考えられる。これが

確実であるとすれば、現在の富岡地区の土地区画も、条

里地割の可能性が高いことになる。

　但し、これらが仮に条里地割であったとしても、その

年代が１２世紀代であることから、律令期の条里地割か否

かは不明であり、同時に甘楽条里の施行年代についても

検討を要する。いずれにしても、浅間Ｂ軽石降下の前後

における水田遺構の土地区画を広範囲に調べることに

よって、この地域における条里制の区画に基づいた土地

区画の状況は明らかになるものと考えられる。

は、以下のような変遷を辿るものと推定できる。

　①古墳時代において、富岡清水遺跡内あるいはその周

辺において水田耕作が開始される。但し、その詳細な年

代と範囲は、現段階では不明でる。

　②その後８世紀代には、低地部を中心に洪水層を耕作

土とする水田域となり、微高地部には下流域のための用

水路が設置される。なお 、この年代の用水路の位置は、

条里地割の可能性がある土地区画に一致していない。

　③９～ １０世紀代には、②の水田域の上位に竪穴住居

が立地して一時的に集落域となるが、おそらくこの年代

にもいずれかの用水路は存在したものと推定される。

　④天仁元年(１１０８)の浅間Ｂ軽石降下前の１１世紀代(Ⅴ

層段階)に、それ以前の集落域を含めたほぼ全域が水田

化される。おそらくこの段階こそが、この一帯に条里地

割が施行される時期である可能性が高く、これが１２世紀

代の擬似畦畔に継承される可能性が高い。

　以上、この遺跡及び周辺地域は、火山灰及び高田川の

洪水層を鍵層として水田、用水路、竪穴住居から土地利

用の変遷過程を追うことのできる希有な地域である。但

し、前述のようにこれらの時空系列を詳細に分析するこ

とが必要であるが、いずれにしても現在は高台で畑作地

帯のこの遺跡の周辺には、奈良時代から平安時代にかけ

て広範囲に水田化が図られるという地域構造の一端が明

らかとなった。

　この背景には用水路に代表される水利技術があったも

のと想定でき、この遺跡で検出した多くの用水路がその

傍証となる。また、現在の用水系統は、しばしば条里地

割と想定される線上に一致することから(128図)、条里

地割に基づいた土地区画の施行を経て、この延長線上に

存在している可能性も考えられる。さらに、この用水路

による水田開発は古墳時代まで遡る可能性が高く、鏑川

沿いに立地する古墳群との関係が、集落の分布域も含め

て大いに注目されよう。

　本稿の作成にあたっては、井上太・日沖剛史・淺間陽・

小高哲茂各氏から有益なご助言を賜った。文末ながら、

記して感謝の意を表す次第である。
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第３節　富岡城の縄張りについて

　１　地理的な条件

　富岡城は高田川左岸に並走する山稜を利用しており、

南面は高田川へ向かって比高差５０ｍを越える急斜面と

なっている。対して北斜面は緩やかであり、現在も耕作

道が設けられている。ただし、北面は複雑に谷地地形が

展開しており、現在は埋め立ても進み高燥化しているが、

随所に沼地が残り、本来は湿潤な地形であったことが判

明する。したがって、登城路として最も安定しているの

は西方尾根筋であり、こちらを大手方向と考えることが

できる。

　２　縄張り上の問題

(１)横堀

　今回調査された２号堀は横堀(第130図①)であり、こ

れまで、その存在は知られていなかった。調査された部

分は東西約２７ｍで、更に東へ延びている。ただし、これ

が掘り込まれている平場は東方２０ｍ程で終わるため、最

長の場合でも東端で一度立ち上がるものと考えられる。

また、西側は堀切である１号堀(第130図②)と合流して

終わるが、この底面は80㎝程高いため、付設時期に違い

を持つ可能性がある。

　ところで、全体的な縄張りをみると、今回調査された

第Ⅱ郭周辺は、堀割が特に厳重であることが判明する。

つまり、第Ⅰ郭の東側では、今回一部調査された第Ⅰ郭

東堀切(第130図③)を最後に、東方では堀切が現況で認

められず、東側の発掘調査によっても、堀切は発見でき

なかった。したがって、調査成果により、この城は第Ⅰ

郭東堀切、第Ⅱ郭西堀切(１号堀）と南へ続く竪堀、北斜

面の横堀(２号堀)、第Ⅳ郭西の堀切(３号堀)で区画され

ていることが判明する。また、第Ⅰ郭の南東斜面には小

規模な竪堀(第130図④)があり、ここから南斜面へ向か

うことを防いでいる。なお、その東脇には尾根が南東方

向へ下っており、高田川方面へ向かう通路として利用さ

れるため、堀切などは造られていない。

　以上からわかるとおり、この城の掘割はバランスを欠

いており、大手方向だけが非常に厳重となっている。し

たがって、時期は不明ながら、ある段階で改修が加えら

れたことも推測される。

　横堀が設けられた場合、谷側には土塁状に掘り残し部

分が生じて、この部分も防御機能を持つこととなる。本

遺跡の場合は、これに50㎝程度の盛り土をすることによ

り、横堀との高低差を加え機能を高めている。また、こ

の土塁状部分の幅は狭くなっているが、第Ⅰ郭へ向かう

通路として機能し、東端で第Ⅱ郭北東隅に入っていた可

能性も指摘されている(註１)。周辺における横堀の類例に

ついては後述する。

(２)第Ⅰ郭東堀切

　この堀切は非常に浅く、南北両端とも腰郭へつながっ

ている。北端部分は今回調査され、腰郭は掘りきられて

いないことが確認され、平坦に整形されていたことがわ

かっている。この部分は、小規模な溝で仕切られている

ことから、何らかの施設があった可能性も想定できる。

　堀切とは、本来尾根筋を横断方向に掘りきることで、

尾根上の通行を遮断する施設となる。しかし、ここでは

浅く幅広に造ることで、腰郭としての機能を加味し、あ

わせて堀内道として南北両面の連絡を図っている。周辺

における類例は後述する。

　なお、第Ⅰ郭北面は腰郭が二段造られ、厳重となって

いる。特に下段の腰郭は、第Ⅱ郭北面の横堀(第130図①)

の延長方向に近いことから、高低差はあるものの、同様

な横堀が埋没している可能性も残っている。

　３　周辺の類例との比較検討

(１)横堀

　本遺跡の西方約７ｋｍに位置する丹生東城(註２)は、平成

１６年に富岡市教育委員会によって、主要部分が全面的に

発掘調査されている(第131図)。遺構の構成は、東西長

約９０ｍで、南北長は東端で約６５ｍ、西端で約５０ｍの台形

をなす主郭と、内堀を挟んで北面は段差を持ち、東・南

面は平坦なまま帯郭が設けられる。更に外側の北面から

東面にかけて横堀がめぐりに、底面に障壁を伴う障子堀

となっている。また、その外側には幅約５ｍの帯郭が北

面から東面をめぐっている。北面中央には横堀によって

掘り残された幅約６ｍの土橋があり、出入り口となって

いる。この通路に対応して、上段の帯郭にも掘り残され

た土橋が造られ、西方へややずれることで、「食い違い
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虎口」となっている。こうした状況から、この城の大手

は北方と推定される。

  主郭の内部には、コの字型に掘立柱建物が配置され、

重複が無く短期間に使用された城と考えられる。また、

北西端の土坑では、輪宝墨書が施された在地系土器皿が

多く出土しており、その年代観から１６世紀中頃の城と位

置づけられている。

　南面は、調査範囲で東西長約１１１ｍまで確認された堀

切によって、遮断されている。堀切の底面や壁面に橋脚

となる柱穴は見つかって折らず、東端で帯郭へわたるの

が、唯一の通路として確認できる。この部分の南側には

並行して竪堀が設けられ、通路を狭めるとともに、堀切

の南壁を一部土塁状に掘り残す工夫もなされている。帯

郭を通路として使用する状況は、富岡城を理解する参考

となる。

　さて、帯郭の造成に関して、報告では模式的な考察が

なされている(第131図)。それによれば、横堀の掘削と

並行して帯郭を造成していく過程が、土層の分析によっ

て解明されている。一方、富岡城も盛り土によって高さ

を加えているが、幅は広げられていない。切り土によっ

て幅を広げることも可能と思われるが、地山の黒色土が

残っており、それも選択されていない。おそらく、当初

から帯郭とする意識はなく、堀の掘削土は郭面の造成に

回されたものと考えられる。

　横堀の事例としては、富岡城の北西約２ｋｍに位置する

高林城も重要である。この城は、城主など明確な城史は

不明ながら、高土塁や堀割を駆使した技巧的な縄張りと

なっている。特に東面は直線距離で約８０ｍに及ぶ横堀を

設けており、外側には断続的に土塁を伴っている。ただ

し、土塁が設けられた横堀部分は堀内道となるとみられ、

遮断意識の強い横堀は、南半部に限られる。

(２)浅い堀切

　浅い形態の堀切に関しては、同様な例は多く存在する

と思われるが、全体的な縄張りが類似している点からも、

富岡根小屋城(第132図)は参考となる。この城は、富岡

城の東方約３．５ｋｍに位置している。立地する尾根の幅は、

６０ｍ前後であり、富岡城よりも広い。堀切は３か所設け

られ、尾根の基部方向にある堀切が最も深く、第Ⅱ郭を

尾根から切り離している。中央に位置する第Ⅰ郭の面積

は第Ⅱ郭より狭いが、標高はやや高くなっている。東西

の斜面に一段から二段の腰郭が設けられており、主郭と

見なすことができる。

　問題となるのは、第Ⅰ・Ⅱ郭の間に位置する堀切(第

132図①)である。深さは浅く第Ⅰ郭側の斜面は緩やかで

ある。この堀切の東西両端は、わずかな段差を伴って腰

郭とつながり、堀内道となっている。尾根の幅が広いこ

ともあり、腰郭は第Ⅰ郭を全周し、西面には低土塁が残っ

ている。第Ⅲ郭は腰郭と同じ高さのままで、西半部が土

壇状に１ｍ弱高まり、第Ⅰ郭との間に非常に浅い堀切を

設けている。また、第Ⅲ郭の南下には幅広の腰郭が東に

傾斜しながら回っており、おそらくこの方向が大手とな

り、南斜面へ降りていくものと想定される。なお、南東

部は畑地の造成のため大きく削平され、南斜面も社が造

られ、地形が大きく変更され、旧時をうかがうことは難

しい。中央の堀切の西斜面には、一部竪堀状の凹みがみ

られるが、自然の谷地地形であり、意図的なものか判然

としない。

　４　まとめ

　本稿では富岡城の特徴的な縄張りを抽出し、その比較

資料となる周辺の類例を示した。富岡根小屋城は、全体

的な縄張りと堀切が浅い点で富岡城と共通点があり、遮

断する意識が弱い点が注目される。その意味では、横堀

を伴う富岡城よりも一貫している。また、横堀が障子堀

として、防御上の重点を占める丹生東城は、丘城として

立地は異なるが、１６世紀中頃の城郭として、指標となる。

高林城は山城としては技巧的であり、戦国末期の実戦的

な城郭を思わせる。ここでも、効果的に横堀が取り入れ

られており、横堀を観点として、富岡根小屋城と高林城

の折衷的な様相を富岡城が示しているようにみえる。こ

うした点からも、富岡城の横堀は、改修などにより後発

的に付加された遮断施設と見なしたい。
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第４節　総　括

〈富岡清水遺跡〉

　縄文時代：検出された縄文時代の遺構は、その多くが

Ｅ区に集中し、高田川右岸台地上に形成された後期初頭

の称名寺式期の集落であった。出土土器には前期の有尾

式土器や諸磯式土器もあることから、それらの時期の器

高も周囲に点在する可能性は高い。

　弥生時代：遺構は検出されていないが、中期の壺形土

器等が出土しており、周囲に集落が存在する可能性が大

きくなった。

　奈良・平安時代：竪穴住居や掘立柱建物からなる集落、

用水路、水田および畠等の各種遺構、さらには高田川の

洪水層が検出され、この地域での土地利用の変遷過程を

追うことのできる希少な遺跡であり、今後の研究に繋ぐ

ことのできる資料となった。また、出土した朱墨痕の残

る転用硯は非常に少数な資料であり、一般集落から出土

したことをも含め、今後の検討を重ねる必要がある。

　中世以降：近世の大型建物や道路状遺構等が検出され、

文献等にみられない新たな視点でこの地域の地域史を語

る資料となることに期待したい。

〈富岡城跡〉

　弥生時代：丘陵頂部に点在する後期の住居であり、中

高瀬観音山遺跡と共に今後の弥生研究の良好な資料を得

た。また、中期の土器も出土している点では、周辺地で

の状況をも注視する必要が出てきた。

　古墳：丘陵の頂部に６世紀前半の円墳、さらに７世紀

前半の円墳が検出され、さらに周辺域にも古墳が点在す

る可能性が出てきた。

　富岡城跡：城郭の全容は明らかとはならなかったが、

特徴的な縄張りを抽出して周辺城郭と比較すると、全体

的な縄張りと堀切が浅い点で富岡根小屋城と、山城とし

ては技巧的で効果的に横堀を取り入れた高林城との、折

衷的な様相を示しているように富岡城がみえる。また、

横堀が障子堀となる丹生東城は、16世紀中頃の城郭とし

て指標とされている点でも、本城郭が戦国期に在城して

いたと考ることは妥当と言えよう。

第130図　富岡城縄張図
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第132図　富岡根小屋城縄張図

第131図　丹生東城遺跡全体図・模式断面図（註２文献より転載）
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写 真 図 版





富岡清水遺跡全景　空中写真　南から

富岡清水遺跡全景　空中写真　北から

富岡清水遺跡 PL.1



Ａ区第１面（近世）　全景　南から

平成22年度調査　Ａ区　全景　空中写真　上から

富岡清水遺跡PL.2



Ａ区　１号道路状遺構　東からＡ区　１号道路状遺構　西から

Ａ区　１号道路状遺構　南西からＡ区　１号道路状遺構　南東から

Ａ区　２号建物東半　南からＡ区　２号建物西半　南から

Ａ区　２号建物　全景　南からＡ区　１号建物　全景　西から

富岡清水遺跡 PL.3



Ａ区　２号住居　全景　南からＡ区　１号住居　カマド　南西から

Ａ区　１・３号住居　全景　南西からＡ区　１・３号住居　全景　西から

Ａ区　11 ～ 14号溝　北からＡ区　１号溝南側　南から

Ａ区　２号道路状遺構　南からＡ区　２号道路状遺構　西から

富岡清水遺跡PL.4



Ａ区　３号土坑　西からＡ区　２号土坑　西から

Ａ区　１号土坑　西からＡ区　１号掘立柱建物　全景　西から

Ａ区　２号住居　遺物（薦編み石）出土状況Ａ区　２号住居　カマド　南から

Ａ区　２号住居　カマド周辺遺物出土状況　南からＡ区　２号住居　遺物出土状況　北から

富岡清水遺跡 PL.5



平成19年度調査　Ｂ区　全景　北から

Ｂ区　１号住居　全景　西から

Ｂ区　１号住居　遺物出土状況　南から

Ｂ区　１号住居　カマド　西から

Ｂ区　２号住居　全景　北西から

富岡清水遺跡PL.6



Ｂ区　４号住居　全景　東から

Ｂ区　３号住居　全景　北西から

Ｂ区　３号住居　貯蔵穴　西から

Ｂ区　３号住居　カマド　北から

Ｂ区　１号土坑　南から Ｂ区　２・３号土坑　南から Ｂ区　４号土坑　南から

Ｂ区　５号土坑　南から Ｂ区　６号土坑　南から Ｂ区　６号土坑　炭化物出土状況

富岡清水遺跡 PL.7



Ｂ区　１号溝　北西から Ｂ区　１号用水路　西から

Ｂ区　古代水田　南半　西からＢ区　古代水田　全景　南から

Ｂ区　古代水田　全景　北から

富岡清水遺跡PL.8



Ｃ区　２号住居　全景　西からＣ区　１号住居　遺物出土状況　西から

Ｃ区　１号住居　カマド　西からＣ区　１号住居　全景　西から

平成19年度調査　Ｃ区　全景　南から

富岡清水遺跡 PL.9



Ｃ区　２号住居　カマド　北西から

Ｃ区　６号住居　全景　西から

Ｃ区　３・４・５号住居　全景　西から

Ｃ区　７号住居　全景　上から

Ｃ区　２号住居　遺物出土状況　西から

Ｃ区　６号住居　カマド　西から

Ｃ区　３号住居　カマド　北西から

Ｃ区　７号住居　カマド　西から

富岡清水遺跡PL.10



Ｃ区　15号土坑　遺物出土状況　南東からＣ区　14号土坑　西からＣ区　13号土坑　東から

Ｃ区　12号土坑　東からＣ区　11号土坑　東からＣ区　10号土坑　東から

Ｃ区　９号土坑　東からＣ区　８号土坑　西からＣ区　７号土坑　東から

Ｃ区　６号土坑　北東からＣ区　５号土坑　東からＣ区　４号土坑　東から

Ｃ区　３号土坑　東からＣ区　２号土坑　東からＣ区　１号土坑　南東から

富岡清水遺跡 PL.11



平成19年度調査　Ｄ区　全景　西から

Ｃ区　１号用水路　東から Ｃ区　２～６号用水路　東から

Ｃ区　２号用水路　１号集水堰　南から Ｃ区　７号用水路　北西から

富岡清水遺跡PL.12



Ｄ区　１号住居　全景　西から Ｄ区　１号住居　カマド　西から

Ｄ区　３号住居　全景　西からＤ区　２号住居　全景　南から

 Ｄ区　４号住居　全景　南から

Ｄ区　１号土坑　北から

Ｄ区　４号住居　全景　西から

Ｄ区　２号土坑　南東から Ｄ区　３号土坑　南東から

富岡清水遺跡 PL.13



平成21年度調査　Ｅ区（第３面）　全景　北東から

平成21年度調査　Ｅ区（第１・２面）　全景　北から

富岡清水遺跡PL.14



Ｅ区　３号住居　北東角木炭材出土状況　北東からＥ区　３号住居　カマド　北西から

Ｅ区　３号住居　遺物出土状況　西からＥ区　２号住居　カマド　西から

Ｅ区　２号住居　全景　西からＥ区　１号住居　カマド２　北西から

Ｅ区　１号住居　カマド１　北西からＥ区　１号住居　全景　北西から

富岡清水遺跡 PL.15



Ｅ区　８号住居　全景　東から

Ｅ区　７号住居　カマド　北西からＥ区　７号住居　全景　南東から

Ｅ区　６号住居　全景　西からＥ区　５号住居　全景　西から

Ｅ区　４号住居　カマド１　南西からＥ区　４号住居　全景　西から

Ｅ区　８号住居　カマド　西から

富岡清水遺跡PL.16



Ｅ区　13号住居　埋甕炉　土器出土状況　西からＥ区　13号住居　遺物出土状況　西から

Ｅ区　13号住居　全景　北からＥ区　12号住居　埋甕炉　土器出土状況　南東から

Ｅ区　12号住居　全景　東からＥ区　11号住居　全景　西から

Ｅ区　10号住居　全景　西から Ｅ区　９号住居　全景　東から

富岡清水遺跡 PL.17



Ｅ区　14号住居　北西部敷石残存状況　西からＥ区　14号住居　柄部配石状況　南西から

Ｅ区　13号住居　埋甕炉　掘り方　西からＥ区　13号住居　埋甕炉　土器出土状況　西から

Ｅ区　１号土坑　南東から Ｅ区　２号土坑　南から Ｅ区　３号土坑　北から

Ｅ区　４号土坑　東から Ｅ区　７号土坑　東から Ｅ区　８号土坑　南から

富岡清水遺跡PL.18



Ｅ区　９号土坑　南東から Ｅ区　10号土坑　北から Ｅ区　10号土坑埋甕出土状況　南西から

Ｅ区　１・２号畠　東から

Ｅ区　４号畠　西から

Ｅ区　３号畠　北東から

Ｅ区　４号畠　畠上面に堆積するAs-A　西壁土層断面

Ｅ区　10号土坑埋甕出土状況　南西から Ｅ区　11号土坑　西から

富岡清水遺跡 PL.19



F区　４・５号溝　南東からF区　１号住居　カマド　西から

F区　１号住居　全景　東からF区北　北壁土層断面　南から

F区北　１・２面全景（１・２号溝）　南からF区　３号溝　北から

F区　１号土坑　北からF区南　１・２面全景　北から

富岡清水遺跡PL.20



富岡清水遺跡 PL.21
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富岡城全景　空中写真　南から

富岡城全景　空中写真　北から

富岡城跡PL.32



平成２２年度調査　城郭南西部　弥生・古墳時代面全景　空中写真　西から

平成２２年度調査　城郭南西部　弥生・古墳時代面全景　空中写真　上から

富岡城跡  PL.33



城郭南西部　３号住居　炉　南から城郭南西部　３号住居　全景　南から

城郭南西部　２号住居　炉　南から城郭南西部　２号住居　全景　南から

城郭南西部　１号住居　遺物出土状況城郭南西部　１号住居　遺物出土状況

城郭南西部　１号住居　遺物出土状況城郭南西部　１号住居　全景　南から

富岡城跡PL.34



城郭南西部　１号古墳周堀　遺物出土状況　西から城郭南西部　１号古墳周堀　遺物出土状況　南から

城郭南西部　１号古墳周堀　全景　南西から城郭南西部　１号古墳周堀　全景　北から

城郭南西部　１号古墳周堀　全景　北西から

富岡城跡 PL.35



城郭北東部　１０トレンチ古墳周堀　遺物出土状況　南から城郭北東部　３区１号土坑　全景　南から

城郭北東部　４区２号住居　全景　南から城郭北東部　４区１号住居　床面全景　北から

城郭北東部　３区２号住居　北半床面　北から城郭北東部　３区２号住居　南半床面　南から

城郭北東部　３区１号住居　南半ピット検出状況　北東から城郭北東部　３区１号住居　北半床面　北から

富岡城跡PL.36



富岡城　城郭全景　北西から（甘楽町・旧吉井町方面を望む）

富岡城　城郭全景　北東から（富岡市街地・一ノ宮方面を望む）

富岡城跡 PL.37



富岡城　城郭全景　南から（富岡清水遺跡から城郭を望む）

富岡城　城郭全景　南東から（高田川と城郭の西側を望む）

富岡城跡PL.38



城郭西側（２・４郭）　全景　空中写真　南西から

城郭西側（２・４郭）　全景　空中写真

富岡城跡 PL.39



城郭西側（２・４郭）　全景　西から

城郭西側（２・４郭）　空中写真　西から

富岡城跡PL.40



２郭　土塁痕跡北側　西から２郭　土塁痕跡南側　北から

２郭　北半　東から２郭　南半　東から

２郭　全景　空中写真

富岡城跡 PL.41



１号堀　土層断面　南から１号堀　盛り上がる中央部底面　南から

１号堀　北から１号堀　南から

１号堀と２郭西側面　全景　南から

富岡城跡PL.42



２号堀　土層断面　東から２号堀　西半と端部　東から

１号堀と２号堀の交点　南から２号堀　改修後の底面　西から

２号堀と２郭北側面　西から

富岡城跡 PL.43



２郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｄライン）　南西から２郭北縁　築城時の盛り土状況（Ａライン）　東から

２郭北側面にみる盛り土の状況　北西から

２郭南半　築城時の盛り土状況（Ｅライン）　北東から ２郭北半　築城時の盛り土状況（Ｅライン）　南東から

富岡城跡PL.44



２号堀北壁上端　築城時の盛り土（Ａライン）　南東から２号堀北壁上端　築城時の盛り土（Ａライン）　東から

２郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｅライン）　東から２郭南縁　築城時の盛り土状況（Ｅライン）　東から

２号堀北壁上端　築城時の盛り土（Ｄライン）　北西から

富岡城跡 PL.45



４郭北縁　西から

４郭　南側に残る高まり　西から４郭　南側に残る高まり　東から

３号堀　全景　北東から

４郭南縁　築城時の盛り土状況（Ｋライン）　南から ４郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｋライン）　南東から

４郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｊライン）　南東から ４郭　築城時の盛り土状況（Ｆライン西側）　南東から

富岡城跡PL.46



４郭　築城時の盛り土状況（Ｆライン西端）　東から

城郭外平坦面　土塁の残存部　東から

４郭北縁　築城時の盛り土状況（Ｃライン）　南東から

城郭外平坦面　土塁の土層断面　北西から

城郭外平坦面　全景　東（４郭）から

富岡城跡 PL.47



城郭北東部　２区　区画　東から

城郭北東部　１区南側　全景　北から

城郭北東部　２区　全景　南から

城郭北東部　１区北側　全景　北から

城郭北東部　２区　区画溝断面（南壁）　北から 城郭北東部　２区　３郭南西角盛り土上面　西から

城郭北東部　２区　３郭南西角盛り土断面　西から 城郭北東部　２区　盛り土下面（築城前表土面）　南西から

富岡城跡PL.48



城郭北東部　３区　全景　南から

城郭北東部　３区　盛り土土層断面（３号トレンチ）　北西から

城郭北東部　３区　盛り土下面（築城前表土面）　北から

城郭北東部　４区　全景　南から

城郭北東部　３区　全景　北から

城郭北東部　３区　盛り土土層断面（確認トレンチ１）　北から

城郭北東部　３区　盛り土土層断面（東壁）　南西から

城郭北東部　４区　全景　北から

富岡城跡 PL.49



城郭北東部　７号トレンチ　全景　南西から 城郭北東部　９号トレンチ　全景　南西から

城郭北東部　5区　段差部分　北西から

城郭北東部　５区　全景　北から城郭北東部　５区　全景　南から

城郭北東部　５区　６号トレンチ付近　西から

城郭北東部　５区　３郭北西角　南から

城郭北東部　５区　１・２号土坑　北から

富岡城跡PL.50
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